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教育学概論
１年次
２単位（講義）
担当 井岡　瑞日

≪授業の概要≫
現代教育を理解するためには、教育の意味について絶えず根底から問い直そうとする思考力や教
育の思想及び歴史についての豊かな教養が必要である。本講義では、教育を支える基本的理念や
思想、教育という営みの歴史的展開などについて幅広く検討していく。具体的には、西洋近代に
おける代表的な教育思想・実践の歩み、西洋・東洋における学校教育や家庭教育の歴史とその背
景にある子ども観の変遷について学ぶ。このことを通して、現代の教育問題を考えるための深い
洞察力を培うことを目指す。

≪学生の到達目標≫
教育の基本的概念は何か、また、教育の理念にはどのようなものがあり、教育の歴史や思想にお
いて、それらがどのように現れてきたかについて学ぶとともに、これまでの教育及び学校の営み
がどのように捉えられ、変遷してきたのかを理解する。
①教育の基本的概念について理解する。
②教育の思想や歴史についての基礎的な知識を身につける。
③教育の今日的課題について学問的視野から考察する力を養う。

≪授業計画≫
１. 授業の概要と進め方について
２. 教育の基本的概念①―教育の意義と目的
３. 教育の基本的概念②―乳幼児期の教育の特性
４. 子どもと教育の思想・歴史①―「子ども」とは何か、子ども観の変遷
５. 子どもと教育の思想・歴史②―幼児教育思想の系譜
６. 子どもと教育の思想・歴史③―子ども家庭福祉の関連
７. 学校教育の思想・歴史①―「学校」とは何か
８. 学校教育の思想・歴史②―公教育の成立と展開
９. 学校教育の実践①―教育実践の基礎理論（内容・方法・計画と評価）
10. 学校教育の実践②―教育実践の多様な取り組み
11. 子育てと家庭教育の歴史―近代家族の子育て
12. 子育てと家庭教育の歴史―母性愛規範の形成
13. 現代教育の課題を考える①―ジェンダーと教育
14. 現代教育の課題を考える②―いじめ問題
15. 現代教育の課題を考える③―子どもの貧困と教育格差

≪成績評価の基準・方法≫
課題及びグループディスカッションの内容（50%）レポート（50％）

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
・文部科学省「小学校学習指導要領解説」・文部科学省「幼稚園教育要領解説」・内閣府・文部
科学省・厚生労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」・厚生労働省「保育所保育
指針解説」

≪事前・事後学習≫
事前学習：日頃から新聞やテレビで報道される教育に関するニュースに関心を持っておくこと
事後学習：毎授業の内容をよく復習し、知識の定着に努めること。授業内で適宜読書案内を行う
ので、レポート課題の取り組みの中で積極的に読み、教育に対する理解を深めること。

情報処理演習Ⅰ
１年次
１単位（演習）
担当 ★藤田　朋己

≪授業の概要≫
　保育・教育現場においては、ICT 機器活用が不可欠となっている。特に小学校現場においては
、子どもたち1人ひとりがタブレット端末をはじめとする情報端末を活用する教育が推進されて
いる。また、仕事や授業を進める上で、効率よく時間を使い、効果的な利活用を実現するスキル
も求められている。本授業では、筆記用具と同じくICT 機器を扱うスキルと効率的に業務をおこ
なうスキルの向上を目指す。ICT 機器はあくまで道具である。特に表現する道具として利用する
場合は、個の感性やものごとの捉え方が問われるとともに、第三者に対して伝えたい内容が、正
確かつわかりやすく表現できるかが重要である。個の感性を磨くとともに、多方向からものごと
を見る広い視野の育成もおこなう。そのため、他者と成果物を相互評価する場面を設け交流を図
る。新型コロナウイルス感染拡大によって、オンライン授業が一般的になった状況を踏まえ、そ
の活用についても取り上げる。

≪学生の到達目標≫
ICT 機器を道具として的確に操作するスキルを身につけるとともに、ICT 機器を効率よく正確に
操作できるスキルの獲得を目標とする。また、何かしら作成物を作成する際には、それを手にす
る第三者の視点に立ち、デザイン・構成等を考えなければならない。自身の感性を磨き、広い視
野でものごとを多方向から見ようとする姿勢を身につけることも目標とする。実施にあたっては
、学生同士で成果物を評価し合う場面を設ける。他者の成果物から学びを得るとともに、他者に
感想を伝え、アドバイス等をおこなうことで、評価者としての視点を育むことも目標とする。

≪授業計画≫
１. 授業計画・学内環境の理解
２. 自己紹介カード作成演習
３. 自己紹介カードを用いた交流（ワーク）
４. オンラインの活用（manaba・Teams）に向けての理解
５. 印刷素材提供サイトの活用（カレンダー作成）
６. Wordの基本操作・既存ファイルの利用・折り紙サイトの活用
７. 段組み・段落罫線を用いた作成演習・手遊びサイトの活用
８. 歌詞カード作成演習1（冊子印刷・作成を中心に）
９. 歌詞カード作成演習2（冊子印刷・印刷を中心に）・相互評価（ワーク）
10. 絵文字レター作成演習・イラスト提供サイトの活用
11. おたより作成演習1
12. おたより作成演習2（既存ファイルに変更を加える）
13. らくがきをしてみると・・・1（シチュエーション演習・相互評価）
14. らくがきをしてみると・・・2（シチュエーション演習・相互評価）
15. らくがきをしてみると・・・3（シチュエーション演習・相互評価）・総括

≪成績評価の基準・方法≫
　本授業は演習授業である。授業時の説明を聞いた上で課題に取り組み、その課題を提出するこ
とが最も重要である。提出された課題については、修正点等のコメントをつけた上で返却する。
指摘された点に注意して、以後の課題に反映して欲しい。
　評価方法としては、演習への取り組みや授業に臨む姿勢に対する評価（40％）・課題評価（60
％）とする。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
伝えたいことをわかりやすく、正確に伝えるためのスキルを身につけるためには、普段の生活の
中で目にするものに対して、意識を持って接して欲しい。また、常に自身の感性を磨き、ものご
とに対する視野を広げる努力も重要である。事前学習として、これらのことを意識することを願
う。提出課題については、評価とコメントをつけて返却する。事後学習として、指摘された内容
を理解し、今後の演習に活かす努力を願う。

1



情報処理演習Ⅱ
１年次
１単位（演習）
担当 ★藤田　朋己

≪授業の概要≫
　保育・教育現場においては、ICT 機器の活用が不可欠となっている。
　本授業では、筆記用具と同じくICT 機器を利活用するスキルと効率的に業務をおこなうスキル
の向上を目指す。その中でも特に情報発信スキルの向上をはかる。保育・教育現場においては、
ただ単に情報を読み取り、情報を発信すればよいという場面はない。そこには必ず思考・判断・
表現が必要となる。したがって、思考力・判断力・表現力の育成をおこなう。ただし、これらの
力は、すぐに身につくものではない。日常生活の中で常に意識することが重要であり、その積み
重ねの中で養われるものである。
　本授業では、さまざまなテーマをもとに、そのきっかけを作り出す。また、他者から学ぶこと
は非常に多い。したがって、学生同士の交流や相互評価の実施を対面やmanaba上でおこなう。

≪学生の到達目標≫
　ICT 機器を効率よく、正確に操作できるスキルを身につけるとともに、情報を効果的に発信す
るスキルの獲得を目標とする。また、何かしらの情報を発信する際には、その情報を受け取る相
手の視点に立ち、内容・デザイン・構成等を考えなければならない。これらの力は、すぐに身に
つくものではない。したがって、授業を通じて常に自身の感性を磨き、広い視野でものごとを多
方向から見ようとする姿勢を身につけることも目標とする。
　実施にあたっては、学生同士で成果物を評価し合う場面を設ける。他者の成果物から学びを得
るとともに、他者に感想を伝え、アドバイス等をおこなうことで、評価者としての視点を育むこ
とも目標とする。

≪授業計画≫
１. 情報発信についての理解
２. Webからの情報収集・整理・発信（すくすく子育て）
３. ドキュメンテーション
４. 作成ドキュメンテーションを用いた交流と相互評価
５. 絵本情報発信（作表機能の活用）
６. 絵本情報を元にした交流と相互評価
７. ○○○カード（作成演習・交流・相互評価）
８. Excelの基本操作
９. 月間スケジュール（おやつ）作成演習
10. 計算式入力方法・グラフ作成方法の理解
11. 成績表作成演習
12. 映像作成演習1（作成の準備）
13. 映像作成演習2（作成）
14. 映像作成演習3（自己評価と修正）
15. 制作映像鑑賞と相互評価

≪成績評価の基準・方法≫
　本授業は演習授業である。授業における説明を聞いた上で課題に取り組み、その課題を提出す
ることが重要である。
　提出された課題については、修正点等のコメントをつけた上で返却する。指摘された点に注意
して、以後の課題に反映して欲しい。
　評価方法としては、演習への取り組みや授業に臨む姿勢に対する評価（40％）・課題評価（60
％）とする。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
　伝えたいことをわかりやすく、正確に伝えるためのスキルを身につけるためには、普段の生活
の中で意識を持って、目にするものに接して欲しい。また、常に自身の感性を磨き、ものごとに
対する視野を広げる努力も重要である。事前学習として、これらのことを意識することを願う。
　提出課題については、評価とコメントをつけて返却する。事後学習として、指摘された内容を
理解し、今後の演習に活かす努力を願う。

日本国憲法
１年次
２単位（講義）
担当 石川　愛世

≪授業の概要≫
本講義は、国民の基本的人権と国家の統治機能の二体系で構成される日本国憲法の基本的知識を
習得することを目的とする。憲法の意味、成立、基本原理から順を追って解説を行う。講義の際
にはできるだけ具体的な事例、判例に言及しつつ理解を深める。

≪学生の到達目標≫
憲法の基本的知識を学び、基本的人権の内容及び国家の統治機能を理解する。日常生活と憲法と
の関わりを意識できるようにする。

≪授業計画≫
１. ガイダンス（授業の進行方法、日本の法と憲法の関係を解説する）
２. 憲法の意味・成立・歴史について学ぶ
３. 憲法の基本原理について学ぶ
４. 包括的基本権・平等権について学ぶ
５. 精神的自由権①-内心の自由-について学ぶ
６. 精神的自由権②-表現の自由-について学ぶ
７. 経済的自由権について学ぶ
８. 人身の自由について学ぶ
９. 国務請求権・参政権について学ぶ
10. 社会権について学ぶ
11. 国会・内閣について学ぶ
12. 裁判所について学ぶ
13. 財政・地方自治について学ぶ
14. 改正・最高法規について学ぶ
15. 総括（まとめ）

≪成績評価の基準・方法≫
授業への取り組みや提出物〈小テスト・課題等〉（40％）、学期末のテスト（60％）を総合して
評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・中村睦男　編著「はじめての憲法学（第３版）」三省堂　他、適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
常日頃から、日常生活における出来事がどのように憲法と関わるか問題意識をもち、ニュース・
新聞等を見ることが望ましい。事前学習として、次回講義のテキスト該当範囲を読むことを求め
る。授業の進行具合等により、授業計画に変更の可能性がある為、該当範囲は各回終了毎に指示
する。
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英語
１年次
２単位（演習）
担当 中西　千佳子

≪授業の概要≫
インターネットの普及や様々な分野のグローバル化がすすむ現代社会においては、世界共通語と
しての「英語」の運用能力がますます要求されている。この授業では、日常生活を題材にしたテ
キストを使用し、コミュニケーションに必要な文法力を養成し、語彙力を強化する。

≪学生の到達目標≫
聞く、読む、話す、書く、といった４技能を鍛えるための様々な演習を行い、総合的な英語力向
上を目指す。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション（授業の進行方法と学習課題について）
２. 英語の基本構造
３. 一般動詞（１）現在形の肯定文・否定文・疑問文
４. WH-疑問文の作り方
５. 一般動詞（２）過去形の肯定文・否定文・疑問文
６. be動詞（１）現在形の肯定文・否定文・疑問文
７. 復習①（２〜６回の内容を中心に）
８. 形容詞（感情や状態を表す）
９. be動詞（２）WH−疑問文、命令文
10. 人称代名詞　（所有格、所有代名詞）
11. 場所を示す表現
12. 時を示す表現
13. 未来形（肯定文、否定文、疑問文）
14. 復習②（８〜１３回の内容を中心に）
15. 前期のまとめ
16. 進行形（現在進行形、単純過去形 vs 過去進行形）
17. 方向・動作を示す前置詞
18. 助動詞
19. 依頼・申し出・許可の表現
20. 疑問詞を使った疑問文
21. 数字の表現
22. 復習③(１６〜２１回分）、基本動詞（get, have, など）
23. 病気に関する表現
24. 基本動詞と前置詞（慣用表現）
25. 形容詞と前置詞（慣用表現）
26. 伝えたい内容を整理する
27. 文をつなぐ
28. 入国審査で問われる質問および返答
29. 復習③（２２から２８回の内容を中心に）
30. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業への取り組みを重視し、発表や課題提出も勘案して、総合的に評価する。学期試験（５０％
）、小テスト（４０％）、授業への取り組み（１０％）

≪授業で使用する教科書≫
・森田和子・北本洋子・高橋順子「発信型　シンプル・イングリッシュ」三修社

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
各回の予習、復習をおこなう。わからない単語があれば辞書等で調べておくこと。

体育（講義）
１年次
１単位（講義）
担当 仲山　正志

≪授業の概要≫
文部科学省は「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」を実施している。その結果、運動実施時
間と体力との関係が明らかになった。体力・運動能力の向上のためには、子どもたちの運動時間
の確保が重要であるといえる。さらに、子どもの遊びにとって大切な「空間」（遊び場）、「仲
間」（遊び友達）が重要であることも明らかである。
この講義では、体力・運動能力の向上のための学校や自治体、スポーツ団体の取り組みに触れ、
遊びの意味や運動の楽しさ、体力・運動能力について考えることとする。

≪学生の到達目標≫
体力・運動能力の向上には運動の楽しさを味わうことが基礎にある。それを理解した上で、遊び
の意味や運動の楽しさ、体力・運動能力についての理解を深める。授業で得た知識に基づき、遊
びの意味や運動の楽しさ、体力・運動能力についての動向および教育的観点から、遊びや体力・
運動能力の在り方について、積極的に取り組む姿勢と実践力を身につける。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 運動の楽しさ
３. 体力とは（行動体力・防衛体力）
４. 運動能力とは（運動能力・運動神経）
５. 健康状態・栄養摂取状況および体力・運動能力に関する調査について
６. 文部科学省・スポーツ庁の取り組み
７. 全国体力・運動能力、運動習慣等調査について
８. 幼児教育・学校教育現場での取り組み
９. 地方自治体の取り組み
10. スポーツ団体の取り組み
11. 民間企業の取り組み
12. 子ども・青少年の運動・スポーツ実施状況
13. 部活動・スポーツ少年団の活動状況
14. 子どもの運動・スポーツへの参加に向けて
15. まとめ（子どもの体力・運動能力向上の本質）

≪成績評価の基準・方法≫
レポートや提出物(50%)、授業への取り組み（50％）として評価を行う。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
運動の楽しさや体力・運動能力について自分の体験やこれまでの経験を通じて課題を持つこと。
その課題について講義からの学びや自分自身の積極的な取り組みを通じて課題解決につなげてい
くこと。
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体育（実技）
１年次
１単位（実技）
担当 足立　博子

≪授業の概要≫
現代社会におけるオートメーション化やモータリゼーションおよび現在の社会情勢に伴う身体活
動量の減少は、心身の健康水準や体力を低下させている。本授業では、運動が健康および体力の
維持増進にもたらす効果を理解するとともに、様々な状況下において身体を動かし、健康と体力
を維持増進させる具体的方法について実践的な学びを深めたい。また、将来において保育や教育
に携わる人材として、他者とともに身体を動かすことの楽しみを自ら体感すること、多様な運動
の展開方法を知ることは極めて有用であると考える。授業では、履修者自身が成長過程において
経験した運動あそびを振り返り、運動が発育発達にもたらす効果や発育発達段階に応じた展開方
法についても考察を促したい。

≪学生の到達目標≫
現代生活においては、日常生活の利便化や交通手段の発達などに伴って身体活動量が減少しがち
である。また、現在の社会情勢は更なる身体不活動を生じさせ、心身の健康水準や体力の低下が
懸念される。本授業における第1の目標は、様々な状況下において実施可能な各種運動を体験し
、自身の健康管理のための運動を立案・実践・継続する能力を獲得することである。また、将来
において保育や教育に携わる人材として、他者とともに身体を動かすことの楽しみを自ら体感す
ることや多様な運動の展開方法を知ることは極めて有用である。本授業における第2の目標は、
自身が成長過程において経験した運動あそびをはじめとする多種多様な運動を実践する中で、各
種の運動が発育発達段階ごとにもたらす効果について理解することである。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション　本授業の概要・目的の紹介および受講に際する注意事項の説明
２. からだほぐし運動　ストレッチや軽い体操で自己のコンディションを把握する。
３. 室内で行うレクリエーションゲーム　他者との関わりの中で楽しみながら身体を動かす。
４. 屋外で行うレクリエーションゲーム　他者との関わりの中で楽しみながら身体を動かす。
５. 静的/動的ストレッチ　柔軟性を高め、筋コンディショニングの方法を知る。
６. ウエイトトレーニング　自体重を用いて筋力・筋持久力を向上させる方法を知る。
７. サーキットトレーニング　無酸素および有酸素運動能力を向上させる方法を知る。
８. コーディネーショントレーニング　ゲーム感覚で身体コントロール能力を鍛える。
９. かけっこ・リレー・鬼ごっこをベースとする運動
10. 新聞紙、フープ、縄などを使った運動と伝承遊び
11. ボールゲーム-1　ドッジボールおよび各種アレンジゲーム
12. ボールゲーム-2　サッカーおよび各種アレンジゲーム
13. ボールゲーム-3　バレーボールおよび各種アレンジゲーム
14. ペットボトルエクササイズ　ペットボトル2本を用いた軽負荷ウエイトトレーニング
15. リズムダンス　音楽を用いた有酸素運動で全身持久力と認知機能を鍛える。

≪成績評価の基準・方法≫
・授業への積極的な取り組み姿勢(60%)
・各運動種目への理解(20%)
・各運動種目の実践能力(20%)

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
食事バランスや睡眠の質、生活リズムなどに意識を向け、普段から自身の健康管理に努めてくだ
さい。また、授業で実践した運動の中から、各自の生活環境で実施可能なものや自身の体調或い
は身体特性に応じて必要なものを選んで継続的に実施し、運動を習慣化するように心がけてくだ
さい。

社会福祉
１年次
２単位（講義）
担当 ★藪　一裕

≪授業の概要≫
現代社会における社会福祉の意義と歴史的変遷、及び社会福祉における子ども家庭支援の視点に
ついて理解する。また、社会福祉の制度や実施体系について学ぶとともに、社会福祉における相
談援助や利用者の保護にかかわる仕組み、社会福祉の動向と課題について理解する。

≪学生の到達目標≫
①現代社会における社会福祉の意義と歴史的変遷、及び社会福祉における子ども家庭支援の視点
について理解する。②社会福祉の制度や実施体系について理解する。③社会福祉における相談援
助について理解する。④社会福祉における利用者の保護にかかわる仕組みについて理解する。⑤
社会福祉の動向と課題について理解する。

≪授業計画≫
１. ガイダンス、社会福祉の理念と概要
２. 社会福祉の歴史的変遷
３. 子ども家庭支援と社会福祉
４. 社会福祉の制度と法体系、社会福祉行財政と実施機関
５. 社会福祉、社会福祉施設の専門職
６. 社会保障及び関連制度の概要
７. 社会福祉における相談援助（１）相談援助の理論、相談援助の意義と機能
８. 社会福祉における相談援助（２）相談援助の対象と過程
９. 社会福祉における相談援助（３）相談援助の方法と技術
10. 社会福祉における相談援助（４）相談援助の実際
11. 社会福祉における利用者の保護にかかわる仕組みー情報提供、第三者評価、権利擁護など
12. 社会福祉の動向と課題（１）少子高齢化社会における子育て支援
13. 社会福祉の動向と課題（２）共生社会の実現と障がい者施策
14. 社会福祉の動向と課題（３）在宅福祉・地域福祉の推進、諸外国の動向
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポート試験40％、授業内課題（小テストの実施、リアクションペーパーなど）20％、授業への
取り組み（受講態度、積極的な授業への参加、予習・復習、発表など）20％、事前・事後課題へ
の取り組み20％として評価を行う。レポートは、授業内容の理解度や、受講生自身が問題意識を
もち考えを示すものを評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・直島正樹・原田旬哉「図解で学ぶ保育　社会福祉」萌文書林

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
【1単位につき、45時間の学修が必要】本教科科目は2単位であるので、講義、事前・事後学習合
計90時間の学習時間が必要である。
①毎回の授業で示すテーマについて、新聞記事、参考文献やWeb検索などを参照して理解を深め
ること。
②次回授業への予習として、テキストの該当箇所を読み、自分自身の経験や知識を深めること。
①②について、manabaを活用して課題管理をおこなうことがある。
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子ども家庭福祉
１年次
２単位（講義）
担当 立花　直樹

≪授業の概要≫
現代社会における子ども家庭福祉の意義と歴史的変遷ついて学ぶとともに、子ども家庭福祉と保
育との関連性及び児童の人権について理解する。また、講義や演習（セルフワーク、グループワ
ーク、ディスカッション等）を通じて、児童福祉の制度や実施体系、現状や課題を学び、子ども
家庭福祉の動向と課題について理解を深める。

≪学生の到達目標≫
１．現代社会における子ども家庭福祉の意義と歴史的変遷について理解する。
２．子ども家庭福祉及び児童の人権を理解し、保育者としての具体的な支援に結びつける。
３．子ども家庭福祉の制度や実施体系等について知識を習得し、理解を深める。
４．子ども家庭福祉における相談援助や利用者の保護に関わる仕組みを調べ、理解する。
５．子ども家庭福祉の動向と課題について理解・考察し、説明できる。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション、子ども家庭福祉の理念と概念
２. 子ども家庭福祉の歴史的変遷
３. 現代社会と子ども家庭福祉
４. 児童の人権擁護と子ども家庭福祉
５. 子ども家庭福祉の制度と法体系
６. 子ども家庭福祉の行財政と実施機関
７. 児童福祉施設と専門職の役割
８. 児童福祉施設（アドミニストレーション、コンフリクト）
９. 次世代育成支援（少子化と子育て支援事業）
10. 家庭養育と社会的養護①：貧困家庭と外国籍の児童・家庭への対応
11. 家庭養育と社会的養護②：児童虐待とドメスティック・バイオレンスへの対応
12. 家庭養育と社会的養護③：非行問題、不登校（園）への対応
13. 家庭養育と社会的養護④：障害ある児童への対応
14. 児童の人権と生命倫理
15. 総括（児童家庭福祉の課題と展望）

≪成績評価の基準・方法≫
１．各種演習シートの提出 等：５０％
２．小テスト（３回実施予定）：５０％、
１）加点：提出物の内容（記入量・整理力・丁寧さ）、授業運営の協力 など、２）減点：忘れ物
,居眠り,おしゃべり,授業と関係のない作業･携帯操作,記入漏れ など
＊グループ演習時の居眠りや無発言・非協力的態度については厳しく減点する
※演習シートは採点し後日返却する、小テストは授業内で解答・解説する

≪授業で使用する教科書≫
・立花直樹・波田埜英治「児童家庭福祉論【第2版】」ミネルヴァ書房

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習：宿題として演習シートに意見を記入してくる
事後学習：小テストに向けた学習（教科書、資料、シートの復習）

保育原理
１年次
２単位（講義）
担当 井岡　瑞日

≪授業の概要≫
この授業では、保育にかかわる基礎的な知識や理論を学ぶとともに、「望ましい保育のあり方と
は何か」を考えたり、自らの保育実践を省察するための枠組みや手がかりを習得したりする。具
体的には、まず「保育」を知るために保育の意味や保育を取り巻く歴史的・社会的背景を理解す
る。次いで「保育の基本」として、発達理論や保育の内容・方法・形態・評価の仕方等について
学習する。その上で、子育て支援や保幼小連携、課題を抱えた家庭への支援の仕方について理解
を深める。

≪学生の到達目標≫
保育の意義及び目的について理解するとともに、保育に関する法令及び制度や保育所保育指針に
おける保育の基本について学んでいく。また、保育の思想と歴史的変遷について学びつつ、これ
を踏まえて保育の現状と課題について考察する。
①保育についての基礎的知識・理論を習得すること。
②保育に関する知識や理論を、自らの保育経験に引きつけて捉え直す視点や態度を形成すること
。

≪授業計画≫
１. 授業の概要と進め方について
２. 保育とは―子どもや保育を取り巻く現状と課題
３. 子どもの発達と子ども理解
４. 保育の思想
５. 保育の歴史
６. 保育の場―保育制度と子育て支援計画
７. 保育の目標と内容①―教育要領、教育・保育要領
８. 保育の目標と内容②―保育指針
９. 保育の方法①―環境による教育
10. 保育の方法②―乳児期から幼児期へ
11. 保育の計画と評価
12. 保育者の役割と専門性
13. 子どもの安全と虐待、障がいへの対応
14. 子育て支援と家庭との連携
15. 諸外国の保育

≪成績評価の基準・方法≫
ミニレポート等の提出課題60%、授業内でのコメントシート40％によって総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・厚生労働省「保育所保育指針解説」・文部科学省「幼稚園教育要領解説」・内閣府・文部科学
省・厚生労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習：事前にプリント等を配布した場合は、それを熟読し、疑問点等を明らかにした上で授
業に臨むこと。また、日頃から新聞やテレビで報じられる保育に関するニュースに関心をもって
おくこと。
事後学習：毎授業の内容をよく理解し、知識の定着に努めること。
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保育者論
１年次
２単位（講義）
担当 ★東城　大輔

≪授業の概要≫
この授業では「保育者とは何か」についていろいろな側面から理解を深める。また保育者の専門
性について考察することや、具体的な仕事の内容、社会における役割、倫理、制度などについて
学習する。
さらに地域社会や専門機関との連携・協働、保育者の資質向上とキャリア形成などの視点から総
合的に理解を深める。

≪学生の到達目標≫
現在の保育所や幼稚園の実情、変遷などを概観しながら、保育者としての役割を理解できるよう
になる。
また、生涯にわたる人格形成の基礎となる人との関係を作る大切な時期である乳幼児期の保育・
教育課程の役割を学び、保育者としての在り方について考える力を身につける。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション（授業説明および意見交換会にて保育観について考える機会をもつ）
２. 幼稚園、保育所、認定こども園についてのそれぞれの特徴（役割等）
３. 幼稚園、保育所、認定こども園についてのそれぞれの特徴（制度的位置づけ・保育展開）
４. 保育士・幼稚園教諭について（倫理・資格・要件）
５. 子ども理解や重要性と養護及び教育の一体的展開について
６. 具体的な保育実践（知識・技術及び判断、省察の重要性）について
７. 保育士および幼稚園教諭の1日の働き方と責務
８. 保育者にとって大切な保育観（養護及び教育の一体的展開と保育の質の向上）
９. 保育の実践（絵本や紙芝居の読み聞かせを通した計画・省察・評価について）
10. 保育者の連携・協働（各機関や専門職間、地域との連携・協働のあり方）
11. 家庭との連携と保護者に対する支援
12. 保育者にとっての専門性（保育士や幼稚園教諭における資質・能力）について
13. 保育者の資質向上とキャリア形成（１）　組織的取り組みや専門性向上の意義
14. 保育者の資質向上とキャリア形成（２）　組織とリーダーシップ
15. 授業の振り返り、総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポート課題（60％）
毎時間ごとの小レポート（20％）
授業内での発表（20％）

≪授業で使用する教科書≫
・名須川知子・大方美香監修　山下文一編著「MINERVAはじめて学ぶ保育「保育者論」」ミネル
ヴァ書房

≪参考書≫
・文部科学省「幼稚園教育要領解説」フレーベル館・厚生労働省「保育所保育指針解説」フレー
ベル館・内閣府・文部科学省・厚生労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」フレ
ーベル館

≪事前・事後学習≫
事前学習：授業内で示した実践における保育者の視点を参考に、日頃から"保育者"を意識して過
ごすこと。
事後学習：保育者にとって何が大切か、保育者はどうあるべきか、学習内容を振り返り学びを深
めること。

保育の心理学
１年次
２単位（講義）
担当 要　正子

≪授業の概要≫
生涯発達心理学の観点から乳幼児期からの心身の発達について学び、こどもへの理解を深める。
保育・教育現場で必要とされる基礎的知識の習得、発達課題、乳幼児期の初期経験の重要性など
について、適宜グループワークを交えながら学んでいく。

≪学生の到達目標≫
こどもの発達にかかわる心理学的知識を中心として、こどもの学びの過程や特性についての基礎
知識を習得し、保育における人との相互的関わりや体験、環境の意義を習得する。

≪授業計画≫
１. 保育の心理学で学ぶことを理解する（オリエンテーション）
２. 発達とは（人間の発達を学ぶことの重要性を理解する）
３. 発達の理論を学ぶ（１）
４. 発達の理論を学ぶ（２）
５. こどもの発達過程（１）身体的機能と運動機能の発達
６. こどもの発達過程（２）認知の発達
７. こどもの発達過程（３）言語の発達
８. こどもの発達過程（４）社会情動的発達
９. 乳幼児期の学びに関わる理論
10. 乳幼児期の学ぶの過程と特性
11. 乳幼児期の学びを支える保育
12. コミュニケーションの力を育む（乳幼児期の親子の関わりの重要性について学ぶ）
13. コミュニケーションの力を育む（遊びと概念獲得について学ぶ）
14. 子育て支援の必要性と重要性について学ぶ
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
筆記試験（60%）と授業への取り組み（40%）によって評価する。
なお、授業への取り組みには、グループワークの成果等提出物も含む。

≪授業で使用する教科書≫
・長谷川真理「発達心理学ー心の謎を探る旅ー」北樹出版

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習：インターンシップ実習等で、こどもに興味をもち、周囲の大人の関わり方にも関心を
寄せて観察する。
事後学習：授業と観察したことや体験したことを連動させ、学びを深める。
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幼児と健康
１年次
２単位（講義）
担当 清田　岳臣

≪授業の概要≫
健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活を作り出す力を養う領域「健康」の指導の基盤とな
る知識、技能を身につける。具体的には、以下の4点について理解し、指導方法との関連性につ
いて理解する：（１）乳幼児期の健康課題、（２）乳幼児期の心身の発達、（３）環境からの影
響（生活習慣と安全管理等）、（４）運動発達の理解。

≪学生の到達目標≫
本講義では、健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活を作り出す力を養う領域「健康」の指
導の基盤となる知識、技能について理解することを目的とする。主に生理学的、バイオメカニク
ス的、神経科学的な観点から以下の4点について解説する：（１）乳幼児期の健康課題、（２）
乳幼児期の心身の発達、（３）環境からの影響（生活習慣と安全管理等）、（４）運動発達の理
解。また、これらの点と子どもの健康指導法との関連性について解説する。

≪授業計画≫
１. ヒトの能力の相互作用（年齢・環境・課題）
２. 乳幼児期の健康課題
３. 乳幼児期の発育発達①（筋骨格系の発達）
４. 乳幼児期の発育発達②（反射系の発達）
５. 乳幼児期の発育発達③（随意運動の発達）
６. 乳幼児期の発育発達④（呼吸循環器系の発達）
７. 乳幼児期の発育発達⑤（精神機能の発達）
８. 乳幼児期における環境①（生活習慣）
９. 乳幼児期における環境②（遊び環境）
10. 乳幼児期における環境③（安全管理）
11. 運動発達①（粗大運動）
12. 運動発達②（微細運動）
13. 遊びと運動発達
14. 子どもの発達理論
15. 運動遊び指導の要点

≪成績評価の基準・方法≫
レポートによる評価(４０％)、定期試験(６０％)とする。

≪授業で使用する教科書≫
・「幼稚園教育要領」・「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」・「保育所保育指針」

≪参考書≫
・高石　昌弘「からだの発達」大修館書店

≪事前・事後学習≫
本講義の内容を深く理解するために上記の書籍を読むことをすすめる。毎時間配布するプリント
の議題について各自調べた事柄を解答する。

幼児と環境
１年次
２単位（講義）
担当 大嶋　健吾, 瀧川　光治

≪授業の概要≫
本授業では、領域「環境」の指導の前提に関する「幼児を取り巻く環境」「幼児と環境とのかか
わり」についての専門的事項についての感性・知識・理解・技能について学ぶ。具体的には環境
領域指導法Ⅰ・Ⅱにおいては、領域「環境」の指導のための指導方法・保育の展開等について学
ぶが、この「幼児と環境」においては、その指導や保育の展開を支える「そもそも環境とは何か
」「環境に関わる中で子どもはどのように発達していくのか」等についての理解を深めるととも
に、飼育・栽培の知識・技能等についても学ぶ。

≪学生の到達目標≫
１．幼児を取り巻く環境と、幼児の発達にとっての意義を理解する２．幼児の思考・科学的概念
の発達を理解する３．幼児期の標識・文字等、情報・施設とのかかわりの発達を理解する

≪授業計画≫
１. 環境とは何か？－広い意味での“環境”を考える
２. 幼児の生活と身の回りの“環境”－子どもの生活圏としての環境を考える
３. 園生活と“環境”－園の中の環境（保育環境）を考える
４. 子どもにとっての自然環境にはどのようなものがあるか？
５. 子どもにとっての社会や文化に関する環境（情報・施設、地域文化等）について
６. 子どもの発達と環境―主体的・能動的に環境に働きかけるとは？
７. 子どもの興味・関心・好奇心・探究心の発達
８. 子どもの認知・理解、問題解決的・創造的思考力の発達
９. 子どもと生き物・動植物のかかわり①（成長・命の尊さについての感性を育む）
10. 子どもと生き物・動植物のかかわり②（飼育栽培の基本的事項）
11. 子どもともののかかわり（物の性質の理解、試行錯誤・工夫の視点）
12. 子どもと数量・図形、標識、文字とのかかわり
13. 子どもと様々な自然・自然現象とのかかわり
14. 現在社会とＥＳＤの視点から幼児期の環境を考える
15. 授業内容を振り返り、他の領域と関連づけながら保育の構想を考える

≪成績評価の基準・方法≫
① 毎回の授業の最後に提出する小レポート４０%　　② 中間課題 ３０%　　③ 振り返りのまと
め ３０%

≪授業で使用する教科書≫
・文部科学省「幼稚園教育要領解説」フレーベル館・厚生労働省「保育所保育指針解説」フレー
ベル館

≪参考書≫
・内閣府・文部科学省・厚生労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」フレーベル館　
他、適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前・事後学習としては、学んだことから視野を広げたり、深めたりするために振り返り内容に
ついて指示をする。
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幼児と表現
１年次
２単位（講義）
担当 有福　淑子, ★松岡　宏明, 手良村　昭子

≪授業の概要≫
幼児の未分化で素朴な表現を理解するとともに、様々な表現媒体に関する基礎的な知識・技能及
び幼児の表現を引き出すための考え方と保育に展開する発想・構想力を身につける。

≪学生の到達目標≫
・幼児の未分化で素朴な表現の姿やその発達、特徴を理解する。
・ 音楽、造形、身体、劇などの様々な表現媒体に関する基礎的な知識
・技能を身につけ、幼児の表現を引き出すための考え方と保育に展開する発想
・構想力を身につける。・ 幼児の表現を支えるための自己の感性を豊かにする。

≪授業計画≫
１. 領域「表現」の位置づけと幼児の未分化で素朴な表現の受容
２. 「形、色、材料を介した造形表現活動①（発見）」子どもの造形への発達的な側面から
３. 「形、色、材料を介した造形表現活動①（発見）」子どもの造形への発達的な側面から
４. 「形、色、材料を介した造形表現活動③（構想）」子どもの造形への美的な側面から
５. 「形、色、材料を介した造形表現活動④（表現・鑑賞）」子どもの造形への心理的な側面か
６. 「形、色、材料からの劇的・身体表現活動①（発想・構想）」子どもの世界観と表現
７. 「形、色、材料からの劇的・身体表現活動②（表現・鑑賞）」子どもの世界観と表現②
８. 「表現と『造形、音楽、身体、劇』」「表現と『健康、人間関係、環境、言葉』」
９. 「環境との対話①」　乳児を取り巻く環境と表現活動
10. 「環境との対話②」　幼児を取り巻く環境と表現活動
11. 「自然環境との対話」　乳幼児の自然物を通した表現遊び
12. 「音遊び・音楽遊び」　身近な楽器に親しみ音遊びを楽しむ
13. 「音遊び・音楽遊び」　身近な楽器を使いグループで音楽表現を楽しむ
14. 「児童文化との対話」　絵本や紙芝居、人形劇などを通した表現活動を考える
15. 「表現領域指導におけるICTの活用」「表現指導の実際」

≪成績評価の基準・方法≫
○表現・鑑賞活動〈50%〉○レポート〈50%〉

≪授業で使用する教科書≫
・石上浩美「新・保育と表現」嵯峨野書院

≪参考書≫
・「幼稚園教育要領解説」フレーベル館・「保育所保育指針解説」フレーベル館

≪事前・事後学習≫
事前学習：課題の調べ学習および教科書を読んでおくこと。
事後学習：課題レポートのまとめなど

環境領域指導法Ⅰ
１年次
１単位（演習）
担当 大嶋　健吾, 古茂田　貴子

≪授業の概要≫
子どもは生まれてから自分自身を取り巻く環境の中で、経験を重ねながら心身を発達させていき
ます。その環境について、具体的な内容や、環境とどのように関わっているのかということを学
び、その学びを通して保育の中でどのような環境を整えていけばよいのかについて、法令や実際
の保育活動を学ぶことを通して考えます。

≪学生の到達目標≫
まず、幼稚園教育において育みたい資質・能力を理解し、幼稚園教育要領に示された「環境」領
域のねらい及び内容について背景となる専門領域と関連させて理解を深めるとともに、幼児の発
達に即して、主体的・対話的で深い学びが実現する過程を踏まえて具体的な指導場面を想定して
保育を構想する方法を身に付ける。　次に、子どもにとっての重要な学びの場である「遊び」と
「生活」についてその大切さと環境の必要性を学ぶ。最後に、保育者として保育現場でどのよう
な工夫が必要かという視点を意識づける。

≪授業計画≫
１. イントロダクション
２. 幼児教育における環境について
３. 保育所保育指針の根拠となる憲法・法律について
４. 幼保育所保育指針　領域環境について（目標・ねらい）
５. 保育所保育指針　領域環境について（内容・内容の取扱い）
６. 子どもの学びとしての「遊び」とは
７. 子どもを取り巻く環境の変化について考える
８. 子どもの主体的な活動としての遊び（情報機器とその活用を含む）
９. 遊び環境におけるリスク管理について
10. 集団での遊びの大切さについて
11. 身の回りの自然特性を理解した保育ー実践事例からー
12. 季節の移り変わりと保育の関係
13. 日本や地域の伝統的な遊びを取り入れた保育を考える
14. 子どもにとって身近な植物・動物と関わる保育ー実践事例からー
15. 食育について考える

≪成績評価の基準・方法≫
① 毎回の授業の最後に提出する小レポート４０%　　② 中間課題 ３０%　　③ 振り返りのまと
め ３０%

≪授業で使用する教科書≫
・文部科学省「幼稚園教育要領解説」フレーベル館・厚生労働省「保育所保育指針解説」フレー
ベル館

≪参考書≫
・内閣府・文部科学省・厚生労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」フレーベル館　
他、適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前・事後学習としては、学んだことから視野を広げたり、深めたりするために振り返り内容に
ついて指示をする。
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環境領域指導法Ⅱ
１年次
１単位（演習）
担当 瀧川　光治

≪授業の概要≫
前期に学んだ「環境領域指導法Ⅰ」を踏まえて、さらに領域「環境」の理解を実践的に深めてい
く。領域「環境」は〔周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもって関わり，それらを生活に取り
入れていこうとする力を養う〕ための領域であり、好奇心・探究心の育成が重要である。　その
ため、子どもの発達に応じて、そのためのねらい・内容の理解を深めるとともに、指導・援助、
教材研究の方法を実践的に学ぶ。

≪学生の到達目標≫
1.領域「環境」のねらい・内容、１０の姿、資質・能力のつながりを理解する
2.幼児の発達や学びの過程を理解し、資質・能力および１０の姿を育むための保育内容や指導・
援助を理解する
3. 幼児の発達や学びの過程を理解し、具体的な指導場面を想定した教材研究や環境構成を構想す
る方法を身につける。

≪授業計画≫
１. 領域「環境」のねらい・内容・内容の取扱いと資質・能力の育成
２. 子どもの発達の視点を踏まえた領域「環境」と１０の姿のつながり
３. 思考力の芽生えを育む保育と教材研究（１）－実践事例から
４. 思考力の芽生えを育む保育と教材研究（２）－保育者の援助やかかわり
５. 思考力の芽生えを育む保育と教材研究（３）ー情報機器・教材の工夫と活用
６. 思考力の芽生えを育む保育と教材研究（４）－指導計画の立案と模擬保育
７. 保育環境の様々な工夫（１）－領域「環境」のねらい・内容との関連
８. 自然とのかかわり・生命尊重を育む保育と教材研究（１）ー実践事例から
９. 自然とのかかわり・生命尊重を育む保育と教材研究（２）ー保育者の援助やかかわり
10. 自然とのかかわり・生命尊重を育む保育と教材研究（３）ー情報機器・教材の工夫と活用
11. 自然とのかかわり・生命尊重を育む保育と教材研究（４）－指導計画の立案と模擬保育
12. 数量・図形、標識や文字などへの関心・感覚の育む保育環境（１）ー実践事例から
13. 数量・図形、標識や文字などへの関心・感覚の育む保育環境（２）ー教材の工夫
14. 保育環境の様々な工夫（２）－幼児期と小学校教育の連続性
15. 授業内容を振り返り、他の領域と関連づけながら保育の構想を考える

≪成績評価の基準・方法≫
①　毎回の授業の最後に提出する小レポート　４０%　　
②　中間課題　３０%　
③　振り返りのまとめ 　３０%

≪授業で使用する教科書≫
・文部科学省「幼稚園教育要領解説」フレーベル館・厚生労働省「保育所保育指針解説」フレー
ベル館

≪参考書≫
・内閣府、文部科学省、厚生労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」フレーベル
館

≪事前・事後学習≫
事前学習としては、毎回、授業前にテキストを読み、学習内容を把握する。
事後学習としては、学んだことから視野を広げたり、深めたりするために振り返り内容について
指示をする。

社会的養護Ⅰ
１年次
２単位（講義）
担当 ★藪　一裕

≪授業の概要≫
現代社会の児童養護における社会的養護の果たす役割や必要性と、社会的養護の理念と概念及び
歴史的変遷を学び、児童の権利擁護について周知する。社会的養護の各制度や実施体系を学び、
その中で、児童にとって生活の場となる入所型施設の養護のあり方について、その基本的原理と
施設養護の実際を学び、また必要とされるソーシャルワークの内容を理解する。家庭養護（里親
・ファミリーホーム）や、養子（特別養子・普通養子）縁組制度について理解し、施設養護、家
庭的養護との違いを知る。施設の運営管理や施設内虐待の防止及び学校、地域等との連携など施
設養護の現状と課題について知る。

≪学生の到達目標≫
①現代社会における社会的養護の意義と歴史的変遷について理解する。②子どもの人権擁護を踏
まえた社会的養護（社会的養育含む）の基本について理解する。③社会的養護の制度や実施体系
等について理解する。④社会的養護の対象や形態、関係する専門職等について理解する。⑤社会
的養護の現状と課題について理解する。

≪授業計画≫
１. ガイダンス、社会的養護の理念と概念
２. 社会的養護の歴史的変遷
３. 社会的養護の基本（１）子どもの人権擁護と社会的養護の基本原則
４. 社会的養護の基本（２）社会的養護における保育士等の倫理と責務
５. 社会的養護の制度と法体系
６. 社会的養護の仕組みと実施体系
７. 社会的養護の対象
８. 家庭養護と施設養護の共通点と違い
９. 家庭養護と施設養護における子どもの立場・視点
10. 社会的養護にかかわる専門職
11. 社会的養護に関する社会的状況
12. 社会的養護を必要とする子どもの権利擁護（被措置児童虐待防止）
13. 社会的養護と地域福祉のネットワーク
14. 児童福祉施設の運営管理
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポート試験40％、授業内課題（小テストの実施、リアクションペーパーなど）20％、授業への
取り組み（受講態度、積極的な授業への参加、予習・復習、発表など）20％、事前・事後課題へ
の取り組み20％として評価を行う。レポートは、授業内容の理解度や、受講生自身が問題意識を
もち考えを示すものを評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・原田旬哉・杉山宗尚「図解で学ぶ保育　社会的養護Ⅰ」萌文書林

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
【1単位につき、45時間の学修が必要】本教科科目は2単位であるので、講義、事前・事後学習合
計90時間の学習時間が必要である。
①毎回の授業で示すテーマについて、新聞記事、参考文献やWeb検索などを参照して理解を深め
ること。
②次回授業への予習として、テキストの該当箇所を読み、自分自身の経験や知識を深めること。
①②について、manabaを活用して課題管理をおこなうことがある。
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音楽（器楽） 
１年次
２単位（演習）
担当 深田　直子, 川村　尚子, 炭谷　恭子, 竹田　景子, 早川　藍香, 

本村　陽子, 山口　雅敏, 山本　恭仁子

≪授業の概要≫
各自の能力に応じて、個人指導を行う。幼稚園・保育園や小学校の現場において生活や諸行事に
対応でき、また社会において音楽と豊かに関わることができるようなピアノ演奏技術の習得を目
指す。

≪学生の到達目標≫
基礎技術を身につけることを重点に置き、音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる音符、
休符、記号や用語を理解し、演奏する曲に合った豊かな音楽的表現ができることをねらいとする
。

≪授業計画≫
１. 全体及び個人別オリエンテーション
２. 楽譜の読み方及び個人レッスン①
３. 楽譜の読み方及び個人レッスン②
４. 楽譜の読み方及び個人レッスン③
５. 楽譜の読み方及び個人レッスン④
６. 楽譜の読み方及び個人レッスン⑤
７. 練習曲・リズム曲の個人レッスン①
８. 練習曲・リズム曲の個人レッスン②
９. 練習曲・リズム曲の個人レッスン③
10. 練習曲・リズム曲の個人レッスン④
11. 試験曲の指導①
12. 試験曲の指導②
13. 試験曲の指導③
14. 試験曲の指導④
15. 総括（前期到達度試験）
16. 弾き歌い曲・練習曲の個人レッスン①
17. 弾き歌い曲・練習曲の個人レッスン②
18. 弾き歌い曲（発表）
19. リズム曲・弾き歌い曲・練習曲の個人レッスン①
20. リズム曲・弾き歌い曲・練習曲の個人レッスン②
21. リズム曲・弾き歌い曲・練習曲の個人レッスン③
22. リズム曲・弾き歌い曲・練習曲の個人レッスン④
23. リズム曲・弾き歌い曲・練習曲の個人レッスン⑤
24. リズム曲・弾き歌い曲・練習曲の個人レッスン⑥
25. リズム曲・弾き歌い曲・練習曲の個人レッスン⑦
26. 試験曲の指導①
27. 試験曲の指導②
28. 試験曲の指導③
29. 試験曲の指導④
30. 総括（後期到達度試験）

≪成績評価の基準・方法≫
定期試験（80％）授業への取り組み（20％）

≪授業で使用する教科書≫
・小林　美実「こどものうた100」チャイルド社・茂田　すすむ「保育のためのマーチ・スキッ
プ・ギャロップ・ワルツ・リズム曲集」全音楽譜出版社・「バイエル・ブルグミュラー・ソナチ
ネ他　能力に応じて選択」

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
毎週、授業までの十分な練習が必要である。

基礎造形
１年次
１単位（演習）
担当 ★松岡　宏明, 須増　啓之, 和田　健一

≪授業の概要≫
領域「表現」の中の「造形表現」及び「図画工作科」の指導実践に必要である造形的な思考力・
判断力・表現力を高め、背景にある知識や技能を身につけるとともに、自己の中に美術（造形、
図画工作）を愛好する心情を養う。

≪学生の到達目標≫
造形活動（「造形遊び」と「造形表現」〈絵や立体、工作〉及びそれらと一体的に並行する「鑑
賞活動」）について実際に取り組むことを通して（様々な材料や用具、技法を使って、創造的に
発想したり、構想を練ったり、表現・鑑賞したり）、指導実践に必要な造形的思考力、知識・技
能を身に付ける。また、グループにおける表現・鑑賞活動を通して、造形表現・図画工作科指導
において必要な、他者の表現を受容、共感し、それに対する豊かな反応力を身につけるとともに
、美術することの喜びを味わい合う。

≪授業計画≫
１. 造形的思考力及び知識・技能
２. 造形的思考力・知識・技能の習得と指導（材料からの造形遊びと立体）〈粘土〉
３. 造形的思考力・知識・技能の習得と評価（材料からの造形遊びと立体）〈粘土〉
４. 造形的思考力・知識・技能の習得と指導（材料からの造形遊びと立体）〈木〉
５. 造形的思考力・知識・技能の習得と評価（材料からの造形遊びと立体）〈木〉
６. 造形的思考力・知識・技能の習得と指導（材料からの造形遊びと工作）〈紙〉
７. 造形的思考力・知識・技能の習得と評価（材料からの造形遊びと工作）〈紙〉
８. 造形的思考力・知識・技能の習得と指導・評価（行為からの造形遊びと絵）〈パス等〉
９. 造形的思考力・知識・技能の習得と指導（行為からの造形遊びと絵）〈絵の具等〉
10. 造形的思考力・知識・技能の習得と評価（行為からの造形遊びと絵）〈絵の具等〉
11. 造形的思考力・知識・技能の習得の指導・評価（行為からの造形遊びと絵）〈ローラー〉
12. 造形的思考力・知識・技能の習得と指導（行為からの造形遊びと絵）〈版画〉
13. 造形的思考力・知識・技能の習得と評価（行為からの造形遊びと絵）〈版画〉
14. 造形的思考力・知識・技能の習得と指導（鑑賞）
15. 造形的思考力・知識・技能の習得と評価（鑑賞）

≪成績評価の基準・方法≫
評価・評定については、次の4項目を基に総合的に行う。振り返りノート〈30%〉、制作、発表
、鑑賞〈30%〉、レポート〈20%〉、授業ノート〈20%〉

≪授業で使用する教科書≫
・松岡宏明「子供の世界 子供の造形」三元社

≪参考書≫
・厚生労働省「保育所保育指針」フレーベル館・文部科学省「幼稚園教育要領」フレーベル館・
内閣府「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」フレーベル館・文部科学省「小学校学習指導
要領解説 図画工作編」

≪事前・事後学習≫
事前学習として、教科書の指定ページを読み込むこと。事後学習として、授業ノートの整理を毎
回行うこと。また、指定回以降にはレポートの構想を練り、執筆すること。レポートは、返却さ
れた後、修正を行い、今後の学びに生かすこと。授業内に作品が仕上がらなかった場合は、次回
までに完成させること。
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保育実践学習Ⅰ
１年次
１単位（演習）
担当 ★東城　大輔, ★松岡　宏明, 深田　直子, ★武部　浩和, ★藪　

一裕, 有福　淑子, 小西　由紀子, 小西　眞弓, 中根　佳江, 宮前
　桂子, 立津　政宏

≪授業の概要≫
保育実践学習Ⅰは、保育所や幼稚園、こども園、小学校等でのインタ－ンシップ現場における実
習体験を基盤とする。
実習を通して、現場における様々な課題を理解し、保育・教育の職務についての基礎的な理解を
深めることを目指す。また、保育実践学習Ⅱへのつながりを意識し、実践を通して学ぶというこ
とを認識しながら、実習日誌を書くことによりその体験をより確かなものにする力を養う。この
授業は、アクテイブラーニング（実習、フィールドワーク）を含めて実施する。

≪学生の到達目標≫
インターンシップ実習における体験を通して、保育士やこども園・幼稚園・小学校教諭の職務へ
の理解を深める。また子どもと関わる職としての保育・教育者をしっかり観察し、自身の将来と
照らし合わせる。また、保育・教育現場の諸課題について体感し、考える機会とする。

≪授業計画≫
１. インターンシップ実習に関する心得について
２. インターンシップ実習に関する諸手続き
３. 保育所・幼稚園・こども園についての基礎的知識
４. 小学校についての基礎的知識
５. 子ども理解について
６. 発達障害の子どもへの対応について
７. 実習日誌の書き方について
８. 現場における対応事例について
９. インタ－ンシップ現場においての実践、および観察や記録を基にした交流（１）
10. インタ－ンシップ現場においての実践、および観察や記録を基にした交流（２）
11. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
12. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
13. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
14. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
15. 自己の課題の明確化および目標設定

≪成績評価の基準・方法≫
「インターンシップ実習」参加および事前・事後授業への参加（60％）
「インタ－ンシップ実習」日誌の提出および内容（40％）

≪授業で使用する教科書≫
・無藤隆監修／大方美香編著「ワークで学ぶ　子どもの「育ち」をとらえる保育記録の書き方　
３～５歳児編」中央法規出版

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習：インタ－ンシップ実習先での当日の課題や実践への心構えを形成して行くこと。
事後学習：当日のインタ－ンシップ実習における自己の反省点などを実習日誌に書き記し、次回
のインタ－ンシップへの目標を設定すること。

保育実践学習Ⅱ
１年次
１単位（演習）
担当 ★東城　大輔, ★松岡　宏明, 深田　直子, ★武部　浩和, ★藪　

一裕, 有福　淑子, 小西　由紀子, 小西　眞弓, 中根　佳江, 宮前
　桂子, 立津　政宏

≪授業の概要≫
保育実践学習Ⅱは、保育所や幼稚園、こども園、小学校等でのインタ－ンシップ現場における実
習体験を基盤とする。
実習を通して、現場における様々な課題を理解し、保育・教育の職務についての基礎的な理解を
深めることを目指す。また、保育実践学習Ⅰでの学びの経験を活かし、引き続き、実践を通して
学ぶということを常に認識しながら、実習日誌を書くことによりその体験をより確かなものにす
る力を養う。この授業は、アクテイブラーニング（実習、フィールドワーク）を含めて実施する
。

≪学生の到達目標≫
インターンシップ実習における体験を通して、保育士やこども園・幼稚園・小学校教諭の職務へ
の理解を深める。また子どもと関わる職としての保育・教育者をしっかり観察し、自身の将来と
照らし合わせる。また、保育・教育現場の諸課題について体感し、考える機会とする。

≪授業計画≫
１. 前期の振り返りと自己分析
２. インターンシップ実習に向けての目標設定
３. インタ－ンシップ現場においての実践、および観察や記録を基にした交流（１）
４. インタ－ンシップ現場においての実践、および観察や記録を基にした交流（２）
５. インタ－ンシップ現場においての実践、および観察や記録を基にした交流（３）
６. インタ－ンシップ現場においての実践、および観察や記録を基にした交流（４）
７. インタ－ンシップ現場においての実践、および観察や記録を基にした交流（５）
８. インタ－ンシップ現場においての実践、および観察や記録を基にした交流（６）
９. インタ－ンシップ現場においての実践、および観察や記録を基にした交流（７）
10. インタ－ンシップ現場においての実践、および観察や記録を基にした交流（８）
11. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
12. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
13. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
14. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
15. 実習の振り返りと自己の課題の明確化

≪成績評価の基準・方法≫
「インターンシップ実習」参加および事前・事後授業への参加（60％）
「インタ－ンシップ実習」日誌の提出および内容（40％）

≪授業で使用する教科書≫
・無藤隆監修／大方美香編著「ワークで学ぶ　子どもの「育ち」をとらえる保育記録の書き方　
３～５歳児編」中央法規出版

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習：インタ－ンシップ実習先での当日の課題や実践への心構えを形成して行くこと。
事後学習：当日のインタ－ンシップ実習における自己の反省点などを実習日誌に書き記し、次回
のインタ－ンシップへの目標を設定すること。
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教職論
１年次
２単位（講義）
担当 佐伯　知子

≪授業の概要≫
インターンシップ現地における教育者の姿や教育関連のニュースなどにふれる中で、現代社会に
おける教職の意義や教員の役割や職務内容等について理解することを目的とする。

≪学生の到達目標≫
教職の意義、教員の役割・資質能力・職務内容等について理解し、教職への意欲を高め、さらに
適性を判断し、進路選択に資する教職の在り方を理解する。

≪授業計画≫
１. 教職の意義（１）公教育の原理
２. 教職の意義（２）教職の職業的特徴
３. 教員の役割（１）教育の動向
４. 教員の役割（２）今日の教員に求められる役割
５. 教職の意義と役割に関するインターンシップ現地における視察・調査
６. 教職の意義と役割に関する、視察・調査成果報告書の作成
７. 教員の役割（３）教員の資質能力
８. 教員の職務内容（１）幼児・児童への指導
９. 教員の職務内容（２）指導以外の校務
10. 教員の職務内容（３）教員研修
11. 教員の職務内容に関するインターンシップ現地における視察・調査
12. 教員の職務内容に関する、視察・調査成果報告書の作成
13. 教員の職務内容（４）服務・身分上の義務
14. チーム学校への対応
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業に取り組む姿勢（50％）、報告書およびレポート等の提出物（50％）。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
・日ごろから新聞を読むなどして時事問題に関心を向け、自分の考えを明確にする努力をするこ
と。

健康教育
１年次
２単位（講義）
担当 平野　俊一朗, 清田　岳臣

≪授業の概要≫
生活習慣病の罹患（りかん）率は、身体組成と密接な関係にある。アンバランスな栄養摂取と運
動不足が重なることで肥満傾向は加速し、このことが生活習慣病としての要因を作り出すことに
なる。授業では、健康の科学的基礎についての知識を深め、生活習慣病の予防対策としての観点
から身体運動の重要性について説いていく。

≪学生の到達目標≫
生活習慣病の悪化とメタボリックシンドロームとの関係、加齢に伴う骨粗鬆症予防の運動療法に
関する基礎的理論などを学習し、その他様々な症例における問題点を考え、解決する力を身につ
けることを目的とする。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション、授業の進め方
２. 健康の意義について
３. 現代生活と健康
４. 健康の基礎としての体力
５. 運動不足の害
６. 運動の効果
７. 運動処方の意義と実際
８. 運動処方とその流れ
９. 運動処方の内容
10. 運動処方の原則
11. メディカルチェック（実践）
12. 体力診断（実践）
13. 運動処方・プログラムの立て方（発表）
14. 生涯教育の課題（発表）
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポートや提出物（60％）、授業への取り組み（40％）について評価を行う。

≪授業で使用する教科書≫
・「幼稚園教育要領解説」・「保育所保育指針解説」・「幼保連携型認定こども園教育・保育要
領解説」

≪参考書≫
・宮下充正　他「体力を考える－その定義・測定と応用－」杏林書院・竹宮　隆　他「運動適応
の科学－トレーニングの科学的アプローチ－」杏林書院

≪事前・事後学習≫
現代、スポーツや健康科学に関して様々な情報が氾濫している。本講義では学生一人ひとりがそ
れらの氾濫する情報を自分自身で評価検討し、その中から信頼できる情報を取捨選択して、自分
自身の知識の一つとして現場に応用できるようにする。
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体育科指導法
１年次
２単位（講義）
担当 俵谷　好一

≪授業の概要≫
学習指導要領改訂の背景および改訂された学習指導要領のポイントについて講義し、小学校体育
科の目標・内容の系統性や発展性についての理解を図る。また、学習指導内容論や方法論(教材づ
くり・ICTの活用・学習指導過程・学習指導形態等)を講義を通して学び、体育授業への取り上げ
方を身に付ける。さらに、個別運動領域の中から、学習指導案を作成し、教材内容、教材づくり
、指導計画、学習評価のあり方を実践的に学ぶ。

≪学生の到達目標≫
小学校体育科の目標および内容を理解するとともに、体育授業の内容論や方法論(教材づくり・IC
Tの活用・学習指導過程・学習指導形態等)についての基本的な考え方を学び、児童の学習の実際
や様々な学習指導方法に基づいた授業づくりと学習評価ができる実践的な学びを深める。

≪授業計画≫
１. 学習指導要領改訂の背景
２. 学習指導要領に示されている体育科の目標とその内容Ⅰ
３. 学習指導要領に示されている体育科の目標とその内容Ⅱ
４. 体育科の学習指導方法論
５. 教材・教具の開発、ICT等の活用Ⅰ
６. 教材・教具の開発、ICT等の活用Ⅱ
７. 授業映像の視聴Ⅰ
８. 授業映像の視聴Ⅱ
９. 体育科学習指導案Ⅰ（低学年）
10. 体育科学習指導案Ⅱ（中学年）
11. 体育科学習指導案Ⅲ（高学年）
12. 授業発表Ⅰ
13. 授業発表Ⅱ(振り返り)
14. 授業発表Ⅲ(授業改善)
15. 小・中・高等学校の連携と小学校の役割およびまとめ

≪成績評価の基準・方法≫
毎回の授業の最後に提出する授業ノート（60％） 講義まとめの総括レポート(40%)

≪授業で使用する教科書≫
・「小学校学習指導要領体育偏(平成29年告示)」東洋館出版社

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習は、小学校学習指導要領体育偏(平成29年告示)の改訂の経緯および体育科改訂の趣旨、
体育科改訂の要点を読んでおくこと。
事後学習は、各学年の体育科の内容をふまえ、例示の教材を使って学習指導案の作成に取り組む
こと。

国語
１年次
２単位（講義）
担当 ★田窪　豊

≪授業の概要≫
小学校における国語科の教材分析や授業実践に必要な「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読
むこと」に関する言語運用力及び言語感覚を身に付け、また、教材分析や授業実践に必要な「言
葉の特徴や使い方」「情報の扱い方」「我が国の言語文化」に関する背景的な知識や技能を、授
業場面を意識しながら身に付けることが重要である。｢言葉の特徴や使い方」とは文法、語彙、
表記、音読等で、「情報の扱い方」とは情報と情報の関係、情報の整理等で、｢我が国の言語文
化｣とは、伝統的な言語文化、読書、書写等である。

≪学生の到達目標≫
・教材分析や授業実践に必要な「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」に関する言語
運用力及び言語感覚を身に付けている。  ・ 教材分析や授業実践に必要な、言葉の働き、文法、
語彙、表記、音読等に関する知識及び技能を身に付けている。  ・教材分析や授業実践に必要な、
情報と情報の関係、情報の整理などに関する知識及び技能を身に付けている。  ・教材分析や授業
実践に必要な、伝統的な言語文化、読書、書写等に関する知識及び技能を身に付けている。

≪授業計画≫
１. 「全国学力・学習状況調査」からみる知識
２. 「全国学力・学習状況調査」からみる技能・言語運用力
３. 教材分析や授業実践に必要な音読に関する知識
４. 教材分析や授業実践に必要な音読に関する技能
５. 教材分析や授業実践に必要な書写に関する知識
６. 教材分析や授業実践に必要な書写に関する技能
７. 教材分析や授業実践に必要な「書くこと」に関する知識
８. 教材分析や授業実践に必要な「書くこと」に関する技能
９. 教材分析や授業実践に必要な「読むこと」に関する知識
10. 教材分析や授業実践に必要な「読むこと」に関する技能
11. 教材分析や授業実践に必要な「話す・聞く」に関する知識
12. 教材分析や授業実践に必要な「話す・聞く」に関する技能
13. 教材分析や授業実践に必要な読書に関する知識や技能
14. 教材分析や授業実践に必要な言語文化に関する知識
15. 教材分析や授業実践に必要な言語文化に関する技能

≪成績評価の基準・方法≫
筆記試験（50％）、授業への取り組み・レポート・ビブリオバトル等（50％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習では、ビブリオバトルの本の選び、発表内容を考える。また、日常的に様々な文種に触
れ、読んだり、聴いたりしたことをもとに人と交流する。事後学習では、書写の「平仮名」「片
仮名」について正しく、美しく書く練習をする。
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算数
１年次
２単位（講義）
担当 ★赤井　利行

≪授業の概要≫
小学校における算数科の授業を担当するために必要な（数と計算、図形、測定、変化と関係、デ
ータの活用）の実践的な数理運用力を、授業場面を意識しながら身に付ける。また、幼稚園、小
学校、中学校の関連性を踏まえながら、小学校における算数科の授業を担当するために必要な背
景的な知識を身に付けている。

≪学生の到達目標≫
数とその表現や計算の意味と方法、図形の性質や図形の計量、量に着目して物事の特徴を的確に
表現する、伴って変わる二つの数量の関係、目的に応じて統計的な問題解決するなどの力を身に
付ける。また、小学校における算数科の学習内容に関わる数学に関する基本的な知識を身に付け
ている。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 数と計算に関する基本的な数理運用力の基礎
３. 数と計算に関する基本的な数理運用力低学年
４. 数と計算に関する基本的な数理運用力中学年
５. 数と計算に関する基本的な数理運用力高学年
６. 図形に関する基本的な数理運用力下学年
７. 図形に関する基本的な数理運用力上学年
８. 変化と対応に関する基本的な数理運用力下学年
９. 変化と対応に関する基本的な数理運用力上学年
10. データの活用に関する基本的な数理運用力下学年
11. データの活用に関する基本的な数理運用力上学年
12. 現実の世界の数学的探究
13. 数学の世界の数学的探究
14. 問題発見・解決・発展の過程としての数学
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
最終課題（60％）、2回の研究レポート（40％）

≪授業で使用する教科書≫
・文科省「「学習指導要領解説算数編」（最新版）」・赤井利行編「わかる算数科指導法　改訂
版」東洋館出版社

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習は、授業で学習する場面に対応する教科書を読んでおき、授業に向かう。事後学習は、
取り上げられたテーマについて、教科書に示されている課題を図書館で調べる。

特別支援教育総合演習
１年次
１単位（演習）
担当 ★高田　昭夫

≪授業の概要≫
　教育・保育に必要な知識を幅広く体系的に理解するとともに、その知識体系を教育・保育の実
践と関連 づけて理解できることを目指す。 その上で、特別支援教育の現状・理念と教育制度を知
り、障がい児・者の正しい理解と認識を深めるとともに、特別支援教 育の本質及び目標と今日的
課題について紹介する。 また、障がいのある子どもの発達の基本原理、発達過程、教育課程、指
導の原理と方法、早期発見の取り組み等について、自我発達の観点を踏まえ概説する。

≪学生の到達目標≫
障がいのある幼児の保育や児童・生徒の教育に携わる人材として必要となる基礎的・基本的な知
識・理解を身につけ、特別支援教育に意欲的に取り組もうとする態度を養う。

≪授業計画≫
１. 障害の概念と特別支援教育の対象となる子ども
２. 特別支援教育制度の変遷
３. 特別支援教育の理念と現状
４. 人間の尊厳性と特別支援教育
５. こどもの発達の捉え方
６. 発達障害を起こす要因、及び発達障害のある子どもの対応
７. 障害の早期発見・早期対応の取り組み
８. 障害のある子どもの発達の基本原理
９. 子どもの発達過程
10. 子どもの自我発達
11. 障害の受容の問題
12. 特別支援教育における教育課程の特徴
13. ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくり
14. 特別支援教育における合理的配慮
15. 総括・まとめ

≪成績評価の基準・方法≫
課題への取り組み・討議への参加状況40％、レポート提出60％によって総合的に判断する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
アクティブラーニングを多いに取り入れた講義形態による学び合いで実施する。より学びを深め
るために事前準備、授業時の他者との交流、授業後の振り返り、自己評価が重要である。
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総合基礎演習Ⅰ
１年次
２単位（演習）
担当 ★松岡　宏明, 深田　直子, ★武部　浩和, ★藪　一裕

≪授業の概要≫
初年次教育という位置づけで、スタディスキルやアカデミックスキルの獲得を意識した展開を行
う。また、保育士養成および教員養成として1700時間プログラムを実施している本学の学びの体
制の全体像を把握することや、コミュニケーション能力を培う協働的な学びや思考方法を、遊び
の実践を通して学ぶことを中心として行う。また、読書に対しての興味関心が広がるよう、特に
「読む」活動を意識し、継続的な読書活動を展開する。

≪学生の到達目標≫
大学で学ぶということについての基礎的な学習から、基本的な学習姿勢や態度を培い、保育士や
幼稚園教諭・小学校教諭の職務について必要となる知識や技能を包括的に獲得する。遊びの実践
を通して、社会人基礎力や協働性などを身につける。また、読書活動を通して、多方面から物事
を考える視点や力を養う。

≪授業計画≫
１. 大学での「学び」について
２. 大学生活、倫理感について
３. 実習の意義（保育士・教員養成校として）
４. 文献検索の方法や図書館の活用・利用方法（１）
５. 文献検索の方法や図書館の活用・利用方法（２）
６. 文献検索の方法や図書館の活用・利用方法（３）
７. 小論文およびレポート作成の方法（１）
８. 小論文およびレポート作成の方法（２）
９. 小論文およびレポート作成の方法（３）
10. 読書活動に関わる取組み（１）
11. 読書活動に関わる取組み（２）
12. 読書活動に関わる取組み（３）
13. 情報処理や通信における基礎技術
14. 音楽鑑賞を通じた感情や情緒の育み
15. 防犯教育に関する基礎知識
16. 遊びの提供と保育実践の計画（１）
17. 遊びの提供と保育実践の計画（２）
18. 遊びの提供と保育実践の計画（３）
19. 遊びの提供と保育実践の観察（１）
20. 遊びの提供と保育実践の観察（２）
21. 遊びの提供と保育実践の観察（３）
22. 遊びの提供と保育実践の振り返り（１）
23. 遊びの提供と保育実践の振り返り（２）
24. 遊びの提供と保育実践の振り返り（３）
25. 遊びの提供と保育実践の評価（１）
26. 遊びの提供と保育実践の評価（２）
27. 遊びの提供と保育実践の評価（３）
28. 読書活動に関わる取組みの成果報告
29. 読書活動に関わる取組みの発表会
30. 全体総括

≪成績評価の基準・方法≫
遊びの実践にかかわる取り組み（40％）、遊びの実践にかかわるレポート（20％）、文献検索の
方法にかかわるレポートなど授業で課された提出物（40％）

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習：前時の学習の振り返りや、予習を行うこと。事後学習：授業で示された課題に向き合
うことや、問題・レポートについて積極的に取り組むこと。
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児童保育学科 ２年次  



人間論
２年次
２単位（講義）
担当 ★野嶋　敏一

≪授業の概要≫
「人間とは何か？」という問いかけは、古来より繰り返し考えられてきた命題である。とりわけ
、価値観が多様化し、人間を取り巻く事象が複雑化する現代社会では、その「答え」を見出すこ
とは容易ではない。こうした問題意識を基盤に人間としての「生き方」「心」「人との関係」を
教育・保育の側面から探るとともに、教育や保育の分野で、先人たちが残した業績、人となりや
言葉を通して教育・保育者としての魅力や面白さの一端に触れ、教職で働くことへの期待を醸成
する。

≪学生の到達目標≫
受講者一人一人が「人間とは何か？」という命題に対して各自の「答え」を見出し、実践に移す
方策を提示することができるようになる。先人たちの業績などから教育・保育者としての「在り
方」を学び、教職で働くことへの期待を持つことができるようになる。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 子どもの文化と居場所
３. 社会の変化と人間関係
４. 子どもの貧困と格差社会
５. 先人に学ぶ①
６. 先人に学ぶ②
７. 先人に学ぶ③
８. 先人に学ぶ④
９. 教育・保育者としての「在り方」
10. （グループ）ワーク①
11. （グループ）ワーク②
12. （グループ）ワーク③
13. （グループ）ワークの発表①
14. （グループ）ワークの発表②
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業内で課すワークシートや（グループ）ワークでの取り組み40％、（グループ）ワークの発表
、レポート60％。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習：授業で提示した課題に取り組む。　事後学習：各授業のリフレクション及び、全体を
通した学びから本科目履修以降の「各実習」での実践につなげる。

フランス語
２年次
２単位（演習）
担当 永井　道子, 杉本　里栄

≪授業の概要≫
EUの中核をなすフランス共和国の言語を学び、言葉を通じてフランスの文化、日常生活、社会事
情を考察することにより異文化への理解を深める。フランスという国の多様性を知り、視野を広
げることで、近い将来フランス語話者7億人という時代に対応すべく、基礎日常会話の習得を目
指す。

≪学生の到達目標≫
学生が語彙や知識を豊かにし、発音強化により、日常のコミュニケーション力をつけることを目
指す。課題をこなすだけではなく、各自が興味を持ったテーマを絞り考察したことをまとめる。

≪授業計画≫
１. ヨーロッパの中のフランス共和国
２. フランス語とは；英語との比較を交えて
３. 基礎発音
４. 挨拶、自己紹介
５. 身分、職業、国籍の表現
６. 数字を学び、年齢を言う
７. カフェで注文
８. 家族を紹介する
９. マルシェで買い物
10. 時刻の表現
11. 季節、天候の表現
12. フランスの世界遺産
13. パリ散策；旅会話
14. 地方への旅；旅会話
15. 総括
16. 前期の復習
17. 日常会話、基本表現の質疑応答
18. フランスの子どもたちの歌を覚えて、振り付ける
19. モード用語とファッション
20. フランス映画にみる表現
21. 食文化；ワイン、チーズ
22. 食文化；フランス料理
23. 食文化；フランス菓子
24. バカンス；海へ、山へ
25. 伝統行事に関連する表現
26. 感情表現；ジェスチャーを交えて
27. フランスの人気スポーツ、ラグビー？サッカー？
28. ホームパーティーを楽しむ；日本紹介
29. 総復習
30. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
学期末試験、レポート、課題提出80％、小テスト20％

≪授業で使用する教科書≫
・小谷奈津子、藤井宏尚「キーフレーズで学ぶフランス語」三修社

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習；普段からフランスに関するニュースや言葉に注目し、興味をひかれた言葉は調べてみ
る。
事後学習；授業で習った表現は、音声ダウンロードを聴きながら繰り返し声にだしてみる。
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韓国語
２年次
２単位（演習）
担当 韓　寧爛

≪授業の概要≫
今日、日本と韓国との交流は、政治・経済だけにとどまらず、多方面にわたって多様化している
。また、交流の多様化に伴って、様々な方面から韓国語学習に対するニーズが高まっている。本
講義では、多様化しつつある韓国語のニーズにこたえるべく、しっかりとした韓国語基礎の習得
を目指す。単語の習得、文の組み立て能力に重点を置いて講義を進めていく。さらに挨拶表現の
異同などを通して、隣国のコミュニケーションスタイル、発想方法等にも触れ、異言語を学ぶ楽
しさを味わってほしいと願っている。

≪学生の到達目標≫
(1)簡単な文の「読み・書き」が出来る。
(2)ハングル能力検定試験５級の習得を目指す。
(3)初級（５級）レベルの限られた単語を使い簡単なコミュニケーションが出来るようになる。

≪授業計画≫
１. 韓国語とはどういう言語か。ー音節の構造を中心にー
２. 韓国語の母音習得
３. 子音習得ー平音を中心にー
４. 子音習得ー激音･濃音を中心にー
５. 音節末の子音（バッチム）の習得
６. 発音の規則の習得
７. 文字と発音編のまとめ
８. 第一課ー입니다と입니까①ー
９. 「トイレはどこですか」文の会話と練習問題④と⑤
10. 第二課ー이／가 아닙니다と이／가 아니라①ー
11. 「高校生ではなく中学生です」文と問題③と⑤ー
12. 第三課ー漢数詞と「Ⅰ・고 있습니다」①ー
13. 「携帯番号」文の会話と練習問題④と⑥ー
14. 第四課ー합니다体と存在詞①ー
15. 「○学年です」「○ウォンです」文と問題③と⑤ー
16. 韓国文化①－ハングルの日について
17. 第五課ー生年月日の言い方の習得①ー
18. 「1994年生まれです」文と練習問題③と⑤ー
19. 第六課ー固有数詞と否定文の習得①ー
20. 「18歳です」「サッカーが好きです」文と問題③ー
21. 第七課ー時間の言い方と「Ⅱ・ㄹ까요」①ー
22. 「9時に授業があります」文と練習③と⑤ー
23. 第八課ー用言の短い否定形と「Ⅰ・겠습니다」①ー
24. 「今週から来週まで学校に行きません」文と問題③ー
25. 漢数詞、固有数詞、用言の否定形のまとめ
26. 第九課ー尊敬丁寧形「Ⅱ・십니다」①ー
27. 「ビビンバーがお好きですか」文と問題④と⑥ー
28. 第十課ー「해요体」の終結語尾「Ⅲ・어요」①ー
29. 「日曜日に何してますか」文の会話と問題③と⑤ー
30. 尊敬丁寧形と「해요体」の終結語尾のおさらい

≪成績評価の基準・方法≫
以下の項目により判断します。
⑴小テスト（50％）
⑵課題（20％）
⑶授業への取り組み（30％）

≪授業で使用する教科書≫
・金京子・喜多恵美子「パランセ韓国語初級」朝日出版社

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
外国語習得という側面からすると、日頃韓国語と接しているということが望ましい。楽しい学習
の観点から考えても、少なくともその日の学習項目や単語を自分のものにするという学習後の作
業は求められる。

子育て支援
２年次
１単位（演習）
担当 丸目　満弓

≪授業の概要≫
ソーシャルワークの基礎を学びつつ、保育の専門性を背景とし、保護者に対する子育て支援の理
論・意義・機能について理解する。それらをふまえた上で、保育士の行う子育て支援について、
さまざまな場面や対象に即した行動見本の提示、相談助言、情報の提供など、保育相談支援の内
容、方法、技術を中心に実践事例等を通して具体的に理解する。さらに事例分析を通して子育て
支援に関する相談援助や個別支援計画についての理解を深める。

≪学生の到達目標≫
１．保育士の行う保育の専門性を背景とした保護者に対する相談、助言、情報提供、行動見本の
提示等の支援（保育相談支援）を行う際の基本的視点や姿勢を身につける
２．保育相談支援を行う際に必要となる方法を身につける
３．保育相談支援の具体的な支援がイメージできる
４．保育士の専門性を活かした相談支援のあり方を考えることができる

≪授業計画≫
１. オリエンテーション　－子どもの保育とともに行う保護者の支援とは－
２. 日常的・継続的な関わりを通じた保護者との相互理解と信頼関係の形成
３. 保護者や家庭の抱える支援のニーズへの気づきと多面的な理解
４. 子どもや保護者が多様な他者と関わる機会や場の提供
５. 子ども及び保護者の状況・状態の把握
６. 支援の計画と環境の構成
７. 支援の実践・記録・評価・カンファレンス
８. 職員間の連携・協働および社会資源の活用と自治体・関係機関や専門職との連携・協働
９. 保育所等における支援
10. 地域の子育て家庭に対する支援
11. 障害のある子ども及びその家庭に対する支援
12. 特別な配慮を要する子ども及びその家庭に対する支援
13. 子ども虐待の予防と対応・要保護児童等の家庭に対する支援
14. 多様な支援ニーズを抱える子育て家庭の理解
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
試験(40%)と小レポートなど授業への取り組み(60%)を総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・立花直樹・安田誠人・波田埜英治編著「保育者の協働性を高める「子ども家庭支援」「子育て
支援」」晃洋書房

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
予習：次回の授業に向けたキーワードやテーマを伝えるので、事前に調べたり考えをまとめてく
ること
 復習：毎回授業の最後に提示されるテーマについて、次回の授業までにまとめてくる。
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子どもの保健
２年次
２単位（講義）
担当 ★春高　裕美

≪授業の概要≫
子どもの健全な育成には、単に子どもの身体と心の発達のみならず、子どもを取り巻く環境を理
解することも求められる。本講義では、これらの理解のために、身体の構造および諸機能の発達
について学習する。そのうえで、子どもの心身の健康状態とその把握や対応についての知識を身
に付ける。また適宜、事例に基づくグループワークを実施し理論と実践を融合させより深い学び
とする。

≪学生の到達目標≫
１．子どもの心身の健康増進を図る保健活動の意義を理解する。
２．子どもの身体的な発育・発達と保健について理解する。
３．子どもの心身の健康状態とその把握の方法について理解する。
４．子どもの疾病とその予防法及び他職種間の連携・協働の下での適切な対応について理解する

≪授業計画≫
１. ガイダンス―子どもの心身の健康と保健の意義
２. 生命の保持と情緒の安定に係る保健活動の意義と目的
３. 健康の概念と健康指標
４. 地域における保健活動と子ども虐待防止
５. 子どもの身体発育と保健　ー事例に基づくグループワークー
６. 子どもの運動機能の発達と保健
７. 子どもの生理機能の発達と保健　－事例に基づくグループワークー
８. 子どもの心身の健康状態とその把握（１）健康状態の観察
９. 子どもの心身の健康状態とその把握（２）心身の不調等の早期発見
10. 子どもの心身の健康状態とその把握（３）発育・発達の把握と健康診断
11. 子どもの心身の健康状態とその把握（４）保護者との情報共有　ーロールプレイングー
12. 子どもの疾病の予防及び適切な対応（１）主な疾病の特徴
13. 子どもの疾病の予防及び適切な対応（２）主な疾病の特徴
14. 子どもの疾病の予防及び適切な対応（３）子どもの疾病の予防と適切な対応
15. 現代社会における子どもの健康に関する現状と課題、授業総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業内に実施するICTを活用した小テスト15回（60％）授業内の取り組み（ディスカッションへ
の参加等）（20%） 最終レポート（20％）によって総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・「保育所保育指針」・「幼稚園教育要領」・「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習：次回授業の内容について事前提示するので、各自用語等を調べておくこと。
事後学習：毎回の授業内でICTを活用した小テストを実施するのでその復習を行い、知識の定着
を図ること。

子どもの食と栄養
２年次
２単位（演習）
担当 大杉　加菜子

≪授業の概要≫
近年、子どもを取り巻く食環境は大きく変化し、肥満や偏食など食生活に関する問題も多い。子
どもが健やかに育つために正しい生活習慣と成長過程に合った栄養について理解し、関連する基
礎知識、食育の意義、食を通した発達支援を学ぶ。さらに、家庭や児童福祉施設の食生活の現状
と課題、特別な配慮を要する子どもの食と栄養についても学ぶ。

≪学生の到達目標≫
子どもの発達と食生活の特徴、栄養と代謝、食品、食の安全性についての基礎を理解する。保育
現場で子どもの健康と食生活を支援し、食育を通して子どもに食の意義を伝えられる知識を身に
つけ、授業を通して保育者としての自身の食生活習慣を見つめ、より良い食生活へのレベルアッ
プを図る。

≪授業計画≫
１. 子どもの健康と食生活の意義
２. 子どもの発達・発育と食生活 　 　①身体発育と栄養
３. 子どもの発達・発育と食生活 　 ②食べる機能と栄養
４. 栄養に関する基礎知識　 ①栄養の働きと重要性１
５. 栄養に関する基礎知識　 ②栄養の働きと重要性２
６. 栄養に関する基礎知識　 ③食事摂取基準の意義と活用
７. 献立作成・調理の基本　①食品の基礎知識１
８. 献立作成・調理の基本　②食品の基礎知識２
９. 食品の安全性　 ①食中毒
10. 食品の安全性　 ②食品添加物
11. 食品の安全性　 ③食品表示
12. 演習課題
13. 妊娠授乳期の食生活　 ①妊娠経過と栄養と食生活
14. 妊娠授乳期の食生活　 ②妊娠のトラブルと母乳分泌
15. 前期まとめ
16. 乳児期の食生活　 ①乳児期の心身の特徴と食生活
17. 乳児期の食生活　 ②乳汁栄養と調乳
18. 乳児期の食生活　 ③離乳の意義
19. 乳児期の食生活　 ④栄養の問題点と健康への対応
20. 演習課題
21. 幼児期の食生活　 ①幼児期の心身の特徴と食生活
22. 幼児期の食生活　 ②幼児期の食生活の特徴と食生活
23. 幼児期の食生活　 ③幼児期の間食の意義について考える
24. 演習課題
25. 子どもの発育・発達と食生活（学童期・思春期）
26. 家庭や児童福祉施設における食事と栄養
27. 食物アレルギーのある子どもへの対応
28. 食育の基本と内容
29. 演習課題
30. まとめ

≪成績評価の基準・方法≫
筆記試験６０％　提出課題４０％

≪授業で使用する教科書≫
・堤ちはる．土井正子「子育て・子育ちを支援する子どもの食と栄養」萌文書林

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前：テキストをよく読み、積極的に学習し、問題点などをまとめておこう。

事後：学習した内容をもとに、日常の食生活を見直し、
           消費者として食に対する意識を高め、子どもたちにどう伝えるのか工夫しよう。

18



保育の計画と評価
２年次
２単位（講義）
担当 青木　一永

≪授業の概要≫
保育における計画の意義と必要性を理解し、保育カリキュラムの構造や保育所保育指針、幼稚園
教育要領、幼保連携型認定型こども園教育・保育要領を理解する。
また、保育の計画の編成、子ども理解の方法等について、具体的資料や事例等を通して理解する
。

≪学生の到達目標≫
この講義では、子どもに即した保育の計画を立案するため、下記の３点について理解し、スキル
を身につけることを目的とする。

①保育の計画の意義や作成方法についての基礎理解
②子ども理解や発達過程を踏まえた保育の計画作成の実践的理解
③計画・実践・評価・改善の過程の全体構造の理解と見通し

≪授業計画≫
１. オリエンテーション　保育の計画と評価の全体像
２. 保育所保育指針等の理解とカリキュラムの意義①
３. 保育所保育指針等の理解とカリキュラムの意義②　アクティブラーニングを通して
４. 保育理念・方針・全体的な計画等の作成①　アクティブラーニングを通して
５. 保育理念・方針・全体的な計画等の作成②　アクティブラーニングを通して
６. 保育の実際に基づく保育の計画の総合的な理解
７. 保育の計画づくりのポイントと実践①
８. 保育の計画づくりのポイントと実践②　アクティブラーニングを通して
９. 保育の計画づくりにつながる子ども理解　アクティブラーニングを通して
10. 保育現場における指導計画の実際
11. 保育実習に向けた指導計画の作成①
12. 保育実習に向けた指導計画の作成②　アクティブラーニングを通して
13. さまざまな指導計画やの種類と実際（保育所児童保育要録含む）
14. 保育の評価とカリキュラムマネジメント
15. 振り返りとまとめ

≪成績評価の基準・方法≫
授業毎のリアクションペーパーでの学びの参加状況（30％）
授業を通じて作成する指導計画（40％）
課題レポートにおける理解度（30％）を総合して評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・厚生労働省「保育所保育指針（平成29年告示）」　他、適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
授業前、1時間程度前回の授業内での復習と授業で提示した箇所の予習。
毎授業後、1時間程度学習内容や資料を見直しをしてまとめておくこと。
また、指定のあった際に、指導計画を作成すること。

幼児と人間関係
２年次
２単位（講義）
担当 谷口　康祐

≪授業の概要≫
現代の幼児の人間関係の育ちに影響を与えている社会的要因について理解し、幼児教育で保障す
べき教育内容に関する知識を身に付ける。特に領域「人間関係」の指導の基盤となる基礎理論と
して、関係発達論的視点について学び、他者との関係や集団との関係の中で幼児期の人と関わる
力が育つことを理解する。

≪学生の到達目標≫
①幼児を取り巻く人間関係をめぐる現代的課題を理解する。
②幼児期の人間関係の発達について理解する。
③保育現場における関係発達論的視点について理解する。

≪授業計画≫
１. 現代社会と幼児の人間関係
２. 人とのかかわりを培う保育の基本
３. 自立心を育む保育
４. 自他の気持ちに気づく援助のあり方
５. 自分の気持ちを自己調整する力を育む援助のあり方
６. きまりをめぐる様々な幼児の葛藤と援助
７. ルールのある遊びと援助
８. 個と集団の育ちを考える
９. 共同的な遊びの中で育ち合う長期的な保育の展開を考える
10. 保育者との関係づくりと地域との連携（1）課題を抱えた子供とその保護者の理解と援助
11. 保育者との関係づくりと地域との連携（2）課題を抱えた保護者とその子どもの理解と援助
12. 保育者同士の人間関係
13. 多様な人間関係づくりと地域ネットワークづくり（1）幼少の交流活動を考える
14. 多様な人間関係づくりと地域ネットワークづくり（2）小学校以降の生活や学習で生かされ
15. まとめ

≪成績評価の基準・方法≫
授業内での課題（20％）
期末試験（80％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・「保育所保育指針（解説）」・「幼稚園教育要領（解説）」・「幼保連記型任的こども園教育
・保育要領（解説）」

≪事前・事後学習≫
事前学習：「保育所保育指針」「幼稚園教育要領」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」
をよく読んでおくこと。
事後学習：毎週のインターンシップ等において、子どもの年齢・発達段階、家庭環境、生活経験
などと人とのかかわり方の違いや特徴についてよく観察すること。集団保育の方法についてもよ
く観察し、不明点があれば、現場の保育者に質問してみること。
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幼児と言葉
２年次
２単位（講義）
担当 古茂田　貴子, 小椋　たみ子

≪授業の概要≫
領域「言葉」の指導の基礎となる、幼児が豊かな言葉や表現を身につけ、想像する楽しさを広げ
るために必要な基礎知識を身につける。言語の発達過程、発達のメカニズム、言葉に対する感覚
、感性などについての基礎知識を理解した上で、幼児の言葉を育て、言葉に対する感覚を豊かに
する教材や実践に関する知識を身につける。

≪学生の到達目標≫
１．人間にとっての話し言葉や書き言葉などの意義と機能について、説明できる。２．言葉の機
能、言葉の発達過程、言葉の獲得の基盤、人的環境、物的環境の重要性について理解し、説明で
きる。３．言葉の楽しさや美しさに気づき、言葉を豊かにする実践を理解し、幼児の発達の姿と
合わせて説明できる。４．言葉を育て、想像する楽しさを広げる児童文化財の意義を理解し、基
礎的な知識を身に付ける。５．現代社会と言葉をめぐる問題の理解を深める。

≪授業計画≫
１. 領域「言葉と」と保育のなかでの言葉の育ち
２. 人間にとって「言葉」とはなにか―人間にとっての言葉の意義と機能
３. 子どもは言葉をどのように獲得するのか：　言葉の獲得における生得性と環境の役割
４. 子どもは言葉をどのように獲得するのか：　言葉の獲得の基盤となる能力と保育
５. 子どもは話し言葉をどのように獲得するのか？　語彙、文法の発達と保育　
６. 子どもは話し言葉をどのように獲得するのか？　会話の発達と保育　
７. 子どもは書き言葉をどのように習得するのか？　書き言葉の意義、習得と保育　
８. 言葉に対する感覚、感性とは何か？　どのように発達するのか？
９. 言葉に対する感覚、感性を豊かにする実践とは？―言葉遊びと保育への取り入れ方
10. 言葉に対する感覚、感性を豊かにする実践―子どもと楽しむ「言葉遊び」を考えよう
11. 言葉を育て、想像する楽しさを広げる「児童文化財」とは何か？―子どもにとっての「児
12. 言葉を育て、想像する楽しさを広げる「児童文化財」の実践―種類や歴史、保育への取り
13. 言葉を育て、想像する楽しさを広げる児童文化財を用いた実践―絵本、物語、紙芝居
14. 現代社会とことばをめぐる問題―メディアとことば、国際化とことば―
15. 子どもと保護者への言葉かけとかかわり―保育者の資質向上　

≪成績評価の基準・方法≫
授業内での課題や授業での発表（60％）、レポートや自作教材等提出物（40％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
子ども達のことばを豊かにするための保育教材について意識を深め、体験を積んで頂きたいと思
います。そのために、授業内での課題や発表に真摯に取り組んで頂きたいと思います。また、レ
ポートや自作教材等の課題に対しても意欲的に取り組んでください。

健康領域指導法Ⅰ
２年次
１単位（演習）
担当 加納　史章, 清田　岳臣

≪授業の概要≫
本演習では、健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活を作り出す力を養う領域「健康」の指
導方法について、グループワークおよび模擬保育等を通じて身に付けることを目的とする。以下
の２点について理解し、身に付けることを目指す：（１）幼稚園教育要領に示された幼稚園教育
の基本を踏まえ、領域「健康」のねらいおよび内容を解説する、（２）幼児の発達や学びの過程
を理解し、領域「健康」に関わる具体的な指導場面を想定した保育を構想する方法を模擬授業等
を通じて身に付けさせる。

≪学生の到達目標≫
健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活を作り出す力を養う領域「健康」の指導方法につい
て身に付ける。以下の２点について理解し、身に付けることを目標とする：（１）幼稚園教育要
領に示された幼稚園教育の基本を踏まえ、領域「健康」のねらいおよび内容を理解する、（２）
幼児の発達や学びの過程を理解し、領域「健康」に関わる具体的な指導場面を想定した保育を構
想する方法を身に付ける。

≪授業計画≫
１. 健康観と保育における健康①（グループワーク）
２. 健康観と保育における健康②（発表および相互評価）
３. 乳幼児の生活習慣の問題点（食事）①（グループワーク・課題設定）
４. 乳幼児の生活習慣の問題点（食事）②（模擬保育および相互評価）
５. 乳幼児の生活習慣の問題点（睡眠）①（グループワーク・課題設定）
６. 乳幼児の生活習慣の問題点（睡眠）②（模擬保育および相互評価）
７. 乳幼児の生活習慣の問題点（運動）①（グループワーク・課題設定）
８. 乳幼児の生活習慣の問題点（運動）②（模擬保育および相互評価）
９. 乳幼児への安全指導①（グループワーク・課題設定）
10. 乳幼児への安全指導②（模擬保育および相互評価）
11. 運動遊び指導の要点
12. 運動遊びの指導（実践：個人遊び・グループワーク）
13. 運動遊びの指導（実践：集団遊び・グループワーク）
14. 運動遊びの指導（評価法・グループワーク）
15. 運動遊びの指導（模擬保育および相互評価）

≪成績評価の基準・方法≫
授業への取り組み状況(3０％)、グループワーク、模擬保育後のレポートによる評価(４０％)、最
終レポート(3０％)とする。

≪授業で使用する教科書≫
・「「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説｣｢幼保連携型認定こども園教育・保育要領解
説」（最新版）」

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
【事前学習】本講義の内容を深く理解するために上記の書籍を読むこと。【事後学習】議題につ
いて毎時間配布するプリントを参考に各自調べたり、考えたりして確認すること。
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人間関係領域指導法Ⅰ
２年次
１単位（演習）
担当 末次　有加

≪授業の概要≫
現代社会の様々な状況を踏まえ、領域「人間関係」において子どもたちにどのような力や視点を
身に付けさせることが望ましいのかを具体的な事例の検討や映像の視聴を通して考える。そして
また、幼児の発達にふさわしい「主体的・対話的で深い学び」を実現する保育を具体的に構想し
、実践する方法を身につける。

≪学生の到達目標≫
①領域「人間関係」の「ねらい」及び「内容」並びに全体構造について理解する。②領域「人間
関係」の「ねらい」及び「内容」を踏まえて、自立心を育て、人と関わる力を養うために必要な
、幼児が経験し身に付けていくべき内容と指導上の留意点、評価の考え方を理解する。③具体的
な保育を想定した指導案を作成する。④模擬保育やロールプレイとその振り返りを通して、保育
を改善する視点を身につける。

≪授業計画≫
１. 現代社会と幼児を取り巻く人間関係
２. 領域「人間関係」の全体像の把握
３. 保育者と子どもとのかかわり（1）子どもとの信頼関係を築く
４. 保育者と子どもとのかかわり（2）自己主張を見守る
５. 遊びの中の人とのかかわり（1）個々の子どもへのかかわりと集団保育の展開
６. 遊びの中の人とのかかわり（2）幼児同士のいざこざへの援助
７. 遊びの中の人とのかかわり（3）きまりをめぐる幼児の葛藤と援助
８. 遊びの中の人とのかかわり（4）集団で活動する楽しさを味わう：ICTを活用した実践
９. （グループワークと発表）１歳未満児の遊びと保育者とのかかわり
10. （グループワークと発表）１歳以上～３歳未満児の遊びと保育者とのかかわり
11. （グループワークと発表）３歳以上児の遊びと人間関係
12. （グループワークと発表）異年齢保育における遊びと人間関係
13. （グループワークと発表）多文化保育における遊びと人間関係
14. （グループワークと発表）特別なニーズのある子どもを中心に据えた遊びと人間関係
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
各種課題・レポート（80%）＋最終レポート（20%）＝100%

≪授業で使用する教科書≫
・厚生労働省「保育所保育指針解説〈平成30年3月〉」フレーベル館・文部科学省「幼稚園教育
要領解説〈平成30年3月〉」フレーベル館・内閣府/文部科学省/厚生労働省「幼保連携型認定こど
も園教育・保育要領解説〈平成30年3月〉」フレーベル館

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習：「保育所保育指針」「幼稚園教育要領」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」
をよく読んでおくこと。事後学習：毎週のインターンシップ等において、子どもの年齢・発達段
階、家庭環境、生活経験などと人とのかかわり方の違いや特徴についてよく観察すること。集団
保育の方法についてもよく観察し、不明点があれば、現場の保育者に質問してみること。

言葉領域指導法Ⅰ
２年次
１単位（演習）
担当 古茂田　貴子

≪授業の概要≫
ことばは最も優れたコミュニケーションの道具の一つである。この講義では、ことばの大切さや
ことばの発達過程を学び、子どもたちが豊かな言葉を獲得するために保育者としてどのような援
助や環境構成が必要かについて考える。

≪学生の到達目標≫
幼稚園教育において育みたい資質・能力を理解し、幼稚園教育要領に示された「言葉」領域のね
らい及び内容について背景となる専門領域と関連させて理解を深めるとともに、幼児の発達に即
して、主体的・対話的で深い学びが実現する過程を踏まえて具体的な指導場面を想定して保育を
構想する方法を身に付ける。　子どものことばの発達過程を学び、ことばの面白さや大切さ、コ
ミュニケーションの道具としての重要性に気づくことを通して、子どものことばの発達をうなが
す環境構成や保育活動について考える力を養う。

≪授業計画≫
１. イントロダクション
２. 幼稚園教育要領　領域言葉について
３. 幼稚園教育要領　領域言葉（目標・ねらい）
４. 幼稚園教育要領　領域言葉（内容・内容の取扱い）
５. ことばの発達（0歳）
６. ことばの発達（1～2歳）
７. ことばの発達（3～4歳）
８. ことばの発達（5～6歳）
９. 幼児語・幼児音、文化としてのことば
10. 一次的ことば・二次的ことば
11. 文字教育及びその教材について・言語相対性理論
12. 聞くということについて
13. ことばがけについて
14. 児童文化財と教材としての活用について（情報機器とその活用を含む）
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
定期試験（60％）、授業の中で適宜提出する小レポート（40％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・「幼稚園教育要領」・「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」・「保育所保育指針」

≪事前・事後学習≫
講義の学びを通して、ことばの豊かな発達を支える保育環境作りについて様々な興味や関心を高
めて頂きたいと思います。そのために、前回の復習を必ず行った上で講義に臨むようにしてくだ
さい。
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表現領域指導法Ⅰ
２年次
１単位（演習）
担当 深田　直子, ★松岡　宏明, 手良村　昭子

≪授業の概要≫
乳幼児の発達の特性を理解し、子どもにとって表現とは何か、保育の中ではどのような意味を持
つのか、表現力を育てるとはどういうことなのかを基本に置き、実際の現場で行われている活動
内容を実践しながら考察していく。それぞれのテーマで実践した内容は、ドキュメンテーション
の形式でレポートとしてまとめていく。また、このドキュメンテーションを振り返ることで自己
課題を見つけ実践力を身に付ける。

≪学生の到達目標≫
・乳幼児の表現について総合的な理解を深める。
・乳幼児の発達過程を理解し指導計画を組み立てる力を身につける。
・実践に必要な基礎知識と技術および指導方法を身につける。

≪授業計画≫
１. 領域「表現」のねらいと内容：乳幼児の生活をイメージしながら遊びを通して理解する
２. 幼児の表現の発達の理解：描画活動を通して幼児の発達過程を学ぶ
３. 素材との対話①　素材の特性を生かして表現することを楽しみ、その指導方法を学ぶ
４. 素材との対話②　素材の特性を生かして表現することを楽しみ、その指導方法を学ぶ
５. 自然物との対話：自然物に対しての理解を深め、その素材から表現遊びや表現方法を考える
６. 教材研究：視覚的教材の研究
７. 総合的な表現活動：指導案の作成
８. 総合的な表現活動①　音を聞いて、言葉を聞いて表現する
９. 総合的な表現活動②　言葉のイメージをもとに音を使い、造形遊びへとつなげていく
10. 総合的な表現活動③　身近な楽器を使って総合的な表現遊びへとつなげていく
11. 総合的な表現活動④　児童文化を題材として総合的な表現活動に取り組む
12. 研究発表：グループワークで制作したものを発表し、お互いの表現について学びあう
13. 活動の振り返りと指導方法の見直し
14. 現場での表現活動の事例研究から、表現活動における情報機器及び活用法についても触れる
15. 総括：保育の場における表現活動について考える

≪成績評価の基準・方法≫
全授業を通して学びの過程のドキュメンテーションを作成する。評価は全学びをまとめたドキュ
メンテーション（50％）、授業の最後に提出する小レポート（10％）、作品や発表内容（40％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・「幼稚園教育要領解説」フレーベル館

≪事前・事後学習≫
事前学習教科書を読んでおくこと。事後学習実践内容をレポートにしてまとめる。

表現領域指導法Ⅱ
２年次
１単位（演習）
担当 深田　直子, ★松岡　宏明, 手良村　昭子

≪授業の概要≫
幼児の表現活動について保育者としての視点を持ちながら実践に取り組んでいく。インターンシ
ップなどの経験を活かしながら、演習課題に取り組む中で、現場での表現の指導方法についても
理解を深めていく。また、遊びを通して行われていく側面を理解し、領域表現と他の領域の関係
にも気づき、学びを深めながら幼児期の表現活動を支援するための知識や技能、表現力を総合的
に身に付ける。

≪学生の到達目標≫
・保育内容｢表現」について、乳幼児の発達過程を踏まえながら活動の内容や目的を理解する。
・乳幼児の表現活動について、基礎的な実技を繰り返すことで実践力を身につける。
・保育現場で行われている実践事例に取り組み、グループワークや模擬授業などで発表する中で
自己の表現力や保育技術を身につける。

≪授業計画≫
１. 幼児教育の基本及び領域「表現」について、乳幼児の遊びと関連付けながら理解していく
２. 見立て遊びと表現：見立て遊びの意味を理解しながら実際に表現遊びを体験し理解する
３. ごっこ遊びと表現活動①　身体を使って表現する
４. ごっこ遊びと表現活動②　身体を使っての総合的な表現活動
５. ごっこ遊びと表現活動③　身体表現と造形表現
６. 発表と振り返り
７. ごっこ遊びと造形活動①　身近な素材を使って表現する
８. ごっこ遊びと造形活動②　様々な道具を使って表現する
９. ごっこ遊びと造形活動③　園行事とのつながりを考える
10. 作品の展示と鑑賞
11. 領域「環境」と表現活動：自然環境を利用した表現活動を考える
12. 模擬保育の計画：指導案の作成および準備
13. 模擬保育の準備：模擬保育に必要な環境の準備
14. 模擬保育の実践および振り返り
15. 全体の総括および振り返りと今後の展望：小学校の様々な教科との学びの連続性を考える

≪成績評価の基準・方法≫
全授業を通して学びの過程のドキュメンテーションを作成する。評価は全学びをまとめたドキュ
メンテーション（50％）、作品や発表内容（50％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・「幼稚園教育要領解説」フレーベル館

≪事前・事後学習≫
事前学習教科書を読んでおくこと。事後学習実践内容をレポートにしてまとめる。
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乳児保育Ⅰ
２年次
２単位（講義）
担当 ★髙根　栄美

≪授業の概要≫
　乳児保育（０歳児、１歳児、２歳児の保育）は、発達がめまぐるしい時期の子どもにとって、
どのような環境を通して、どのように生活や遊びを豊かにしながら適切な援助をしていけばよい
かについての理論的な学びを行う。
　また、その時期の子どもの保育の営みを支える子ども理解に基づく計画とその評価などについ
て理解を深める中で、乳児保育の専門性について考える。

≪学生の到達目標≫
（１）乳児保育の意義・目的と歴史的変遷及び役割等について理解する。
（２）保育所、乳児院等多様な保育の場における乳児保育の現状と課題について理解する。
（３）３歳未満児の発育・発達を踏まえた保育の内容と運営体制について理解する。
（４）乳児保育における職員間の連携・協働及び保護者や地域の関係機関との連携について理解
する。

≪授業計画≫
１. ガイダンス、乳児保育の意義・目的と歴史的変遷
２. 乳児保育の役割と機能、乳児保育における養護及び教育
３. 乳児保育及び子育て家庭に対する支援をめぐる社会的状況と課題
４. 保育所における乳児保育
５. 保育所以外の児童福祉施設（乳児院等）における乳児保育
６. 家庭的保育等における乳児保育
７. ３歳未満児とその家庭を取り巻く環境と子育て支援の場
８. ３歳未満児の生活と環境の実際
９. ３歳未満児の遊びと環境の実際
10. ３歳以上児の保育に移行する時期の保育
11. ３歳未満児の発育・発達を踏まえた保育士等による援助や関わり
12. ３歳未満児の発育・発達を踏まえた保育における配慮
13. 乳児保育における計画・記録・評価とその意義
14. 乳児保育における連携・協働－職員間、保護者、自治体や地域の関係機関等
15. 総括　乳児保育の諸課題と実践

≪成績評価の基準・方法≫
指定の課題・ワークの取り組み状況と提出物(５０％)、最終レポート(５０％)とする。

≪授業で使用する教科書≫
・厚生労働省「保育所保育指針解説　平成30年3月」フレーベル館・内閣府・文部科学省・厚生
労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説　平成30年3月」フレーベル館・松本峰雄 
監修，池田りな他 編著「乳児保育 演習ブック［第２版］」ミネルヴァ書房

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
（１）履修に際し、１年次で学んだ乳幼児の発達の諸相を確認しておくことが望ましい。
（２）指定の課題や学習内容の整理・まとめに時間外の取り組みが必要となる。
（３）日頃から積極的に3歳未満児を観察したり、授業で得た知識や保育技術をもって関わるよ
うにする。

乳児保育Ⅱ
２年次
１単位（演習）
担当 ★髙根　栄美

≪授業の概要≫
　「乳児保育」とは、３歳未満児を念頭においた保育を示す。３歳未満児の発育・発達の過程や
特性を踏まえた援助や関わりの基本的な考え方について理解し、養護及び教育の一体性を踏まえ
、３歳未満児の子どもの生活や遊びと保育の方法及び環境、配慮の実際について具体的に学ぶ。
また、乳児保育における計画の作成について理解する。
　乳児保育Ⅰで学んだことを、さらに具体的・実践的に学ぶために演習形式で授業を実施する。
とくに、援助や配慮といった子どもへのかかわりの面、乳児期の遊びや体験を通して学ぶことの
意味、発達を保障するための保育の計画などの実際をグループワークやアクティブラーニングで
学ぶ。

≪学生の到達目標≫
（１）３歳未満児の発育・発達の過程や特性を踏まえた援助や関わりの基本的な考え方について
理解する。
（２）養護及び教育の一体性を踏まえ、３歳未満児の子どもの生活や遊びと保育の方法及び環境
について、具体的に理解する。
（３）乳児保育における配慮の実際について、具体的に理解する。
（４）上記（１）から（３）をふまえ、乳児保育における計画の作成について具体的に理解する
。

≪授業計画≫
１. 乳児保育の基本（１）子どもと保育士等との関係の重要性
２. 乳児保育の基本（２）個々の子どもに応じた援助や受容的・応答的な関わり
３. 乳児保育の基本（３）子どもの主体性の尊重と自己の育ち
４. 乳児保育の基本（４）子どもの体験と学びの芽生え
５. 乳児保育における子どもの発育・発達を踏まえた生活と遊びの実際
６. 子どもの１日の生活の流れと保育の環境
７. 子どもの生活や遊びを支える環境の構成
８. ３歳未満児の発育・発達を踏まえた生活と援助の実際
９. ３歳未満児の発育・発達を踏まえた遊びと援助の実際
10. 子ども同士の関わりとその援助の実際
11. 乳児保育における配慮（１）子どもの心身の健康・安全と情緒の安定を図るための配慮
12. 乳児保育における配慮（２）集団での生活における配慮、環境の変化や移行に対する配慮
13. 乳児保育における計画の実際（１）長期的な指導計画と短期的な指導計画
14. 乳児保育における計画の実際（２）個別的な指導計画と集団の指導計画
15. 総括　子ども主体である融合の保育

≪成績評価の基準・方法≫
指定の課題・ワークの取り組み状況と提出物(５０％)、最終レポート(５０％)とする。

≪授業で使用する教科書≫
・松本峰雄 監修，池田りな他 編著「乳児保育 演習ブック［第２版］」ミネルヴァ書房

≪参考書≫
・厚生労働省「保育所保育指針解説　平成30年3月」フレーベル館・内閣府・文部科学省・厚生
労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説　平成30年3月」フレーベル館・茶々保育
園グループあすみ福祉会 編「見る・考える・創りだす乳児保育１・２―養成校と保育室をつなぐ
理論と実践」萌文書林　他、適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
　乳児保育に必要な知識や技術として、教材研究・作成、保育の計画・評価という流れを経験す
ることで、実践的に理解する内容の科目である。よって、授業時間以外の学習（事前・事後学習
）は、教材選定や実際の製作、練習、発表の準備などに時間を要する。個別の課題の詳細は授業
内で示す。
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社会的養護Ⅱ
２年次
１単位（演習）
担当 中條　薫

≪授業の概要≫
現代社会においては家族・親族関係の変化、都市化や核家族化、少子化が定着する中で、子ども
への養育力が低下している。その結果、子どもをとりまく環境が著しく悪化し、虐待等のさまざ
まな問題が起こり社会的養護を必要とする児童が増加している。本講義では児童福祉施設で生活
している要保護児童の現状からその背景を理解するとともに、保育士の役割と使命、養育の内容
について具体的な事例を通して考察し、児童の権利擁護・専門的支援に必要な知識や技術の習得
につなげる。

≪学生の到達目標≫
社会的養護を必要とする子どもの理解、社会的養護施設の理解、事例を通して子どものさまざま
な表出を理解する。家庭や保護者に代わって子どもの養育を実践する保育士に必要な知識や技術
を習得する。

≪授業計画≫
１. 現代社会における子どもの状況
２. 社会的養護の必要性
３. 児童相談所の業務内容
４. 児童養護施設で生活する子ども達
５. 児童福祉施設の生活Ⅰ
６. 児童福祉施設の生活Ⅱ
７. 虐待を受けた心の傷（トラウマ）
８. 社会的養護における施設養護の理念と役割
９. 子どもの発達支援と心のケアについて
10. 子どものケース理解とアセスメントⅠ
11. 子どものケース理解とアセスメントⅡ
12. 生活における支援Ⅰ（アドミッションケア）
13. 生活における支援Ⅱ（子どもの成育歴の理解）
14. 生活における支援Ⅲ（基本的生活習慣）
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業への積極的な取り組み（出席状況、発言・発表、授業態度）等総合的に評価して行う。授業
態度（２０％）、演習課題への取り組み（２０％）、授業総括（６０％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
子どもの養育・教育に携わるためには、まず自分自身の生活の質を高めていかなければなりませ
ん。子ども達が憧れる保育士・教師になれるよう、今から日々の生活を見つめ直していきましょ
う。地域でどのような子育てが行われているか、子どもに関するさまざまなニュース等に関心を
持ちましょう。

子ども家庭支援の心理学
２年次
２単位（講義）
担当 要　正子

≪授業の概要≫
この授業は、発達心理学や臨床心理学の基礎的な知見を踏まえて家族・家庭についての学びを深
めるものである。また、親子関係や家族関係等について発達的な視点から理解し、子どもとその
家族を包括的に捉える視点を習得する。現代社会における保育者の役割は多様化し、家庭支援を
めぐっても高度な専門性が求められている。そのために、この授業ではグループワークを通して
人の生涯発達、家族・家庭の理解、子育て家庭の理解などを深める。

≪学生の到達目標≫
１．生涯発達に関する心理学の基礎的な知識を習得し、初期経験の重要性、発達課題等につ いて
理解する。２．家族・家庭の意義や機能を理解するとともに、親子関係や家族関係等について発
達的な観点から理解し、子どもとその家庭を包括的に捉える視点を習得する。３．子育て家庭を
めぐる現代の社会的状況と課題について理解する。４．子どもの精神保健とその課題について理
解する。 ５．乳幼児期から青年期に至るまでの各時期における運動・言語・認知・社会性の発達
について、その特徴を理解し、説明することができる。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 生涯発達（１）乳幼児期から学童期前期にかけての発達
３. 生涯発達（２）学童期後期から青年期にかけての発達
４. 生涯発達（３）成人期・老年期における発達
５. 家族・家庭の理解（１）家族・家庭の意義と機能
６. 家族・家庭の理解（２）親子関係・家族関係の理解
７. 家族・家庭の理解（３）子育ての経験と親としての育ち
８. 子育て家庭に関する現状と課題（１）子育てを取り巻く社会的状況
９. 子育て家庭に関する現状と課題（２）ライフコースと仕事・子育て
10. 子育て家庭に関する現状と課題（３）多様な家庭とその理解
11. 子育て家庭に関する現状と課題（４）特別な配慮を要する家庭
12. 子どもの精神保健とその課題（１）子どもの生活・生育環境とその影響
13. 子どもの精神保健とその課題（２）子どもの心の健康に関わる問題
14. 保育者としての子どもと家庭を支援することの意義
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業への取り組み（50%）、グループワークの成果、レポート等提出物（50%）によって評価す
る。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・「「幼稚園教育要領」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」「保育所保育指針」」

≪事前・事後学習≫
事前学習：保育や教育を中心とした社会の「動きなど時事問題に関心をもつこと。
事後学習：授業での学びと実践との繋がりを意識し、自らが果たす役割について考えること。
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保育実習Ⅰ
２年次
４単位（実習）
担当 ★大方　美香, 井岡　瑞日, ★藪　一裕

≪授業の概要≫
保育士資格必修科目。2か所での学外実習を行う。前期に児童福祉施設等(保育所以外)における実
習を10日から12日間実施する。後期に保育所実習を10日から12日間実施する。実習施設は原則と
して大学が各施設と調整のうえ配当する。

≪学生の到達目標≫
１．保育所、児童福祉施設等の役割や機能を具体的に理解する。２．観察や子どもとの関わりを
通して子どもへの理解を深める。３．既習の教科目の内容を踏まえ、子どもの保育及び保護者へ
の支援について総合的に理解する。４．保育の計画・観察・記録及び自己評価等について具体的
に理解する。５．保育士の業務内容や職業倫理について具体的に理解する。

≪授業計画≫
１. 児童福祉施設等(保育所以外)における実習の内容
２. 施設の役割と機能（１）施設における子どもの生活と一日の流れ
３. 施設の役割と機能（２）施設の役割と機能
４. 子どもの理解（１）子どもの観察とその記録
５. 子どもの理解（２）個々の状態に応じた援助や関わり
６. 施設における子どもの生活と環境（１）計画に基づく活動や援助
７. 施設における子どもの生活と環境（２）子どもの心身の状態に応じた生活と対応
８. 施設における子どもの生活と環境（３）子どもの活動と環境
９. 施設における子どもの生活と環境（４）健康管理、安全対策の理解
10. 計画と記録（１）支援計画の理解と活用
11. 計画と記録（２）記録に基づく省察・自己評価
12. 専門職としての保育士の役割と倫理（１）保育士の業務内容
13. 専門職としての保育士の役割と倫理（２）職員間の役割分担や連携
14. 専門職としての保育士の役割と倫理（３）保育士の役割と職業倫理
15. 専門職としての保育士の役割と倫理（４）保育士のキャリアアップ
16. 保育所実習の内容
17. 保育所の役割と機能（１）保育所における子どもの生活と保育士の援助や関わり
18. 保育所の役割と機能（２）保育所保育指針に基づく保育の展開
19. 子どもの理解（１）子どもの観察とその記録による理解
20. 子どもの理解（２）子どもの発達過程の理解
21. 子どもの理解（３）子どもへの援助や関わり
22. 保育内容・保育環境（１）保育の計画に基づく保育内容
23. 保育内容・保育環境（２）子どもの発達過程に応じた保育内容
24. 保育内容・保育環境（３）子どもの生活や遊びと保育環境
25. 保育内容・保育環境（４）子どもの健康と安全
26. 保育の計画・観察・記録（１）全体的な計画と指導計画及び評価の理解
27. 保育の計画・観察・記録（２）記録に基づく省察・自己評価
28. 専門職としての保育士の役割と職業倫理（１）保育士の業務内容
29. 専門職としての保育士の役割と職業倫理（２）職員間の役割分担や連携・協働
30. 専門職としての保育士の役割と職業倫理（３）保育士の役割と職業倫理

≪成績評価の基準・方法≫
児童福祉施設等(保育所以外)における実習の評価50%、および保育所実習の評価50%による総合
評価。各実習の評価は、実習施設による実習評価60%、諸提出物（日誌等）20%、実習評価面談
20%とする。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・大阪府社会福祉協議会児童施設部会「新版・児童福祉施設援助指針」・社会福祉法人全国社会
福祉協議会 全国乳児福祉協議会「改訂新版 乳児院養育指針」・厚生労働省「保育所保育指針保育
所保育指針解説　平成30年3月」フレーベル館・内閣府/文部科学省/厚生労働省「幼保連携型認定
こども園教育・保育要領解説　平成30年3月」フレーベル館

≪事前・事後学習≫
事前学習：インターンシップ実習の経験からの自己課題を明確にする。事後学習：実習自己評価
を行い、保育実習Ⅱにつなげる自己課題を明確にする。実習中には、学科専任教員による訪問指
導を受け、実習内容や実習課題の達成状況を報告する。

保育実習指導Ⅰ
２年次
２単位（演習）
担当 ★大方　美香, 井岡　瑞日, ★藪　一裕, 小西　由紀子, 樋口　幸,

 佐々本　清恵

≪授業の概要≫
保育実習Ⅰの事前事後指導である。前期は、施設実習＜児童福祉施設等(保育所以外)における実
習＞について、後期は主に、保育所実習（または幼保連携型認定こども園での実習）についての
指導を行う。保育実習Ⅰと強く連動しており、事前準備は実習の成果、あるいは事前指導の到達
状況に影響することを自覚して履修することが望ましい。

≪学生の到達目標≫
１．保育実習の意義・目的を理解する。２．実習の内容を理解し、自らの実習の課題を明確にす
る。３．実習施設における子どもの人権と最善の利益の考慮、プライバシーの保護と守秘義務等
について理解する。４．実習の計画・実践・観察・記録・評価の方法や内容について具体的に理
解する。５．実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行い、今後の学習に向けた課題
や目標を明確にする。

≪授業計画≫
１. 前期授業ガイダンスー児童福祉施設等（保育所以外）における実習の事前・事後指導
２. 施設実習における提出資料の作成
３. 施設実習の目的と概要
４. 実習の内容と課題の明確化（１）ゲスト講師による講話　児童養護施設
５. 実習の内容と課題の明確化（２）ゲスト講師による講話　乳児院等
６. 実習の内容と課題の明確化（３）実習先について調べよう
７. 実習の内容と課題の明確化（４）実習課題を立てよう
８. 実習に際しての留意事項（１）子どもの人権と最善の利益の考慮
９. 実習に際しての留意事項（２）プライバシーの保護と守秘義務（倫理綱領）
10. 実習に際しての留意事項（３）実習生としての心構え、事前オリエンテーション
11. 実習の計画と記録（１）実習における計画と実践
12. 実習の計画と記録（２）実習における観察、記録及び評価
13. 事後指導における実習の総括と課題の明確化（１）実習の総括と自己評価（評価面談）
14. 事後指導における実習の総括と課題の明確化（２）実習の総括と実習報告（報告会）
15. 事後指導における実習の総括と課題の明確化（３）課題の明確化（レポート作成）
16. 後期授業ガイダンスー保育所実習の事前・事後指導
17. 保育所実習における提出資料の作成
18. 保育所実習の目的と概要
19. 実習の内容と課題の明確化（１）ゲスト講師による講話　保育園
20. 実習の内容と課題の明確化（２）ゲスト講師による講話　幼保連携型認定こども園
21. 実習の内容と課題の明確化（３）実習先について調べよう
22. 実習の内容と課題の明確化（４）実習課題を立てよう
23. 実習に際しての留意事項（１）子どもの人権と最善の利益の考慮
24. 実習に際しての留意事項（２）プライバシーの保護と守秘義務（倫理綱領）
25. 実習に際しての留意事項（３）実習生としての心構え、事前オリエンテーション
26. 実習の計画と記録（１）実習における観察、記録及び評価
27. 実習の計画と記録（２）実習における計画と実践（教材研究と模擬保育）
28. 実習の計画と記録（３）実習指導案の作成（展開と評価のポイント）
29. 事後指導における実習の総括と課題の明確化（１）実習の総括と自己評価（評価面談）
30. 事後指導における実習の総括と課題の明確化（２）課題の明確化（レポート作成）

≪成績評価の基準・方法≫
前期評価50%、および後期評価50%の総合評価とする。原則として全ての回の出席を求める。学
期毎の評価は、授業課題（60％）、および指定課題等の提出・達成状況（40％）により評価する
。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・大阪府社会福祉協議会児童施設部会「新版・児童福祉施設援助指針」・社会福祉法人全国社会
福祉協議会 全国乳児福祉協議会「改訂新版 乳児院養育指針」・厚生労働省「保育所保育指針保育
所保育指針解説　平成30年3月」フレーベル館・内閣府/文部科学省/厚生労働省「幼保連携型認定
こども園教育・保育要領解説　平成30年3月」フレーベル館

≪事前・事後学習≫
[学生の到達目標]を参照。各実習ごとに実習施設での事前オリエンテーションを受ける（本授業
時間外、日程等は別途指定）。
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保育実践学習Ⅲ
２年次
１単位（演習）
担当 ★野嶋　敏一, ★田窪　豊, 要　正子, ★高田　昭夫, 有福　淑子,

 小西　由紀子, 中根　佳江, 宮前　桂子, 大悟法　平, 立津　政宏

≪授業の概要≫
保育実践学習Ⅲは、保育所や幼稚園、こども園、小学校等でのインターンシップ現場における実
習体験を基盤とする。実習を通して、現場における様々な課題を理解し、保育・教育の職務につ
いての基礎的な理解を深めることを目指す。また昨年度の保育実践学習Ⅰ・Ⅱをふまえ、実習日
誌等の記録や自ら問題意識をもつことの重要性を認識し、実践を通して学ぶ力を養う。なお、こ
の授業はアクティブラーニング（実習、フィールドワーク）を含めて実施する。

≪学生の到達目標≫
インターンシップ実習における体験を通して、保育士やこども園、幼稚園、小学校教諭の職務へ
の理解を深める。また保育・教育現場の諸課題について体感し考えることにより、こどもと関わ
る職の重要性や必要性を認識するとともに、保育・教育者としての基盤を構築する。

≪授業計画≫
１. ２年次におけるインターンシップ実習に関する心得について
２. インターンシップ実習に関する諸手続き
３. 保育所・幼稚園・こども園についての基礎知識
４. 小学校についての基礎知識
５. こども理解
６. 現場における対応事例①
７. 現場における対応事例②
８. インターンシップ現場においての実践、観察、記録（１）
９. インターンシップ現場においての実践、観察、記録（２）
10. アクティブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
11. アクティブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
12. アクティブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
13. アクティブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
14. 自己の課題の明確化および目標設定
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
「インターンシップ実習」参加および事前・事後授業への参加（60％）、「インターンシップ実
習」日誌の提出および内容（40%）

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習：インターンシップ実習先での当日の課題や実践への心構えを形成していくこと。　事
後学習：当日のインターンシップ実習における自己の反省点などを実習日誌に書き記し、次回の
インターンシップへの目標を設定すること。

保育実践学習Ⅳ
２年次
１単位（演習）
担当 ★野嶋　敏一, ★田窪　豊, 要　正子, ★高田　昭夫, 有福　淑子,

 小西　由紀子, 中根　佳江, 宮前　桂子, 大悟法　平, 立津　政宏

≪授業の概要≫
保育実践学習Ⅳは、保育所や幼稚園、こども園、小学校等でのインターンシップ現場における実
習体験を基盤とする。実習を通して、現場における様々な課題を理解し、保育・教育の職務につ
いての基礎的な理解を深めることを目指す。また保育実践学習Ⅲでの学びの経験を活かし、引き
続き実践を通して学ぶということを常に意識しながら、実習日誌の記録等を通じてその体験をよ
り確かなものにする力を養う。なお、この授業はアクティブラーニング（実習、フィールドワー
）を含めて実施する。

≪学生の到達目標≫
インターンシップ実習における体験を通して、保育士やこども園、幼稚園、小学校教諭の職務へ
の理解を深める。また保育・教育現場の諸課題について体感し考えることにより、こどもと関わ
る職の重要性や必要性を認識するとともに、保育・教育者としての基盤を構築する。

≪授業計画≫
１. 前期の振り返りと自己分析
２. インターンシップ実習に向けての目標設定
３. インターンシップ実習においての実践、観察、記録（１）
４. インターンシップ実習においての実践、観察、記録（２）
５. インターンシップ実習においての実践、観察、記録（３）
６. インターンシップ実習においての実践、観察、記録（４）
７. インターンシップ実習においての実践、観察、記録（５）
８. インターンシップ実習においての実践、観察、記録（６）
９. インターンシップ実習においての実践、観察、記録（７）
10. インターンシップ実習においての実践、観察、記録（８）
11. アクティブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
12. アクティブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
13. アクティブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
14. アクティブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
15. 実習の振り返りと自己の課題の明確化

≪成績評価の基準・方法≫
「インターンシップ実習」参加および事前・事後授業への参加（60%）、「インターンシップ実
習」日誌の提出および内容（40%）

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習：インターンシップ実習先での当日の課題や実践への心構えを形成していくこと。　事
後学習：当日のインターンシップ実習における自己の反省点などを実習日誌に書き記し、次回の
インターンシップへの目標を設定すること。
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音楽演習Ⅰ
２年次
１単位（演習）
担当 深田　直子, 川村　尚子, 鈴木　和代, 炭谷　恭子, 竹田　景子, 

本村　陽子, 山本　恭仁子

≪授業の概要≫
各自の能力に応じて、個人指導で行う。演奏技術の向上に加えて、子どもを自然な音楽活動に導
くための簡単な即興や、必要に応じた移調や編曲についても学習する。

≪学生の到達目標≫
ピアノ演奏の技術を習得し、保育・教育者としての表現力・音楽性を養うことを目的とする。コ
ードによる弾き歌いや簡易伴奏で演奏するなど、自ら応用できる能力を養うことを目指す。

≪授業計画≫
１. 全体及び個人別オリエンテーション
２. 練習曲・リズム曲の個人レッスン（楽譜の読み方復習）
３. 練習曲・リズム曲の個人レッスン（読譜）
４. 練習曲・リズム曲の個人レッスン（基礎）
５. 練習曲・リズム曲の個人レッスン（応用）
６. 練習曲・リズム曲の個人レッスン（仕上げ・完成）
７. 練習曲・リズム曲・弾き歌い曲の個人レッスン（読譜）
８. 練習曲・リズム曲・弾き歌い曲の個人レッスン（基礎課題）
９. 練習曲・リズム曲・弾き歌い曲の個人レッスン（応用課題）
10. 練習曲・リズム曲・弾き歌い曲の個人レッスン（仕上げ・完成）
11. 試験曲の指導（読譜）
12. 試験曲の指導（基礎）
13. 試験曲の指導（応用）
14. 試験曲の指導（仕上げ・完成）
15. 総括（発表）

≪成績評価の基準・方法≫
定期試験（80％）授業への取り組み（20％）

≪授業で使用する教科書≫
・小林　美実「こどものうた100」チャイルド社・茂田　すすむ「保育のためのマーチ・スキッ
プ・ギャロップ・ワルツ・リズム曲集」全音楽譜出版社・「バイエル・ブルグミュラー・ソナチ
ネ他　能力に応じて選択」

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
毎週、授業までの十分な練習が必要である。

国語科指導法
２年次
２単位（講義）
担当 ★田窪　豊

≪授業の概要≫
小学校学習指導要領に示された小学校国語科の教育目標や指導内容を理解し、また、小学校国語
科における児童の学習の実際や特徴について理解するとともに学習評価の在り方について理解す
る。さらに、授業実践に必要な基本的な指導技術を身に付けたり、基本的な指導方法を理解しな
がら授業づくりの方法を身に付けたりすることが重要である。

≪学生の到達目標≫
・小学校国語科の意義、学習指導要領の目標・内容・全体構造・育もうとする資質・能力・指導
内容等を理解している。　・児童の学習の実際や特徴、評価の在り方、児童理解に基づく適切な
対応の仕方等について理解している。　・授業実践において、ＩＣＴを適切に活用しながら、言
語活用や手立ての運用、学習集団の組織化、学習活動の構成ができる。　・各分野・領域（知識
・技能、理解力・判断力・表現力等）の教材研究ができ、学習指導案を作成し模擬授業の実施を
通して授業改善の視点を身に付けている。

≪授業計画≫
１. 小学校国語科教育についての基本的な知識・理解１「学習指導要領」
２. 小学校国語科教育についての基本的な知識・理解２「国語科教材・教科書」
３. 「知識及び技能」に関する基本的な知識・理解１「言葉の特徴や使い方」
４. 「知識及び技能」に関する基本的な知識・理解２「情報の扱い方」
５. 「知識及び技能」に関する基本的な知識・理解3「我が国の言語文化」(書写を含む)
６. 「思考力・判断力・表現力等」に関する基本的な知識・理解１「話すこと・聞くこと」
７. 「思考力・判断力・表現力等」に関する基本的な知識・理解２「書くこと」
８. 「思考力・判断力・表現力等」に関する基本的な知識・理解３「読むこと」説明的文章
９. 「思考力・判断力・表現力等」に関する基本的な知識・理解４「読むこと」文学的文章
10. 授業実践１　国語科授業づくりのための指導技術(ＩＣＴの活用)に関する知識・理解
11. 授業実践２　授業づくり　単元構想
12. 授業実践３　授業づくり　一時間の授業
13. 模擬授業１　「話すこと・聞くこと」の授業
14. 模擬授業２　「書くこと」の授業
15. 模擬授業３　「読むこと」の授業

≪成績評価の基準・方法≫
筆記試験（50％）、授業への取り組み、学習指導案及び模擬授業、小レポート等（50％）

≪授業で使用する教科書≫
・文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説　国語編」東洋館出版社　他、適宜プ
リント等配布を行う。

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
「話すこと」「聞くこと」「書くこと」「読むこと」など学んだことを日常生活に活かすように
する。指導案づくりや模擬授業をとおして、「教育実習」へつなげるようにする。
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算数科指導法
２年次
２単位（講義）
担当 ★赤井　利行

≪授業の概要≫
学習指導要領に示された小学校算数科の教育目標や指導内容を理解する。また、小学校算数科に
おける児童の学習の実際や特徴について理解するとともに、学習評価のあり方について理解する
。そして、小学校算数科の実践に必要な基本的な指導技術を身に付ける。さらに、小学校算数科
における基本的な指導方法を理解し、授業づくりの方法を身に付ける。

≪学生の到達目標≫
小学校算数科の意義と教材観の変遷を理解している。また、小学校算数科における児童の学習の
実際や特徴について理解している。そして、小学校算数科の学習の特徴に応じた適切な学習活動
を構成することができる。そして、小学校算数科の目的に応じた教材研究ができる。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション、小学校算数科の意義、小学校算数科観の変遷
２. 学習指導要領における小学校算数科の目標、内容、全体構造
３. 小学校算数科と中学校数学科との連携
４. 授業ビデオを基に小学校算数科における数学的活動
５. 授業ビデオを基に児童の実態への対応
６. 小学校算数科における学習評価と個への対応
７. 小学校算数科におけるICTの活用
８. 小学校算数科における数学的表現
９. 学習活動の構成と学習集団の組織化
10. 教材研究
11. 学習指導案の作成
12. 数と計算の模擬授業
13. 図形の模擬授業
14. 算数科経営案の作成
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
作成した学習指導案(50%)毎回のコメント(40%)授業への取り組み(10%)

≪授業で使用する教科書≫
・文科省「小学校学習指導要領解説算数編」・赤井利行編「表現力を育成する新算数科教材開発
第２学年」明治図書

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習は模擬授業を観察する単元の学習指導要領の解説編を読み、児童用教科書ではどのよう
に展開されているか調べておく。事後学習では、模擬授業によって児童にどのような反応があり
どのように理解したかを見直してみる。

理科
２年次
２単位（講義）
担当 浅野　孝平, 瀧川　光治

≪授業の概要≫
小学校・理科は、「自然に親しみ，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を
行うことなどを通して，自然の事物・現象についての問題を科学的に解決するため に必要な資質
・能力を育成する」ことを目標に、学習内容として「物質とエネルギー」と「生命と地球」の２
つの分野で成り立っている。その分野についての基礎・基本となる知識・概念・法則性を、中学
・高校での学習内容と関連つけて、グループワーク等を通してアクテイブラーニング形式で学ぶ
。さらに、科学的思考、環境教育・ＥＳＤについても視野を広げて学ぶ。

≪学生の到達目標≫
１．小学校「理科」の授業展開を行うための教師として必要となる基礎・基本的な科学概念・知
識・法則性について学ぶ。
２．「科学的な思考法」「科学的に考えるとはどういうことか」について自分なりの考えを持て
るようにする。
３．「持続可能な社会」を構築することが求められている現在、実践的な環境教育について学ぶ
。

≪授業計画≫
１. 科学的な考えと方法（１）－仮説・検証、実証等の科学の方法
２. 科学的な考えと方法（２）－小学生の科学的な見方・考え方と理科教育
３. 物質とエネルギー①　化学分野－小学校の理科における学習範囲
４. 物質とエネルギー②　化学分野－中高の理科における学習範囲
５. 物質とエネルギー③　化学分野－社会とのつながり
６. 物質とエネルギー④　物理分野－小学校の理科における学習範囲
７. 物質とエネルギー⑤　物理分野－中高の理科における学習範囲
８. 物質とエネルギー⑥　物理分野－社会とのつながり
９. 生命と地球①　　 生物分野－小学校の理科における学習範囲
10. 生命と地球②　　　　生物分野－中高の理科における学習範囲
11. 生命と地球③　 　　生物分野－社会とのつながり
12. 生命と地球④　　　 地学分野－小学校の理科における学習範囲
13. 生命と地球⑤　　　 地学分野－中高の理科における学習範囲
14. 環境教育・ＥＳＤの視点と理科教育
15. 授業内容の振り返り、小学校・理科の学習内容の全体の構造化

≪成績評価の基準・方法≫
① 毎回の授業の最後に提出する小レポート（２０％）② １５回目の振り返りレポート（３０％）
③ 定期試験（５０％）

≪授業で使用する教科書≫
・文部科学省「小学校学習指導要領解説【理科編】」東洋館出版社　他、適宜プリント等配布を
行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習としては、毎回、授業前に教科書の指定範囲や配布資料を読み、学習内容を把握する。
事後学習としては、学んだことから視野を広げたり、深めたりするために振り返り内容について
指示をする。
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理科指導法
２年次
２単位（講義）
担当 浅野　孝平, 瀧川　光治

≪授業の概要≫
　小学校理科は「自然に親しみ，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を 行
うことなどを通して，自然の事物・現象についての問題を科学的に解決するために必要な資質・
能力」の育成を目標としている。学習内容は「物質・エネルギー」と「生命・地球」の２つの分
野で成り立っている。
　これを踏まえ理科指導法では、理科の見方・考え方を学ぶとともに、小学校理科の教育内容や
方法、さらに「持続可能な社会」を構築するための実践的な環境教育について学ぶ。

≪学生の到達目標≫
１）学習指導要領に示された小学校理科の目標や内容等の全体構造を理解する。
２）小学校理科の授業において、基礎的な学習指導の理論を踏まえて子どもの知的好奇心や探究
心を引き出せる教材や指導方法について説明できる。
３）小学校理科の学習指導案立案とその実践を通して、改善点を見出すことができる。
４）理科教材研究を通して、自分の自然観や教材観を豊かにする。

≪授業計画≫
１. 「理科」とはどういう教科か？
２. 理科の見方・考え方と方法（１） ―理科教育の「目標」
３. 理科の見方・考え方と方法（２）―学年ごとの「目標」との関連
４. 物質・エネルギー分野の授業作りと教科書研究（１）－学年ごとの内容の理解
５. 物質・エネルギー分野の授業作りと教科書研究（２）－指導方法・実験方法の理解
６. 物質・エネルギー分野の学習指導案作り－指導方法の構想と教材の工夫
７. 物質・エネルギー分野の学習指導案作りと模擬授業のリハーサル
８. 「物質とエネルギー分野」の模擬授業の実施と振り返り
９. 「持続可能な社会」を構築するための環境教育
10. 生命・地球分野の授業作りと教科書研究（１）－学年ごとの内容の理解
11. 生命・地球分野の授業作りと教科書研究（２）－指導方法・実験方法の理解
12. 生命・地球分野の教材研究（１）－視聴覚教材の活用
13. 生命・地球分野の教材研究（２）－手作り教材の作成
14. 「生命・地球分野」の教材の発表と振り返り
15. 授業内容を振り返り、理科の科目特性に応じた授業の構想を考える

≪成績評価の基準・方法≫
①　授業内ワークシートおよび最終振り返りワークシート　30％　
②　指導案作成と模擬授業　30％　
③　自作教材等の提出物　30％　
④　小テスト　10％　　　　　　　　　　　　　　
以上を総合的に評価する

≪授業で使用する教科書≫
・文部科学省「小学校学習指導要領解説【理科編】」東洋館出版社　他、適宜プリント等配布を
行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
　プリント等を配付しての授業となる。ワークシート等を記入するとともに、事前事後に「小学
校学習指導要領解説　理科編」を読む習慣をつけること。また、高等学校までの理科の知識が基
礎となるので、適宜、教科書等を復習しておくことが望ましい。

社会
２年次
２単位（講義）
担当 ★武部　浩和, 槌谷　眞

≪授業の概要≫
　「地域教材開発論」の講座を進めていく。社会認識・社会参画の基礎を育成する授業をデザイ
ンするには、コミュニティの強みや特色(経済・歴史・文化など)をとらえるセンスや、それらを
教材化するスキルを磨いていく必要がある。「地域と共にある授業者」として、地域学習を楽し
む子どもをどのように育てていくのか、コミュニティの人・もの・こと・情報などにどのように
働きかけていくのか、などを考えてカリキュラム・マネジメントを展開していく必要があるから
である。
　本講座においては、自らの社会科等の教育実践を紹介したり、全国の小学校の地域学習実践を
学びあったりして、子どもが地域と楽しく出会う授業づくりや地域体験学習のマネジメントなど
について講義・演習を進めていく。
　

≪学生の到達目標≫
〇現行の学習指導要領にある「見方・考え方」を働かせコミュニティを「深く理解する」ための
教材開発のセンスやスキルの基礎・基本を身につけている。
〇「位置や空間的な広がり」「時期や時間の経過」「事象や人々の相互関係」を意識して、それ
らの背景にある学問領域の知識や技能を獲得し、教材研究・教材開発に活用することができる。
〇実践事例から、子どもがコミュニティと「出会い」「追究し」「ネットワークを広げ」「社会
に参画していく」パフォーマンスをとらえることができる。
〇地域教材の開発やカリキュラム・マネジメントなどを学びながら、授業者に必要な一般教養と
しての地理・歴史・法や経済などの学問領域の知識を獲得する。

≪授業計画≫
１. 地域教材の開発とカリキュラム・マネジメント
２. 地図の学習指導のための基礎・基本
３. 実践事例「あべのハルカスで地図学習(小３・社会)」から
４. 経済活動の学習指導のための基礎・基本
５. 実践事例「地域ブランドの生産の仕事学習(小3・社会)」から
６. 歴史の学習指導のための基礎・基本
７. 実践事例「大和川のつけかえと河内木綿(小４・社会・総合)」から
８. コミュニティ活動の学習指導のための基礎・基本
９. 実践事例「地域のみなさんと体験学習(小2・生活)」から
10. 実践事例「100円商店街でキャリア学習(小5・総合)」から
11. 演習「大学周辺」で地域教材の開発にチャレンジ
12. 演習「博物館等」で地域教材の開発にチャレンジ
13. フィールドワーク「地名から教材化」
14. フィールドワーク「古地図から教材化」
15. 総括「自分の地域教材の開発とカリキュラム・マネジメント」

≪成績評価の基準・方法≫
授業への取り組み（30％）提出物（30％）期末試験（40％）
〇授業への取り組みは、授業内において実施するミニテスト３回の結果などを考慮する。
〇提出物では、演習やフィールドワーク後のレポート作成提出を求める。
〇期末テストは授業内で配布された資料、授業ノートやメモなどの持ち込み可で実施。。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
　自分が生活しているコミュニティや通学路などで、出会う人・もの・こと・情報などに敏感で
あり、いつでも社会認識・参画学習などで活用できるようにしておくこと。事前・事後の学習の
要点や進め方については各講義の終末時に提案する。
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社会科指導法
２年次
２単位（講義）
担当 ★武部　浩和, 大畑　健実

≪授業の概要≫
　小学校社会科教育の現状と課題、可能性などを踏まえて「社会科楽習を実現する授業デザイン
の基礎・基本」について講義・演習などを展開していく。主な目標は次の2点である。
〇学習指導要領に示された社会科の目標や内容を理解できるようにする。
〇基礎的な学習指導理論を理解し、具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身につけ
るようにする。

≪学生の到達目標≫
〇学習指導要領における社会科の目標・内容・全体構造を理解している。
〇個別の学習内容について指導上の留意点を理解している。
〇社会科の学習評価の考え方を理解している。
〇社会科の背景となる学問領域との関係を理解し、教材研究に活用することができる。
〇子どもの認識・実態・思考等を理解し、授業設計を行う方法保を身につけている。
〇情報機器及び教材の効果的な活用法を理解し、授業設計に活用することができる。
〇学習指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作成することが
できる。
〇模擬授業の実施とその省察を通して、授業改善の視点を身につけている。

≪授業計画≫
１. 小学校社会科とは何か?
２. 学習指導要領の全体構造と読み方・使い方?
３. 「見方・考え方を働かせる」とは?
４. 「指導と評価の一体化」とは?
５. 第３学年実践事例「地図帳っておもしろい」の指導と評価
６. 第３学年実践事例「にぎわうスーパーマーケット」の指導と評価
７. 第４学年実践事例「防災学習」の指導と評価
８. 第４学年実践事例「大和川のつけかえと河内木綿」の指導と評価
９. 第５学年実践事例「産業学習」の指導と評価
10. 第６学年実践事例「政治先習」の指導と評価
11. 第６学年実践事例「歴史学習」の指導と評価
12. 授業名人の学習指導理論(問題解決・体験学習)
13. 模擬授業(指導案の書き方)
14. 模擬授業(発問・板書・ノート指導)
15. 総括「小学校社会科の授業デザイン」

≪成績評価の基準・方法≫
小テスト３回(30％)
期末テスト(70％)

≪授業で使用する教科書≫
・文部科学省「小学校学習指導要領(平成29年告示)解説　社会編」東洋館出版社

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
〇事前・事後学習の要点については、授業中に紹介・提案する。
〇自分の小学校時代の社会科学習を想起し、いちばん楽しかった授業や社会見学などをまとめて
おくこと。

生活
２年次
２単位（講義）
担当 香田　健治, 山下　豊

≪授業の概要≫
生活科は、具体的な体験や活動を通して「自立への基礎」を養う教科として、平成元年に新設さ
れた。その誕生の背景、経緯などから、生活科の趣旨について、これまでの学習指導要領解説等
により概説する。平成29年学習指導要領改訂での生活科の改善の基本方針や教科目標ならびに学
年目標、内容（1）～（9）教材について小学校学習指導要領解説 生活編やテキスト、具体的な体
験や活動をもとに理解を深める。生活科におけるカリキュラム・マネジメントについて、事例を
もとに理解する。

≪学生の到達目標≫
・具体的な体験や活動を通して、生活科の目標や学年目標、内容等を理解する。
・生活科の(1)～(9)の内容の指導上の留意点を理解し、教材研究について理解を深める。
・生活科の核としたカリキュラム・マネジメントについて理解する。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション、授業と生活科教育の概説
２. 内容(1)「学校と生活」について考える
３. 内容(6)「ものを使った遊び」について考える
４. 内容(7)「植物の栽培」について考える
５. 内容(7)「動物の飼育」について考える
６. 内容(3)「地域と生活」について考える
７. 内容(4)「公共物と公共施設の利用」について考える
８. 内容(5)「季節の変化と生活」について考える
９. 内容(6)「自然を使った遊び」について考える
10. 内容(2)「家庭と生活」について考える
11. 内容(8)「生活や出来事の交流」について考える
12. 内容(9)「自分の成長」について考える
13. カリキュラム・マネジメント①（幼小の連携など）
14. カリキュラム・マネジメント②（他教科等との関連）
15. まとめ

≪成績評価の基準・方法≫
レポート（60％）、授業中の意見発表や取組み、リフレクションペーパー等（40％）を総合的に
評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・文部科学省「小学校学習指導要領解説　生活編」東洋館出版社・「『わくわく せいかつ 上』」
啓林館・「『いきいき せいかつ 下』」啓林館

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
予告された教科書の部分を事前に学修すること、学習後は資料等を再度読み、復習すること。生
活科の各内容について整理しておくこと。
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特別支援教育総論
２年次
２単位（講義）
担当 ★高田　昭夫, 小椋　たみ子

≪授業の概要≫
保育現場や学校現場では、特別なニーズを有する幼児児童生徒への適切な支援や配慮が欠かせな
いものとなっている。この授業では、特別支援教育の基本的な考え方を理解するとともに、障害
種別の特性や支援方法について基礎的な知識・スキルの習得をめざす。また、映像・テキスト資
料等を通じて、障害のある人々が、健常者中心の社会の中でどのような生活を経験しているのか
を知るとともに、自らの「障害」観を問い直すきっかけになればと思う。

≪学生の到達目標≫
① 特別な支援を必要とする幼児児童生徒の障害の特性および心身の発達を理解する。② 特別な支
援を必要とする幼児児童生徒に対する教育課程や支援方法を理解する。③ 障害はないが、特別な
教育的ニーズのある幼児児童生徒の学習上または生活上の困難とその対応について理解する。

≪授業計画≫
１. 日本における障害児教育の歴史①戦前期
２. 日本における障害児教育の歴史②戦後～1970年代
３. 日本における障害児教育の歴史③1980年代～2000年代
４. 特別支援教育の現状と課題―インクルーシブ教育の実現に向けて
５. 障害の理解と支援―発達障害①自閉症スペクトラム
６. 障害の理解と支援―発達障害②LD・ADHD
７. 障害の理解と支援―知的障害、「ちょっと気になる子」
８. 障害の理解と支援―視覚障害
９. 障害の理解と支援―聴覚障害、言語障害
10. 障害の理解と支援―肢体不自由
11. 障害の理解と支援―病弱、情緒障害
12. 障害の理解と支援―重度・重複障害
13. 教室における個別ニーズのある子どもへの対応①合理的配慮概念
14. 教室における個別ニーズのある子どもへの対応②外国ルーツの子どもと課題
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
各種レポート課題（60%）＋ミニテスト（40%）=100%

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・文部科学省「特別支援学校幼稚部教育要領　小学部・中学部学習指導要領（平成30年）」海文
堂出版・文部科学省「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説　総則編（幼稚部・小学部・中
学部）（平成30年）」開隆堂出版・文部科学省「特別支援学校学習指導要領解説　各教科等編（
小学部・中学部）（平成30年）」開隆堂出版・文部科学省「特別支援学校教育要領・学習指導要
領解説　自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）（平成30年）」開隆堂出版　他、適宜プリント
等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習：次回の授業で扱う事柄を確認し、テキストの該当箇所を読み、演習課題に取り組んで
おくこと。事後学習：講義で紹介された概念や事例などをインターンシップや実習先、自身の日
常生活の中で確認・実践して次の講義に臨んでほしい。

総合基礎演習Ⅱ
２年次
２単位（演習）
担当 ★田窪　豊, 要　正子, ★高田　昭夫, ★野嶋　敏一

≪授業の概要≫
大学生の学びやキャリア形成の基礎となる力を培うことを意識した展開を行う。１年次の「読む
」活動を継続し、さらに「書く」活動に発展させ、大学生としての学習・研究活動につなげる。
自ら課題を発見し、自分の意見をまとめ、他者の意見と比較することや伝えることを意識し、「
個人研究」に取り組む。

≪学生の到達目標≫
総合基礎演習Ⅰでの学習をふまえ、保育士、幼稚園教諭、小学校教諭すなわち社会人に求められ
るコミュニケーション能力をはじめとする基礎力を獲得する。また「個人研究」の発表を通して
、大学生の学習・研究活動の視点を身につける。

≪授業計画≫
１. 前期授業展開についての説明（オリエンテーション）
２. 大学生としての学びと研究活動
３. 大学生としてのキャリア形成
４. 全体交流会
５. 課題を見つける（１）
６. 課題を見つける（２）
７. 自分の意見を整理し伝える（１）
８. 自分の意見を整理し伝える（２）
９. 自分の意見と他者の意見を比較する（１）
10. 自分の意見と他者の意見を比較する（２）
11. 保育・教育に関する課題について各分野の視点から考える（１）
12. 保育・教育に関する課題について各分野の視点から考える（２）
13. 保育・教育に関する課題について各分野の視点から考える（３）
14. 保育・教育に関する課題について各分野の視点から考える（４）
15. 前期総括
16. 後期授業展開についての説明（オリエンテーション）
17. 全体交流会　特別講演会
18. 個人研究（１）
19. 個人研究（２）
20. 個人研究（３）
21. 個人研究（４）
22. 全体交流会
23. 個人研究（５）
24. 個人研究（６）
25. 個人研究（７）
26. 個人研究（８）発表①
27. 個人研究（９）発表②
28. 個人研究（10）発表③
29. 全体交流会
30. 全体総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業への取り組み（30％）、個人研究（40％）、レポート等提出物（30％）によって評価する。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
前時の学習の振り返りや予習を行う。前年度以上に読書に取り組む。事後学習：授業で示された
課題に向き合う。問題、レポートについて積極的に取り組む。
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児童保育学科 ３年次  



倫理学
３年次
２単位（講義）
担当 樋口　善郎

≪授業の概要≫
めまぐるしく変貌しつつある現代社会に対応するために倫理学も近年大きく変わりつつある。従
来の倫理学に加えて応用倫理学という新分野が登場してきた。しかし、従来の倫理学も軽視され
てはならないだろう。この授業では、従来の倫理学の重要な部分と現代の新しい倫理学の内容と
を学生諸君に紹介する。学生諸君が、主体的かつ自律的にこの社会を生き抜くためには、こうし
た倫理的知識・知見を身につけることが不可欠であろう。グループワークを取り入れながら授業
はおこなっていく。

≪学生の到達目標≫
学生は現代社会において将来、さまざまな場面に遭遇し、そこで倫理的態度決定を迫られること
になるであろう。本講義の到達目標は、学生がそうした場面において、人間として、あるいは保
育士・教員として、成熟した倫理的判断を下せるような思想的な知識を身につけることにある。
授業の中では、倫理的判断が試されるような問題（ジレンマ問題）を取り上げる。それを通して
、いろいろな倫理思想を実際にツールとして生かせるような技能（スキル）を身につけよう。

≪授業計画≫
１. 導入：倫理とは何かについて学ぶ
２. 宗教の倫理：キリスト教の倫理や黄金律について学ぶ
３. 徳の倫理１：ソクラテスについて学ぶ
４. 徳の倫理２：アリストテレスについて学ぶ
５. 徳の倫理３：徳の倫理の特徴について学ぶ
６. 義務論：カントの義務論について学ぶ
７. 禁欲主義と快楽主義：ストア派他について学ぶ
８. 功利主義：功利主義の問題点について学ぶ
９. 相対主義：ニーチェ他について学ぶ
10. 現代の倫理学１：他者危害の原則について学ぶ
11. 現代の倫理学２：医療の倫理について学ぶ
12. 現代の倫理学３：人の始期に関する倫理について学ぶ
13. 現代の倫理学４：人の終期に関する倫理について学ぶ
14. 現代の倫理学５：環境の倫理について学ぶ
15. 現代の倫理学６：正義論について学ぶ

≪成績評価の基準・方法≫
毎回の授業における受講カードの提出１０％。授業内で実施する小テスト（４回目・８回目・１
２回目の授業後半に実施予定）３０％。学期末試験６０％。これらを加算して評価とする。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前：授業内で必要に応じて資料を配付する。その資料の「家庭学習」に挙げられている課題に
取り組んでおく。事後：小テスト及び学期末試験に向けて授業内で学んだことをしっかり復習し
ておく。また、学んだ倫理思想を受講カードや実際の場面で生かす試みをして、実際にツールと
して生かせるように習熟しよう。

子どもの理解と援助
３年次
１単位（演習）
担当 ★東城　大輔

≪授業の概要≫
子ども理解は保育・幼児教育におけるあらゆる営みの基本となるものである。子どもの生活及び
遊びの実態に即して、子どもの発達及び学び並びにその過程で生じるつまずき、その要因を把握
するための原理及び対応、そして援助に関わる方法等について、学生相互の学びに結び付くよう
グループワークやディスカッションを行いながら展開する。主に、保育・幼児教育現場における
具体的事例を取り扱いながら、より実践的に子ども理解と援助を考えていく機会とする。

≪学生の到達目標≫
子ども理解の意義を理解し、子ども理解から発達及び学びを捉える原理を理解している。また、
子ども理解からその援助に関わっての保育者のあり方や、基本的な態度や指導に関しての理解を
深めて考えている。またその方法において、観察及び記録の意義並びに目的、目的に応じた観察
方法などの基礎的な事柄を例示することや、個と集団の関係を捉える視点について理解している
。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 保育における子ども理解の考え方
３. 保育実践から考える子どもの理解と援助
４. 発達と学習の視点から考える子どもを取り巻く環境
５. 子ども理解における保育者の姿勢とカウンセリングマインド
６. 子ども理解における発達的観点
７. 保育における観察と記録の実際
８. 保育カンファレンスについての基礎的知識
９. 保育の指導に関わる考え方（生活の視点から）
10. 保育の指導に関わる考え方（遊びの視点から）
11. 保育の指導に関わる考え方（関係の視点から）
12. 個と集団の育ちの理解
13. 特別なニーズのある子どもの理解と援助
14. 保育の専門性を活かした子育て支援
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業内での実践およびポートフォリオ（60％）
レポート等の授業内提出物（40％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・文部科学省「幼稚園教育要領解説」フレーベル館・厚生労働省「保育所保育指針解説」フレー
ベル館・内閣府・文部科学省・厚生労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」フレ
ーベル館

≪事前・事後学習≫
事前学習：実習やボランティアで経験するこどもや保育者・教育者および保護者との関わりを日
常的に意識する。
事後学習：事前学習で得たものと授業での学びを関連づけ、自分なりの活かし方を考える。
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子どもの健康と安全
３年次
１単位（演習）
担当 中津　功一朗

≪授業の概要≫
本講義では、子どもの保健に関する科目で習得した知識をもとに、保育現場での「子供の健康支
援」「安全管理」「事故防止」「災害への備え」に必要な知識を解説する。合わせて、子どもの
体調不良や事故に対する適切な対応を学び、組織的取り組みや保健活動の計画等について具体的
に学ぶ。その際、種々のガイドラインを参照しつつ、アクティブラーニングで具体的・実際的に
対応できるように学ぶ。

≪学生の到達目標≫
子どもの健康と安全を考える際には、個人による様々な知識獲得や意識だけでなく、組織で守る
という意識も必要である。本講義では、上述したことを意識した上で、以下の能力を獲得する事
を目標とする。①保育現場における環境整備、衛生管理、事故防止及び安全対策、危機管理・災
害対策を具体的に理解する。②子どもの体調不良等に対する適切な対応について具体的に理解す
る。③子どもの健康及び安全の管理に関わる組織的取り組みや保健活動の計画評価について理解
する。

≪授業計画≫
１. ガイダンス
２. 子どもの健康と保育の環境
３. 保育における「リスク」と「ハザード」
４. 保育における事故防止および安全対策①
５. 保育における事故防止および安全対策②事例研究
６. 保育における事故防止および安全対策③事例研究
７. 保育におけるリスクマネジメント
８. 健康及び安全の管理の実施体制①組織的取り組みについて
９. 健康及び安全の管理の実施体制②保健活動の計画および評価
10. 健康及び安全の管理の実施体制③自治体、家庭、専門機関との連携
11. 健康及び安全の管理の実施体制④マニュアルの意義について
12. 子どもの体調不良等に対する適切な対応①
13. 感染症対策：感染症の集団発生の予防と対応
14. 地震発生時の保育現場での行動（シミュレーション）
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
グループワークによる評価（50％）、最終レポート（50％）とする。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習：配布された資料を読み、理解しづらいところなどのチェックを行う。事後学習：毎回
課される課題を個人、グループで取り組むこと、また、振り返り学習を行い、知識定着を目指す
。

健康領域指導法Ⅱ
３年次
１単位（演習）
担当 清田　岳臣

≪授業の概要≫
健康領域指導法Ⅰでは、健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活を作り出す力を養う領域「
健康」の指導方法について身に付けることを目標として授業を実施した。Ⅱの授業では、健康領
域指導法Ⅰで学習した内容を基礎として、指導場面を想定した演習を行い、より実践的な指導技
能を身に付ける。また、現在の乳幼児における健康課題について検討し、考察できるようになる
。

≪学生の到達目標≫
本演習では、健康領域指導法Ⅰで学習した内容を基礎として、指導場面を想定した演習を行う。
特に、運動遊び指導能力の向上に力点をおき、運動指導の要点を踏まえた指導ができるようにな
ることを目指す。新聞記事や研究書籍等から、現在の乳幼児における健康課題を知り、その問題
について調査・検討し、課題解決のための方法について考察できるようになることを目指す。

≪授業計画≫
１. 運動遊びの実践（基本運動・グループワーク・相互評価）
２. 運動遊びの実践（ボール運動・グループワーク・相互評価）
３. 運動遊びの実践（なわ遊び・グループワーク・相互評価）
４. 運動遊びの実践（マット運動・グループワーク・相互評価）
５. 運動遊びの実践（鉄棒・グループワーク・相互評価）
６. 運動遊びの実践（跳び箱運動・グループワーク・相互評価）
７. 運動遊びの実践（平均台、フープ・グループワーク・相互評価）
８. 運動遊びの実践（サーキット・グループワーク・相互評価）
９. 運動遊びの実践（実技の総合評価）
10. 運動遊びの指導法の考案①（絵コンテ作成・グループワーク）
11. 運動遊びの指導法の考案②（動画撮影・グループワーク）
12. 運動遊びの指導法の考案③（発表・相互評価）
13. 現在の乳幼児における健康課題①（課題設定：グループワーク）
14. 現在の乳幼児における健康課題②（調査検討・グループワーク）
15. 現在の乳幼児における健康課題③（発表・相互評価）

≪成績評価の基準・方法≫
グループワークでの取り組み（50％）、最終レポート（50％）とする。

≪授業で使用する教科書≫
・「幼稚園教育要領」・「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」・「保育所保育指針」

≪参考書≫
・平井タカネ・河本洋子「子どもの健康」三晃書房・吉田伊津美「保育と幼児期の運動遊び」萌
文書林・前橋明「0－5歳児の運動遊び指導百科」ひかりのくに

≪事前・事後学習≫
事前学習として、前回の授業で指定された、授業内容のキーワードについて小レポートの提出を
求めます。事後学習として、授業内のディスカッションやグループワーク内容に基づくレポート
を課します。
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人間関係領域指導法Ⅱ
３年次
１単位（演習）
担当 ★三輪　よし子

≪授業の概要≫
現代社会の様々な状況を踏まえ、領域「人間関係」において子どもたちにどのような力や視点を
身に付けさせることが望ましいのかを具体的な事例の検討や映像視聴を通して考える。そしてま
た、幼児の発達にふさわしい「主体的・対話的で深い学び」を実現する保育を具体的に構想し、
実践する方法を身に付ける。

≪学生の到達目標≫
この授業では、指針・要領に示された領域「人間関係」の「ねらい」及び「内容」の全体構造を
理解するとともに、幼児教育・保育において育みたい資質・能力について理解を深める。そして
、幼児の発達に即した主体的で対話的深い学びを実現する保育を具体的に構想し、実践する方法
を身に付ける。
【到達目標】
①指針・要領における領域「人間関係」の「ねらい」及び「内容」並びに全体構造について理解
する。②領域「人間関係」の「ねらい」及び「内容」を踏まえて、自立心を育て、人と関わる力
を養うために必要な、幼児が経験し身に付けていく内容と指導上の留意点、評価の考え方を理解
する。③具体的な保育を想定した指導案を作成する。④模擬保育やロールプレイとその振り返り
を通して、保育を改善する視点を身に付ける。

≪授業計画≫
１. 乳幼児期の育ちと領域「人間関係」
２. 幼児教育の効果と社会情動的スキルの指導の検討
３. 自己調整力を育む保育実践（1）挑戦・試行する姿（3歳児～4歳児前半）
４. 自己調整力を育む保育実践（2）自発性・主体性･能動性の育成（3歳児後半～5歳児前半
５. 自己調整力を育む保育実践（3）葛藤・共有・挑戦・目的・粘り強さ（5歳児後半）
６. 育ち合う人間関係（1）子ども同士の関係
７. 育ち合う人間関係（2）子どもと保育者の関係
８. 育ち合う人間関係（3）保育者と保護者の関係
９. 小学校との連携・接続（1）幼小の交流活動
10. 小学校との連携・接続（2）生活科における共同的な学習活動
11. 地域における子育て支援の取り組み（1）多文化共生保育・教育
12. 地域における子育て支援の取り組み（2）地域の人とのかかわり
13. 幼児教育の現代的課題（1）少子化、核家族、待機児童、多様な保育ニーズ
14. 幼児教育の現代的課題（2）社会情動的スキルの重要性、格差、求められる保育者の専門性
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
課題・レポート（80%）＋最終レポート（20%）＝100％

≪授業で使用する教科書≫
・「「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説｣『幼保連携型認定こども園教育・保育要領
解説」」

≪参考書≫
・無藤隆・古賀松香「『実践事例から学ぶ保育内容　社会情動的スキルを育む　「保育内容＜人
間関係＞乳幼児期から小学校へつなぐ非認知能力とは」』」北大路書房　2016

≪事前・事後学習≫
事前学習：「保育所保育指針解説」「幼稚園教育要領解説」「幼保連携型認定こども園教育・保
育要領解説」をよく読んでおくこと。
事後学習：インターンシップ等において、子どもの年齢・発達段階、家庭環境、生活経験などと
人とのかかわり方の違いや特徴についてよく観察すること。集団保育の方法についてもよく観察
し、不明点があれば、現場の保育者に質問してみること。

言葉領域指導法Ⅱ
３年次
１単位（演習）
担当 古茂田　貴子

≪授業の概要≫
「言葉領域指導法Ⅰ」で得た知識を基礎にして、保育現場を想定しながら、子ども達のことばを
豊かにし、感性を磨いていく具体的な保育について学ぶ。

≪学生の到達目標≫
子ども達のことばが豊かになる環境として、保育者がどのようなことばがけを行うのが有効なの
かを考える習慣をつくる。次に、児童文化財として絵本やお話や紙芝居、わらべうた遊びについ
て幅広い知識をつけ、保育素材を選択する力を養い、実際の保育に活用していく力を身につける
。

≪授業計画≫
１. イントロダクション
２. 子どもが話すことについて
３. 子どもに話すことを促す保育者の役割（ことばがけを中心に）
４. 保育者の声・言葉遣いについて
５. 絵本について（役割・読み方）
６. 絵本について（事物絵本・生活絵本）
７. 絵本について（科学絵本・物語絵本）
８. 絵本を介した言葉領域指導の指導案作成と模擬保育
９. 物語・昔話へのアプローチとしてのお話・昔話について
10. お話の方法（選び方・覚え方・話し方）
11. お話をつくってみる
12. わらべうた遊びの重要性
13. わらべうた遊びの実際
14. お話やわらべうた遊びを介した言葉領域指導の指導案作成と模擬保育
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業内での課題や授業での発表（60％）、レポートや自作教材等提出物（40％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
子ども達のことばを豊かにするための保育教材について意識を深め、体験を積んで頂きたいと思
います。そのために、授業内での実習体験や発表に真摯に取り組んで頂きたいと思います。また
、レポートや自作教材等の課題に対しても意欲的に取り組んでください。
事前学習は特にありませんが、復習は必ず行ってください。
そして復習に伴う発展的な学習も意欲的に取り組んでください。
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障害児保育
３年次
２単位（演習）
担当 後藤　浩子, 樋口　幸

≪授業の概要≫
障害児保育とは何か、そのかかわりと内容について考察し、指導の方法について考える。障害児
保育は、家庭や保育所・幼稚園など、関係諸機関の連携のもとに、子ども一人一人を理解する姿
勢を大切にし、保育を展開させることが大切である。本授業では、様々な障害について学ぶこと
によって、障害児保育を行う基礎を培っていく。
授業の中では、調べたことをプレゼンテーションしたり、グループでディスカッションしたりす
る時間もとりいれて、すすめていく。

≪学生の到達目標≫
乳幼児期に起こりうる障害や問題について一つ一つ学ぶ。障害や症状の理解を深める。その上で
、子ども一人一人に合った接し方を学ぶ。また、症状ごとに対応の仕方をしっかり学ぶ。そして
、障害児保育の中で、障害がある子どもだけでなく、障害がない子どもについても配慮すること
を学ぶ。さらに、家庭や相談機関との連携などについても理解する。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション（障害児保育とは）
２. 障害をどのように捉えるか
３. 発達について
４. 障害児保育の理念
５. 障害児保育の現状と障害に関する法律・制度の理解
６. 障害児保育の現状（新聞やニュースの記事から）
７. 子どもの理解と発達の援助①肢体不自由のある子ども
８. 子どもの理解と発達の援助②知的障害のある子ども
９. 子どもの理解と発達の援助③言語障害（コミュニケーション障害）のある子ども
10. 子どもの理解と発達の援助④視覚・聴覚障害のある子ども
11. 子どもの理解と発達の援助⑤発達障害のある子ども～自閉スペクトラム症～
12. 子どもの理解と発達の援助⑥発達障害のある子ども～注意欠如・多動症、学習障害～
13. 子どもの理解と発達の援助⑦気になる子ども
14. 子どもの理解と発達の援助　まとめ
15. 前期最終課題
16. 後期のオリエンテーション・前期の復習
17. 障害」ということばについて・障害児教育の歴史　復習
18. 障害について（ドラマやアニメから学ぶ）
19. 障害児保育の実際１（ビデオの場面から学ぶ）
20. 障害児保育の実際２（この回から記事の提出・発表をおこなっていく）
21. 一日の保育の流れ
22. 指導計画の作成・発達検査の利用
23. 記録及び評価について
24. 保育者間の連携
25. 集団生活。・生活習慣の援助～個に応じた保育支援～
26. 遊び・音楽・絵本・ことばについて
27. 保護者・家庭への支援
28. 関連機関との連携～専門機関とのよりよい連携～
29. 障害のある子どもの保育にかかわる今後の課題
30. 最終課題

≪成績評価の基準・方法≫
課題への取り組み（20％）
授業内レポート（60％）
最終課題（20％）などを総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・小川圭子　矢野正　「保育実践にいかす障がい児の理解と支援【改訂版】」嵯峨野書院

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
新聞やニュースなどの障害についての記事を常にチェックしておくこと。
インターンシップや実習で出会った子どもたちの記録を見直し、振り返ること。
障害児保育に関する本を読むこと。
自分の住む地域での子ども支援事業に興味をもって調べていくこと。

保育実習Ⅱ
３年次
２単位（実習）
担当 井岡　瑞日, 大嶋　健吾

≪授業の概要≫
保育士資格必修科目。保育所実習を10日から12日間実施する。実習施設は原則として大学が各施
設と調整のうえ配当する。

≪学生の到達目標≫
１．保育所の役割や機能について、具体的な実践を通して理解を深める。
２．子どもの観察や関わりの視点を明確にすることを通して、保育の理解を深める。
３．既習の教科目や保育実習Ⅰの経験を踏まえ、子どもの保育及び子育て支援について総合的に
理解する。
４．保育の計画・実践・観察・記録及び自己評価等について、実際に取り組み、理解を深める。
５．保育士の業務内容や職業倫理について、具体的な実践に結びつけて理解する。
６．実習における自己の課題を明確化する。

≪授業計画≫
１. 保育所の役割や機能の具体的展開（１）養護と教育が一体となって行われる保育
２. 保育所の役割や機能の具体的展開（２）保育所の社会的役割と責任
３. 観察に基づく保育の理解（１）子どもの心身の状態や活動の観察
４. 観察に基づく保育の理解（２）保育士等の援助や関わり
５. 観察に基づく保育の理解（３）保育所の生活の流れや展開の把握
６. 環境を通して行う保育、生活や遊びを通して総合的に行う保育
７. 入所している子どもの保護者に対する子育て支援及び地域の保護者等に対する子育て支援
８. 関係機関や地域社会との連携・協働
９. 指導計画の作成・実践・観察・記録・評価
10. 全体的な計画に基づく指導計画の作成・実践・省察・評価と保育の過程の理解
11. 作成した指導計画に基づく保育の実践と評価
12. 作成した指導計画に基づく保育の実践と評価（指導実習）
13. 保育士の業務と職業倫理（１）多様な保育の展開と保育士の業務
14. 保育士の業務と職業倫理（２）多様な保育の展開と保育士の職業倫理
15. 自己の課題の明確化

≪成績評価の基準・方法≫
実習施設による実習評価60%、諸提出物（日誌等）20%、実習評価面談20%とする。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習：インターンシップ実習、保育実習Ⅰの経験からの自己課題を明確にする。
事後学習：実習自己評価を行い、保育実習Ⅲあるいは教育実習に向けた自己課題を明確にする。
実習中には、学科専任教員による訪問指導を受け、実習内容や実習課題の達成状況を報告する。
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保育実習指導Ⅱ
３年次
１単位（演習）
担当 井岡　瑞日, 小西　由紀子, 樋口　幸, 久保　真奈

≪授業の概要≫
保育実習Ⅱの事前事後指導である。保育所実習（または幼保連携型認定こども園での実習）につ
いての指導を行う。保育実習Ⅱと強く連動しており、事前指導の到達状況つまり事前準備は実習
の成果に影響することを心得て履修することが望ましい。

≪学生の到達目標≫
１．保育実習の意義と目的を理解し、保育について総合的に理解する。
２．実習や既習の教科目の内容やその関連性を踏まえ、保育の実践力を習得する。
３．保育の観察、記録及び自己評価等を踏まえた保育の改善について、実践や事例を通して理解
する。
４．保育士の専門性と職業倫理について理解する。
５．実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行い、保育に対する課題や認識を明確に
する。

≪授業計画≫
１. 授業ガイダンス、実習にかかる提出資料の作成
２. 保育実習Ⅰ（保育所実習）の事後指導（１）実習の総括と自己評価（評価面談）
３. 保育実習Ⅰ（保育所実習）の事後指導（２）実習の総括と実習報告（グループ討議）
４. 保育実習による総合的な学び（１）子どもの最善の利益を考慮した保育の具体的理解
５. 保育実習による総合的な学び（２）子どもの保育と保護者支援
６. 保育の実践力の育成（１）子ども（利用者）の状態に応じた適切な関わり
７. 保育の実践力の育成（２）保育の知識・技術を活かした保育実践
８. 計画と観察、記録、自己評価（１）保育の全体計画に基づく具体的な計画と実践
９. 計画と観察、記録、自己評価（２）保育の観察、記録、自己評価に基づく保育の改善
10. 実習内容と実習計画（１）指導実習に向けて（教材研究、遊びと活動）
11. 実習内容と実習計画（２）指導実習に向けて（指導案の作成）
12. 実習内容と実習計画（３）指導実習に向けて（模擬保育）
13. 保育士の専門性と職業倫理
14. 事後指導における実習の総括と評価（１）実習の総括と自己評価（評価面談）
15. 事後指導における実習の総括と評価（２）課題の明確化（レポート作成）

≪成績評価の基準・方法≫
授業課題（60％）、および指定課題等の提出・達成状況（40％）により評価する。課題内容の詳
細は授業時に提示する。原則として全ての回の出席を求める。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
[学生の到達目標]を参照。実習園での事前オリエンテーションを受ける（本授業時間外、日程等
は別途指定）。

保育実習Ⅲ
３年次
２単位（実習）
担当 末次　有加, 加納　史章, 中條　薫

≪授業の概要≫
保育士資格・選択科目である。児童福祉施設等(保育所以外)における実習を10日から12日間実施
する。実習施設は原則として、本人の希望を考慮したうえで、大学が各施設と調整して配当する
。保育実習Ⅰ、保育実習Ⅱの内容を深め、より専門的な支援と援助の実際を学ぶこと、施設保育
士についての理解を深めることが目的である。実習時期を心得て履修すること。

≪学生の到達目標≫
１．既習の教科目や保育実習の経験を踏まえ、児童福祉施設等（保育所以外）の役割や機能につ
いて　実践を通して、理解する。２．家庭と地域の生活実態にふれて、子ども家庭福祉、社会的
養護、障がい児支援に対する理解をもとに、保護者支援、家庭支援のための知識、技術、判断力
を習得する。３．保育士の業務内容や職業倫理について具体的な実践に結びつけて理解する。４
．入所児童（利用者）への自立支援の実際と、自立支援計画に触れ、理解する。５．実習におけ
る自己の課題を理解する。

≪授業計画≫
１. 児童福祉施設等(保育所以外)の役割と機能（１）（実習施設の状況）
２. 児童福祉施設等(保育所以外)の役割と機能（２）（実習施設の事業）
３. 施設における支援の実際（１）受容する
４. 施設における支援の実際（２）共感する態度
５. 個人差や生活環境に伴う子ども（利用者）のニーズの把握と子ども理解（１）
６. 個人差や生活環境に伴う子ども（利用者）のニーズの把握と子ども理解（２）
７. 個別支援計画の作成と実践（１）
８. 個別支援計画の作成と実践（２）
９. 子ども（利用者）の家族への支援と対応
10. 各施設における多様な専門職との連携・協働
11. 地域社会との連携・協働
12. 実習中間報告
13. 保育士の多様な業務と職業倫理（１）施設保育士の役割
14. 保育士の多様な業務と職業倫理（２）業務理解と専門性
15. 保育士としての自己課題の明確化

≪成績評価の基準・方法≫
実習施設による実習評価60%、諸提出物（日誌等）20%、実習評価面談20%とする。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前：インターンシップ実習、保育実習Ⅰ、保育実習Ⅱなどの経験から導き出された自己課題を
明確にする。事後：実習自己評価を行い、次の実習に向けて、または、保育士資格取得までの自
己課題を明確にする。実習中には、学科専任教員による訪問指導を受け、実習内容や実習課題の
達成状況を報告する。
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保育実習指導Ⅲ
３年次
１単位（演習）
担当 中條　薫

≪授業の概要≫
保育実習Ⅲの事前事後指導であり、集中講義として開講する予定である。社会福祉施設での実習
（保育所以外の社会福祉施設）についての指導を行う。保育実習Ⅲと連動していること、また、
保育実習Ⅰにおける施設実習の内容を深め、より高度な支援や援助の実際を学ぶ実習のための授
業内容となることを心得て、履修することが望ましい。

≪学生の到達目標≫
１．保育実習の意義と目的を理解し、保育について総合的に理解する。２．実習や既習の教科目
の内容やその関連性を踏まえ、保育の実践力を習得する。３．保育の観察、記録及び自己評価等
を踏まえた保育の改善について、実践や事例を通して理解する。４．保育士の専門性と職業倫理
について理解する。５．実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行い、保育に対する
課題や認識を明確にする。

≪授業計画≫
１. 授業ガイダンス、実習に必要な提出資料の作成
２. 保育実習Ⅰ（社会福祉施設）の振り返り（１）自己評価（評価面談）
３. 保育実習Ⅰ（社会福祉施設）の振り返り（２）実習の総括と実習報告（グループ討議）
４. 保育実習による総合的な学び（１）子どもの最善の利益を考慮した保育の具体的理解
５. 保育実習による総合的な学び（２）子ども（利用者）への支援と保護者支援
６. 保育の実践力の育成（１）子ども（利用者）の状態に応じた適切なかかわり方
７. 保育の実践力の育成（２）保育の知識・技術を活かした保育実践
８. 計画と観察、記録、自己評価（１）保育の全体計画に基づく具体的な計画と実践
９. 計画と観察、記録、自己評価（２）保育の観察、記録、自己評価に基づく保育の改善
10. 実習内容と実習計画（１）自立支援の実際
11. 実習内容と実習計画（２）自立支援の実際
12. 保育士の専門性と職業倫理（１）
13. 保育士の専門性と職業倫理（２）
14. 事後指導における実習の総括と評価（１）実習の総括と自己評価（評価面談）
15. 事後指導における実習の総括と評価（２）自己課題の明確化（レポート作成）

≪成績評価の基準・方法≫
授業課題（60％）、および指定課題等の提出・達成状況（40％）により評価する。課題内容の詳
細は授業時に提示する。授業日程は、履修者と調整のうえ決定する。原則として全ての回の出席
を求める。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
学生の到達目標を参照。実習施設での事前オリエンテーションを受ける（本授業時間外、日程等
は別途指定）。

音楽科指導法
３年次
２単位（講義）
担当 中根　佳江, 峯　恭子

≪授業の概要≫
1）音楽科における教育目標，育成を目指す音楽的資質・能力を理解し，学習指導要領に示され
た音楽　科の学習内容について理解を深める。
2）様々な学習指導理論を踏まえて，具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付
ける。3）音楽科を担当する教員に必要な音楽的な基礎的知識や技能を習得し，児童に内在する
音楽能力を引き出し育むために必要な知識や技能等を身に付ける。

≪学生の到達目標≫
　１）学習指導要領における音楽科の目標及び主な内容並びに全体構造や、個別の学習内容につ
い　　　て指導上の留意点をを理解している。
　２）音楽科の学習評価の考え方を理解している。
　３）音楽科の背景となる学問領域との関係を理解し、教材研究に活用することができる
　４）子どもの認識・思考、学力などの実体を視野に入れた授業設計の重要性を理解している。
　５）情報機器及び教材の効果的な活用法を理解し、授業設計に活用することができる。
　６）学習指導案の校正を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作成するこ
とができる
　７）模擬授業の実施とそのふりかえりを通して、授業改善の視点を身につける。

≪授業計画≫
１. 音楽科の今日的課題①　音楽科の実態の把握と現在の課題の理解
２. 音楽科の今日的課題②　「小学校学習指導要領」の変遷と音楽科の今日的課題
３. 領域「表現」の指導①　「歌唱」の指導方法の視点と指導上の留意点について
４. 領域「表現」の指導②　「器楽」の指導方法の視点と指導上の留意点について
５. 領域「表現」の指導②　「音楽づくり」の指導方法の視点と指導上の留意点について
６. 領域「鑑賞」の指導　「鑑賞」の指導方法の視点と指導上の留意点について
７. 教材研究①　低学年から中学年における音楽的特性の視点を踏まえた教材研究の方法
８. 教材研究②　高学年における音楽的特性の視点を踏まえた教材研究の方法
９. 音楽科の授業設計と評価① 音楽科の学習評価の考え方について
10. 音楽科の授業設計と評価②　児童の認識・思考，学力等の実態を踏まえた授業設計と評価
11. 学習指導案の作成①　情報機器及び教材の効果的な活用と授業設計
12. 学習指導案の作成②　具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案の作成
13. 模擬授業の実施とその振り返り①　作成した指導案を元にした模擬授業の実施
14. 模擬授業の実施とその振り返り②　実施した模擬授業の改善点等の検討
15. 本講義の全体を振り返りー音楽科の教育目標，育成を目指す音楽的資質・能力の整理

≪成績評価の基準・方法≫
指導案の作成40%、模擬授業の実施40%、実技課題20%

≪授業で使用する教科書≫
・「文部科学省『小学校学習指導要領」（最新版)」・文部科学省「「小学校学習指導要領解説　
音楽編」(最新版）」・初等科音楽教育研究会編「改訂版 最新 初等科音楽教育法 2017年告示「小
学校学習指導要領」準拠 小学校教員養成課程用」音楽之友社

≪参考書≫
・吉富功修 , 三村 真弓 （編著）「『第４版　小学校音楽科教育法　学力の構築をめざして』2020
」ふくろう出版

≪事前・事後学習≫
本科目ではソプラノリコーダーを使うので、各自用意して下さい。
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教育相談
３年次
２単位（講義）
担当 要　正子

≪授業の概要≫
近年、こどもを取り巻く状況は急激に変化しており、保育・教育現場における教育相談の重要性
は高まっている。教育相談の基本的な考え方となるカウンセリングの理論や方法の概説を加えな
がら、保育・教育現場における教育相談の役割とその実際について概説し、グループワークを適
宜実施しながら様々な問題に対する理解と対応を検討する。

≪学生の到達目標≫
教育相談は、幼児、児童及び生徒が自己理解を深めたり好ましい人間関係を築いたりしながら、
集団の中で適応的に生活する力を育み、個性の伸長や人格の成長を支援する教育活動である。幼
児、児童及び生徒の発達の状況に即しつつ、個々の心理的特質や教育的課題を適切に捉え、支援
するために必要な基礎的知識（カウンセリングの意義、理論や技法に関する基礎的知識を含む）
を身に付ける。

≪授業計画≫
１. 教育相談とは（学校園における教育相談の概要を理解する）
２. 教育相談の基礎①（こどもを取り巻く現状と課題を理解する）
３. 教育相談の基礎②（学校カウンセリングの基礎理論を理解する）
４. こどもの不適応や問題行動の意味を理解する
５. こどものSOSに気づく方法を学ぶ
６. こどもの見立ての重要性を理解する
７. 親子関係の見立ての重要性を理解する
８. 対人援助におけるコミュニケーション力の重要性を理解する
９. こどもの気になる行動への対応を理解する
10. 保護者対応のポイントを理解する
11. チーム支援（学校園内外の支援体制）の実際を理解する
12. 関係機関との連携のポイントを学ぶ
13. 緊急時の心理的援助体制とその実際を学ぶ
14. 予防教育の重要性を理解する（集団に適応する力を育む）
15. まとめ・総括

≪成績評価の基準・方法≫
定期試験（70%）、毎回の授業の最後に提出する小レポート（30%）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・文部科学省「生徒指導提要（最新版）」

≪事前・事後学習≫
事前学習：インターンシップ等、実習での経験をふりかえり、今日の教育現場における課題に関
心をもつこと。
事後学習：教育相談の役割を認識し、自らが果たす役割について考えること。

教育方法・技術論
３年次
２単位（講義）
担当 ★藤田　朋己

≪授業の概要≫
　自ら学び考える子どもを育てるためには、未来を担う子どもたちに求められる資質や能力をど
のように育成するかを、常に念頭に置き授業デザインをおこなわなければならない。授業をデザ
インする上で必要不可欠な「主体的・対話的で深い学び」につながる教育方法・教育技術・ICT
活用技術について、LMS（Learning Management System）を活用したアクティブラーニング型
授業を通じて学びを深める。事前に現場実習等での自身の経験を振り返り、考え等をまとめるこ
とが、授業時の学びあいの質を高めることに繋がる。また、学びあいを通じて「ティーチングス
キル」「コーチングスキル」「ファシリテーションスキル」「コミュニケーションスキル」「思
考スキル」の向上をはかりながら、説明技術や発問技術を磨くことに繋げる。他者の異なる考え
や価値観に触れる中で、自身の新たな気づきや価値観を創出し、自らの学びを深める学び方を学
び続ける自己学習調整者を育成する。

≪学生の到達目標≫
　未来を担う子どもたちに求められる資質や能力を育成するための教育方法・教育技術・ICT活
用技術に関する基礎知識や技能を獲得する。到達目標は以下のとおりである。
（1）他者との学びあいを通じて学びを深める。
（2）教育方法・教育技術についての理解を深める中で、実践力の向上に繋げる。
（3）従来の教具とともに、有効なICT活用による授業をデザインする能力の向上をはかる。
（4）説明技術、発問技術の向上をはかる。
（5）思考スキルの向上をはかる。
（6）教育・学習評価に対する考えを深める。
（7）情報モラル指導を含む情報活用能力育成を、各教科指導の中で実施するための基礎的な知
識・技術獲得をはかる。

≪授業計画≫
１. 授業計画ならびに授業の進め方についての説明
２. 教室での学び・ICT活用教育とは
３. 今日の教育課題と学習指導要領
４. 先生に求められる「話す」「聴く」「伝える」「寄り添う」スキル
５. 主体的・対話的で深い学びとは
６. 教育における評価（ポートフォリオを含む）
７. 実物投影機を活用した教育
８. デジタル教材を活用した教育
９. タブレット端末を活用した教育
10. 情報活用能力を育てる
11. 情報モラル教育の重要性
12. 学習指導案作成ならびにその検討1
13. 学習指導案作成ならびにその検討2
14. 子どもたちの言語発達を支える
15. 自己学習調整者を育てる・自ら学び続ける先生を目指して

≪成績評価の基準・方法≫
LMS（manaba）を利用した事前回答をもとに、アクティブラーニング型授業を実施する。その
ため、評価方法は次のとおりである。事前回答をはじめとする授業に向けての準備やグループワ
ーク後の振り返り（55%）、授業時のグループワークへの参加姿勢や取り組み（25%）、演習課
題評価（20％）で評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・「幼稚園教育要領解説」・「小学校学習指導要領解説」・「幼保連携型認定こども園教育・保
育要領解説」

≪事前・事後学習≫
　授業日までにmanabaを利用して、与えたテーマに対する回答を課す。回答内容は、現場実習
で得たこと、経験したことを元に回答できるものである。今までの現場実践をしっかりと振り返
って、回答を必ずおこなって欲しい。
　授業時には、学びを深めるための資料等を配布する。授業時に活用する資料もあるが、多くは
事後学習のためのものである。授業で得た学びを元に資料を読み込み、自身の深い学びに繋げて
欲しい。

38



教育心理学
３年次
２単位（講義）
担当 渡辺　俊太郎

≪授業の概要≫
保育・教育現場では、心理学的視点をもって子どもと関わることが、的確な子ども理解や適切な
指導・支援につながることが多い。心理学的視点をもった保育者・教育者になるために求められ
る、子どもの心身の発達および学習の過程に関する基礎的な知識について、テキストや資料によ
って学ぶとともに、講義中のワークを通して体験的に理解を深める。

≪学生の到達目標≫
乳幼児期から青年期の各時期における心身の発達の過程および特徴に関する代表的理論を学び、
発達の概念および教育における発達理解の意義を理解する。学習に関する基礎的知識として様々
な学習の形態や概念およびその過程を説明する代表的理論、動機づけ・集団づくり・学習評価の
あり方について学び、発達の特徴と関連づけた主体的な学習活動を支える指導の基礎となる考え
方を理解する。

≪授業計画≫
１. 教育心理学の概要について理解する
２. 親子関係の重要性を学ぶ
３. 幼児期の認知的発達理論について学ぶ
４. 思春期の子ども理解を深める
５. 道徳性の発達理論について学ぶ
６. 発達障害児の心理を考える
７. 発達障害児の事例から理解を深める
８. 発達障害児の支援について学ぶ
９. 学級経営に関する心理学理論を学ぶ
10. 学力と知能に関する知識を習得する
11. 知能の測定と結果の活用について学ぶ
12. 学習のメカニズムを理解する
13. 記憶のメカニズムを理解する
14. 動機づけのメカニズムを理解する
15. 教育評価の方法について学ぶ

≪成績評価の基準・方法≫
定期試験（60％）、毎回の授業の最後に提出する小レポート（40％）

≪授業で使用する教科書≫
・古川聡「教育心理学をきわめる10のチカラ（改訂版）」福村出版

≪参考書≫
・「幼稚園教育要領（最新版）」・「小学校学習指導要領（最新版）」　他、適宜プリント等配
布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習として、教科書の「キーワード」「キーパーソン」を中心に予習を行う。また、配布さ
れた課題ワークシートに取り組む。事後学習として、教科書のうち授業で触れられなかった部分
を読み、理解を深める。また、教科書の「考えてみよう話し合ってみよう」の課題に取り組み、
自分なりの考えを受講生同士で共有しあう。

教育課程論
３年次
２単位（講義）
担当 ト田　真一郎

≪授業の概要≫
教育課程の意義や編成の方法を理解し、保育・教育現場における指導計画の実際に触れることを
通じて、カリキュラムマネジメントのために必要な基礎的な能力を獲得する。また、ナショナル
カリキュラムの変遷や各現場における計画の多様性の理解を通じて、教育方法の多様性や社会的
背景の理解を深める。さらに、教育課程における現代的な課題である、幼小接続の在り方やカリ
キュラムマネジメントについても理解を深める。

≪学生の到達目標≫
本科目においては、就学前教育及び就学後教育における教育課程の役割を理解し、子どもの心身
の発達に応じた学習指導が行えるように教育課程の意義や類型、それを編成するときの理論的背
景について学ぶとともに、自ら編成する基礎的な力を身に付けることを目標とする。また、教科
・領域・学年をまたいでカリキュラムを把握し、教育課程全体をマネジメントすることの意義を
理解することを目標とする。

≪授業計画≫
１. 教育の計画についての基本を学ぶ
２. 要領・指針の改定と教育の計画の意義について
３. 就学前教育と就学後教育の連続性と相違点について～目標と内容の観点から～
４. 実践の背景にある子ども観が教育課程編成に与える影響について
５. カリキュラムの理論的立場について～児童中心主義と系統主義～
６. 学習指導要領・幼稚園教育要領の歴史的変遷について
７. 学習指導要領・幼稚園教育要領の歴史的変遷と現在の要領・指針について
８. カリキュラム・マネジメントの基本について
９. 子ども理解と目標のマネジメントについて①～実践記録から学ぶ～
10. 子ども理解と目標のマネジメントについて②～映像を通して考える～
11. 教育内容と方法のマネジメントについて①
12. 教育内容と方法のマネジメントについて②～教材研究を通して考える～
13. 教育評価とカリキュラムの改善について
14. アプローチカリキュラムとスタートカリキュラムについて
15. 授業のまとめ

≪成績評価の基準・方法≫
毎回の小レポート　30％　授業内で指定する課題レポート（2回）70％。小レポートについては
、次の授業時に評価を行ったうえで返却する。課題レポートについても、授業終了後に返却し、
適宜、個別指導を行う。

≪授業で使用する教科書≫
・文部科学省「幼稚園教育要領」・文部科学省「小学校学習指導要領」

≪参考書≫
・厚生労働省「保育所保育指針」

≪事前・事後学習≫
事前学習としてインターンシップや実習での経験を授業に応じて整理すること。また、自身が経
験してきた保育・幼児教育・学校教育での経験を整理しておくこと。事後学習として授業で学ん
だ内容を実習等での指導計画作成や実習先で使用している指導計画の理解につなげること。
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教育制度
３年次
２単位（講義）
担当 佐伯　知子

≪授業の概要≫
日本の教育制度について、関係法規や行政、学校経営・運営等の幅広いテーマを取り上げ、様々
な社会背景に照らし合わせながら考察することで、理解を深めることを目指す。

≪学生の到達目標≫
①教育制度の成り立ちや仕組みについて基礎的な知識を身につける。②教育制度への理解をふま
え、今日の教育が抱える諸問題やその解決の方途について、自分の考えを述べることができる。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 教育に関する社会的事項（１）子どもの生活の変化
３. 教育に関する社会的事項（２）学校をめぐる状況の変化
４. 教育に関する社会的事項（３）教育政策の動向
５. 教育に関する制度的事項（１）教育関係法規①
６. 教育に関する制度的事項（２）教育関係法規②
７. 教育に関する制度的事項（３）教育関係法規③
８. 小括　小テスト
９. 教育に関する制度的事項（４）教育行政①
10. 教育に関する制度的事項（５）教育行政②
11. 諸外国の事例
12. 学校と地域との連携ー連携の意義・具体的方法
13. 学校安全への対応（１）生活安全・交通安全
14. 学校安全への対応（２）災害安全
15. 総括　小テスト

≪成績評価の基準・方法≫
授業に取り組む姿勢（50％）、レポート等の提出物（30％）、小テスト（20％）。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
・事前学習：日頃から新聞やテレビのニュースで報じられる時事問題に関心をもち、教育制度に
ついての知識を得るよう努めること。・事後学習：授業内容をその都度復習すること。興味をも
ったテーマについては積極的に本を読んだり調べたりすることで、学びを深めること。

音楽演習Ⅱ
３年次
１単位（演習）
担当 深田　直子, 早川　藍香

≪授業の概要≫
幼稚園・保育園または小学校で歌われる曲や、リズム表現活動に使用する曲を数多く習得する。
毎回一人ずつ演奏することで、正確なメロディー・リズム・ハーモニーで伴奏し、美しい声でよ
く聴こえるように弾き歌いすることを学習する。また、楽譜に記載されているコードネームから
、自分で伴奏付けができる技術を身につける。

≪学生の到達目標≫
保育・教育現場において、子どもたちと歌ったり、子どもたちが楽しく歌えるような伴奏ができ
ることを目指す。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション　コードネームの説明
２. 園生活のうた
３. 春のうた
４. 春のうた
５. あそびのうた・リズム表現活動の曲（マーチ）
６. 夏のうた
７. 夏のうた
８. 秋のうた
９. 秋のうた
10. 行事のうた・リズム表現活動の曲（ラン）
11. いろいろなうた・リズム表現活動の曲（スキップ・ギャロップ）
12. 冬のうた
13. 冬のうた
14. 新しいうた・リズム表現活動の曲（ワルツ・いろいろな表現）
15. 振り返り・まとめ

≪成績評価の基準・方法≫
毎週授業時に、一人ずつの伴奏付けや弾き歌いを行い毎週評価するため、定期試験及び再試験は
行わない。

≪授業で使用する教科書≫
・小林　美実「音楽リズム/幼児のうた楽譜集」東京書籍・茂田　すすむ「保育のためのマーチ・
スキップ・ギャロップ・ワルツ・リズム曲集」全音楽譜出版社

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
保育には弾き歌いが不可欠であるため、毎週授業までの十分な練習が必要である。
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図画工作科指導法
３年次
２単位（講義）
担当 ★松岡　宏明

≪授業の概要≫
小学校図画工作科の意義、教育目標と内容及び教科構造を理解し、本教科の特徴や児童の発達段
階を踏まえた上で、実践に必要な基本的な知識と指導・評価技術、考え方を身につける。

≪学生の到達目標≫
授業のテーマ：小学校図画工作科の理解と基本的指導力の育成

到達目標：
・　学習指導要領に示された小学校図画工作科の意義、教育目標と内容及び教科構造を理解する
。
・　造形面における児童の発達段階を理解するとともに、児童理解に基づく学習指導のあり方を
理解する。
・　実践に必要な基本的な知識と指導・評価技術を身につける。

≪授業計画≫
１. 図画工作科の意義と教科性
２. 「私が受けた図画工作科の授業」、「安心と没頭を保障する図画工作の授業」
３. 図画工作科の位置づけと教科目標 、育成を目指す資質・能力との関係
４. 図画工作科の内容構成①（領域「表現」〈造形遊び〉）
５. 図画工作科の内容構成②（領域「表現」〈絵や立体、工作〉）
６. 図画工作科の内容構成③（領域「鑑賞」）
７. 図画工作科の「共通事項」
８. 図画工作科の評価のあり方
９. 図画工作科教科書の分析
10. 図画工作科の教材研究の方法
11. 図画工作科の指導案作成の方法と留意点
12. 模擬授業①（領域「表現」〈造形遊び〉に関する授業）
13. 模擬授業②（領域「表現」〈絵や立体、工作〉に関する授業）
14. 模擬授業③（領域「鑑賞」に関する授業）
15. 図画工作科の課題と今後の「私」の展望

≪成績評価の基準・方法≫
評価・評定については、下記５項目を基に総合的に行う。
振り返りノート〈20％〉、制作・鑑賞〈20%〉、作成学習指導案〈20%〉、レポート〈20%〉、
授業ノート〈20%〉

≪授業で使用する教科書≫
・松岡宏明他編著「美術教育概論（新訂版）」日本文教出版・文部科学省「小学校学習指導要領
解説 図画工作編」

≪参考書≫
・松岡宏明「子供の世界 子供の造形」三元社

≪事前・事後学習≫
事前学習として、教科書の指定ページを読み込むこと。事後学習として、授業ノートの整理を毎
回行うこと。また、指定回以降にはレポートの構想を練り、執筆すること。レポートは、返却さ
れた後、修正を行い、今後の学びに生かすこと。授業内に作品が仕上がらなかった場合は、次回
までに完成させること。

家庭
３年次
２単位（講義）
担当 大野　節子, 横山　和子

≪授業の概要≫
１．学習指導要領における家庭科の目標及び内容についての解説を通して、目標や内容区分の変
遷や特徴を理解する。
２．内容を題材レベルで捉え、各内容の意義や特徴、それぞれの題材の目標を調べ、その題材の
学習内容を理解する。
３．家庭科指導に関連して、他教科との関連や食育、持続可能な社会を目指す家庭科について理
解を深める。

≪学生の到達目標≫
（１）　小学校学習指導要領に示された家庭科の目標や内容を理解する。
       １）　内容ごとに題材レベルで、目標や学習内容、留意点等を理解できる。
       ２）　学習内容を実践的に体験することにより、指導についても考えることができる（２）
　家庭科に関連する学習内容について、調べたり考察したりできる。
      １）　家庭科と他教科との連携や関連について理解し、家庭科の生かし方を考察できる   
      ２）　食育や持続可能な社会に向けた教育における家庭科の役割が分かる。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション・家庭科の目標、内容
２. 内容A「家族・家庭生活」の学習内容①
３. 内容A「家族・家庭生活」の学習内容②
４. 内容B「衣食住の生活」の学習内容①
５. 内容B「衣食住の生活」の学習内容②
６. 内容C「消費生活・環境」の学習内容①
７. 内容C「消費生活・環境」の学習内容②
８. 製作活動（小物作り）
９. 持続可能な社会と家庭科
10. 家庭科と他教科との関連
11. 家庭科と防災・減災
12. 家庭科と日本の食文化
13. 食育について
14. 家庭科とプログラミング
15. まとめ・これからの家庭科

≪成績評価の基準・方法≫
試験40％、　提出物（レポート、ワークシート　等）40％、　授業への積極的参加度20％

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・「文部科学省『小学校学習指導要領解説家庭科』」

≪事前・事後学習≫
課題について自分の考えをまとめておき、授業へ積極的に参加する。
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家庭科指導法
３年次
２単位（講義）
担当 大野　節子, 横山　和子

≪授業の概要≫
１．　学習指導要領における家庭科の目標及び主な内容について解説し、目標や内容区分の変遷
や特徴を理解させる。
２．　内容を題材レベルで捉え、その題材の学習内容を理解させ、目標達成のための指導方法に
ついて考えさせる。
３．　学習評価を含めて、教材研究を通して学習指導案を作成し、それを具現化した模擬授業を
通して授業評価、授業改善を考えさせる。

≪学生の到達目標≫
（１）　学習指導要領における家庭科の目標及び主な内容、家庭科の学習評価の考え方、並びに
全体構造を理解している。個別の学習内容について指導上の留意点を理解している。
（２）　家庭科の特性に応じた情報機器及び教材の効果的な活用方法を理解し、活用できる。
（３）　学習指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作模擬授
業の実施とその振り返りを通して、授業改善の視点身に付けている。

≪授業計画≫
１. 小学校家庭科の目標及び内容
２. 学習指導要領の内容A「家族・家庭生活」の指導
３. 学習指導要領の内容B「衣食住の生活」の指導①
４. 学習指導要領の内容B「衣食住の生活」の指導②
５. 学習指導要領の内容C「消費生活・環境」の指導①
６. 学習指導要領の内容C「消費生活・環境」の指導②
７. 学習指導要領の内容B　製作活動の指導
８. 教材研究の仕方
９. 学習指導案の書き方
10. 模擬授業の学習指導案作り
11. 模擬授業の準備
12. 模擬授業（１）内容Ａの模擬授業と授業等議会
13. 模擬授業（２）内容Ｂの模擬授業と授業等議会
14. 模擬授業（３）内容Ｃの模擬授業と授業等議会
15. まとめ・これからの家庭科教育

≪成績評価の基準・方法≫
模擬授業・試験40％、レポートや提出物40％、授業への積極的参加度20％

≪授業で使用する教科書≫
・古田豊子「小学校の教師をめざす人のための「小学校家庭科」指導法テキスト2021」開隆堂

≪参考書≫
・文部科学省「小学校学習指導要領解説家庭科」

≪事前・事後学習≫
・事前にテキストを読み､課題意識をもって授業に参加する。
・主体的に取り組み、グループワークでは協力的に参加する。

生活科指導法
３年次
２単位（講義）
担当 香田　健治, ★武部　浩和, 山下　豊

≪授業の概要≫
学習指導要領に示される目標・内容・方法・評価など、生活科の基本的な考え方について、実践
事例の分析を通して、理解する。生活科の意義と特質に基づく授業構想と単元指導計画、学習指
導案の作成や学習指導の基礎的な考え方について理解を深める。模擬授業と授業交流、振り返り
などを通して、生活科の授業改善の視点を身に付ける。

≪学生の到達目標≫
・生活科の目標や学年目標・内容・方法・評価などを理解するとともに、全体構造を説明できる
。
・実践事例の分析を通して、子供の実態を理解することの重要性を理解し、生活科の特性を生か
した情報機器及び教材の効果的な活用の仕方を理解し、授業設計に応用できる。
・生活科の意義に基づく、単元指導計画及び学習指導案の構成を理解し、単元指導計画や学習指
導案の作成方法を身に付けることができる。
・模擬授業の振り返りを通して、授業改善の視点を身に付けるとともに、考察することができる
。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 生活科創設の背景と経緯、現状と課題
３. 生活科の目標と内容の構造
４. 生活科の単元と授業づくりにおける指導上の留意点
５. 栽培を中心としたと実践事例の分析
６. 地域探検を中心とした実践事例の分析
７. ものを使った遊びの実践事例の分析
８. 季節の変化生活を中心とした実践事例の分析
９. 生活科の単元指導計画及び学習指導案の作成の留意点
10. 生活科の授業構想・指導案作成(学校と生活)
11. 生活科の授業構想・指導案作成(家庭と生活)
12. 生活科の授業構想・指導案作成(地域と生活)
13. 発表(模擬授業「学校と生活」「家庭と生活」)と討論
14. 発表(模擬授業「地域と生活」)と討論及びまとめ
15. 生活科における環境構成と学習評価

≪成績評価の基準・方法≫
模擬授業後のリフレクションシート（20％）、作成した年間指導計画及び指導計画（30％）、レ
ポート（50％）を総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・文部科学省「『小学校学習指導要領解説　総則編』（最新版）」東洋館出版社・文部科学省「
『小学校学習指導要領解説　生活編』（最新版）」東洋館出版社・「『わくわく せいかつ 上』」
啓林館・「『いきいき せいかつ 下』」啓林館・生野・香田・髙木・湯川編著「幼稚園・小学校教
育の理論と指導法」鼎書房

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
指定した教科書、参考書、資料等を通読しまとめること（1時間）。　配布した資料を参考にし
て、指導案等の作成をすること（1時間）。　授業後の振り返りをリフレクションシートに記述
する（15分）。
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総合的な学習の時間の指導法
３年次
２単位（講義）
担当 ★武部　浩和, 香田　健治, 仲山　正志

≪授業の概要≫
　総合的な学習の時間(以下「総合」と略称)は、「探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総
合的な学習活動等を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくため
の資質・能力の育成」をめざすアクティブ・ラーニングの時間である。授業者は、各教科等で育
まれる見方・考え方を総合的に活用して、広範な事象を多様な角度から俯瞰して捉え、実社会・
実生活の課題を探究する学びを実現するために、指導計画の作成および現実的な指導の仕方、並
びに学習活動の評価に関する知識・技能を身につけておかなければならない。
「総合」の意義と原理・指導導計画の作成・・指導と評価について具体的な実践事例を通して講
義・演習を展開していく。

≪学生の到達目標≫
〇「総合」の意義と教職課程において果たす役割について、教科等を越えて必要となる資質・能
力の育成の視点から理解している。　〇学習指導要領における「総合」の目標並びに各学校にお
いて目標及び内容を定める際の考え方や留意点を理解している。　〇各教科等の関連性を図りな
がら「総合」の年間指導計画を作成することの重要性と、その具体的な事例を理解している。　
〇主体的・対話的で深い学びを実現するような「総合」の単元計画を作成することの重要性とそ
の具体的な事例を理解している。　〇探究的な学習の過程及びそれを実現するための具体的な手
立てを理解している。　〇「総合」における児童の学習状況に関する評価の方法及びその留意点
を理解している。

≪授業計画≫
１. 総合的な学習の時間とは?
２. 総合的な学習の時間の目標・内容・探究課題
３. 総合的な学習の時間と道徳・特別活動との関連
４. 総合的な学習の時間のカリキュラム・マネジメント
５. 自校の総合的な学習の時間の全体計画・年間指導計画の作成
６. 自校の総合的な学習の時間の単元・授業デザイン
７. 「考えるための技法」(思考スキル)の活用について
８. 総合的な学習の時間の評価
９. 実践事例「地域体験学習」の省察
10. 実践事例「STEAM教育」の省察
11. キャリア教育と総合的な学習の時間
12. SDGsと総合的な学習の時間
13. 「大学周辺」をテーマにした模擬授業(単元デザイン)
14. 「大学周辺」をテーマにした模擬授業(指導と評価)
15. 総括「自校と地域の強みを活かす総合的な学習の時間のカリキュラム・マネジメント」

≪成績評価の基準・方法≫
授業中に３回小テストを実施する。(評価比率30％)
期末試験を実施する。(評価比率70％)

≪授業で使用する教科書≫
・文部科学省「小学校学習指導要領(平成29年告示)解説総合的な学習の時間編」東洋館出版社

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
〇事前・事後学習の要点や参考図書の紹介などは授業中に提案する。
〇自分の小学校時代を想起し、いちばん思い出に残っている総合的な学習の時間の探究学習をま
とめておくこと。

特別活動指導法
３年次
２単位（講義）
担当 俵谷　好一, 仲山　正志

≪授業の概要≫
学校教育全体における特別活動の意義を理解し、「人間関係形成」・「社会参画」・「自己実現
」の三つの視点や「チームとしての学校」の視点を持つとともに、学年の違いによる活動の変化
、各教科等との往還的な関連、地域住民や他校の教職員と連携した組織的な対応等の特別活動の
特質を踏まえた指導に必要な知識や素養を身に付ける。さらに、集団や人間関係に関する課題に
対応できる実践力の基礎を身につける。

≪学生の到達目標≫
①学習指導要領を考察し、その特質と意義、目標、内容について理解することができる。②子ど
もを取り巻く課題について、事例を通じて原因を考察することができる。
③授業実践のための、指導目標、指導内容、評価について理解し、学習指導案を作成することが
できる。
④模擬授業を通じて、特別活動における実践力の基礎を培う。

≪授業計画≫
１. 特別活動を学ぶにあたって
２. 特別活動の意義と教育活動の中での特別活動の位置について
３. 学級活動について（話し合い活動・当番活動を中心に、その指導について）
４. 学級活動について（教科やその他の活動との関連について）
５. いじめ・不登校の問題（防止と対応、家庭、地域、関連諸機関との連携について）
６. キャリア教育と学級活動(指導の観点と事例、家庭、地域、関連諸機関との連携について)
７. 児童会活動について（組織や活動内容について）
８. 児童会活動について（学校における実際の取り組みとその指導について）
９. 学校行事について（目標・内容・年間計画の作成について）
10. 学校行事について（学校における実際の取り組みとその指導について）
11. クラブ活動について（目標・内容・年間計画の作成について）
12. クラブ活動について（学校における実際の取り組みとその指導について）
13. 特別活動の評価と指導要領
14. 指導計画・特別活動の指導案作成
15. 模擬授業と振り返り

≪成績評価の基準・方法≫
毎時間後に授業ノートを提出する。期末にレポートの提出を求め総合的に評価する。
評価の比率は授業ノート（60％）、期末レポート（40％）とする。

≪授業で使用する教科書≫
・「小学校学習指導要領特別活動編(平成29年告示)」東洋館出版社

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
これまで学んできた小学校特別活動を振り返ることから、子どもが楽しむ学校生活は何かと考え
ること。
望ましい集団活動を通して、よりよい集団づくり・子ども達一人ひとりの居場所のある学級集団
づくりとはも追究すること。
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生徒指導
３年次
１単位（講義）
担当 ★田窪　豊, 福井　歩

≪授業の概要≫
生徒指導は、一人一人の児童及び生徒の人格を尊重し、個性の伸長を図りながら、社会的資質や
行動力を高めることを目指して教育活動全体を通し行われる、学習指導と並ぶ重要な教育活動で
ある。他の教職員や関係機関と連携しながら組織的に生徒指導を進めていくために必要な知識。
技能や素養を身に付ける。

≪学生の到達目標≫
生徒指導の意義と原理について理解するとともに、実践的方法について学ぶ。生徒指導が、問題
行動等に対する対応にとどまるものではなく、学校教育活動全体を通じて、全ての児童・生徒を
援助・指導していくものであることを理解する。また、今日的な課題を把握し、生徒指導上、教
員に求められる役割を理解するとともに、より深く学ぼうとする姿勢を持つ。

≪授業計画≫
１. 生徒指導の意義と原理
２. 教育課程と生徒指導　教科における生徒指導
３. 教育課程と生徒指導　総合的な学習の時間・特別活動における生徒指導
４. 児童生徒の心理と児童生徒理解　児童期の心理と発達
５. 児童生徒の心理と児童生徒理解　児童生徒理解の資料とその収集
６. 学校における生徒指導体制　生徒指導の組織と生徒指導主事の役割
７. 学校における生徒指導体制　全校指導体制の確立
８. 教育相談　教育相談体制
９. 教育相談　教育相談の進め方と連携
10. 生徒指導の進め方　児童生徒全体への指導
11. 生徒指導の進め方　個別の課題を抱える児童生徒への指導
12. 生徒指導に関する法制度等　校則・懲戒と体罰
13. 生徒指導に関する法制度等　青少年の保護育成に関する法令等
14. 学校と家庭・地域・関係機関との連携　学校を中心とした連携活動
15. 学校と家庭・地域 ・関係機関との連携　地域ぐるみで進める健全育成

≪成績評価の基準・方法≫
定期試験 (60 % ) 、 小レポートや授業への取り組み(40 % )

≪授業で使用する教科書≫
・文部科学省「「生徒指導提要」(最新版)」　他、適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・文部科学省「小学校学習指導要領」

≪事前・事後学習≫
教育関連のニュースについて、内容をよく知り、教育課題に関する知識を豊かにしておく。文部
科学省や各都道府県の教育委員会、国立教育政策研究所のHPなどで「生徒指導」について調べて
おく。上記のHPなどを定期的にチェックし、特に興味関心のあること、重要であると考えたこと
については、刊行物等を読むなどしてより深く知っておく。

進路指導論
３年次
１単位（講義）
担当 今西　幸蔵

≪授業の概要≫
進路指導・キャリア教育の意義や原理を理解する。また、全ての児童を対象とした進路指導・キ
ャリア教育の考え方と指導の在り方を学び、さらに児童が抱える個別の進路指導・キャリア教育
上の課題に向き合う指導の考え方を進め方を学修する。
なお、授業においては、グループワーク等のアクティブ・ラーニングをとり入れることによって
具体的な理解が進むように留意する。

≪学生の到達目標≫
学生の到達目標は次のとおりである。
（１）教育課程における進路指導・キャリア教育の位置づけと、それらにおける組織的な指導体
制及び家庭や関係機関との連携の在り方を理解している。（２）学校の教育活動全体を通じたキ
ャリア教育の視点と指導の在り方を例示することができる。（３）職業に関する体験活動を核と
し、キャリア教育の視点を持ったカリキュラム・マネジメントの意義を理解している。（４）主
に全体指導を行うガイダンスの機能を生かした進路指導・キャリア教育の意義や留意点を理解し
ている。（５）生涯を通じたキャリア形成に立った自己評価の意義を理解し、ポートフォリオ活
用の在り方を例示することができる。（５）キャリア・カウンセリングの基本的な考え方と実践
方法を説明することができる。

≪授業計画≫
１. 進路指導・キャリア教育の原理
２. キャリア教育の必要性と意義
３. 中学校におけるキャリア教育の実際
４. キャリア教育推進のための校内組織について
５. キャリア教育の全体計画の作成（グループワーク）
６. キャリア教育の年間計画の作成（グループワーク）
７. キャリア教育における家庭や関係諸機関との連携
８. キャリア教育の評価
９. 教育課程におけるキャリア教育の位置づけ
10. キャリア教育の視点を持ったカリキュラム・マネジメント
11. 小学校低学年の発達課題と実践の在り方、（ディスカッション）
12. 小学校中学年の発達課題（グループワーク）
13. 小学校中学年における実践の在り方（ロールプレイ）
14. 小学校高学年の発達課題（グループワーク）
15. 小学校高学年における実践の在り方（ロールプレイ）

≪成績評価の基準・方法≫
小レポート　　　　　5回×12点　　60点
小課題　　　　　　　5回×5点　　　25点
キーワード課題　　5回×3点　　15点
計　　　　　　　　　　　　　　　　　　100点

≪授業で使用する教科書≫
・文部科学省「小学校　キャリア教育の手引き」教育出版　他、適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・藤田晃之「キャリア教育」ミネルヴァ書房・村上　龍「新 １３歳のハローワーク」幻冬舎・経
済産業省「キャリア教育ガイドブック」学事出版・川﨑友嗣「大学生のためのキャリアデザイン
　自分を知る・社会を知る・未来を考える」ミネルヴァ書房・長田　徹「シリーズ・「変わる！
キャリア教育」１～３」ミネルヴァ書房　他、適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習としては、授業が授業資料に沿って進められるため、事前に配布された授業レジュメを
よく読んでおく。同時に教科書の該当ページにも目を通しておく。また、基礎的な知識としてキ
ーワードについて調べておく。
事後学習としては、授業で使用した授業資料に教科書、参考書や各種資料を加えて整理する。事
後学習のまとめとしての課題等の提出物を作成するだけでなく、各自で振り返りを行う。事前学
習に約2時間、事後学習に約2時間程度の学習時間をかける。
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小学校英語
３年次
２単位（講義）
担当 竹田　里香, 高橋　美由紀

≪授業の概要≫
英語指導に必要な第二言語習得理論、英語学の基礎を学ぶとともに、絵本やチャンツ・ナーサリ
ーライムなどの歌を含む教材に触れ、異文化理解教育やCLILを学ぶ。評価を見据えた指導案を立
て、模擬授業をグループで行い、フィードバックを通し、小学校外国語活動・外国語科の授業で
必要な事を学ぶ。また、J-POSTLエレメンタリーを使用し、言語教師の資質・能力について考え
る機会を持ち、自己省察を行う。

≪学生の到達目標≫
小学校における外国語活動・外国語の授業実践に必要な背景的な知識を身につける。小・中学校
の連携も踏まえながら、小学校外国語活動・外国語科の授業を担当するために必要な知識、技能
を身につける。以下が到達目標である。①小学校外国語教育の歴史を知り、外国語教育の意義を
考える②外国語教授法について知る③絵本・チャンツ・ナーサリーライムなどについて学ぶ④異
文化理解とCLIL（教科横断型学習）について学ぶ⑤教材・教具について学ぶ⑥評価について理解
し、指導案作成ができる⑦模擬授業を通して学びを自分のものにする。

≪授業計画≫
１. 本授業のガイダンス、小学校外国語教育の歴史、小学校外国語活動・外国語科のめざすも
２. 第二言語習得理論、発達心理学
３. 外国語教授法①　教材研究　Let's Try! 1
４. 外国語教授法②　教材研究　Let's Try! 2
５. ティームティチングの意義・クラスルームイングリッシュの役割
６. 絵本指導
７. 英語の歌、チャンツ、ナーサリーライム、マザーグース
８. 教材・教具
９. 評価
10. 指導案の作成方法と授業観察の観点
11. 異文化理解教育とCLIL
12. 模擬授業と振り返り①
13. 模擬授業と振り返り②
14. 模擬授業と振り返り③
15. 模擬授業と振り返り④

≪成績評価の基準・方法≫
学内での定期試験は実施しません。
毎時ミニッツペーパー（授業参加度）20％ 、模擬授業（グループ）30％、指導案20％、小テス
ト15％、レポート15%

≪授業で使用する教科書≫
・樋口忠彦・加賀田哲也・泉恵美子・衣笠知子「新編小学校英語教育法入門（ISBN978-4-327-41
09808）」研究社・文部科学省「Let's try! 1,2」

≪参考書≫
・文部科学省「小学校学習指導要領解説　外国語編　外国語活動編」　他、適宜プリント等配布
を行う。

≪事前・事後学習≫
集中講義で授業を行います。

理論を学んだあとでテキスト見て理解を深めるようにしてください。事後学習として、前週の学
んだものを、自分の言葉で説明できるようにしておくこと。また最終の模擬授業にグループで協
力して発表できるようにしておくこと。

英語指導法
３年次
２単位（講義）
担当 高橋　美由紀, 竹田　里香

≪授業の概要≫
グローバル化に対応した小学校外国語活動・外国語の授業実践に必要な知識・理解として「学習
指導要領」「教材研究」「小・中・高等学校の連携と小学校の役割」「児童や学校への多様性へ
の対応」について学ぶとともに、「子どもの第二言語習得についての知識とその活用」の視点か
ら、「発達段階に適した指導法＝教授法」「理解するプロセス＝視聴覚教材を活用し、気付き、
音声によるインプットからアウトプットへ」「コミュニケーションの場面・状況を重視した活動
」「音声から文字への学習のプロセス」「国語教育との連携による言語活動」について学ぶ。ま
た、授業実践における指導技術・授業づくりの視点から、「Classroom English/ Small Talk」「
読むこと・書くことの指導」「題材の選定、教材研究」「学習到達目標と評価」「指導計画・指
導案作成」の実践的な理解を深める。ICT等を活用しながら模擬授業を通して授業実践に必要な
知識や指導技術を身につける。

≪学生の到達目標≫
小学校における外国語活動・外国語科の学習・指導・評価に関する基本的な知識と指導技術を身
に付ける。以下が到達目標である。
①小学校外国語活動・外国語教育に係る背景知識や主教材、小・中・高等学校の外国語教育にお
ける小学校の役割、多様な指導環境等について理解している。
②小学校外国語活動・外国語科の授業実践に必要な知識や基本的指導技術を身に付けている。
③実際の授業づくり及び評価に必要な知識・技術を身に付けている。

≪授業計画≫
１. ガイダンス　グローバル化に対応した小学校外国語教育について
２. 2020年度から導入された学習指導要領について　児童や学校の多様化の中の外国語教育
３. 言語習得論及び児童期の外国語学習について
４. 児童の発達段階に適した外国語教授法について
５. 英語指導力育成（Clasroom English/ Small Talk等）
６. スピーキング指導とリスニング指導の実際
７. リーディング指導とライティング指導の実際
８. 視聴覚教材（ICT機器）を活用した指導の実際
９. 指導計画・指導案作成と評価の在り方
10. 外国語活動の教材研究（Let’s Try! 1・２)
11. 外国語活動の模擬授業（Let’s Try! 1・２)
12. 外国語科の教材研究（文部科学省検定済み教科書５・６年生)
13. 外国語科の模擬授業（文部科学省検定済み教科書５・６年生)
14. 外国語科の模擬授業（文部科学省検定済み教科書５・６年生)
15. 授業のまとめと振り返り

≪成績評価の基準・方法≫
①小テスト　20%
②レポート　20%
③教材作成　10%
④指導案　　10%
⑤模擬授業　20%
⑥振り返りカード　20%

≪授業で使用する教科書≫
・文部科学省　「外国語活動・外国語　研修ガイドブック」旺文社・文部科学省　「小学校学習
指導要領（平成 29 年告示）解説　外国語活動・外国語編」文科省のネットに掲載されています
。・文部科学省 国立教育政策研究所「「指導と評価の一体化」のための 学習評価に関する参考資
料　小学校外国語・外国語活動」・文部科学省「Let’s Try! 1・２　　　2冊です！」・「NEW H
ORIZON Elementary　5・6年生　2冊です」東京書籍・「Here We Go　５・６　年生　２冊です
」光村図書出版

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
（事前学習）
『学習指導要領』と『研修のガイドブック』については、ダウンロードして、事前に読んでおい
てください。
（事後学習）
模擬授業の発表後、自身の課題を認識し、さらに実践技能を磨くためにも教科書からレッスンを
選んで、何度も練習をすることが望ましいと思います。
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介護等体験
３年次
１単位（実習）
担当 ★高田　昭夫, 清田　岳臣

≪授業の概要≫
　社会福祉施設や特別支援学校で安全で効果的な介護等体験の実習を行うにあたり、この目的や
意義、実習の留意点を学び、社会福祉施設や特別支援学校における介護について事前に理解を深
めておく。また、実習では、社会福祉や特別支援に関する知識、障がい者や高齢者に対する理解
を深めるとともに、介護について学ぶ。実習後には、自分の体験をふり返り、実習に対する自己
評価を行う。

≪学生の到達目標≫
・介護等体験の目的と意義が理解できる。
・実習における注意点を理解し、体験に臨む準備が整う。 
・社会福祉や特別支援教育、障がい者や高齢者に対する理解が深まる。 
・社会福祉施設や特別支援学校の概要について理解できる。 
・保育士・教員を目指す者が、個人の尊厳及び社会連携の理念に関する認識を深め、
　教員としてふさわしい資質が養われる。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 介護等体験の意義
３. 介護等体験で何を学ぶか－教師としての資質向上に向けて
４. 特別支援学校と特別支援教育について （１）－障がいに対する理解
５. 特別支援学校と特別支援教育について （２）－特別支援学校の実際
６. 高齢者福祉と社会福祉施設について （１）－高齢者に関わるということ
７. 高齢者福祉と社会福祉施設について（２）－高齢者福祉の現状
８. 介護等体験に取り組む留意点と心構え（１）－社会福祉施設
９. 介護等体験に取り組む留意点と心構え（２）－特別支援学校
10. 介護等体験の実際（１）－社会福祉施設職員の方を招いて
11. 介護等体験の実際（２）－特別支援学校教員の方を招いて
12. 介護等体験で学んだこと－体験の振り返り（１） －社会福祉施設
13. 介護等体験で学んだこと－体験の振り返り（２） －特別支援学校
14. 介護等体験で学んだこと－体験を教育実習にどう活かすか
15. まとめ

≪成績評価の基準・方法≫
課題、事前・事後指導への取り組み（レポートや課題提出：20％）、実習施設における評価(50
％)、成果発表（レポートやプレゼンテーション：30％）などをもとにして総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
学外施設での指導をはじめ時間外・学外の学修が含まれている。必ずオリエンテーションにて詳
細を確認すること。 準備事項を含む予習復習については、毎回指示する。基本的には体験先の情
報を収集し事前の理解を深めること、および体験終了後の振り返りなどである。

卒業論文Ⅰ
３年次
２単位（演習）
担当 佐伯　知子, ★赤井　利行, ★藤田　朋己, ★松岡　宏明, ★武部

　浩和, ★野嶋　敏一, 渡辺　俊太郎, 要　正子, ★東城　大輔, 
井岡　瑞日, ★藪　一裕, ★高田　昭夫, 深田　直子, 杉本　孝美

≪授業の概要≫
演習参加者の多様な関心の中から自分にとって最も関心のあるものを卒業論文のテーマとして設
定し、それを探求するにふさわしい方法論を身に付けることをめざす。また、３年次に参加する
保育・教育実習等の貴重な体験を、作成した学習指導案の検討や保育・教育実習等で学んだこと
の発表を通して、共有化するとともに、保育・教育者としての責任を自覚するように指導する。

≪学生の到達目標≫
・数ある関心の中から自分にとって最も意味のある関心に絞り込み、卒業論文のテーマを決める
ことができる。・自分の卒業論文のテーマを探求するのにふさわしい方法論を見つけることがで
きる。・保育や教育者の在り方を真剣に考え、その責任の重さとやりがいを実感することができ
る。

≪授業計画≫
１. この演習の進め方－オリエンテーション（全体会）
２. 卒業論文を書くということ（全体会）
３. 発表の仕方、討議の仕方について概説（全体会）
４. 演習参加者の関心を出し合い、討議（各ゼミ）
５. 関心の最も高いものから順に討議のテーマを選ぶ
６. 演習参加者の発表と討議（１）
７. 演習参加者の発表と討議（２）
８. 演習参加者の発表と討議（３）
９. 演習参加者の発表と討議（４）
10. 演習参加者の発表と討議（５）
11. 演習参加者の発表と討議（６）
12. 演習参加者の発表と討議（７）
13. 演習参加者の発表と討議（８）
14. 前期の演習のまとめ（全体会）
15. 総括
16. 卒業論文を書くということ－再説（全体会）
17. 卒業論文のテーマの発表と討議（１）
18. 卒業論文のテーマの発表と討議（２）
19. 卒業論文のテーマの発表と討議（３）
20. 卒業論文のテーマの発表と討議（４）
21. 卒業論文のテーマの発表と討議（５）
22. 卒業論文のテーマの発表と討議（６）
23. 卒業論文のテーマの発表と討議（７）
24. 卒業論文のテーマの発表と討議（８）
25. 卒業論文のテーマの発表と討議（９）
26. 卒業論文のテーマの発表と討議（10）
27. 後期の演習のまとめ（全体会）
28. 卒業論文構想発表の準備（１）
29. 卒業論文構想発表の準備（２）
30. 総括・発表会

≪成績評価の基準・方法≫
授業内発表の内容40％、授業への取り組み40％、構想提出・発表20%『授業で使用する教科書・
参考書』について記載してください

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
卒業論文を書くための事前・事後学習は、自己および毎回のゼミ生の発表内容の質疑応答を踏ま
えつつ、自己の卒業論文との内容を比較しながら、深めていくことにある。そのためには、常に
、文献検索や新聞やインターネット検索を通じて、自己のテーマを深めていくことが大切である
。
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教育実習（幼）　
３年次
５単位（実習）
担当 ★東城　大輔, ★三輪　よし子

≪授業の概要≫
幼児教育者を目指す心構えを養い、幼稚園における学外指導を行う。また実習前の準備や、実習
後の反省に関する振り返りを行う。特に実習においては、幼稚園の現場を経験し、園児や教職員
と直に接し、子どもを指導するための心構えや様々な仕事の内容を体験し理解する。今まで大学
で学んだ理論や技術に加え、実際の教育現場における体験を通して、自己の子ども観や教育観を
深めていく。この授業は、アクテイブラーニング（実習、フィールドワーク）を含めて実施する
。実習は、幼稚園において原則20日間行う。

≪学生の到達目標≫
幼稚園の教育実習についての心構えや姿勢、準備など基本的なことを理解する。また、教育実習
における目的や内容、方法などを、幼稚園教育の特質を実際的に理解することができるようにな
ることや、現場での実習を振り返り、自己の保育・教育観の形成に役立たせる力を身につける。
また事後学習における振り返りに際してはICTを活用した資料作成に臨み、発表を通してプレゼ
ンテーション技能等の向上を目指す。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 実習指導についての概要の理解と実習生の態度
３. 実習の目的（内容の理解や実習への自覚と責任について）
４. 実習の方法（子どもの姿の予想や事前準備等について）
５. 幼稚園の理解（幼稚園教育要領の基本的理解）
６. 幼稚園の理解（子どもの発達の姿と保育内容について）
７. 実習目標の明確化と実習計画の作成
８. 模擬保育の実施（１）
９. 模擬保育の実施（２）
10. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
11. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
12. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
13. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
14. 実習園に対する理解（実習園の一日の流れ等について）
15. 実習への心構え（課題を深めることや目標の共有等について）
16. 実習先へのお礼状作成方法
17. 実習の振り返り
18. 幼稚園実習報告会（１）および個人面談
19. 幼稚園実習報告会（２）および個人面談
20. 幼稚園実習報告会（３）および個人面談
21. 幼稚園実習報告会（４）および個人面談
22. 幼稚園実習報告会（５）および個人面談
23. 幼稚園実習報告会（６）および個人面談
24. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
25. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
26. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
27. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
28. 幼稚園実習における自己評価
29. 幼稚園実習についてのまとめ
30. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
実習先からの評価や実習日誌（60％）、指導案やお礼状等の提出物（40％）

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
・文部科学省「幼稚園教育要領解説」フレーベル館・内閣府・文部科学省・厚生労働省「幼保連
携型認定こども園教育・保育要領解説」フレーベル館

≪事前・事後学習≫
事前学習：実習園について調べておくなど、実習における課題や目標などを明確にしておく。
事後学習：授業での学習の振り返りや、他学生と反省・課題などの情報交換を行い、自身の学び
を深める。

教育実習（小）
３年次
５単位（実習）
担当 ★野嶋　敏一, 藤田　善正

≪授業の概要≫
小学校の教育者を目指すための授業である。この授業は、アクティブラーニング(実習、フィール
ドワーク)を含め実施する。まず、教育実習に向けて各自が実習課題を設定して、子ども観や授業
への考え方を深める準備をする。続いて、小学校における20日間、160時間の教育実習に臨み、
子どもの学習や生活、また、指導者の指導方法の実態を観察しながら担当指導者の下、教育のあ
り方、各教科の指導方法について学ぶ。最後に評価表をもとに実習生活を振り返り、教師として
の姿を見つめる機会とする。

≪学生の到達目標≫
小学校教育実習で「先生」として子どもにかかわり、指導者の学級経営、教科等の指導の実際を
学びながら、小学校教育の現状や、子どもの実態、指導の方法等を把握する。さらに、自らの教
師としての資質を磨き、指導力を高めるためにはどうすればよいかを考えることができることを
目標とする。

≪授業計画≫
１. 小学校教育実習のオリエンテーション
２. 小学校実習対象児童理解Ⅰ　（低学年）
３. 小学校実習対象児童理解Ⅰ　（中学年）
４. 小学校実習対象児童理解Ⅰ　（高学年）
５. 学習指導要領についてⅠ
６. 学習指導要領についてⅡ
７. 実習課題の明確化と実習計画の作成
８. 学習指導の内容と方法Ⅰ
９. 学習指導の内容と方法Ⅱ
10. 実習にむけての演習Ⅰ　（指導案作成・模擬授業発表等）
11. 実習にむけての演習Ⅱ
12. 実習にむけての演習Ⅲ
13. 実習にむけての演習Ⅳ
14. 実習にむけての演習Ⅴ
15. 事前指導の総括
16. 小学校実習総括Ⅰ　(フィールドワークの視察・調査の課題設定)
17. 小学校実習総括Ⅱ
18. 小学校フィールドワークⅠ　(視察・調査に基づく成果報告書の作成)
19. 小学校フィールドワークⅡ
20. 小学校フィールドワークⅢ
21. 小学校フィールドワークⅣ
22. 小学校教育の現状と課題Ⅰ　(ICTの活用・外国語・プログラミング学習等)
23. 小学校教育の現状と課題Ⅱ
24. 小学校教育の現状と課題Ⅲ
25. 学習指導の教科等の内容と方法Ⅰ　(実習評価開示)
26. 学習指導の教科等の内容と方法Ⅱ
27. 小学校教育と教師の在り方Ⅰ　(グループワーク)
28. 小学校教育と教師の在り方Ⅱ
29. 小学校教育と教師の在り方Ⅲ
30. 全体総括

≪成績評価の基準・方法≫
実習先の評価・日誌等（40％）、授業での取り組みや記録・提出物等(60％)

≪授業で使用する教科書≫
・「小学校学習指導要領(平成29年告示)」東洋館出版社

≪参考書≫
・「小学校教育実習ハンドブック(改訂版)」大阪総合保育大学

≪事前・事後学習≫
事前学習：実習校での本実習を有意義なものにするために、実習の意義や心構えを学ぶ。　事後
学習：実習を振り返り、教職の魅力を感じとる。さらに「教職実践演習」の講義へとつないでい
く。
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知的障害者の心理・生理・病理
３年次
２単位（講義）
担当 ★高田　昭夫

≪授業の概要≫
基本的な医学的知識と知的障害の疾患の代表的なものについて深め、また合併する肢体不自由、
病弱領域も一部含めて述べる。
特に、知的障害児の中枢神経系の発達と病理について触れ、知的障害の定義や原因と分類、知的
障害児の心理学的特徴について学ぶ同時に、知的障害を伴う自閉症スペクトラム障害の心理的特
徴についても学ぶ。

≪学生の到達目標≫
大脳の解剖・生理の基礎的知識を学ぶ。知的障害の原因となる代表的な疾患を、合併する肢体不
自由、病弱領域も一部含めて理解する。知的障害者の心理について理解を深める。

≪授業計画≫
１. 人体の遺伝学と発生学
２. 大脳の解剖・生理（１）表面
３. 大脳の解剖・生理（２）中心部
４. 知的障害をきたす疾患（遺伝性疾患）
５. 知的障害をきたす疾患（染色体異常）
６. 知的障害をきたす疾患（胎芽病、胎児病、周産期疾患）
７. 知的障害をきたす疾患（難治てんかん）
８. 知的障害をきたす疾患（精神遅滞を伴う自閉症）
９. 知的障害者の知能の評価と特徴
10. 知的障害者の概念・思考の特徴
11. 知的障害者の学習能力の特徴
12. 知的障害者の性格・行動の特徴
13. 知的障害者の職業
14. 知的障害者の家族の心理
15. 総括・まとめ

≪成績評価の基準・方法≫
レポートや提出物（60％）、課題・小テスト（40％）として評価を行う。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前に、各回のテーマと関連した情報に関心を持ち、調べること。事後は授業内容と関連する書
籍などを読み、学びを深める事。

肢体不自由者の心理・生理・病理
３年次
２単位（講義）
担当 羽多野　わか

≪授業の概要≫
肢体不自由者の病態理解に必要な医学的基礎知識だけでなく、合併する知的障害や発達障害、最
近増加している医療的ケア児についても講義する。肢体不自由者の心理を概説し、当事者や家族
の支援の在り方をアクティブ・ラーニングを通して考える。また、脆弱ゆえに死を意識して生き
ていくことがどういうことか、死から生をみつめることを通して学ぶ。人生をより良く生きるた
めのアドバンスケアプランニング（ACP）についても紹介する。

≪学生の到達目標≫
病態理解に必要な医学的基礎知識、合併する知的障害や発達障害、医療的ケア児について理解を
深める。参考図書や講義、ディスカッションから当事者や家族の思い・考えを知る。死から生を
みつめることで、良く生きるとはどういうことかを自分なりに考えるとともに、どれが正しいと
いう正解を求めるのではなく多様な考えがあることを知る。

≪授業計画≫
１. 肢体不自由者をきたす神経疾患（脳性麻痺）
２. 肢体不自由者に多い合併症　（てんかん）
３. 肢体不自由者、重症心身障がい児者の生活の実際
４. 肢体不自由者の心理（当事者としての歩み）
５. 肢体不自由者と家族の心理的支援
６. 肢体不自由者へのリハビリについて
７. 正常発達の見方、正常からの逸脱について①
８. 正常発達の見方、正常からの逸脱について②
９. 児童発達支援について①（モンテッソーリ教育の哲学・理論）
10. 児童発達支援について②（モンテッソーリ教育の実践と障がい児への応用）
11. 児童発達支援について③（ホスピタルプレイスペシャリストの活動）
12. 医療的ケア児について
13. アドバンスケアプランニング①（ACP）
14. アドバンスケアプランニング②
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポートや提出物(６0％)、グループワークやディスカッションを含む授業への取組み姿勢（４0
％）として評価を行う。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
・東野圭吾「人魚の眠る家」幻冬舎文庫・渡辺一史「こんな夜更けにバナナかよ　筋ジス・鹿野
靖明とボランティアたち」文春文庫

≪事前・事後学習≫
参考図書などから当事者や家族の思いを知り学習に臨むのが好ましい。

48



病弱者の心理・生理・病理
３年次
２単位（講義）
担当 村上　佳津美

≪授業の概要≫
病弱者と言われる子どもが患っている病気の代表的なものについて、幼保育・学校の場で必要な
医学的知識について勉強する。同時に医療者との連携の仕方、園や学校でどのように看ていくい
くのか、彼らの心理状態、親の園・学校への要望などにどのように応えていくのかを学ぶ。

≪学生の到達目標≫
基本的な医学的知識を習得する。合併して出現する二次的障害、病児の心理、級友の反応などを
適切に受け止める能力を育てる。

≪授業計画≫
１. 感染症
２. 先天性疾患（１）
３. 先天性疾患（２）
４. 重症の慢性疾患
５. 軽度～中等度の慢性疾患
６. 致死的疾患
７. 病弱児の教室での言動
８. 発達障害
９. 発達障害の親への対応
10. 病弱児の自尊感情
11. 病弱児の将来を考える
12. 病弱児の家族（同胞も含め）との関わり
13. 発達障害を扱った映画鑑賞（レポート提出）
14. 身体的疾患を扱った映画鑑賞（レポート提出）
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポートや提出物（６０％）授業への取組み（４０％）で評価する

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
高校までの授業や本学での一般授業で習った身体や病気の知識を復習しておく。授業で習った内
容を思い出して、周囲や実習をする園・学校でできるだけ活用する。

知的障害教育論Ⅰ
３年次
２単位（講義）
担当 ★高田　昭夫

≪授業の概要≫
知的障害教育への素養を育む契機となるように、知的障害教育の歴史・制度、現状や特色と今日
的な課題、教育課程、個別の教育支援計画について講述する。

≪学生の到達目標≫
知的障害教育の歴史と現状と課題を知る。知的障害教育における教育課程と個別の教育支援計画
の実際を理解する。

≪授業計画≫
１. 知的障害教育の歴史
２. 知的障害教育の現状と課題（１）現状
３. 知的障害教育の現状と課題（２）課題
４. 知的障害教育の現状と課題（３）まとめ
５. 知的障害教育の教育課程（１）背景
６. 知的障害教育の教育課程（２）実際と展開①学習指導要領と教育課程
７. 知的障害教育の教育課程（３）実際と展開②自立活動
８. 知的障害教育の教育課程（４）課題
９. 知的障害教育の教育課程（５）まとめ
10. 知的障害教育における個別の教育支援計画（１）歴史的背景
11. 知的障害教育における個別の教育支援計画（２）実際と課題①個別の教育支援計画と教育
12. 知的障害教育における個別の教育支援計画（３）実際と課題②実態把握の方法
13. 知的障害教育における個別の教育支援計画（４）実際と課題③関係機関等との連携
14. 知的障害教育における個別の教育支援計画（５）個別の教育支援計画の作成演習
15. 総括、知的障害教育論Ⅱに向けて

≪成績評価の基準・方法≫
課題への取り組み・討議への参加状況40％、レポート提出60％によって総合的に判断する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
アクティブラーニングを多いに取り入れた講義形態による学び合いで実施するため、より学びを
深めるために事前準備、授業時の他者との交流、授業後の振り返り、自己評価が重要である。
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肢体不自由教育論Ⅰ
３年次
２単位（講義）
担当 ★高田　昭夫

≪授業の概要≫
肢体不自由教育への素養を育む契機となるように、肢体不自由教育の歴史、現状と課題、教育課
程について概説する。その上で、障害の状態を身体・知的側面などから多角的に把握し、適切な
指導と必要な支援を行うことを具体的な指導例と個別の指導計画の作成を取り上げて講述する。

≪学生の到達目標≫
肢体不自由教育の歴史と現状について総合的に学び、教育課程と指導の実際について基本的事項
を理解する。肢体不自由児の障害の状態と対応について理解し、説明することができる。

≪授業計画≫
１. 学校教育における肢体不自由児の実態
２. 肢体不自由教育の歴史と現状
３. 肢体不自由教育の実際―特別支援学校における教育の実際―
４. 肢体不自由教育の教育課程
５. 自立活動の指導
６. 個別の教育支援計画と個別の指導計画
７. 肢体不自由児の指導法（1）身体の動きの指導
８. 肢体不自由児の指導法（2）コミュニケーションの指導
９. 肢体不自由児の指導法（3）認知特性に対応した指導
10. 肢体不自由児の指導法（4）各教科の指導
11. 肢体不自由児のキャリア教育と移行支援
12. 個別の指導計画の作成（1）実態の把握と課題の整理
13. 個別の指導計画の作成（2）目標と指導内容の設定
14. 個別の指導計画の活用―学習指導案の作成とその評価―
15. 総括―授業の振り返りと肢体不自由児教育における重要事項の再確認

≪成績評価の基準・方法≫
課題への取り組み・討議への参加状況40％、レポート提出60％によって総合的に判断する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
アクティブラーニングを多いに取り入れた講義形態による学び合いで実施する。より学びを深め
るために事前準備、授業時の他者との交流、授業後の振り返り、自己評価が重要である。

病弱教育論
３年次
２単位（講義）
担当 丹羽　登, 平賀　健太郎

≪授業の概要≫
病弱教育への素養を育む契機となるように、病弱教育の歴史、現状と課題、教育課程、個別の教
育支援計画および指導の実際について講述する。

≪学生の到達目標≫
病弱教育の歴史と現状と課題を知る。病弱教育の教育課程について理解を深める。個別の教育支
援計画と指導計画の実際を理解する。

≪授業計画≫
１. 病弱教育の歴史
２. 病弱教育の現状と課題（１）現状
３. 病弱教育の現状と課題（２）課題
４. 病弱教育の教育課程（１）学習指導要領と教育課程
５. 病弱教育の教育課程（２）自立活動
６. 病弱教育の教育課程（３）教育実践の具体例
７. 復学を視野に入れた教育支援
８. 病弱教育の教育課程（４）課題とまとめ
９. 病弱教育における個別の教育支援計画（１）実態把握の方法
10. 病弱教育における個別の教育支援計画（２）関係機関等との連携
11. 病弱教育における個別の教育支援計画（３）個別の教育支援計画の作成演習
12. 病弱教育における個別の指導計画の説明と作成演習
13. 病弱児の指導の在り方と指導事例
14. 職業教育と進路指導
15. 情報機器等を活用した指導

≪成績評価の基準・方法≫
レポートや提出物（60％）、授業への取り組み（40％）として評価を行う。

≪授業で使用する教科書≫
・全国特別支援学校病弱教育校長会「病気の子どものための教育必携」ジアース教育新社　他、
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
各回の内容について講義前には概要を調べ、講義終了後は復習を行い、また関連書籍等を読み学
びを深めること。
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視覚障害者の心理・生理・病理
３年次
１単位（講義）
担当 村上　佳津美

≪授業の概要≫
視覚に関する医学的知識を学ぶ。視覚器の解剖・生理・機能など基本的知識を得た後、彼らの世
界をどのように理解するのか考える。

≪学生の到達目標≫
基本的な医学的知識を習得する。合併して出現する二次的障害、病児の心理を理解すると同時に
、級友の補助などの指導を自ら考えるようにする。

≪授業計画≫
１. 視覚の意味・多用な役割
２. 視覚器の解剖・生理
３. 視覚機能の評価
４. 視覚障害を引き起こす原因
５. 視覚障害になる病気
６. 感覚としての視覚の意味
７. 視覚障害の程度による対応の違い
８. ヘレン・ケラーに学ぶ視覚障害に関わる問題（映画『奇跡の人』を使用）

≪成績評価の基準・方法≫
レポートや提出物（６０％）授業への取組み（４０％）で評価する

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
自ら「盲」状態を経験してみる。視覚だけでなく他の感覚の重要性を自覚して生活していく。

聴覚障害者の心理・生理・病理
３年次
１単位（講義）
担当 安達　康貴

≪授業の概要≫
聴覚器官の解剖・生理、聴力検査法、聴力障害の原因疾患について講述する。また、聴覚障害者
の心理について概説する。

≪学生の到達目標≫
聴覚障害についての医学・心理学的な基本事項について理解する。聴覚障害者の心理について理
解を深める。

≪授業計画≫
１. 聴覚器官の解剖・生理
２. 聴力検査と診断法
３. 聴覚障害の原因疾患
４. 聴覚障害児の言語・認知発達
５. 聴覚障害児の学力と社会性の発達
６. 聴覚障害者の心理的問題
７. 聴覚障害者の自我発達と障害受容
８. 聴覚障害者の発達課題（家庭、学校、地域社会）

≪成績評価の基準・方法≫
レポートや提出物（60％）、授業への取り組み（40％）として評価を行う。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習として、聴覚情報の保障や学習環境の整備について、自らが支援者として必要だと考え
られる事柄を整理する。病理、生理、心理の観点から、聴覚障害について学習した後の事後学習
では、支援者が環境整備について抱きやすい誤解について整理し、全体の講義を通して学習する
前と後でどのように自らの認識が変化するか確かめ、聴覚障害者の適切な理解のためにどのよう
な障害理解が必要となるのか理解を深める。
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視覚障害教育論
３年次
１単位（講義）
担当 金森　裕治

≪授業の概要≫
実態把握に基づく視覚障害児の三大不自由（歩行・日常生活動作・文字処理）に対する指導内容
や指導方法について論じる。そして、視覚支援学校に在籍する児童生徒の実態（障害の重度重複
化・障害の多様化・少人数化等）と視覚障害教育の現状と課題にふれ、今後の視覚障害教育の在
り方について検討する。

≪学生の到達目標≫
１．視覚障害児の三大不自由に対する指導内容や指導方法（ICTの利活用・マルチメディアDAISY
等）について自立活動や他の教科・領域等との連携の必要性を学ぶ。　２．視覚障害教育の歴史
から視覚障害者の職業の現状について理解する。　３．視覚障害教育の現状と課題等に関する基
礎的な知識・理解を得る。

≪授業計画≫
１. 視覚障害の定義及び原因
２. 視覚障害教育の歴史
３. 視覚障害教育の教育課程の変遷
４. 視覚障害児の実態把握と指導法（視覚管理と障害受容）
５. 視覚障害児に対する文字の読み書き指導法（点字・マルチメディアDAISY等）
６. 視覚障害理解教育と実践事例
７. 視覚支援学校のセンター的機能と個別の指導計画・個別の教育支援計画等
８. 視覚障害教育の現状と課題（専門性の維持・継承等）、期末レポート提出

≪成績評価の基準・方法≫
評価はコミュニケーションカード・発表の内容・参加態度(80%)とレポート（20％）に基づいて
評価する

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・香川邦生「五訂版　視覚障害教育に携わる方のために」慶應義塾大学出版会・「視覚障害者介
護技術シリーズ１　初めての点訳」特定非営利活動法人　全国視覚障害者情報提供施設協会

≪事前・事後学習≫
事前に点字の基礎基本を理解しておくこと。毎回の「コミュニケーションカード（授業内容と質
問・疑問など）」の記載内容について事後学習を行う。

聴覚障害教育論
３年次
１単位（講義）
担当 杉田　律子

≪授業の概要≫
　聴覚障害の早期発見・早期療育は医学の進歩とともに年々変化する分野であるが、聴覚障害は
言語獲得に大きな影響を与え、「言語」はアイデンティティに深く係ることは変わりがない。そ
のため、この授業は、子どもの自我発達の観点から聴覚障害教育について考える契機となること
を期待したい。そのためにも、聴覚障害教育の歴史の変遷を学んだうえで、教育課程と内容、方
法について理解を深めて、聴覚障害教育の現状と課題について考える。また、聴覚障害児を取り
巻く教育と社会の今日的問題について学ぶ。

≪学生の到達目標≫
聴覚障害教育の歴史、教育課程と内容、方法の概要を理解し、聴覚障害教育の現状を知り、課題
について理解を深める。また、聴覚障害児を取り巻く教育と社会の今日的問題について問題意識
を持ち、解決に向けた考察を深めることを目標とする。

≪授業計画≫
１. 聴覚障害の概要と子どもの発達への影響
２. 聴覚障害教育の歴史
３. 聴覚障害教育の教育課程
４. 聴覚障害教育の実際①障害の理解
５. 聴覚障害教育の実際②言語指導
６. 聴覚障害教育の実際③学習支援
７. 聴覚障害教育の実際④自立活動
８. 聴覚障害児の心理的援助と個別の指導計画

≪成績評価の基準・方法≫
　授業内に実施する実施する単元ごとの課題（40％）と事前学習課題(20％）、最終授業内で実
施するまとめの課題（40％）で評価を行う。
　単元ごとの課題は、既知の用語や理論や、教授した内容の理解度を問う選択肢や単語で回答、
短文でまとめる。まとめの課題は、文献を活用しながら、基本的事項の理解度を、また問題提起
した教育的課題については基本的な理論をもとにして自らの意見を論述する形式で行う。

≪授業で使用する教科書≫
・守屋國光「特別支援教育総論ー歴史、心理、整理・病理、教育課程・指導法、検査法ー」風間
書房

≪参考書≫
・玉村公二彦ら「キーワードブック特別支援教育」クリエイツかもがわ・伊丹昌一「インクルー
シブ保育論」ミネルヴァ書房

≪事前・事後学習≫
　集中講義となるため、事前にテキストの聴覚障害に関する章をよく読んでおくこと、また振り
返りのレポートに真摯に取り組むこと。
　また、この分野の理解するには、子どもの発達についての理解が不可欠です。子どもの定型発
達、特に言語発達、また、エリクソン、ピアジェの理論など基本的は発達理論についても復習し
ておいてください。
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社会学
４年次
２単位（講義）
担当 佐川　宏迪

≪授業の概要≫
私たちは、教育について考える際、どのような教育実践が「望ましいのか」といった発想をして
しまいがちである。しかしながら、そうした発想から距離をとり、冷静にまた批判的に教育現象
をとらえることは不可欠であり、教育現場の諸問題に対応する際にも求められる。こうした姿勢
を身につけることを目指し、この講義では、私たちが経験してきた身近な教育現象のメカニズム
を社会学の視点から解読していく（授業の計画や授業内容等は受講者の状況等をかんがみて調整
・変更することがある。またゲストを招聘することがある。）。

≪学生の到達目標≫
本科目は、これまで社会学にふれる機会のなかった学生を念頭に置いて展開する。したがって、
まずは（教育）社会学的な発想・視点とはどのようなものであるのかを理解することを目標とす
る。そのうえで、さらに身の回りの教育現象を社会学的な視点から論じることができるようにな
ることを目指す。

≪授業計画≫
１. 授業計画および内容、評価方法の説明、次回以降に向けての準備等
２. 教育現象を社会学的な視点からとらえるとはどのようなことかを考える
３. 「能力がある」とはどういうことかについて考える
４. 能力があるから就職できるのか、学歴があるから就職できるのかを考える
５. 「コミュニケーション力」や「コネ」について考える
６. 学校に適応できることと文化との関係について考える
７. 「反学校文化」はいかにして形成されるのかを考える
８. 「ヤンチャな生徒」との関わりについて教師の実践に目を向けつつ考える
９. 教師の多忙化の問題について考える
10. いじめ問題について社会学の視点から考える
11. 学校のアジールという視点から保健室をとらえる
12. 「発達障害」のように児童・生徒の問題を医療の対象ととらえることについて考える
13. 教育や子どもの「問題」を語ることがはらむ危うさについて考える
14. 不登校や高校中退を経験した生徒を受け入れる学校として定時制高校をとらえる
15. 教師のリアリティについて考える

≪成績評価の基準・方法≫
期末レポート（100%）によって評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・酒井 朗, 中村 高康 , 多賀 太「よくわかる教育社会学」ミネルヴァ書房・長谷川 公一, 浜 日出夫, 
藤村 正之 , 町村 敬志「社会学 (New Liberal Arts Selection)」有斐閣

≪事前・事後学習≫
配布資料や参考文献に沿って、毎回の授業内容を復習する。また、次回の講義に関連するトピッ
クについて、自身の関心に沿って調べておく。あわせて2時間程度を要する。

生活環境論
４年次
２単位（講義）
担当 ★大脇　万起子

≪授業の概要≫
生活環境を、地球環境および社会的環境という２つの視点から学ぶ。この２つの生活環境につい
て、保育や教育の専門職者として子ども達の生命および健康を養護するとともに、子ども達が自
らの生命および健康を維持・促進できる教育をできるための知識を学ぶ。

≪学生の到達目標≫
1) 地球環境および社会的環境について、基礎的な知識を習得する。
2) 地球環境および社会的環境について、子どもの発達レベルに応じた教育ができる技術を習得す
る。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション／コロナ禍の子ども達の生活について
２. 地球環境（1）：地球温暖化・気候変動・オゾン層の破壊・酸性雨・塩害
３. 地球環境（2）：砂漠化・森林破壊・海洋汚染・海洋ゴミ問題・水質汚染
４. 地球環境（3）：農業汚染・人口爆発・水資源の危機・食糧問題・生態系への影響
５. 地球環境（4）：外来種の侵入・ゴミの埋め立て・放射性廃棄物・土壌汚染・エネルギー
６. 地球環境（5）：採掘による有害物質・二酸化炭素の排出・大気汚染・騒音・自然災害
７. 社会的環境（1）：生活環境の概念と論点
８. 社会的環境（2）：生活と福祉の施策をめぐる動向と現状
９. 社会的環境（3）：地域における生活環境整備①
10. 社会的環境（4）：地域における生活環境整備②
11. 社会的環境（5）：居住環境の整備①
12. 社会的環境（6）：居住環境の整備②
13. 社会的環境（7）：福祉用具・社会生活用具等による生活支援①
14. 社会的環境（8）：福祉用具・社会生活用具等による生活支援②
15. 社会的環境（9）：福祉用具・社会生活用具等による生活支援③

≪成績評価の基準・方法≫
毎回小テスト（75%：5＊15）、授業への取り組み姿勢（25％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・木村哲彦　監「生活環境論　ー生活支援の視点と方法ー」医歯薬出版

≪事前・事後学習≫
事前学習：毎回の授業前に指示する
事後学習：毎回の返却テスト・資料の見直し
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総合保育論
４年次
２単位（講義）
担当 ★大橋　喜美子

≪授業の概要≫
各履修者が、学びの総括のひとつとして、総合保育の視点から整理し、乳幼児期の保育のあり方
、その支援のあり方について広い視野からとらえ直すことを目的とする。乳幼児を取り巻く諸問
題と保育教育の諸課題にせまる多様な学問的アプローチを提示解説し、保育所、幼稚園、こども
園と小学校の接続の問題と実状を踏まえ、保育実践を創造することに取り組む。また、乳幼児の
生活や健康に関わる諸問題をとりあげ、保育実践の最新研究と課題を学んだうえで「総合保育の
視点」とはどのようなものか、各履修者が考える内容を共有する。

≪学生の到達目標≫
１．現代の保育や教育の問題についての認識を深める。２． 乳幼児にかかわる専門職の仕事の意
義と今日的課題を述べる。３． １．２．に関して、コメントシート記入に際し、実習やインター
ンシップでの現場経験を振り返り、自分の課題を志向し記述する。

≪授業計画≫
１. 乳幼児の施設における保育
２. 少子化社会における諸問題と保育
３. 幼保一体化に向かう乳幼児の保育
４. 保育要領から学ぶ保育カリキュラムの歴史
５. 保育内容５領域とは何か
６. 保育実践を創造する：全体的な保育の計画、教育課程と指導計画①
７. 保育実践を創造する：全体的な保育の計画、教育課程と指導計画②
８. 幼保と小学校の接続の問題と実際
９. 乳幼児の生活と健康と心の諸問題
10. 乳幼児と保育の最新研究と課題①保育者のキャリア形成
11. 保育の最新研究と課題②乳児の保育　ねらいと内容
12. 保育の最新研究と課題③乳児の保育　援助のタイプ
13. 子ども・子育て支援新制度とさまざまな地域における子育て支援
14. 父母の働き方や生活と保育の問題
15. ①乳幼児を支援する②総合保育の視点（レポート作成と共有）

≪成績評価の基準・方法≫
講義・授業内容についてのコメントシート記述（70％）、およびレポート提出と内容（30％）で
評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・大橋喜美子「保育のこれからを考える保育･教育課程論」教育情報出版

≪参考書≫
・「・厚生労働省「子どもを中心に保育の実践を考える～保育所保育指針に基づく保育の質向上
に向けた実践事例集～」厚生労働省HP 内>５保育所保育指針関係に掲載．」・「社会福祉法人日
本保育協会 監修／大方美香 編著「失敗から学ぶ　保護者とのコミュニケーション（保育わかばＢ
ＯＯＫＳ）」中央法規」・戸江茂博　編著「保育カリキュラムの基礎理論　ー教育課程・全体的
な計画の学び」あいり出版　他、適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習は、教科書や毎回の参考資料を読み、保育実践上の課題が何かを理解し準備する。事後
学習は、授業内容を整理したうえで、各自の実践者としての課題を論述メモとしてまとめる。

家庭支援論
４年次
２単位（講義）
担当 佐伯　知子

≪授業の概要≫
現代社会における保育者の役割は多様化し、家庭支援をめぐっても高度な専門性が求められてい
る。この授業では、多様な事例について討議をしながら、現代社会の家庭を取り巻く状況を理解
し、さまざまなニーズに応じた支援のあり方について考える。

≪学生の到達目標≫
・家庭を取り巻く歴史的・社会的状況について理解する。・子育て家庭への支援体制について理
解する。・討議を通じて、自分自身の考えを他者に伝える力、多様な価値観を受け入れる姿勢を
身につける。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 家庭支援とは何か
３. 家庭を取り巻く歴史的状況
４. 家庭を取り巻く社会的状況①
５. 家庭を取り巻く社会的状況②
６. 家庭を取り巻く制度的状況
７. 子育て家庭への支援体制①
８. 子育て家庭への支援体制②
９. 保育所入所児童の家庭への支援①
10. 保育所入所児童の家庭への支援②
11. 地域子育て家庭への支援①
12. 地域子育て家庭への支援②
13. 諸外国の事例①アジア
14. 諸外国の事例②欧米
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業に取り組む姿勢（50％）、レポート等の提出物（50%）。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
・日ごろから新聞を読むなどして時事問題に関心を向け、自分の考えを明確にする努力をするこ
と。
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保育内容総論
４年次
１単位（演習）
担当 武田　淳

≪授業の概要≫
子どもの生活は遊びであり、遊びながら総合的に心身が発達していく。「保育内容」とは、幼稚
園や保育所において保育の目標を達成するために展開されるすべての内容を意味するものであり
、その内容は「健康・人間関係・環境・言葉・表現」の５つの領域で示されている。各領域ごと
の内容がこの科目を通して総合的に関連づけられるよう示唆するとともに、子ども理解、保育方
法、内容の歴史的変遷等を学びながら、現代の保育を理解し、授業内でのディスカッション、グ
ループワークを通して現場が抱える課題について考察することを目指していく。

≪学生の到達目標≫
各領域を総合的に理解し、保育の全体構造の理解に基づいて、実践に即した子どもの理解や保育
方法について総合的に捉える視点を養い、また理解する。①幼児教育の基本を踏まえ、幼児教育
、子ども、その指導に対する考え方を理解する。②保育の歴史的な流れを踏まえ、現在の保育内
容を理解する。③子どもを取り巻く社会環境、家庭環境を理解し、幼児教育の在り方を考察でき
るようになる。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 保育内容を総合的にとらえる（幼児教育の基本）
３. 保育内容を総合的にとらえる（保育思想1）
４. 保育内容を総合的にとらえる（保育思想2）
５. 幼児の発達を理解する
６. 幼児の発達（環境構成と指導）
７. 保育の変遷を理解する（戦前）
８. 保育の変遷を理解する（戦後1）
９. 保育の変遷を理解する（戦後2）
10. 保育の変遷を理解する（現在）
11. 現代保育の課題を考える（社会環境）
12. 現代保育の課題を考える（保護者理解）
13. 現代保育の課題を考える（保育の多様性）
14. 保育環境への実践と考察
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
学期末レポート（50％）
授業内の小課題、授業への取り組み（50％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・民秋言・狐塚和江・佐藤直之「新保育ライブラリ保育内容総論」北大路書房

≪事前・事後学習≫
授業の都度資料を配布するのでそれを含め復習を行うこと。

在宅保育
４年次
２単位（講義）
担当 佐伯　知子

≪授業の概要≫
家庭訪問保育は、乳幼児の生活の基盤である家庭で保育を行うという点で、保育所をはじめとす
る施設型の集団保育とは異なっている。この授業では、家庭訪問保育についての基本的な考え方
や、職務を遂行する上で必要となる具体的事柄について、グループワークを交えつつ学んでいく
。家庭訪問保育者として必要な知識や技術を習得するだけでなく、保育ニーズが多様化する現代
において家庭訪問保育に求められることは何なのか、自分なりに考えを深めていってほしい。

≪学生の到達目標≫
①家庭訪問保育の役割や法的責任について知る。②家庭訪問保育者として必要な知識や技能を身
につける。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 家庭訪問保育とは何か
３. 家庭訪問保育の実際
４. 家庭的保育の基礎（１）乳幼児の発達と心理
５. 家庭的保育の基礎（２）食事と栄養
６. 家庭的保育の基礎（３）小児保健
７. 小括
８. 安全の確保とリスクマネジメント（１）事故予防
９. 安全の確保とリスクマネジメント（２）応急手当
10. 安全の確保とリスクマネジメント（３）職業倫理
11. 子ども虐待
12. さまざまな家庭訪問保育（１）産後ケア
13. さまざまな家庭訪問保育（２）障害児保育
14. さまざまな家庭訪問保育（３）その他
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業に取り組む姿勢（50％）、ワークの成果および提出物（50%）。

≪授業で使用する教科書≫
・公共社団法人　全国保育サービス協会「家庭訪問保育の理論と実際」中央法規

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
・事前学習：教科書の指定された章を熟読すること。
・事後学習：実践に役立てられるよう、くり返し復習すること。
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道徳教育の理論と実践
４年次
２単位（講義）
担当 藤田　善正

≪授業の概要≫
学校だけでなく、家庭や地域を含めた教育全体において、道徳教育がなぜ必要であるのかという
ところから掘り起こし、人間がよりよく生きようとする事実こそが道徳教育であることを明らか
にする。その上で、（１）日本における道徳教育の歴史や最新の動向を概観する。（２）小学生
の児童に有効な「道徳科」の指導方法を発達の視点を踏まえて理解させる。（３）グループワー
クを通して学習指導案を作成し、アクティブラーニングを伴う模擬授業を通して、道徳授業の実
際を知る。

≪学生の到達目標≫
（１）人間の成長にとって、道徳教育が必要な理由を把握させ、小学生の児童に有効な指導方法
を発達の視点を踏まえて理解させる。（２）道徳教育と道徳科の関連を理解させ、モデル授業・
資料分析などを通して、学習指導案を書けるようにする。（３）学習指導案をもとにして、模擬
授業を行い、成果と課題を知る。

≪授業計画≫
１. 今こそ必要　道徳教育　日本の子どもと教職員の現状から
２. 日本における道徳教育の歴史
３. 道徳教育の最新の動向
４. 道徳性の発達をふまえた道徳教育
５. 道徳科の導入・展開・終末
６. 教材分析に基づいた発問研究
７. 発問作成演習（グループワーク）
８. 道徳の学習指導案・教具の作成（グループワーク）（１）
９. 道徳の学習指導案・教具の作成（グループワーク）（２）
10. 道徳の学習指導案・教具の作成（グループワーク）（３）
11. 模擬授業と考察（アクティブラーニングを伴う）（１）
12. 模擬授業と考察（アクティブラーニングを伴う）（２）
13. 模擬授業と考察（アクティブラーニングを伴う）（３）
14. 模擬授業と考察（アクティブラーニングを伴う）（４）
15. 総括（まとめ）

≪成績評価の基準・方法≫
まとめのレポート50％　学習指導案・模擬授業・授業中の発表等を総合したもの50％を合わせて
評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・藤田善正「道徳教育の理論と実践（自作教材）」なし

≪参考書≫
・藤田善正「考えることが楽しくなる道徳の授業」日本教育研究センター・藤田善正「小学校道
徳科の新たな課題に挑む」日本教育研究センター

≪事前・事後学習≫
「道徳教育の理論と実践」（自作教材）を授業の最初に配布するので、事前・事後学習として読
むことで、講義内容をより深く学ぶことが可能になる。また、講義の中で上記以外にも参考文献
等を紹介する。

幼児理解
４年次
２単位（講義）
担当 ★三輪　よし子, 清田　岳臣

≪授業の概要≫
幼児理解は、幼稚園教育のあらゆる営みの基本となるものである。本講義では、幼児理解のため
の基礎となる心身の発達について学ぶとともに、幼児理解を深めるための基礎的な態度、方法を
講義およびグループワークを通じて学習する。

≪学生の到達目標≫
幼稚園における幼児の生活や遊びの実態に即して、幼児の発達や学び及びその過程で生じるつま
ずき、その要因を把握するための原理や対応の方法を考えることができる。

≪授業計画≫
１. ヒトの進化の変遷と発育、成熟および発達
２. 形態の発達
３. 身体機能の発達
４. 運動の発達
５. 運動の学習
６. 感覚、知覚、認知の発達
７. 子どもと環境
８. 子どもと遊び（遊びの定義・集団での遊び）
９. 子どもと遊び（遊びの援助）
10. 子ども理解とカウンセリングマインド①（自己理解）
11. 子ども理解とカウンセリングマインド②（他者理解）
12. 子育ての支援と相談および保護者への対応
13. 子ども理解と記録（観察法など）
14. 子ども理解に基づく保育者の援助①遊び場面の事例から
15. 子ども理解に基づく保育者の援助②生活場面の事例から

≪成績評価の基準・方法≫
グループワークの成果40％、まとめのレポート60％

≪授業で使用する教科書≫
・「「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領
解説」」

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
【事前学習】：「保育所保育指針解説」「幼稚園教育要領解説「幼保連携型認定こども園教育・
保育要領解説」をよく読んでおくこと。【事後学習】：授業内容を問うレポートを課します。
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教職実践演習（幼・小）
４年次
２単位（演習）
担当 ★東城　大輔, ★野嶋　敏一

≪授業の概要≫
教員として必要な教科・教職に関する知識技能を習得するために、①使命感や社会性等の意義と
見識に関する事項、②幼児・児童理解や学級経営等に関する事項、③教科・保育内容等の指導力
に関する事項の取り組みを中心に、現場の視点を取り入れ、実践的な演習等を中心に展開する。
この授業は、アクテイブラーニング（実習、フィールドワーク）を含めて実施する。

≪学生の到達目標≫
教職課程の個々の科目の履修により習得した専門的な知識・技能を基に、教員としての使命感や
責任感、教育的愛情がいかに重要であるか認識し、教科指導、生徒指導等の職務を実践できる資
質能力を高めるように努め、教員として必要な知識技能を習得する。

≪授業計画≫
１. 履修カルテを用いた今までの学修の振り返り
２. 教職の意義や教員の役割・職務内容等について
３. 「目指す教師像」について
４. 社会人としての教師、社会性や人間関係能力について
５. 幼児・児童理解と学級経営について
６. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
７. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
８. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
９. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
10. 教職員の服務（コンプライアンス）について
11. 学校現場を意識した授業作り（模擬授業）
12. 幼稚園現場を意識した保育展開（模擬保育）
13. 学級通信・クラスだよりの作成の手順
14. 学級通信・クラスだよりの作成
15. 総括（まとめ）

≪成績評価の基準・方法≫
成果報告書を含む課題などの提出物（50％）
模擬授業・模擬保育における実技やレポート評価（50％）

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
・文部科学省「幼稚園教育要領解説」フレーベル館・厚生労働省「保育所保育指針解説」フレー
ベル館・内閣府・文部科学省・厚生労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」フレ
ーベル館・文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年告示）」東洋館出版

≪事前・事後学習≫
事前学習：今まで自分自身が履修した教職課程の振り返りを行い、資料や教科書などを通読する
こと。
事後学習：習得した知識・技能を実践の場で発揮できるように自分自身で整理しまとめ実践に活
かす意識をもつこと。

知的障害教育論Ⅱ
４年次
２単位（講義）
担当 ★高田　昭夫

≪授業の概要≫
知的障害者の心理学的な側面に触れ、その障害のある幼児児童をどのように理解するべきかの基
本を述べる。また、知的障害に関するアセスメントについて理解を深めるとともに、アセスメン
トを活用した支援、知的障害児 の支援において中心となっている理論と支援の方法についても理
解を深める。
授業は講義を中心に行うが、映像の視聴やグループでの支援計画の作成など演習を取り入れて行
う。　

≪学生の到達目標≫
知的障害教育の実際を知る。知的障害教育における独自性について理解を深める。今後の知的障
害児への保育・教育について考える事ができるようになる。

≪授業計画≫
１. 知的障害教育における個別の指導計画の説明と作成演習
２. 知的障害児の指導法と指導事例（１）教科指導
３. 知的障害児の指導法と指導事例（２）健康の保持
４. 知的障害児の指導法と指導事例（３）心理的な安定
５. 知的障害児の指導法と指導事例（４）人間関係の形成
６. 知的障害児の指導法と指導事例（５）環境の把握
７. 知的障害児の指導法と指導事例（６）身体の動き
８. 知的障害児の指導法と指導事例（７）コミュニケーション
９. 知的障害児の指導法と指導事例（８）領域・教科を合わせた指導
10. 知的障害児の指導法と指導事例（９）職業教育と進路指導
11. 知的障害児の指導法と指導事例（10）情報機器の活用
12. 知的障害児の指導法と指導事例（11）家庭との連携
13. 知的障害児の指導法と指導事例（12）地域との連携
14. 知的障害児の指導法と指導事例（13）関係機関等との連携
15. 総括―授業の振り返りと知的障害教育における重要事項の再確認―

≪成績評価の基準・方法≫
レポートや提出物（60％）、課題・小テスト（40％）として評価を行う。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
各授業は前時までの講義内容が理解できていることを前提に行うので復習をする事を望む。
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肢体不自由教育論Ⅱ
４年次
２単位（講義）
担当 ★大脇　万起子

≪授業の概要≫
肢体不自由児の教育実践に必要と考えられる、肢体不自由児の特性理解に繋がる発達および障害
特性に関する知識を踏まえ、教育的対応技術について講義を行う。また、事例を用い、教育的支
援に必要な要素について、具体的な検討も行う。

≪学生の到達目標≫
1) 肢体不自由児の教育実践に必要と考えられる、肢体不自由児の特性理解に繋がる発達および障
害特性に関する知識を習得する
2) 肢体不自由児への教育的対応技術を理解する

≪授業計画≫
１. オリエンテーション／肢体不自由教育の実際
２. 肢体不自由の病理と教育的対応（1）：脳性まぴ
３. 肢体不自由の病理と教育的対応（2）：脊髄の障害
４. 肢体不自由の病理と教育的対応（3）：筋肉の疾患・障害
５. 肢体不自由の病理と教育的対応（4）：骨・関節の疾患・障害
６. 肢体不自由児の発達と心理
７. 肢体不自由児の障害特性と心理
８. 自立活動の指導
９. 身体の動きの指導
10. コミュニケーションの指導
11. 各教科の指導
12. 重複障害児の理解
13. 重複障害児の指導
14. キャリア教育と進路指導
15. 新たな取り組みと今後の課題

≪成績評価の基準・方法≫
毎回小テスト（75%：5＊15）、授業への取り組み姿勢（25％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・川間健之介　他「肢体不自由児の教育」放送大学教育振興会

≪事前・事後学習≫
事前学習：3年次で受講した「肢体不自由教育論Ⅰ」の復習
事後学習：毎回の返却テスト・資料の見直し

重複障害者等の心理・生理・病理
４年次
１単位（講義）
担当 ★高田　昭夫

≪授業の概要≫
重複障害児、情緒障害児、言語障害児、発達障害児の病態理解のために必要な基本的知識につい
て述べ、医療的ケアの必要な子どもへの対応も解説する。また、重複障害児、情緒障害児、言語
障害児、発達障害児の心理について述べる。

≪学生の到達目標≫
重複障害児、情緒障害児、言語障害児、発達障害児の病態理解のために必要な基本的知識につい
て学ぶ。重複障害児、情緒障害児、言語障害児、発達障害児の心理について理解を深める。

≪授業計画≫
１. 重複障害児の生理・病理
２. 情緒障害児の生理・病理
３. 言語障害児の生理・病理
４. 発達障害児の生理・病理
５. 重複障害の定義と種類
６. 重複障害児の心理
７. 情緒障害の定義と種類
８. 情緒障害児の心理
９. 言語障害、発達障害と神経心理学
10. 言語障害の定義と種類
11. 言語障害児の心理
12. LDの定義とLD児の心理
13. ADHDの定義とADHD児の心理
14. 高機能自閉症等の定義とその特徴
15. 発達障害児の心理的評価とまとめ

≪成績評価の基準・方法≫
課題への取り組み・討議への参加状況40％、レポート提出60％によって総合的に判断する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
アクティブラーニングを多いに取り入れた講義形態による学び合いで実施するため、より学びを
深めるために事前準備、授業時の他者との交流、授業後の振り返り、自己評価が重要である。
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重複障害等教育論
４年次
１単位（講義）
担当 須田　正信

≪授業の概要≫
特別支援学校の教育においては、二つ以上の障害を併せ有する児童生徒の比率が多くなっている
。この授業においては重複障害のある児童生徒の理解を深めると共に、学校教育における指導・
支援の在り方について学ぶ。重複障害児者の教育課程や授業の工夫・ＩＣＴの活用など、学習指
導案の作成や個別の指導計画について検討する。毎回の授業テーマに基づいてＤＶＤ等の映像視
聴を行い、授業の振り返りシートの記載を求める。

≪学生の到達目標≫
１．障害児者の置かれた歴史的経緯から重複障害児者の教育の意義を理解すること。２．重複障
害児者の学校教育における教育課程と指導・支援の工夫について理解すること。３．自立活動に
おける「6区分27項目」から指導内容や授業の展開を工夫して、実際の模擬授業に生かせること
ができること。４．重複障害者が置かれている教育・福祉・医療等の課題を整理し、個別の教育
支援計画から個別の指導計画の必要性を理解し、活用に向けた演習ができること。

≪授業計画≫
１. 特別支援教育の推進と重複障害教育における課題　「障害者の権利条約等」
２. 重複障害教育と障害の受容及び保護者の心情を考える　「レット症候群の子どもと母親」
３. 重複障害教育とその歴史　「重複障害者に対する学校教育の在り方」
４. 重複障害児者の実態把握の方法と教育課程の工夫　「自立活動の内容・区分」
５. 重複障害児者の教育指導について　「様々な障害を併せ有する教育指導の在り方」
６. 重複障害者のコミュニケーション支援方法「情報機器やＩＣＴの活用」
７. 重度・重複障害児者の特別支援学校における医療的ケア等における医療との連携について
８. 重度・重複障害児者への摂食指導と食育について　「実技指導」
９. 重度・重複障害児者の訪問教育の実際と健康管理について
10. 知的障害と肢体不自由を併せ有する子どもの授業の実践事例　「あさの会の演習」
11. 知的障害と自閉症を併せ有する個別の指導計画の実践事例　「ロールプレイ」
12. 肢体不自由と学習障害（ＬＤ）を併せ有する子どもの授業の実践事例
13. 視覚障害・聴覚障害を併せ有する子どもの子どもの授業の工夫
14. 知的障害と視覚障害のある子どもの授業の実践事例
15. 重複障害児者と社会参加を考える

≪成績評価の基準・方法≫
①毎回の「授業振り返りシート」と授業参加５０％、②課題レポート２0％、③課題試験３０％

≪授業で使用する教科書≫
・「・文部科学省「平成30年3月特別支援学校学習指導要領「自立活動編」」文部科学省」

≪参考書≫
・須田正信編「・須田正信編「基礎からはじめるインクルーシブ教育の実践」明治図書（2011）
」明治図書出版

≪事前・事後学習≫
事前学習；テキスト「重複障害教育」から事前に予習すること。事後学習；毎回の「振り返りシ
ート」の記述内容から事後を振り返ること。

教育実習（特支）
４年次
３単位（実習）
担当 ★高田　昭夫, 三木　裕子

≪授業の概要≫
支援が必要な児童生徒の理解（実態把握）の方法と、具体的支援の方法を実践的に学ぶ。教育実
習に向けて各自が実習課題を設定し、子ども観や題材感、授業への考え方を深める準備をする。

≪学生の到達目標≫
講義を通して学んできた特別支援教育の理念を、教育実践につなぐことを目的とする。自らの教
師としての資質を磨き指導力を高めるにはどうすれば良いかを考えることができるようになる。

≪授業計画≫
１. 特別支援学校教育実習のオリエンテーション
２. 特別支援教育の現状と課題
３. 特別支援学校の経営・障害のある子どもの理解
４. 教育的ニーズに対応した指導（1）
５. 教育的ニーズに対応した指導（2）
６. 個別の指導計画・個別の教育支援計画について
７. 学習指導案の作成（1）
８. 学習指導案の作成（2）
９. 障害のある子どもの観察と記録
10. 観察のポイントと記録の方法（1）
11. 観察のポイントと記録の方法（2）
12. 観察のポイントと記録の方法（3）
13. 教育実習体験報告書作成（1）
14. 教育実習体験報告書作成（2）
15. 教育実習の総括
16. 学生の個別指導（1）
17. 学生の個別指導（2）
18. 学生の個別指導（3）
19. 学生の個別指導（4）
20. 学生の個別指導（5）
21. 学生の個別指導（6）
22. 学生の個別指導（7）
23. 学生の個別指導（8）
24. 学生の個別指導（9）
25. 学生の個別指導（10）
26. 学生の個別指導（11）
27. 学生の個別指導（12）
28. 学生の個別指導（13）
29. 特別支援学校教育実習のまとめ（1）
30. 特別支援学校教育実習のまとめ（2）

≪成績評価の基準・方法≫
実習勤務態度、指導計画、指導技術、児童生徒に対する態度、集団活動の把握と指導、学級経営
の理解と参加、実習記録の整理、の７項目で評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
実習校での実習をより有意義なものにするために、実習の意義や心構えを学ぶ。事後は実習を振
り返り、支援教育の魅力を感じ取る。今後の実践に活かしていく。

59



卒業論文Ⅱ
４年次
４単位（演習）
担当 佐伯　知子, ★東城　大輔, 深田　直子, ★高田　昭夫, 谷口　康

祐, 金重　利典, ★藪　一裕, 井岡　瑞日, ★春高　裕美, 清田　
岳臣, 要　正子, ★赤井　利行, 渡辺　俊太郎, ★野嶋　敏一, ★
武部　浩和, ★田窪　豊, 浅野　孝平, 平野　俊一朗, ★松岡　宏
明, ★藤田　朋己, 杉本　孝美

≪授業の概要≫
学生自身にとって最も関心のあるテーマを卒業論文のテーマとして設定し、それを探究するにふ
さわしい方法論を使って卒業論文の完成をめざす。これまでの学修や経験を通して獲得した知識
、技能の集大成として、担当教員の指導の下、研究成果を所定の時期までに提出できるよう、指
導する。

≪学生の到達目標≫
数ある関心の中から自分にとって最も意味ある関心に絞り込み、自分の卒業論文のテーマにふさ
わしい方法論を使って、卒業論文をまとめることができる。卒業論文の執筆を通して保育者及び
教育者のあり方を真剣に考え、その責任の重さとやりがいを実感し、自らの進路を切り拓くこと
ができる。

≪授業計画≫
１. 卒業論文Ⅱの進め方―オリエンテーション
２. 卒業論文の書き方について概説
３. 発表の仕方、討議の仕方について概説
４. 演習参加者の関心を出し合い、討議
５. 演習参加者の卒業論文の構想発表（１）
６. 演習参加者の卒業論文の構想発表（２）
７. 演習参加者の卒業論文の構想発表（３）
８. 演習参加者の卒業論文の構想発表（４）
９. 演習参加者の卒業論文の構想発表（５）
10. 演習参加者の卒業論文の構想発表（６）
11. 演習参加者の卒業論文の構想発表（７）
12. 演習参加者の卒業論文の構想発表（８）
13. 演習参加者の卒業論文の構想発表（９）
14. 演習参加者の卒業論文の構想発表（10）
15. 総括
16. 卒業論文の書き方についての具体的な解説
17. 演習参加者の卒業論文の草稿の発表（１）
18. 演習参加者の卒業論文の草稿の発表（１）
19. 演習参加者の卒業論文の草稿の発表（１）
20. 演習参加者の卒業論文の草稿の発表（１）
21. 演習参加者の卒業論文の草稿の発表（１）
22. 演習参加者の卒業論文の草稿の発表（１）
23. 演習参加者の卒業論文の草稿の発表（１）
24. 演習参加者の卒業論文の草稿の発表（１）
25. 演習参加者の卒業論文の草稿の発表（１）
26. 演習参加者の卒業論文の草稿の発表（１）
27. 演習参加者の卒業論文の草稿の発表（１）
28. 卒業論文の提出の心得
29. 卒業論文発表会
30. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
卒業論文の内容５０％、卒業論文発表会の内容３０％、構想・草稿発表２０％

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
計画的に粘り強く卒業論文を執筆し、推敲に推敲を重ねること。

教育実習（幼）
４年次
５単位（実習）
担当 ★東城　大輔, ★三輪　よし子

≪授業の概要≫
幼児教育者を目指す心構えを養い、幼稚園における学外指導を行う。また実習前の準備や、実習
後の反省に関する振り返りを行う。特に実習においては、幼稚園の現場を経験し、園児や教職員
と直に接し、子どもを指導するための心構えや様々な仕事の内容を体験し理解する。今まで大学
で学んだ理論や技術に加え、実際の教育現場における体験を通して、自己の子ども観や教育観を
深めていく。この授業は、アクテイブラーニング（実習、フィールドワーク）を含めて実施する
。この授業は、アクテイブラーニング（実習、フィールドワーク）を含めて実施する。実習は、
幼稚園において原則20日間行う。

≪学生の到達目標≫
幼稚園の教育実習についての心構えや姿勢、準備など基本的なことを理解する。また、教育実習
における目的や内容、方法などを、幼稚園教育の特質を実際的に理解することができるようにな
ることや、現場での実習を振り返り、自己の保育・教育観の形成に役立たせる力を身につける。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 実習指導についての概要の理解と実習生の態度
３. 実習の目的（内容の理解や実習への自覚と責任について）
４. 実習の方法（子どもの姿の予想や事前準備等について）
５. 幼稚園の理解（幼稚園教育要領の基本的理解）
６. 幼稚園の理解（子どもの発達の姿と保育内容について）
７. 実習目標の明確化と実習計画の作成
８. 模擬保育の実施（１）
９. 模擬保育の実施（２）
10. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
11. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
12. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
13. アクテイブラーニング（フィールドワーク）にて視察・調査し、成果報告書を作成する
14. 実習園に対する理解（実習園の一日の流れ等について）
15. 実習への心構えおよびお礼状作成について
16. 集中講義
17. 集中講義
18. 集中講義
19. 集中講義
20. 集中講義
21. 集中講義
22. 集中講義
23. 集中講義
24. 集中講義
25. 集中講義
26. 集中講義
27. 集中講義
28. 集中講義
29. 集中講義
30. 集中講義

≪成績評価の基準・方法≫
実習先からの評価や実習日誌（60％）
指導案を含む授業内にて指定する提出物（40％）

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
・文部科学省「幼稚園教育要領解説」フレーベル館・内閣府・文部科学省・厚生労働省「幼保連
携型認定こども園教育・保育要領解説」フレーベル館

≪事前・事後学習≫
事前学習：実習園について調べておくなど、実習における課題や目標などを明確にしておく。
事後学習：授業での学習の振り返りや、他学生と反省・課題などの情報交換を行い、自身の学び
を深める。

60



教育実習（小）
４年次
５単位（実習）
担当 ★野嶋　敏一, 藤田　善正

≪授業の概要≫
小学校の教育者を目指すための授業である。この授業は、アクティブラーニング(実習、フィール
ドワーク)を含め実施する。まず、教育実習に向けて各自が実習課題を設定して、子ども観や授業
への考え方を深める準備をする。続いて、小学校において20日間、160時間の実習に臨み、子ど
もの学習や生活、また、指導者の指導方法の実態を観察しながら担当指導者の下、教育のあり方
、各教科の指導方法について学ぶ。最後に評価表をもとに実習生活を振り返り、教師としての姿
を見つめる機会とする。

≪学生の到達目標≫
小学校教育実習で「先生」として子どもにかかわり、指導者の学級経営、教科等の指導の実際を
学びながら、小学校教育の現状や、子どもの実態、指導の方法等を把握する。さらに、自らの教
師としての資質を磨き、指導力を高めるためにはどうすればいいかを考えることができることを
目標とする。

≪授業計画≫
１. 小学校教育実習のオリエンテーション
２. 小学校実習対象児童理解Ⅰ　（低学年）
３. 小学校実習対象児童理解Ⅱ　（中学年）
４. 小学校実習対象児童理解Ⅲ　（高学年）
５. 学習指導要領についてⅠ
６. 学習指導要領についてⅡ
７. 小学校教育の現状と課題Ⅰ　(ICTの活用・ディベー実習課題の明確化と実習計画の作成
８. 小学校教育の現状と課題Ⅱ
９. 学習指導の内容と方法Ⅰ
10. 学習指導の内容と方法Ⅱ
11. 実習に向けてのフィールドワークⅠ　(観察に基づく指導案作成等）
12. 実習に向けてのフィールドワークⅡ
13. 実習に向けてのフィールドワークⅢ
14. 実習に向けてのフィールドワークⅣ
15. 小学校教育と教師のあり方　(ワークショップ)
16. 集中講義
17. 集中講義
18. 集中講義
19. 集中講義
20. 集中講義
21. 集中講義
22. 集中講義
23. 集中講義
24. 集中講義
25. 集中講義
26. 集中講義
27. 集中講義
28. 集中講義
29. 集中講義
30. 集中講義

≪成績評価の基準・方法≫
実習先の評価・日誌等（40％）、授業での取り組みや記録・提出物等（60％）

≪授業で使用する教科書≫
・「小学校学習指導要領(平成29年告示)」東洋館出版社

≪参考書≫
・「小学校教育実習ハンドブック(改訂版)」大阪総合保育大学

≪事前・事後学習≫
事前学習：実習校での本実習を有意義なものにするために、実習の意義や心構えを学ぶ。　事後
学習：実習を振り返り、教職の魅力を感じとる。さらに「教職実践演習」の講義へとつないでい
く。
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教育学概論
１年次
２単位（講義）
担当 井岡　瑞日

≪授業の概要≫
現代教育を理解するためには、教育の意味について絶えず根底から問い直そうとする思考力や教
育の思想及び歴史についての豊かな教養が必要である。本講義では、教育を支える基本的理念や
思想、教育という営みの歴史的展開などについて幅広く検討していく。具体的には、西洋近代に
おける代表的な教育思想・実践の歩み、西洋・東洋における学校教育や家庭教育の歴史とその背
景にある子ども観の変遷について学ぶ。このことを通して、現代の教育問題を考えるための深い
洞察力を培うことを目指す。

≪学生の到達目標≫
教育の基本的概念は何か、また、教育の理念にはどのようなものがあり、教育の歴史や思想にお
いて、それらがどのように現れてきたかについて学ぶとともに、これまでの教育及び学校の営み
がどのように捉えられ、変遷してきたのかを理解する。
①教育の基本的概念について理解する。
②教育の思想や歴史についての基礎的な知識を身につける。
③教育の今日的課題について学問的視野から考察する力を養う。

≪授業計画≫
１. 授業の概要と進め方について
２. 教育の基本的概念①―教育の意義と目的
３. 教育の基本的概念②―乳幼児期の教育の特性
４. 子どもと教育の思想・歴史①―「子ども」とは何か、子ども観の変遷
５. 子どもと教育の思想・歴史②―幼児教育思想の系譜
６. 子どもと教育の思想・歴史③―子ども家庭福祉の関連
７. 学校教育の思想・歴史①―「学校」とは何か
８. 学校教育の思想・歴史②―公教育の成立と展開
９. 学校教育の実践①―教育実践の基礎理論（内容・方法・計画と評価）
10. 学校教育の実践②―教育実践の多様な取り組み
11. 子育てと家庭教育の歴史―近代家族の子育て
12. 子育てと家庭教育の歴史―母性愛規範の形成
13. 現代教育の課題を考える①―ジェンダーと教育
14. 現代教育の課題を考える②―いじめ問題
15. 現代教育の課題を考える③―子どもの貧困と教育格差

≪成績評価の基準・方法≫
課題及びグループディスカッションの内容（50%）レポート（50％）

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
・文部科学省「小学校学習指導要領解説」・文部科学省「幼稚園教育要領解説」・内閣府・文部
科学省・厚生労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」・厚生労働省「保育所保育
指針解説」

≪事前・事後学習≫
事前学習：日頃から新聞やテレビで報道される教育に関するニュースに関心を持っておくこと
事後学習：毎授業の内容をよく復習し、知識の定着に努めること。授業内で適宜読書案内を行う
ので、レポート課題の取り組みの中で積極的に読み、教育に対する理解を深めること。

情報処理演習Ⅰ
１年次
１単位（演習）
担当 松山　由美子, 小宮　加容子

≪授業の概要≫
現在では、パーソナルコンピュータ（PC）やスマートフォンといった情報機器は私たちの生活に
なくてはならないものである。様々な授業や仕事においてもこれらの情報機器を活用することが
求められるようになっている。情報機器はあくまでも作業を効率的に進めていくための道具であ
る。本授業ではこれらの使い方を説明し、(1)大学における学習や保育現場で必要となるICTの適
切な使い方と情報リテラシー（モラル・マナーを含む）を理解すること、(2)文書作成、表計算、
プレゼンテーション等に関する基礎アプリを自分自身で扱えるようになること、をめざす。PCな
どを用いてさまざまな成果物を作成し、プレゼンテーションとして発表することを求める。

≪学生の到達目標≫
・情報機器の基本的な使い方を理解し、目的に沿って適切に用いることができるようになる。・
メールやSNSなどのインターネットの使い方を理解し、それらを適切に活用できるようになる。
・大学での学修や保育などの仕事に必要となる基本的なオフィスアプリケーションの基礎と特徴
を理解し、それらを効率的に用いて、さまざまな印刷物の作成ができるようになる。

≪授業計画≫
１. オリエンテーションとPCの使い方：本学におけるPC環境の説明とその使い方の説明
２. 情報化社会に対応した法律等の基礎知識
３. SNS等の利用とネットモラルと保育者として必要なインターネット活用方法
４. メールの書き方とマナー
５. 文書作成アプリの活用：ここまでで学んだ内容をまとめたレポートの作成
６. プレゼンテーションアプリの活用：保育現場での活用事例と活用に際しての基礎知識
７. プレゼンテーションアプリの活用：自己紹介プレゼン用スライド作成
８. プレゼンテーションアプリの活用：自己紹介プレゼン用スライドを用いた発表
９. 描画・画像編集アプリの活用：イラストや写真の基礎的な編集
10. 文章作成アプリの活用：簡単な掲示物の作成
11. 文章作成アプリの活用：簡単な掲示物の印刷と発表
12. 表計算アプリの活用：簡単な表の作成
13. 表計算アプリと文書作成アプリを連動させた活用方法
14. 文書作成アプリなどの活用：おたよりの作成
15. 文書作成アプリなどの活用：作成したおたよりの印刷と提出

≪成績評価の基準・方法≫
授業の各回で指示する小課題の成果や演習への取り組み（50%）と課題の成果物（50%）によっ
て評価する。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
授業内で説明した操作を自分自身でできるように復習すること。授業内でも課題の作業時間をと
るが、必要に応じて授業時間外でも作業を進めること。
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情報処理演習Ⅱ
１年次
１単位（演習）
担当 松山　由美子, 小宮　加容子

≪授業の概要≫
情報機器を用いることの利点の1つに膨大な情報を素早く正確に整理できることがあげられる。
特に近年では、数値だけでなく、画像や映像といった複雑な情報も情報機器によって容易に扱う
ことができるようになってきた。本授業では、(1)保育現場で扱う情報を適切に整理できるように
なること、(2)画像・動画の編集作業ができるようになること、(3)オンライン会議システムを活用
できるようになることをめざす。なお、この授業では、「情報処理演習Ⅰ」と同様にPCを用いた
活動を行い、その成果を発表することも課題とする。

≪学生の到達目標≫
・画像処理や動画編集アプリなどを用いて画像と映像の加工・編集ができるようになる。・オン
ライン会議システムを活用することができるようになる・保育現場で、保育に役立つ情報機器活
用ができるようになる。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション：これからのICT活用に向けて
２. 表計算アプリの活用：基本操作とアンケート作成と実施
３. 表計算アプリの活用：アンケートの実施と入力、簡単な統計処理
４. 画像・動画の編集アプリの活用：動画の編集と作成
５. 放送番組やネット上の動画クリップの活用と引用方法
６. マルチメディアの特性に関する基礎知識
７. プレゼンテーションアプリの活用：簡単な保育教材の作成に向けての準備
８. プレゼンテーションアプリの活用：簡単な保育教材の作成
９. プレゼンテーションアプリの活用：発表と自動プレゼンテーションについて
10. オンライン会議システムの活用：オンラインでつながる方法
11. オンライン会議システムによる基礎的な情報共有
12. 動画の配信と共有
13. 保育ドキュメンテーションの作成計画と準備
14. 保育ドキュメンテーションの作成
15. 保育ドキュメンテーションの印刷と発表

≪成績評価の基準・方法≫
授業の各回で指示する小課題の成果や演習への取り組み（50%）と課題の成果物（50%）によっ
て評価する。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
「情報処理演習Ⅰ」の内容を適宜復習しておくこと。授業内で説明した操作を自分自身でできる
ように復習すること。授業内でも課題の作業時間をとるが、必要に応じて授業時間外でも作業を
進めること。

日本国憲法
１年次
２単位（講義）
担当 石川　愛世

≪授業の概要≫
本講義は、国民の基本的人権と国家の統治機能の二体系で構成される日本国憲法の基本的知識を
習得することを目的とする。憲法の意味、成立、基本原理から順を追って解説を行う。講義の際
にはできるだけ具体的な事例、判例に言及しつつ理解を深める。

≪学生の到達目標≫
憲法の基本的知識を学び、基本的人権の内容及び国家の統治機能を理解する。日常生活と憲法と
の関わりを意識できるようにする。

≪授業計画≫
１. ガイダンス（授業の進行方法、日本の法と憲法の関係を解説する）
２. 憲法の意味・成立・歴史について学ぶ
３. 憲法の基本原理について学ぶ
４. 包括的基本権・平等権について学ぶ
５. 精神的自由権①-内心の自由-について学ぶ
６. 精神的自由権②-表現の自由-について学ぶ
７. 経済的自由権について学ぶ
８. 人身の自由について学ぶ
９. 国務請求権・参政権について学ぶ
10. 社会権について学ぶ
11. 国会・内閣について学ぶ
12. 裁判所について学ぶ
13. 財政・地方自治について学ぶ
14. 改正・最高法規について学ぶ
15. 総括（まとめ）

≪成績評価の基準・方法≫
授業への取り組みや提出物〈小テスト・課題等〉（40％）、学期末のテスト（60％）を総合して
評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・中村睦男　編著「はじめての憲法学（第３版）」三省堂　他、適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
常日頃から、日常生活における出来事がどのように憲法と関わるか問題意識をもち、ニュース・
新聞等を見ることが望ましい。事前学習として、次回講義のテキスト該当範囲を読むことを求め
る。授業の進行具合等により、授業計画に変更の可能性がある為、該当範囲は各回終了毎に指示
する。
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英語
１年次
２単位（演習）
担当 杉本　孝美

≪授業の概要≫
小学校で外国語（英語）が教科化され、保育現場でも英語を使った活動が盛んに行われるように
なっている。また、社会もグローバル化され、様々な国の人々とコミュニケーションできる力が
求められている。保育場面を題材にしたテキストを使い、英語の基礎技能を高めつつ、コミュニ
ケーション力を養うことを目指す。

≪学生の到達目標≫
テキストを使って固まった英文を読み理解すること、英作文ができることを目指す。
こどもと一緒に楽しめる英語の歌が歌えるようになる、英語の絵本の読み聞かせができるように
なることを目指す。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション（授業の進行方法と学習課題について）
２. こども園を題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本①
３. こども園を題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本②
４. 園での実習を題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本①
５. 園での実習を題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本②
６. 園外保育を題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本①
７. 園外保育を題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本②
８. 水遊びを題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本①
９. 水遊びを題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本②
10. おやつタイムを題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本①
11. おやつタイムを題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本②
12. お話タイムを題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本①
13. お話タイムを題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本②
14. 総復習、実践発表①
15. 総復習、実践発表②
16. 前期の復習
17. 園での行事を題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本①
18. 園での行事を題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本②
19. お誕生日会を題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本①
20. お誕生日会を題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本②
21. 普段の遊びを題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本①
22. 普段の遊びを題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本②
23. 赤ちゃんニュースを題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本①
24. 赤ちゃんニュースを題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本②
25. 歯科指導場面を題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本①
26. 歯科指導場面を題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本②
27. 劇遊びの場面を題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本①
28. 劇遊びの場面を題材に英語の基礎技能演習、ナーサリーライム、英語絵本②
29. 総復習、実践発表③
30. 総復習、実践発表④

≪成績評価の基準・方法≫
授業への取り組みを重視し、実践発表や課題提出等も勘案して、総合的に評価する。学期試験（
50％）、授業への取り組み、実践発表・提出物（50％）

≪授業で使用する教科書≫
・Naoko Akamatsu（赤松 直子）「Children's Garden 保育英語」成美堂

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
学習課題で示したこと以外に、授業の進め方に慣れ、自主的に予習・復習を行うこと。また、実
践発表に向けての練習も行い、自分自身の課題を見つけ、解決に取り組む。

体育（講義）
１年次
１単位（講義）
担当 仲山　正志, 足立　博子

≪授業の概要≫
文部科学省は「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」を実施している。その結果、運動実施時
間と体力との関係が明らかになった。体力・運動能力の向上のためには、子どもたちの運動時間
の確保が重要であるといえる。さらに、子どもの遊びにとって大切な「空間」（遊び場）、「仲
間」（遊び友達）が重要であることも明らかである。
この講義では、体力・運動能力の向上のための学校や自治体、スポーツ団体の取り組みに触れ、
遊びの意味や運動の楽しさ、体力・運動能力について考えることとする。

≪学生の到達目標≫
体力・運動能力の向上には運動の楽しさを味わうことが基礎にある。それを理解した上で、遊び
の意味や運動の楽しさ、体力・運動能力についての理解を深める。授業で得た知識に基づき、遊
びの意味や運動の楽しさ、体力・運動能力についての動向および教育的観点から、遊びや体力・
運動能力の在り方について、積極的に取り組む姿勢と実践力を身につける。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 運動の楽しさについて
３. 体力とは（行動体力・防衛体力）
４. 運動能力とは（運動能力・運動神経）
５. 健康状態・栄養摂取状況および体力・運動能力に関する調査について
６. 文部科学省・スポーツ庁の取り組み
７. 全国体力・運動能力、運動習慣等調査について
８. 幼児教育・学校教育現場での取り組み
９. 地方自治体の取り組み
10. スポーツ団体の取り組み
11. 民間企業の取り組み
12. 子ども・青少年の運動・スポーツ実施状況
13. 部活動・スポーツ少年団の活動状況
14. 子どもの運動・スポーツへの参加に向けて
15. まとめ（子どもの体力・運動能力向上の本質）

≪成績評価の基準・方法≫
レポートや提出物(50%)、授業への取り組み（50％）として評価を行う。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
運動の楽しさや体力・運動能力について自分の体験やこれまでの経験を通じて課題を持つこと。
その課題について講義からの学びや自分自身の積極的な取り組みを通じて課題解決につなげてい
くこと。
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体育（実技）
１年次
１単位（実技）
担当 岸本　みさ子, 足立　博子

≪授業の概要≫
デジタル化が進み、便利になった現代社会においては、運動不足による体力低下および生活習慣
病や精神的ストレスの増加など多くの健康課題が挙げられている。
本授業では、自分自身の体力を知り、身近な道具を使用してどのような身体活動ができるのかを
体験することにより、具体的な運動方法と自発的に運動に取り組む姿勢を身につける。
また、将来子どもに関わる職業人を目指すことを踏まえ、乳幼児の発育発達の段階を理解し、年
齢に合った運動指導を考え、実践できる力を養う。それだけではなく、子ども達が自発的に動き
たくなる環境構成とは、どのようなものであるかを考える。　

≪学生の到達目標≫
①自分自身の体力を知る。
②自発的に運動に取り組む姿勢を身につける。
③子どもの発育発達に沿った運動遊びを学ぶ。
④創意工夫を身につける。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. からだについて知る
３. 用具を使用しない身体活動：鬼ごっこ
４. 用具を使用しない身体活動：力を使った活動
５. 用具を使用しない身体活動：じゃんけんを使った活動
６. 用具を使用しない身体活動：集団での活動
７. ボールを使用した身体活動：ボールになれる活動
８. ボールを使用した身体活動：ボールゲーム
９. マットを使用した身体活動
10. 縄を使用した身体活動：長縄を使った活動
11. 縄を使用した身体活動：短縄を使った活動
12. フープを使用した身体活動
13. 新聞紙を使用した身体活動：新聞紙の活用方法を学ぶ
14. 新聞紙を使用した身体活動：新聞紙を使った集団での活動
15. まとめ

≪成績評価の基準・方法≫
各運動種目の方法理解(60%)、課題レポート(40%)

≪授業で使用する教科書≫
・倉真知子・大森宏一「子どもが育つ運動遊び」（株）みらい

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
体調管理に努め、積極的に授業参加できるよう準備しておくこと。
動きやすい恰好（運動靴を含む）で参加すること。

社会福祉
１年次
２単位（講義）
担当 ★藪　一裕

≪授業の概要≫
現代社会における社会福祉の意義と歴史的変遷、及び社会福祉における子ども家庭支援の視点に
ついて理解する。また、社会福祉の制度や実施体系について学ぶとともに、社会福祉における相
談援助や利用者の保護にかかわる仕組み、社会福祉の動向と課題について理解する。

≪学生の到達目標≫
①現代社会における社会福祉の意義と歴史的変遷、及び社会福祉における子ども家庭支援の視点
について理解する。②社会福祉の制度や実施体系について理解する。③社会福祉における相談援
助について理解する。④社会福祉における利用者の保護にかかわる仕組みについて理解する。⑤
社会福祉の動向と課題について理解する。

≪授業計画≫
１. ガイダンス、社会福祉の理念と概要
２. 社会福祉の歴史的変遷
３. 子ども家庭支援と社会福祉
４. 社会福祉の制度と法体系、社会福祉行財政と実施機関
５. 社会福祉、社会福祉施設の専門職
６. 社会保障及び関連制度の概要
７. 社会福祉における相談援助（１）相談援助の理論、相談援助の意義と機能
８. 社会福祉における相談援助（２）相談援助の対象と過程
９. 社会福祉における相談援助（３）相談援助の方法と技術
10. 社会福祉における相談援助（４）相談援助の実際
11. 社会福祉における利用者の保護にかかわる仕組みー情報提供、第三者評価、権利擁護など
12. 社会福祉の動向と課題（１）少子高齢化社会における子育て支援
13. 社会福祉の動向と課題（２）共生社会の実現と障がい者施策
14. 社会福祉の動向と課題（３）在宅福祉・地域福祉の推進、諸外国の動向
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポート試験40％、授業内課題（小テストの実施、リアクションペーパーなど）20％、授業への
取り組み（受講態度、積極的な授業への参加、予習・復習、発表など）20％、事前・事後課題へ
の取り組み20％として評価を行う。レポートは、授業内容の理解度や、受講生自身が問題意識を
もち考えを示すものを評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・直島正樹・原田旬哉「図解で学ぶ保育　社会福祉」萌文書林

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
【1単位につき、45時間の学修が必要】本教科科目は2単位であるので、講義、事前・事後学習合
計90時間の学習時間が必要である。
①毎回の授業で示すテーマについて、新聞記事、参考文献やWeb検索などを参照して理解を深め
ること。
②次回授業への予習として、テキストの該当箇所を読み、自分自身の経験や知識を深めること。
①②について、manabaを活用して課題管理をおこなうことがある。
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子ども家庭福祉
１年次
２単位（講義）
担当 ★春高　裕美

≪授業の概要≫
現代社会に生きる子どもが育つ家庭は多様化・複雑化している。授業は講義方式をベースとしつ
つ、適宜ペアワークやグループワークを取り入れる。まず講義によって問題や課題の背景を理解
し、支援を行うために必要な知識を身につける。そのうえでワーク等を通して、支援者としての
価値観を形成しながら実際の役割をイメージすることをめざす。

≪学生の到達目標≫
１．現代社会における子ども家庭福祉の意義と歴史的変遷について理解する。
２．子どもの人権擁護について理解する。
３．子ども家庭福祉の制度や実施体系等について理解する。
４．子ども家庭福祉の現状と課題について理解する。
５．子ども家庭福祉の動向と展望について理解する。

≪授業計画≫
１. ガイダンス、子ども家庭福祉の理念と概念
２. 子ども家庭福祉の歴史的変遷
３. 現代社会と子ども家庭福祉と諸外国の動向
４. 子どもの人権擁護（１）子どもの人権擁護の歴史的変遷と、児童の権利に関する条約
５. 子どもの人権擁護（２）子どもの人権擁護と現代社会における課題
６. 子ども家庭福祉の制度と法、実施体系
７. 次世代育成支援と子ども家庭福祉の推進
８. 児童福祉施設と、子ども家庭福祉の専門職
９. 少子化と地域子育て支援、母子保健と子どもの健全育成
10. 多様な保育ニーズへの対応
11. 子ども虐待・ＤＶとその防止、社会的養護
12. 障害のある子どもへの対応
13. 少年非行等への対応
14. 貧困家庭、外国籍の子どもとその家庭への対応
15. 地域における連携・協働とネットワーク

≪成績評価の基準・方法≫
授業内に実施するICTを活用した小テスト15回（60％）授業内の取り組み（ディスカッションへ
の参加等）（20%） 最終レポート（20％）によって総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・直島正樹・河野清志「図解で学ぶ保育　子ども家庭福祉」萌文書林・「幼稚園教育要領」・「
保育所保育指針」・「幼保連携型こども園教育・保育要領」　他、適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習：各回授業のテーマについて、その教科書範囲を精読しておくこと。
事後学習：毎回の授業内でICTを活用した小テストを実施するのでその復習を行い、知識の定着
を図ること。

保育原理
１年次
２単位（講義）
担当 阿部　和子

≪授業の概要≫
　この授業では、保育に関わる基礎的な知識や理論を学ぶとともに、「望ましい保育のあり方」
を考えたり、自らの保育実践を省察するための枠組みや手掛かりを習得したりすることを目指す
。具体的には、まず、保育の全体像を知るために、社会ので中の保育を歴史的・社会的背景も含
めて学習する。ついで、「保育の基本」として、保育の基本原理、発達理論や保育の内容・方法
・形態・評価の在り方等について学習する。その上で、子育て支援や保幼少連携、課題を抱えた
家庭への支援の在り方などについての理解を深める。

≪学生の到達目標≫
①保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領にそって、保育に
ついての基礎的知識・理論を習得する。
②保育に関する知識や理論を、自らの保育体験に引きつけて捉え直す視点や態度を形成する。

≪授業計画≫
１. 保育とは（保育の意義と目的）－　子どもや保育を取り巻く現状と課題
２. 子どもの発達と子ども理解
３. 保育の思想と保育の歴史
４. これからの時代の保育
５. 保育の場　保育制度と子育て支援計画
６. 保育目標と内容①　幼稚園教育要領、認定こども園教育・保育要領
７. 保育目標と内容②　保育所保育指針
８. 保育の方法①　環境による保育
９. 保育方法②　乳児期から幼児期へ
10. 保育の計画と評価
11. 子育て支援と連携、家庭・幼保小学校との連携
12. 子どもの安全と虐待、障がいへの対応
13. 諸外国の保育
14. まとめ　乳幼児教育・保育の重要性と独自性
15. まとめ　保育者の役割と専門性

≪成績評価の基準・方法≫
ミニレポート等の提出課題30％、授業内で行う小テスト30％、まとめのレポート40％によってっ
総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・最新保育士養成講座総括編纂委員会編執筆代表　阿部和子・北野幸子「「最新　保育士養成講
座　第一巻　保育原理」」全国社会福祉協議会

≪参考書≫
・「「保育所保育指針解説　幼稚園教育要領解説、幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説
」」

≪事前・事後学習≫
〇シラバスに沿って、事前に教科書の該当箇所に目を通しておくこと。授業終了後は、理解でき
なかったところを教科書で確認し、不明な点は担当教員に質問するように心がけること。
〇新聞等で、子どもや家庭、保育に関連する記事に目を通して、授業と関連させて子どもの最善
の利益を考える習慣をもつこと。
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保育者論
１年次
２単位（講義）
担当 ★神長　美津子

≪授業の概要≫
一般に、乳幼児期の子どもの保育・教育を担当する人を「保育者」と言っている。保育所等の福
祉施設の保育士、幼稚園の教員、認定こども園の保育教諭がこれに当たる。保育者は、「教職」
あるいは「福祉職」の免許・資格を有する。授業では、「教職とは何か」「福祉職とは何か」「
保育職とは何か」を踏まえ、保育者に求められる資質を理解する。その上で幼稚園教諭や保育教
諭、保育士のそれぞれの専門職としての仕事や研修についての理解を深める。

≪学生の到達目標≫
１．幼稚園教諭と保育教諭、保育士の制度的位置づけについて理解し、それぞれの職務内容につ
いての関心を深める。その上で、２．保育者に求められる専門性について考えることができる。
さらに３．自ら保育者としての適性を知り、保育者の専門性の深化について関心をもつ。これら
の学びをベースにして、保育者になることへの意欲をもち、そのために今後4年間の学修に対し
期待をもつとともに、保育者になるために身に付けることを自ら考えることができる。

≪授業計画≫
１. 「保育者になる」ということと、この授業で学ぶこと
２. 幼稚園教諭・保育士・保育教諭の制度的位置づけ
３. 幼稚園の一日と幼稚園教諭の職務内容
４. 保育所の一日と保育所保育士の職務内容
５. 認定こども園の一日と保育教諭の職務内容
６. 教職に求められること
７. 保育士と保育教諭に求められる倫理
８. 保育者に求められる資質能力（保育実践力）　
９. 保育者に求められる資質能力（よりよい園運営のためのマネジメント力）
10. 保育者の求められる資質能力（他と連携し協働する力）
11. 保育者としての成長（保育の省察と専門家としての成長）
12. 保育者としての成長（園内・外の研修）
13. 歴史に学ぶ保育者像
14. ＯＥＣＤ国際保育従事調査から見える日本の保育者像
15. まとめ（課題の整理と展望）

≪成績評価の基準・方法≫
毎回の授業終了後のコメントペーパー
レポートの提出
簡単なテスト

≪授業で使用する教科書≫
・神長美津子/湯川秀樹/鈴木みゆき/山下文一「専門職としての保育者」光生館

≪参考書≫
・神長美津子「保育のレベルアップ講座」ひかりのくに・北野幸子/山下文一/柿沼芳枝「保育者
論」光生館・厚生労働省「保育所保育指針解説」フレーベル館・内閣府/文部科学省/厚生労働省
「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」フレーベル館

≪事前・事後学習≫
事前に教科書を読み、学習内容を確認し、予備知識をもって授業に臨んでほしい。授業後は、ノ
ートを整理し、学修内容の振り返りをすること。

保育の心理学
１年次
２単位（講義）
担当 要　正子, 金重　利典

≪授業の概要≫
生涯発達心理学の観点から乳幼児期からの心身の発達について学び、こどもへの理解を深める。
保育・教育現場で必要とされる基礎的知識の習得、発達課題、乳幼児期の初期経験の重要性など
について、適宜グループワークを交えながら学んでいく。

≪学生の到達目標≫
こどもの発達にかかわる心理学的知識を中心として、こどもの学びや過程や特性についての基礎
知識を習得し、保育における人との相互的関わりや体験、環境の意義を習得する。

≪授業計画≫
１. 保育の心理学で学ぶことを理解する（オリエンテーション）
２. 発達とは（人間の発達を学ぶことの重要性を理解する）
３. 発達の理論を学ぶ（１）
４. 発達の理論を学ぶ（２）
５. こどもの発達過程（１）身体的機能と運動機能の発達
６. こどもの発達過程（２）認知の発達
７. こどもの発達過程（３）言語の発達
８. こどもの発達過程（４）社会情動的発達
９. 乳幼児期の学びに関わる理論
10. 乳幼児期の学びの過程と特性
11. 乳幼児期の学びを支える保育
12. コミュニケーションの力を育む（乳幼児期の親子の関わりの重要性について学ぶ）
13. コミュニケーションの力を育む（遊びと概念獲得について学ぶ）
14. 子育て支援の必要性と重要性について学ぶ
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
筆記試験（60%）と授業への取り組み（40%）によって評価する。
なお、授業への取り組みには、グループワークの成果等提出物も含む。

≪授業で使用する教科書≫
・長谷川真理「発達心理学ー心の謎を探る旅ー」北樹出版

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習：インターンシップ実習等で、こどもに興味をもち、周囲の大人の関わり方にも関心を
寄せて観察する。
事後学習：授業と観察したことや体験したことを連動させ、学びを深める。
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幼児と健康
１年次
２単位（講義）
担当 清田　岳臣

≪授業の概要≫
健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活を作り出す力を養う領域「健康」の指導の基盤とな
る知識、技能を身につける。具体的には、以下の4点について理解し、指導方法との関連性につ
いて理解する：（１）乳幼児期の健康課題、（２）乳幼児期の心身の発達、（３）環境からの影
響（生活習慣と安全管理等）、（４）運動発達の理解。

≪学生の到達目標≫
本講義では、健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活を作り出す力を養う領域「健康」の指
導の基盤となる知識、技能について理解することを目的とする。主に生理学的、バイオメカニク
ス的、神経科学的な観点から以下の4点について解説する：（１）乳幼児期の健康課題、（２）
乳幼児期の心身の発達、（３）環境からの影響（生活習慣と安全管理等）、（４）運動発達の理
解。また、これらの点と子どもの健康指導法との関連性について解説する。

≪授業計画≫
１. ヒトの能力の相互作用（年齢・環境・課題）
２. 乳幼児期の健康課題
３. 乳幼児期の発育発達①（筋骨格系の発達）
４. 乳幼児期の発育発達②（反射系の発達）
５. 乳幼児期の発育発達③（随意運動の発達）
６. 乳幼児期の発育発達④（呼吸循環器系の発達）
７. 乳幼児期の発育発達⑤（精神機能の発達）
８. 乳幼児期における環境①（生活習慣）
９. 乳幼児期における環境②（遊び環境）
10. 乳幼児期における環境③（安全管理）
11. 運動発達①（粗大運動）
12. 運動発達②（微細運動）
13. 遊びと運動発達
14. 子どもの発達理論
15. 運動遊び指導の要点

≪成績評価の基準・方法≫
レポートによる評価(４０％)、定期試験(６０％)とする。

≪授業で使用する教科書≫
・「幼稚園教育要領」・「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」・「保育所保育指針」

≪参考書≫
・高石　昌弘「からだの発達」大修館書店

≪事前・事後学習≫
本講義の内容を深く理解するために上記の書籍を読むことをすすめる。毎時間配布するプリント
の議題について各自調べた事柄を解答する。

幼児と環境
１年次
２単位（講義）
担当 ★神長　美津子, 瀧川　光治

≪授業の概要≫
現代社会の乳幼児を取り巻く環境の現状の把握とともに、乳幼児期の発達の特性を踏まえて現代
的課題を整理する。特に、乳幼児期・児童期の認知的発達の特徴をおさえた上で、乳幼児期の子
どもの物との関わりを楽しむ体験、遊具や用具と関わる体験、自然に親しむ体験、数量や文字等
に親しむ体験について具体的に学び、子どもが生活や遊びを通して発達していく姿を捉え、保育
者として必要な知識や技術を習得する。

≪学生の到達目標≫
本授業では、以下の3点から授業の到達目標を考えている。
　第一は、子どもを取り巻く環境の諸側面（物的環境・人的環境・社会的環境、安全等）と乳幼
児期の発達との関連を理解し、「幼児と環境」を学ぶことの意義を理解することである。
　第二は、乳幼児期の子どもの思考力・科学的概念の発達を理解することである。具体的には、
子どもの物との関わりや動植物との関わりから、乳幼児期の子どもの発達の特徴を理解する。
　第三は、子どもはすでに情報社会の中で生きていて、その情報と関わり、それらを自分の世界
に取り入れていることである。具体的には、数量や図形、標識・文字等、情報・施設とのかかわ
りと発達を理解できることである。

≪授業計画≫
１. 「幼児と環境」で学ぶこと
２. 現代社会の乳幼児を取り巻く環境と乳幼児期の発達
３. 乳幼児期・児童期の思考や科学的概念の発達の特徴
４. 幼児期と児童期の子どもの発達の姿
５. 子どもが身近な物とかかわりを楽しむ体験
６. 子どもが遊具や用具とのかかわりを楽しむ体験
７. 子どもが植物にかかわり親しむ体験
８. 子どもや虫や小動物とかかわり親しむ体験
９. 子どもが数量や図形にかかわり親しむ体験
10. 子どもが、文字にかかわり親しむ体験
11. 子どもが自然事象や社会生活（情報・施設）にかかわり親しむ体験
12. 子どもが環境とかかわる姿と保育者の役割
13. 園環境と子どもの生活や遊び
14. 幼児教育から小学校教育への円滑な接続
15. まとめ（課題の整理と展望）

≪成績評価の基準・方法≫
毎回の授業後のコメントペーパー、レポートと課題
簡単なテスト

≪授業で使用する教科書≫
・神長美津子/堀越紀香/佐々木晃「保育内容　環境」光生館・文部科学省「幼稚園教育要領解説
」フレーベル館　他、適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・神長美津子「保育の基本と環境の構成」ひかりのくに・矢野嘉夫/落合正行「発達心理学への招
待」サイエンス社・宮里暁美「思いをつなぐ保育の環境構成　０，１歳児クラス編」中央法規・
宮里暁美「思いをつなぐ保育にの環境　2，3歳児クラス編」中央法規・宮里暁美「思いをつなぐ
保育の環境　４，５歳児クラス編」中央法規

≪事前・事後学習≫
シラバスを見て、事前に学習内容を確認し、予備知識をもって授業に臨むようにすること。授業
後は、ノートの整理をして学修した内容を確認しておくこと。
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幼児と表現
１年次
２単位（講義）
担当 有福　淑子, 手良村　昭子, 丁子　かおる

≪授業の概要≫
幼児の未分化で素朴な表現を理解するとともに、様々な表現媒体に関する基礎的な知識・技能及
び幼児の表現を引き出すための考え方と保育に展開する発想・構想力を身につける。

≪学生の到達目標≫
・ 幼児の未分化で素朴な表現の姿やその発達、特徴を理解する。
・ 音楽、造形、身体、劇などの様々な表現媒体に関する基礎的な知識
・技能を身につけ、幼児の表現を引き出すための考え方と保育に展開する発想
・構想力を身につける。
・ 幼児の表現を支えるための自己の感性を豊かにする。

≪授業計画≫
１. 領域「表現」の位置づけと幼児の未分化で素朴な表現の受容
２. 「形、色、材料を介した造形表現活動①（発見）」子どもの造形への発達的な側面から
３. 「形、色、材料を介した造形表現活動②（発想）」子供の造形への特徴的側面から
４. 「形、色、材料を介した造形表現活動③（構想）」子供の造形への美的な側面から
５. 「形、色、材料を介した造形表現活動④（表現・鑑賞）」子供の造形への心理的な側面から
６. 「形、色、材料からの劇的・表現活動①（発想・構想）」子供の世界観と表現
７. 「形、色、材料からの劇的・身体表現活動②（表現・鑑賞）」子供の世界観と表現②
８. 「表現と『造形、音楽、身体、劇』」「表現と『健康、人間関係、環境、言葉』」
９. 「環境との対話①」　乳児を取り巻く環境と表現活動
10. 「環境との対話②」　幼児を取り巻く環境と表現活動
11. 「自然環境との対話」　乳幼児の自然物を通した表現遊び
12. 「音遊び・音楽遊び」　身近な楽器に親しみ音遊びを楽しむ
13. 「音遊び・音楽遊び」　身近な楽器を使いグループで音楽表現を楽しむ
14. 「児童文化との対話」　絵本や紙芝居、人形劇などを通した表現活動を考える
15. 「表現領域指導におけるICTの活用」「表現指導の実際」

≪成績評価の基準・方法≫
○表現・鑑賞活動〈50%〉○レポート50%〉

≪授業で使用する教科書≫
・石上浩美「新・保育と表現」嵯峨野書院

≪参考書≫
・「幼稚園教育要領解説」フレーベル館・「保育所保育指針解説」フレーベル館

≪事前・事後学習≫
事前学習：課題の調べ学習および教科書を読んでおくこと
事後学習：課題レポートのまとめなど

環境領域指導法Ⅰ
１年次
１単位（演習）
担当 瀧川　光治, 古茂田　貴子

≪授業の概要≫
子どもは生まれてから自分自身を取り巻く環境の中で、経験を重ねながら心身を発達させていき
ます。その環境について、具体的な内容や、環境とどのように関わっているのかということを学
び、その学びを通して保育の中でどのような環境を整えていけばよいのかについて、法令や実際
の保育活動を学ぶことを通して考えます。

≪学生の到達目標≫
まず、幼稚園教育において育みたい資質・能力を理解し、幼稚園教育要領に示された「環境」領
域のねらい及び内容について背景となる専門領域と関連させて理解を深めるとともに、幼児の発
達に即して、主体的・対話的で深い学びが実現する過程を踏まえて具体的な指導場面を想定して
保育を構想する方法を身に付ける。　
次に、子どもにとっての重要な学びの場である「遊び」と「生活」についてその大切さと環境の
必要性を学ぶ。最後に、保育者として保育現場でどのような工夫が必要かという視点を意識づけ
る。

≪授業計画≫
１. イントロダクションー「保育・幼児教育とは？」
２. 幼児教育・保育における環境について
３. 根拠となる法令についてー幼稚園教育要領、保育所保育指針、認定こども園教育・保育要領
４. 領域「環境」について（目標・ねらい）
５. 領域「環境」について（内容・内容の取扱い）
６. 子どもの学びとしての「遊び」とはー保育の方法としての「遊び」
７. 子どもの主体的な活動としての遊びと保育内容
８. 子どもを取り巻く環境（情報機器とその活用を含む）
９. 教材研究１　好奇心・探究心を育む保育
10. 教材研究２　植物・動物と関わる保育
11. 教材研究３　食育と植物栽培に関わる保育
12. 教材研究４　日本や地域の社会文化を取り入れた保育
13. 集団での遊びの大切さについてー子どもの発達や他の領域との関連性
14. 保育者の専門性と遊びにおけるリスク管理
15. 授業のまとめと振り返り

≪成績評価の基準・方法≫
① 毎回の授業の最後に提出する小レポート４０%　　
② 中間課題 ３０%　　
③ 振り返りのまとめ ３０%

≪授業で使用する教科書≫
・瀧川光治、小栗正裕、宮地あゆみ編「保育の学び　ファーストステップ」青踏社・文部科学省
「幼稚園教育要領解説」フレーベル館・厚生労働省「保育所保育指針解説」フレーベル館

≪参考書≫
・内閣府・文部科学省・厚生労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」フレーベル
館

≪事前・事後学習≫
事前学習としては、毎回、授業前にテキストを読み、学習内容を把握する。
事後学習としては、学んだことから視野を広げたり、深めたりするために振り返り内容について
指示をする。
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環境領域指導法Ⅱ
１年次
１単位（演習）
担当 ★大橋　喜美子, 瀧川　光治

≪授業の概要≫
前期に学んだ「環境領域指導法Ⅰ」を踏まえて、さらに領域「環境」の理解を実践的に深めてい
く。領域「環境」は〔周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもって関わり，それらを生活に取り
入れていこうとする力を養う〕ための領域であり、好奇心・探究心の育成が重要である。　その
ため、子どもの発達に応じて、そのためのねらい・内容の理解を深めるとともに、指導・援助、
教材研究の方法を実践的に学ぶ。

≪学生の到達目標≫
1.領域「環境」のねらい・内容、１０の姿、資質・能力のつながりを理解する。2.乳幼児の発達
や学びの過程を理解し、資質・能力および１０の姿を育むための保育内容や指導・援助を理解す
る。3. 幼児の発達や学びの過程を理解し、具体的な指導場面を想定した教材研究や環境構成を構
想する方法を身につける。

≪授業計画≫
１. 領域「環境」のねらい・内容・内容の取扱いと資質・能力の育成
２. 乳幼児の発達の視点を踏まえた領域「環境」と１０の姿のつながり
３. 思考力の芽生えを育む保育と教材研究（１）－実践事例から
４. 思考力の芽生えを育む保育と教材研究（２）－保育者の援助やかかわり
５. 思考力の芽生えを育む保育と教材研究（３）ー情報機器・教材の工夫と活用
６. 思考力の芽生えを育む保育と教材研究（４）－指導計画の立案と模擬保育
７. 保育環境の様々な工夫（１）－領域「環境」のねらい・内容との関連
８. 自然とのかかわり・生命尊重を育む保育と教材研究（１）ー実践事例から
９. 自然とのかかわり・生命尊重を育む保育と教材研究（２）ー保育者の援助やかかわり
10. 自然とのかかわり・生命尊重を育む保育と教材研究（３）ー情報機器・教材の工夫と活用
11. 自然とのかかわり・生命尊重を育む保育と教材研究（４）－指導計画の立案と模擬保育
12. 数量・図形、標識や文字などへの関心・感覚の育む保育環境（１）ー実践事例から
13. 数量・図形、標識や文字などへの関心・感覚の育む保育環境（２）ー教材の工夫
14. 保育環境の様々な工夫（２）－幼児期と小学校教育の連続性
15. 授業内容を振り返り、他の領域と関連づけながら保育の構想を考える

≪成績評価の基準・方法≫
①　毎回の授業の最後に提出する小レポート　４０%　　②　中間課題　３０%　③　振り返り
のまとめ 　３０%

≪授業で使用する教科書≫
・文部科学省「幼稚園教育要領解説」フレーベル館・厚生労働省「保育所保育指針解説」フレー
ベル館

≪参考書≫
・内閣府・文部科学省・厚生労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」フレーベル
館・大橋喜美子/三宅茂夫「子ども環境から考える保育内容」北大路書房

≪事前・事後学習≫
事前学習としては、毎回、授業前にテキストを読み、学習内容を把握する。事後学習としては、
学んだことから視野を広げたり、深めたりするために振り返り内容について指示をする。

社会的養護Ⅰ
１年次
２単位（講義）
担当 ★藪　一裕

≪授業の概要≫
現代社会の児童養護における社会的養護の果たす役割や必要性と、社会的養護の理念と概念及び
歴史的変遷を学び、児童の権利擁護について周知する。社会的養護の各制度や実施体系を学び、
その中で、児童にとって生活の場となる入所型施設の養護のあり方について、その基本的原理と
施設養護の実際を学び、また必要とされるソーシャルワークの内容を理解する。家庭養護（里親
・ファミリーホーム）や、養子（特別養子・普通養子）縁組制度について理解し、施設養護、家
庭的養護との違いを知る。施設の運営管理や施設内虐待の防止及び学校、地域等との連携など施
設養護の現状と課題について知る。

≪学生の到達目標≫
①現代社会における社会的養護の意義と歴史的変遷について理解する。②子どもの人権擁護を踏
まえた社会的養護（社会的養育含む）の基本について理解する。③社会的養護の制度や実施体系
等について理解する。④社会的養護の対象や形態、関係する専門職等について理解する。⑤社会
的養護の現状と課題について理解する。

≪授業計画≫
１. ガイダンス、社会的養護の理念と概念
２. 社会的養護の歴史的変遷
３. 社会的養護の基本（１）子どもの人権擁護と社会的養護の基本原則
４. 社会的養護の基本（２）社会的養護における保育士等の倫理と責務
５. 社会的養護の制度と法体系
６. 社会的養護の仕組みと実施体系
７. 社会的養護の対象
８. 家庭養護と施設養護の共通点と違い
９. 家庭養護と施設養護における子どもの立場・視点
10. 社会的養護にかかわる専門職
11. 社会的養護に関する社会的状況
12. 社会的養護を必要とする子どもの権利擁護（被措置児童虐待防止）
13. 社会的養護と地域福祉のネットワーク
14. 児童福祉施設の運営管理
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポート試験40％、授業内課題（小テストの実施、リアクションペーパーなど）20％、授業への
取り組み（受講態度、積極的な授業への参加、予習・復習、発表など）20％、事前・事後課題へ
の取り組み20％として評価を行う。レポートは、授業内容の理解度や、受講生自身が問題意識を
もち考えを示すものを評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・原田旬哉・杉山宗尚「図解で学ぶ保育　社会的養護Ⅰ」萌文書林

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
【1単位につき、45時間の学修が必要】本教科科目は2単位であるので、講義、事前・事後学習合
計90時間の学習時間が必要である。
①毎回の授業で示すテーマについて、新聞記事、参考文献やWeb検索などを参照して理解を深め
ること。
②次回授業への予習として、テキストの該当箇所を読み、自分自身の経験や知識を深めること。
①②について、manabaを活用して課題管理をおこなうことがある。
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保育実践学習Ⅰ
１年次
１単位（演習）
担当 ★髙根　栄美, 平野　俊一朗, 松山　由美子, ★石丸　るみ, 金重

　利典, ★神長　美津子, ★木野　稔, 後藤　淑子, 佐々本　清恵,
 鈴木　恵, 野口　知英代, 伴　亜紀, 野上　千春

≪授業の概要≫
　保育実践学習Ⅰは、保育所や幼稚園、こども園等でのインタ－ンシップ現場における実習体験
を基盤とする。実習を通して、実践の場における様々な課題を理解し、保育・教育の職務につい
ての基礎的な理解を深めることを目指す。
　また、保育実践学習Ⅱへのつながりを意識し、実践を通して学ぶということを認識しながら、
実習日誌を書くことによりその体験をより確かなものにする力を養う。
　この授業は、アクティブラーニング（実習、フィールドワーク）を含めて実施する。

≪学生の到達目標≫
　インターンシップ実習における体験を通して、保育所やこども園・幼稚園等の職務への理解を
深める。また、子どもと関わる職としての保育・教育者をしっかり観察し、自身の将来と照らし
合わせる。また、保育・教育現場の諸課題について体感し、考える機会とする。

≪授業計画≫
１. インターンシップ実習に関する心得について
２. インターンシップ実習に関する諸手続き
３. 保育所・幼稚園・こども園についての基礎的知識（１）制度と施設
４. 保育所・幼稚園・こども園についての基礎的知識（２）保育内容
５. 子ども理解について
６. 発達障害の子どもへの対応について
７. 実習日誌の書き方について
８. 現場における対応事例について
９. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（１）１日の生活の流れ
10. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（２）子ども理解
11. フィールドワークでの視察・調査および成果報告書の作成：保育者の援助
12. フィールドワークでの視察・調査および成果報告書の作成：保育者の言葉かけ
13. フィールドワークでの視察・調査および成果報告書の作成：保育環境
14. フィールドワークでの視察・調査および成果報告書の作成：自分自身の援助・言葉かけ
15. 自己の課題の明確化および目標設定

≪成績評価の基準・方法≫
「インターンシップ実習」参加態度および事前・事後授業への参加態度（60％）
「インタ－ンシップ実習」日誌の提出および内容（40％）

≪授業で使用する教科書≫
・厚生労働省「保育所保育指針解説　平成30年3月」フレーベル館・内閣府・文部科学省・厚生
労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説　平成30年3月」フレーベル館・無藤隆 監
修，大方美香 編著「ワークで学ぶ　子どもの「育ち」をとらえる保育記録の書き方　０～２歳児
編」中央法規出版・無藤隆 監修，大方美香 編著「ワークで学ぶ　子どもの「育ち」をとらえる保
育記録の書き方　３～５歳児編」中央法規出版

≪参考書≫
・文部科学省「幼稚園教育要領解説　平成30年3月」フレーベル館　他、適宜プリント等配布を
行う。

≪事前・事後学習≫
・毎回のインターンシップ実習は、実習の目的、目標、観察の視点などを明確にして参加する。
・事後学習は、毎回のインターンシップ実習後に日誌や記録等の整理を通して振り返りを行う。
また、観察内容に適した記録作成をする。
・事前学習は、実習の振り返りから得た課題を明確にして、次のインターンシップ実習に臨める
ように準備をすること。　継続的にインターンシップ現場で扱われていた教材等の研究を行い、
保育実技の実践力をつける。

保育実践学習Ⅱ
１年次
１単位（演習）
担当 ★髙根　栄美, 平野　俊一朗, 松山　由美子, ★石丸　るみ, 金重

　利典, ★神長　美津子, ★木野　稔, 後藤　淑子, 佐々本　清恵,
 鈴木　恵, 野口　知英代, 伴　亜紀, 野上　千春

≪授業の概要≫
　保育実践学習Ⅱは、保育所や幼稚園、こども園等でのインタ－ンシップ現場における実習体験
を基盤とする。
　実習を通して、現場における様々な課題を理解し、保育・教育の職務についての基礎的な理解
を深めることを目指す。また、保育実践学習Ⅰでの学びの経験を活かし、引き続き、実践を通し
て学ぶということを常に認識しながら、実習日誌を書くことによりその体験をより確かなものに
する力を養う。
　この授業は、アクティブラーニング（実習、フィールドワーク）を含めて実施する。

≪学生の到達目標≫
　インターンシップ実習における体験を通して、保育士やこども園・幼稚園等の職務への理解を
深める。また子どもと関わる職としての保育・教育者をしっかり観察し、自身の将来と照らし合
わせる。また、保育・教育現場の諸課題について体感し、考える機会とする。

≪授業計画≫
１. 保育実践学習Ⅰ（前期）の振り返りと自己分析
２. インターンシップ実習に向けての目標設定
３. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（１）１日の生活の流れの視点
４. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（２）自分自身の動き方
５. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（３）保育者の援助・かかわり
６. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（４）保育者の言葉かけ
７. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（５）自分自身の援助・言葉かけ
８. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（６）保育環境と養護的な視点
９. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（７）保育環境と教育的な意図
10. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（８）園庭の保育環境
11. フィールドワークでの視察・調査および成果報告書の作成：子どもの生活に関する事例
12. フィールドワークでの視察・調査および成果報告書の作成：子どもの遊びに関する事例
13. フィールドワークでの視察・調査および成果報告書の作成：個々の発達の異なりの事例
14. フィールドワークでの視察・調査および成果報告書の作成：保育の援助と言葉かけの事例
15. インターンシップ実習の振り返りと自己の課題の明確化

≪成績評価の基準・方法≫
「インターンシップ実習」参加態度および事前・事後授業への参加態度（60％）
「インタ－ンシップ実習」日誌の提出および内容（40％）

≪授業で使用する教科書≫
・厚生労働省「保育所保育指針解説　平成30年3月」フレーベル館「厚生労働省「保育所保育指
針解説　平成30年3月」フレーベル館」厚生労働省「保育所保育指針解説　平成30年3月」フレー
ベル館・内閣府・文部科学省・厚生労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説　平成
30年3月」フレーベル館・無藤隆 監修，大方美香 編著「ワークで学ぶ　子どもの「育ち」をとら
える保育記録の書き方　０～２歳児編」中央法規出版・無藤隆 監修，大方美香 編著「ワークで学
ぶ　子どもの「育ち」をとらえる保育記録の書き方　３～５歳児編」中央法規出版

≪参考書≫
・文部科学省「幼稚園教育要領解説　平成30年3月」フレーベル館　他、適宜プリント等配布を
行う。

≪事前・事後学習≫
・毎回のインターンシップ実習は、実習の目的、目標、観察の視点などを明確にして参加する。
・事後学習は、毎回のインターンシップ実習後に日誌や記録等の整理を通して振り返りを行う。
また、観察内容に適した記録作成をする。
・事前学習は、実習の振り返りから得た課題を明確にして、次のインターンシップ実習に臨める
ように準備をすること。　継続的にインターンシップ現場で扱われていた教材等の研究を行い、
保育実技の実践力をつける。
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教職論
１年次
２単位（講義）
担当 阿部　和子

≪授業の概要≫
　インターンシップ現地における教育者の姿や教育関連のニュースなどにふれる中で、また、授
業内配布の資料を読み込むことを通して、現代社会における教職の意義、教員の役割や職務内容
等について理解することを目的とする。

≪学生の到達目標≫
教職の意義、教員の役割・資質能力、職務内容等について理解し、教職への意欲を高め、更に適
性を判断し、進路選択に資する教職のあり方を理解する。

≪授業計画≫
１. 教職の意義（１）公教育の原理
２. 教職の意義（２）教職の職業的特徴
３. 教員の役割（１）教育の動向
４. 教員の役割（２）今日の教員に求められる役割
５. 教職の意義と役割に関するインターンシップ現地における視察・調査
６. 教職の意義と役割に関する、視察・調査成果報告書の作成
７. 教員の役割（３）教員の資質能力
８. 教員の職務内容（１）幼児・児童への指導
９. 教員の職務内容（２）指導以外の校務
10. 教員の職務内容（３）教員研修
11. 教員の職務内容に関するインターンシップ現地における視察・調査
12. 教員の職務内容に関する、視察・調査成果報告書の作成
13. 教員の職務内容（４）服務上・身分上の義務
14. チーム学校への対応
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
報告書40％、レポート等40％、授業内小テスト30％

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
・「幼稚園教育要領解説　小学校学習指導要領解説（ともに最新版）」

≪事前・事後学習≫
新聞等の教育関連のニュースに気を配り、どのように考えるかなど自分の考えを意識化しておく
こと

国語
１年次
２単位（講義）
担当 ★田窪　豊

≪授業の概要≫
国語科における確かで豊かな言語能力の育成は、幼児教育、小学校教育などの全教育活動の基礎
であり、最も重要視される教員の資質・能力である。こうした問題意識のもと、国語科の教材分
析や保育実践・授業実践に必要な「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」に関する言
語運用力及び言語感覚を身に付け、また、教材分析や保育実践・授業実践に必要な「言葉の特徴
や使い方」「情報の扱い方」「我が国の言語文化」に関する背景的な知識や技能を、保育場面を
意識しながら身に付けることが重要である。｢言葉の特徴や使い方」とは文法、語彙、表記、音
読等で、「情報の扱い方」とは情報と情報の関係、情報の整理等で、｢我が国の言語文化｣とは、
伝統的な言語文化、読書、書写等である。

≪学生の到達目標≫
・「言葉」の領域のねらいや内容に必要な「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」に
関する言語運用力及び言語感覚を身に付けている。　・「言葉」の領域のねらいや内容に必要な
、言葉の働き、文法、語彙、表記、音読等に関する知識及び技能を身に付けている。　・「言葉
」の領域のねらいや内容に必要な、情報と情報の関係、情報の整理などに関する知識及び技能を
身に付けている。　・「言葉」の領域のねらいや内容に必要な、伝統的な言語文化、読書、書写
等に関する知識及び技能を身に付けている。

≪授業計画≫
１. 小学校の「全国学力・学習状況調査」からみる言葉の伝え合い
２. 小学校の国語科につながる幼児期の言葉による伝え合い
３. 教材分析や保育実践に必要な音読に関する知識
４. 教材分析や保育実践に必要な音読に関する技能
５. 教材分析や保育実践に必要な書写に関する知識
６. 教材分析や保育実践に必要な書写に関する技能
７. 教材分析や保育実践に必要な「書くこと」に関する知識
８. 教材分析や保育実践に必要な「書くこと」に関する技能
９. 教材分析や保育実践に必要な「読むこと」に関する知識
10. 教材分析や保育実践に必要な「読むこと」に関する技能
11. 教材分析や保育実践に必要な「話す・聞く」に関する知識
12. 教材分析や保育実践に必要な「話す・聞く」に関する技能
13. 教材分析や保育実践に必要な読書に関する知識や技能
14. 教材分析や保育実践に必要な言語文化に関する知識
15. 教材分析や保育実践に必要な言語文化に関する技能

≪成績評価の基準・方法≫
筆記試験（50％）、レポート、発表、授業への取り組みなど(50％)

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習では、ビブリオバトルの本の選び、発表内容を考える。また、日常的に様々な文種に触
れ、読んだり、聴いたりしたことをもとに人と交流する。事後学習では、書写の「平仮名」「片
仮名」について正しく、美しく書く練習をする。
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算数
１年次
２単位（講義）
担当 ★赤井　利行

≪授業の概要≫
保・幼・小の連携を意識して小学校における算数科の授業に必要な（数と計算、図形、測定、変
化と関係、データの活用）の実践的な数理運用力を、授業場面を意識しながら身に付ける。また
、幼稚園、小学校、中学校の関連性を踏まえながら、小学校における算数科の授業に必要な背景
的な知識を身に付けている。

≪学生の到達目標≫
数とその表現や計算の意味と方法、図形の性質や図形の計量、量に着目して物事の特徴を的確に
表現する、伴って変わる二つの数量の関係、目的に応じて統計的な問題解決するなどの力を身に
付ける。また、小学校における算数科の学習内容に関わる数学に関する基本的な知識を身に付け
ている。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 数と計算に関する基本的な数理運用力の基礎
３. 数と計算に関する基本的な数理運用力低学年
４. 数と計算に関する基本的な数理運用力中学年
５. 数と計算に関する基本的な数理運用力高学年
６. 図形に関する基本的な数理運用力下学年
７. 図形に関する基本的な数理運用力上学年
８. 変化と対応に関する基本的な数理運用力下学年
９. 変化と対応に関する基本的な数理運用力上学年
10. データの活用に関する基本的な数理運用力下学年
11. データの活用に関する基本的な数理運用力上学年
12. 現実の世界の数学的探求
13. 数学の世界の数学的探求
14. 問題発見・解決・発展の過程としての数学
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
最終課題（60％）、2回の研究レポート（40％）

≪授業で使用する教科書≫
・文科省「「学習指導要領解説算数編」（最新版）」

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習は、授業で学習する場面に対応する教科書を読んでおき、授業に向かう。事後学習は、
取り上げられたテーマについて、教科書に示されている課題を図書館で調べる。

音楽（器楽） 
１年次
２単位（演習）
担当 深田　直子, 川村　尚子, 炭谷　恭子, 竹田　景子, 東前　克枝, 

早川　藍香, 峯　恭子, 本村　陽子, 山口　雅敏, 山本　恭仁子

≪授業の概要≫
各自の能力に応じて、個人指導を行う。幼稚園・保育園現場において生活や諸行事に対応でき、
また社会において音楽と豊かに関わることができるようなピアノ演奏技術の習得を目指す。

≪学生の到達目標≫
基礎技術を身につけることを重点に置き、音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる音符、
休符、記号や用語を理解し、演奏する曲に合った豊かな音楽的表現ができることをねらいとする
。

≪授業計画≫
１. 全体及び個人別オリエンテーション
２. 楽譜の読み方及び個人レッスン①
３. 楽譜の読み方及び個人レッスン②
４. 楽譜の読み方及び個人レッスン③
５. 楽譜の読み方及び個人レッスン④
６. 楽譜の読み方及び個人レッスン⑤
７. 練習曲・リズム曲の個人レッスン①
８. 練習曲・リズム曲の個人レッスン②
９. 練習曲・リズム曲の個人レッスン③
10. 練習曲・リズム曲の個人レッスン④
11. 試験曲の指導①
12. 試験曲の指導②
13. 試験曲の指導③
14. 試験曲の指導④
15. 総括（前期到達度試験）
16. 弾き歌い曲・練習曲の個人レッスン①
17. 弾き歌い曲・練習曲の個人レッスン②
18. 弾き歌い曲（発表）
19. リズム曲・弾き歌い曲・練習曲の個人レッスン①
20. リズム曲・弾き歌い曲・練習曲の個人レッスン②
21. リズム曲・弾き歌い曲・練習曲の個人レッスン③
22. リズム曲・弾き歌い曲・練習曲の個人レッスン④
23. リズム曲・弾き歌い曲・練習曲の個人レッスン⑤
24. リズム曲・弾き歌い曲・練習曲の個人レッスン⑥
25. リズム曲・弾き歌い曲・練習曲の個人レッスン⑦
26. 試験曲の指導①
27. 試験曲の指導②
28. 試験曲の指導③
29. 試験曲の指導④
30. 総括（後期到達度試験）

≪成績評価の基準・方法≫
定期試験（80％）授業への取り組み（20％）

≪授業で使用する教科書≫
・小林　美実「こどものうた100」チャイルド社・茂田　すすむ「保育のためのマーチ・スキッ
プ・ギャロップ・ワルツ・リズム曲集」全音楽譜出版社・「バイエル・ブルグミュラー・ソナチ
ネ他　能力に応じて選択」

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
毎週、授業までの十分な練習が必要である。
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基礎造形
１年次
１単位（演習）
担当 丁子　かおる

≪授業の概要≫
領域「表現」及び視点「身近なものと関わり感性が育つ」において、乳・幼児期の造形表現の指
導及び環境構成など、保育をデザインするために必要な造形の基礎的な資質・能力を育成し、子
どもにとっての造形表現の喜びと役割を理解する。

≪学生の到達目標≫
乳・幼児期の造形活動に関わる演習を通して、乳・幼児期の造形表現に必要となる基礎的知識・
技能を身に付ける。・乳・幼児期の造形活動に関わる演習を通して、乳・幼児期の造形表現に必
要な基礎的思考力・判断力・表現力等を身に付ける。・乳・幼児期の造形活動に関わる演習を通
して、表現の喜びを味わい、人間形成の基礎となる造形表現の役割を理解する。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション（乳・幼児期の造形の理解）
２. 感触遊びにおける造形的な見方・考え方の理解と造形的な知識・技能の習得
３. かく遊び（パスおよびペン）における造形的な見方・考え方の理解と知識・技能の習得
４. かく遊び（パスおよびペン）における造形的な見方・考え方の理解と知識・技能の習得
５. かく遊び（技法遊びから）における造形的な見方・考え方の理解と知識・技能の習
６. 造形遊び（素材から）における造形的な見方・考え方の理解と知識・技能の習得
７. 鑑賞における造形的な見方・考え方の理解と知識・技能の習得
８. つくる遊び（立体の基本）における造形的な見方・考え方の理解と知識・技能の習得
９. つくる遊び（構成遊び）における造形的な見方・考え方の理解と知識・技能の習得
10. つくる遊び（構成遊び）における造形的な見方・考え方の理解と知識・技能の習得
11. 造形遊び（かくとつくる）における造形的な見方・考え方の理解と知識・技能の習得
12. テーマを決めて制作及び発表（ICTの活用などによるグループワーク）
13. テーマを決めて制作及び発表（グループワーク）
14. テーマを決めて制作及び発表（グループワーク）
15. 学習の振り返り（子どもの造形展の鑑賞と評価）

≪成績評価の基準・方法≫
授業記録（10％）課題提出(60%)、課題発表の内容(30%)などから総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・文部科学省「幼稚園教育要領（平成２９年３月告示）」フレーベル館・厚生労働省「保育所保
育指針（平成２９年３月告示）」フレーベル館・内閣府「幼保連携型認定こども園　教育・保育
要領（平成２９年３月告示）」フレーベル館・磯部錦司「造形表現・図画工作」建帛社

≪参考書≫
・花篤實・岡田けい吾「新造形表現　理論・実践編」三晃書房　他、適宜プリント等配布を行う
。

≪事前・事後学習≫
指示された教科書の講読をすること。授業内容を各自で振り返り、必要に応じて各自及びグルー
プで話しあっておくことなど。

健康教育
１年次
２単位（講義）
担当 平野　俊一朗, 清田　岳臣

≪授業の概要≫
生活習慣病の罹患（りかん）率は、身体組成と密接な関係にある。アンバランスな栄養摂取と運
動不足が重なることで肥満傾向は加速し、このことが生活習慣病としての要因を作り出すことに
なる。授業では、健康の科学的基礎についての知識を深め、生活習慣病の予防対策としての観点
から身体運動の重要性について説いていく。

≪学生の到達目標≫
生活習慣病の悪化とメタボリックシンドロームとの関係、加齢に伴う骨粗鬆症予防の運動療法に
関する基礎的理論などを学習し、その他様々な症例における問題点を考え、解決する力を身につ
けることを目的とする。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション、授業の進め方
２. 健康の意義について
３. 現代生活と健康
４. 健康の基礎としての体力
５. 運動不足の害
６. 運動の効果
７. 運動処方の意義と実際
８. 運動処方とその流れ
９. 運動処方の内容
10. 運動処方の原則
11. メディカルチェック（実践）
12. 体力診断（実践）
13. 運動処方・プログラムの立て方（発表）
14. 生涯教育の課題（発表）
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポートや提出物（60％）、授業への取り組み（40％）について評価を行う。

≪授業で使用する教科書≫
・「幼稚園教育要領解説」・「保育所保育指針解説」・「幼保連携型認定こども園教育・保育要
領解説」

≪参考書≫
・宮下充正　他「体力を考える－その定義・測定と応用－」杏林書院・竹宮　隆　他「運動適応
の科学－トレーニングの科学的アプローチ－」杏林書院

≪事前・事後学習≫
現代、スポーツや健康科学に関して様々な情報が氾濫している。本講義では学生一人ひとりがそ
れらの氾濫する情報を自分自身で評価検討し、その中から信頼できる情報を取捨選択して、自分
自身の知識の一つとして現場に応用できるようにする。
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総合基礎演習Ⅰ
１年次
２単位（演習）
担当 金重　利典, 平野　俊一朗, 松山　由美子, ★石丸　るみ, ★神長

　美津子

≪授業の概要≫
初年次教育という位置づけで、スタディスキルやアカデミックスキルの獲得を意識した展開を行
う。また、保育士養成および教員養成として1700時間プログラムを実施している本学の学びの体
制の全体像を把握することや、コミュニケーション能力を培う協働的な学びや思考方法を、遊び
の実践を通して学ぶことを中心として行う。

≪学生の到達目標≫
大学で学ぶということについての基礎的な学習から、基本的な学習姿勢や態度を培い、保育士や
幼稚園教諭の職務について必要となる知識や技能を包括的に獲得する。また、遊びの実践を通し
て、社会人基礎力や協働性などを身につける。

≪授業計画≫
１. 大学での「学び」について
２. 大学生活、倫理感について
３. 実習の意義（保育士・教員養成校として）
４. 文献検索の方法や図書館の活用・利用方法（１）
５. 文献検索の方法や図書館の活用・利用方法（２）
６. 文献検索の方法や図書館の活用・利用方法（３）
７. 小論文およびレポート作成の方法（１）
８. 小論文およびレポート作成の方法（２）
９. 小論文およびレポート作成の方法（３）
10. 文献・資料の講読（１）保育や教育専門の雑誌記事
11. 文献・資料の講読（２）文献リストの作成と要約
12. 文献・資料の講読（３）教材資料の保管と整理
13. 情報処理や通信における基礎技術
14. 音楽鑑賞を通じた感情や情緒の育み
15. 防犯教育に関する基礎知識
16. 遊びの提供と保育実践の計画（１）
17. 遊びの提供と保育実践の計画（２）
18. 遊びの提供と保育実践の計画（３）
19. 遊びの提供と保育実践の観察（１）
20. 遊びの提供と保育実践の観察（２）
21. 遊びの提供と保育実践の観察（３）
22. 遊びの提供と保育実践の振り返り（１）
23. 遊びの提供と保育実践の振り返り（２）
24. 遊びの提供と保育実践の振り返り（３）
25. 遊びの提供と保育実践の評価（１）
26. 遊びの提供と保育実践の評価（２）
27. 遊びの提供と保育実践の評価（３）
28. 文献講読・ブックリポートの作成
29. 文献講読・ブックリポート作成と成果報告
30. 総括：初年次の学びについて目標の達成確認と自己評価

≪成績評価の基準・方法≫
遊びの実践にかかわる取り組み（40％）、遊びの実践にかかわるレポート（20％）、文献検索の
方法に関するレポート他、授業内で指定する提出物（40％）

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
・学習技術研究会 編著「知へのステップ　第5版 大学生からのスタディ・スキルズ」くろしお出
版・秋田喜代美 監修／東京大学大学院教育学研究科附属発達保育実践政策学センター 編著「保育
学用語辞典」中央法規・渡辺弥生・平山祐一郎・藤枝静暁 編著「保育系学生のための日本語表現
トレーニング」三省堂

≪事前・事後学習≫
事前学習：授業時に指定される資料等を事前に読んで理解する。参考文献・資料、授業中に適宜
紹介する予定。事後学習：授業内容の要点を自分なりにノートにまとめるなどして、きちんと理
解することが望まれる。その他、指定の課題には、グループワークや個人での資料収集、リポー
ト作成など時間を要するものがあるので、主体的・計画的に取り組むとよい。個別の課題の詳細
は授業内で説明する。

乳児保育研究法Ⅰ
１年次
１単位（演習）
担当 金重　利典, 松山　由美子, 谷口　康祐, 小宮　加容子, 丁子　か

おる

≪授業の概要≫
乳児研究法のアプローチから、保育現場で必要な研究法を学ぶ。このため、インターンシップの
機会などを利用して、乳児の研究方法について学ぶ。乳児研究法として、ドキュメンテーション
、エピソード記録、フォトカンファレンス、質的環境評価スケールなど多岐にわたる方法がある
が、それぞれの特徴や手法について基本を学ぶことを目標とする。それを通して、乳児保育の実
践や乳児の姿を観察し、記録したことをどのように考察し、理解するかの手がかりとして学ぶこ
とを目標とする。乳児の観察手法として、どのような方法があるのか、何に視点をおいて観察す
ればよいのかなど研究方法について乳児保育の側面から学ぶ。

≪学生の到達目標≫
1.保育における研究の意義を理解する
2.さまざまな研究法に触れ、乳児を理解するための方法を知る
3.実際の観察を通して、手法を習得し、その後の実践に活かす力を身に着ける

≪授業計画≫
１. ガイダンス：保育における研究の意義
２. 保育における研究法（観察・面接）
３. 乳児保育における観察の必要性
４. 観察法と保育の観察による研究
５. 観察の目を養う事例検討
６. ドキュメンテーションやフォトカンファレンス
７. 事例検討の演習1：ドキュメンテーションの作成
８. 事例検討の演習2：フォトカンファレンスの実施
９. 様々な観察の記録方法
10. 行動目録法・評定尺度法・行動描写法
11. 観察演習1（観察の練習とテーマ）
12. 観察演習2（観察の記録）
13. 観察演習3（観察の分析とまとめ）
14. 観察演習4（観察結果の発表）
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業中の課題や授業での発表(50％)＋レポート課題(50％)で評価する

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
授業中に学習した観察の方法を振り返り、それを取り入れて、インターンシップ先で3歳以下の
子どもを観察する
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赤ちゃんの生活と保育
１年次
２単位（講義）
担当 ★石丸　るみ, ★大方　美香

≪授業の概要≫
乳児の生活が子どもの成長の土台となることを学び、保育所保育指針第２章保育の内容では、1
歳未満児を乳児保育（前期乳児とする）、1歳以上3歳未満（後期乳児とする）に区分しているこ
とを踏まえつつ、家庭養育における乳児の生活と保育所等集団保育における乳児の生活の連続性
と相違について考え、学ぶ。

≪学生の到達目標≫
〇家庭や保育施設で生活する乳児の実際について理解する。〇家庭生活から保育施設へ接続のあ
り方について乳児の立場で検討する。〇乳児の生活について総合的に理解し子育て支援の手立て
について考察できる。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション：乳児を主体にする視点、乳児の生活する場
２. 胎児から新生児へ：産まれる～新しい世界と五感
３. 家庭の保育：赤ちゃんのいる家と部屋～心地よい
４. 家族との関係づくり：身近な人との関わり、親やきょうだい～最初の大好き
５. 赤ちゃんの生活：ねる、目覚める～五感と生活リズム
６. 赤ちゃんの生活：飲む、食べる、排せつ～満たされる
７. 赤ちゃんの生活：遊ぶ～五感を通して遊ぶ、楽しいな
８. 育ちを祝う行事や伝統［グループワークでの調査］
９. 子育てを支える産業や企業の取り組み［グループワークでの調査］
10. 家庭養育を支える保育施設：子育て支援の場
11. 家庭から保育施設へ：入園した生活の変化、親と保育者の関わりの相違
12. 保育所保育での生活：１日の生活～先生との関わり
13. 保育所保育での生活：ひとり一人の育ちへの願いとねらい
14. 保育所保育での生活：大人や他児との関わりを通して遊ぶ～いっしょが楽しい
15. 振り返りとまとめ：乳児の２４時間の生活を保障する視点～生活の連続性

≪成績評価の基準・方法≫
授業中の課題や授業での発表(60％)、及びレポート課題(40％)で評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・大方美香「ー幼稚園、保育所、認定こども園対応　ワークで学ぶ子どもの「育ち」をとらえる
保育記録の書き方ー　無藤隆監修　」中央法規出版

≪参考書≫
・「保育所保育指針解説平成30年」

≪事前・事後学習≫
授業中に指定する

赤ちゃんの生活とデザイン
１年次
２単位（講義）
担当 松山　由美子, 小宮　加容子, 丁子　かおる

≪授業の概要≫
乳児の生活と保育のアプローチから、乳児の生活について学びながら、乳児のもの・こと・ひと
の関係について環境や造形デザイン
の視点から考える。乳児の人体と乳母車や玩具、地域空間など環境との関係も考える。乳児は空
間環境によってどのように身体を動かしたり、移動したりするのか、乳児の生活に欠かせない環
境に子ども自身がどのように関与し、大人との共同活動に参与していくのかを学ぶ。

≪学生の到達目標≫
赤ちゃん（乳児）の生活と遊びについて、発達過程にあわせた環境構成と指導と援助について理
解し、乳児保育をデザインする基礎的な資質・能力を実践をとおして習得する。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション（乳児保育のねらいと領域「健康」「表現」に関する基礎知識）
２. 乳児の生活と遊びの環境についての理解
３. 乳児の遊びと乳児の発達過程の理解
４. 保育環境の調査と考察（附属保育園とその周辺の見学など）
５. 海外の保育現場の事例から学ぶ
６. 保育環境の調査と考察（グループワーク）
７. 保育環境の発表（グループ発表と個人レポート）
８. 乳児の遊びをデザインするための環境の理解と制作準備
９. 乳児の遊びの準備（グループワーク）
10. 乳児の遊びの準備（グループワーク）
11. 附属保育園での保育実践（１）
12. 保育の改善にむけての検討
13. 附属保育園での保育実践（２）
14. 保育の評価と省察
15. 学修の振り返り（成果報告プレゼンテーション）

≪成績評価の基準・方法≫
授業記録（30％）課題発表(30%)、課題デザイン(40%)などから総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・厚生労働省「保育所保育指針（平成29年3月告示）」フレーベル館・内閣府「幼保連携型認定
こども園　教育・保育要領（平成29年3月告示）」フレーベル館

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
授業内容を各自で振り返り、各自及びグループで話しあったり準備したりしておくことなど。
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人間論
２年次
２単位（講義）
担当 井岡　瑞日

≪授業の概要≫
　本講義では、菅野仁『友だち幻想』を中心に読み進めながら現代社会に生きる人間同士の関係
について一緒に考えていきたいと思います。
　この本は10代を主なターゲットに2008年に書かれたものですので、2021年の今を生きる大学
生の皆さんにとっては既に通り過ぎた年代の話や時代遅れな内容もあり、完全に共感はできない
かもしれません。しかし、だからこそその中で年代・時代を超えても普遍的なこととそうでない
ものを分けて考えてみたり、自分の中高生時代を振り返って当てはめてみたり、これから教育者
、保育者、あるいは親となったときに次の世代の子どもや若者に接する際のヒントを探してみた
り、単に読んで通り過ぎるだけの読書で終わるのではなく、本をきっかけに自ら考えて新しい学
びを得る機会にして欲しいと思います。

≪学生の到達目標≫
・現代の若者が抱えがちな人間関係の悩みや問題などを認識・整理する
・自分が今抱える問題や過去の経験、身の回りで見聞きしたことと関連付けて考えをまとめる
・本を繰り返し読みながら、時には批判の目を持ち、自ら考えて学ぶことを経験する
・日ごろから読書をする習慣を身につける

≪授業計画≫
１. 授業の概要と進め方について、「はじめに」
２. 第1章　人は一人では生きられない？
３. 第2章その1　幸福のモメント
４. 第2章その2　他者=自分以外のすべての人間
５. 第3章その1　同調圧力
６. 第3章その2　同質性から並存性へ
７. 第3章寄り道　"ルサンチマン"
８. 第4章 「ルール関係」と「フィーリング共有関係」
９. 双方向ワーク　その1
10. 第5章　熱心さゆえの教育幻想
11. 第6章　家族との関係と、大人になること
12. 第7章 「傷つきやすい私」と友だち幻想
13. 第8章　言葉によって自分を作り変える
14. 双方向ワーク　その2
15. 総括・読書案内

≪成績評価の基準・方法≫
各授業回に出す小課題の提出状況 : 40%
各授業回に出す小課題の内容/理解度 : 40%
双方向ワークへの参加状況 : 20%

≪授業で使用する教科書≫
・菅野 仁「友だち幻想 ～人と人の<つながり>を考える～」ちくまプリマ―新書

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習：教科書の指定部分を事前に読み、不明点や興味関心のある点などをメモしておくこと
事後学習：講義中に適宜、図書紹介を行うので興味のあるものを読むようにすること

フランス語
２年次
２単位（演習）
担当 永井　道子, 杉本　里栄

≪授業の概要≫
EU の中核をなすフランス共和国の言語を学び、言葉を通じてフランスの文化、日常生活、社会
事情を考察することにより異文化への理解を深める。フランスという国の多様な顔を知り、視野
を広げ、近い将来フランス語の話者7億人時代にも対応できるよう、基礎日常会話の習得を目指
す。

≪学生の到達目標≫
学生が語彙や知識を豊かにし、発音強化により日常のコミュニケーション力をつけることを目指
す。言葉だけではなく、各自が興味を持って選択したテーマを絞り考察したことをまとめる。

≪授業計画≫
１. ヨーロッパの中のフランス共和国
２. フランス語とは；英語との比較を交えて
３. 基礎発音
４. 挨拶、自己紹介
５. 身分、職業、国籍の表現
６. 数字を学び、年齢を言う
７. カフェで注文
８. 家族を紹介する
９. マルシェで買い物
10. 時刻の表現
11. 季節、天候の表現
12. フランスの世界遺産
13. パリ散策；旅会話
14. 地方への旅；旅会話
15. 総括
16. 前期の復習
17. 日常会話、基本表現の質疑応答
18. フランスの子どもたちの歌を覚えて、振り付ける
19. モード用語とファッション
20. フランス映画にみる表現
21. 食文化；ワイン、チーズ
22. 食文化；フランス料理
23. 食文化；フランス菓子
24. バカンス；海へ、山へ
25. 伝統行事に関連する表現
26. 感情表現；ジェスチャーを交えて
27. フランスの人気スポーツ、ラグビー？サッカー？
28. ホームパーティーを楽しむ；日本紹介
29. 総復習
30. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
学期末試験、レポート、課題提出80％、小テスト20％

≪授業で使用する教科書≫
・小谷奈津子、藤井宏尚「キーフレーズで学ぶフランス語」三修社

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習；普段からフランスに関するニュース、言葉に注目し、興味をもった事項は調べてみる
。
事後学習；授業で習った表現を、音声ダウンロードを聴きながら繰り返し一緒に発音してみる。
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韓国語
２年次
２単位（演習）
担当 韓　寧爛

≪授業の概要≫
今日、日本と韓国との交流は、政治・経済だけにとどまらず、多方面にわたって多様化している
。また、交流の多様化に伴って、様々な方面から韓国語学習に対するニーズが高まっている。本
講義では、多様化しつつある韓国語のニーズにこたえるべく、しっかりとした韓国語基礎の習得
を目指す。単語の習得、文の組み立て能力に重点を置いて講義を進めていく。さらに挨拶表現の
異同などを通して、隣国のコミュニケーションスタイル、発想方法等にも触れ、異言語を学ぶ楽
しさを味わってほしいと願っている。

≪学生の到達目標≫
(1)簡単な文の「読み・書き」が出来る。
(2)ハングル能力検定試験５級の習得を目指す。
(3)初級（５級）レベルの限られた単語を使い簡単なコミュニケーションが出来るようになる。

≪授業計画≫
１. 韓国語とはどういう言語か。ー音節の構造を中心にー
２. 韓国語の母音習得
３. 子音習得ー平音を中心にー
４. 子音習得ー激音･濃音を中心にー
５. 音節末の子音（バッチム）の習得
６. 発音の規則の習得
７. 文字と発音編のまとめ
８. 第一課ー입니다と입니까①ー
９. 「トイレはどこですか」文の会話と練習問題④と⑤
10. 第二課ー이／가 아닙니다と이／가 아니라①ー
11. 「高校生ではなく中学生です」文と問題③と⑤ー
12. 第三課ー漢数詞と「Ⅰ・고 있습니다」①ー
13. 「携帯番号」文の会話と練習問題④と⑥ー
14. 第四課ー합니다体と存在詞①ー
15. 「○学年です」「○ウォンです」文と問題③と⑤ー
16. 韓国文化①－ハングルの日について
17. 第五課ー生年月日の言い方の習得①ー
18. 「1994年生まれです」文と練習問題③と⑤ー
19. 第六課ー固有数詞と否定文の習得①ー
20. 「18歳です」「サッカーが好きです」文と問題③ー
21. 第七課ー時間の言い方と「Ⅱ・ㄹ까요」①ー
22. 「9時に授業があります」文と練習③と⑤ー
23. 第八課ー用言の短い否定形と「Ⅰ・겠습니다」①ー
24. 「今週から来週まで学校に行きません」文と問題③ー
25. 漢数詞、固有数詞、用言の否定形のまとめ
26. 第九課ー尊敬丁寧形「Ⅱ・십니다」①ー
27. 「ビビンバーがお好きですか」文と問題④と⑥ー
28. 第十課ー「해요体」の終結語尾「Ⅲ・어요」①ー
29. 「日曜日に何してますか」文の会話と問題③と⑤ー
30. 尊敬丁寧形と「해요体」の終結語尾のおさらい

≪成績評価の基準・方法≫
以下の項目により判断します。
⑴小テスト（50％）
⑵課題（20％）
⑶授業への取り組み（30％）

≪授業で使用する教科書≫
・金京子・喜多恵美子「「パランセ韓国語初級」」朝日出版社

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
外国語習得という側面からすると、日頃韓国語と接しているということが望ましい。楽しい学習
の観点から考えても、少なくともその日の学習項目や単語を自分のものにするという学習後の作
業は求められる。

子育て支援
２年次
１単位（演習）
担当 ★春高　裕美

≪授業の概要≫
保育の専門性を背景とした保護者に対する相談、助言、情報提供、行動見本の提示等の支援につ
いて、その特性と展開を具体的に理解する。また、保育士の行う子育て支援について、様々な場
や対象に即した支援の内容と方法及び技術を学ぶ。実践事例に基づくグループワークを実施し理
論と実践を融合させより深い学びとする。

≪学生の到達目標≫
1.保育士の行う保育の専門性を背景とした保護者に対する相談、助言、情報提供、行動見本の提
示等の支援（保育相談支援）について、その特性と展開を具体的に理解する。
2.保育士の行う子育て支援について、様々な場や対象に即した支援の内容と方法及び技術を、実
践事例等を通して具体的に理解する。

≪授業計画≫
１. ガイダンス　　保育士の行う子育て支援の特性
２. 子どもの保育とともに行う保護者の支援
３. 日常的・継続的な関わりを通じた保護者との相互理解と信頼関係の形成
４. 保護者や家庭の抱えるニーズへの気づきと多面的な理解
５. 子ども・保護者が多様な他者と関わる機会や場の提供
６. 保育士の行う子育て支援の展開（１）子ども及び保護者の状況・状態の把握
７. 保育士の行う子育て支援の展開（２）支援計画と環境構成
８. 保育士の行う子育て支援の展開（３）実践・記録・評価・カンファレンス
９. 保育士の行う子育て支援の展開（４）社会資源の活用　他専門機関との連携・協働
10. 保育士が行う子育て支援とその実際（１）地域の子育て家庭における支援
11. 保育士が行う子育て支援とその実際（２）障害のある子ども及び家庭に対する支援
12. 保育士が行う子育て支援とその実際（３）特別な配慮を要する子どもと家庭の支援
13. 保育士が行う子育て支援とその実際（４）要保護児童等の家庭に対する支援とその実際
14. 保育士が行う子育て支援とその実際（５）多様な支援ニーズを抱える子育て家庭の理解
15. グループワークの発表と授業総括

≪成績評価の基準・方法≫
グループワークの参加度60％・授業総括レポート40％により総合的に評価する

≪授業で使用する教科書≫
・「保育所保育指針」

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習：次回授業の内容について事前提示するので、各自用語等を調べておくこと。
事後学習：発展学習資料を提示するので精読しておくこと。
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子どもの保健
２年次
２単位（講義）
担当 ★春高　裕美, 清田　岳臣

≪授業の概要≫
子どもの健全な育成には、単に子どもの身体と心の発達のみならず、子どもを取り巻く環境を理
解することも求められる。本講義では、これらの理解のために、身体の構造および諸機能の発達
について学習する。そのうえで、子どもの心身の健康状態とその把握や対応についての知識を身
に付ける。また適宜、事例に基づくグループワークを実施し理論と実践を融合させより深い学び
とする。

≪学生の到達目標≫
１．子どもの心身の健康増進を図る保健活動の意義を理解する。
２．子どもの身体的な発育・発達と保健について理解する。
３．子どもの心身の健康状態とその把握の方法について理解する。
４．子どもの疾病とその予防法及び他職種間の連携・協働の下での適切な対応について理解する

≪授業計画≫
１. ガイダンス  　子どもの心身の健康と保健の意義
２. 生命の保持と情緒の安定に係る保健活動の意義と目的
３. 健康の概念と健康指標　
４. 地域における保健活動と子ども虐待防止
５. 子どもの身体発育と保健　ー事例に基づくグループワークー
６. 子どもの運動機能の発達と保健
７. 子どもの生理機能の発達と保健　－事例に基づくグループワークー
８. 子どもの心身の健康状態とその把握（１）健康状態の観察
９. 子どもの心身の健康状態とその把握（２）心身の不調等の早期発見
10. 子どもの心身の健康状態とその把握（３）発育・発達の把握と健康診断
11. 子どもの心身の健康状態とその把握（４）保護者との情報共有　ーロールプレイングー
12. 子どもの疾病の予防及び適切な対応（１）主な疾病の特徴　
13. 子どもの疾病の予防及び適切な対応（２）主な疾病の特徴
14. 子どもの疾病の予防及び適切な対応（３）子どもの疾病の予防と適切な対応
15. 現代社会における子どもの健康に関する現状と課題、授業総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業内に実施するICTを活用した小テスト15回（60％）授業内の取り組み（ディスカッションへ
の参加等）（20%） 最終レポート（20％）によって総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・「保育所保育指針」・「幼稚園教育要領」・「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習：次回授業の内容について事前提示するので、各自用語等を調べておくこと。
事後学習：毎回の授業内でICTを活用した小テストを実施するのでその復習を行い、知識の定着
を図ること。

子どもの食と栄養
２年次
２単位（演習）
担当 伴　亜紀, 大杉　加菜子

≪授業の概要≫
人間の食は哺乳から始まります。食べることは栄養補給をし、生命を維持するうえで欠かせない
ものですが、人間にとっての食は栄養補給だけでなく、コミュニケーションという大切な役割が
あります。子どもの成長・発達を知ることで、食行動の意味や栄養・食生活の重要性にも理解を
深めます。さらに、食べるということの基礎を講義や実習・演習で学習することにより、実践的
で専門的な知識を獲得し、哺乳からはじまる子どもにの食を理解し、成長・発達に合わせた食の
提供、食育・栄養教育を実践できるよう学びます。

≪学生の到達目標≫
＊子どもの健康と食生活の意義を理解する。
＊乳児期の口腔内・身体と食の発育・発達についての理解し、支援ができる。
＊幼児期の身体と食の発育・発達についての理解し、支援ができる。
＊食物アレルギーについて理解し安全な保育環境を実践できる。
＊子どもの食を理解し、地域や家庭に根ざした食育活動が実践できる。
＊演習・実習を通して、子どもの発育・発達に応じた食と栄養について理解を深める。

≪授業計画≫
１. 子どもの健康と食生活の意義
２. 子どもたちの食生活の現状と課題、発育・発達と栄養
３. 栄養に関する基礎知識　
４. 食・栄養に関する制度
５. 妊娠期と授乳期の食生活
６. 乳児期の食生活
７. 乳児期の食生活　進め方の目安・口腔内の発達について
８. 保育所の食事　
９. 保育所の昼食（実習）
10. 保育所の補食について（実習）
11. 乳児期の食生活　①離乳食について（実習）
12. 乳幼児の食生活　②離乳食について（実習）
13. 乳幼児の食生活　③離乳食について（実習）
14. 乳幼児の食生活　④離乳食について（実習）
15. 前期まとめ
16. 幼児期の発育・発達と食生活　
17. 幼児期の食・栄養の問題（実習）
18. 乳幼児期の食・栄養について
19. 学童期・思春期の発育・発達と食生活
20. 学校給食と栄養教育
21. 生涯発達と食生活
22. 食育の基本と内容　
23. 保護者支援・地域支援
24. 食育計画・クッキング保育計画
25. クッキング保育（実習）
26. 家庭や児童福祉施設における食事と栄養　(実習）
27. 特別な配慮を要する子どもの食と栄養
28. アレルギー疾患をもつ子どもの食と栄養　
29. アレルギーのある子もない子もおいしい食事（実習）
30. まとめ

≪成績評価の基準・方法≫
授業内課題（小テスト・レポート等）６０％　授業への取り組み４０％　

≪授業で使用する教科書≫
・太田百合子・堤ちはる「子どもの食と栄養」羊土社　他、適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・佐井かよ子・伴　亜紀「ごちそうさま！また！つくってね！から生まれたレシピ集（1年次配
布済み）」　他、適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前：教科書をよく読み、自分のわからないところを知っておく。
事後：学習することにより成長・発達過程における子どもの「食」を理解する。
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保育の計画と評価
２年次
２単位（講義）
担当 ★大橋　喜美子, 阿部　和子

≪授業の概要≫
全体的な計画や各種指導計画を客観的に分析することを通して、自分が担当する乳幼児にふさわ
しい保育の計画について理解を深め、指導計画を立案し、実践できる力量を高めることを目的と
する。そのために、保育における計画の意義と必要性を理解し、保育カリキュラムの構造につい
て学びを深める。また、同時に、乳幼児の理解に基づく保育の過程（計画・実践・記録・省察・
評価・改善）について学びを深めて、計画と評価の一体性について具体的に学ぶ。

≪学生の到達目標≫
１．保育の内容の充実と質の向上に資する保育の計画及び評価について理解する。
２．全体的な計画と指導計画の作成について、その意義と方法を理解する。
３．子どもの理解に基づく保育の過程（計画・実践・記録・省察・評価・改善）について、そ
　　の全体構造を捉え、理解する。

≪授業計画≫
１. ガイダンス
２. カリキュラムの基礎理論、計画と評価の意義
３. 保育所における保育の計画の実際（1）全体的な計画と指導計画の関係
４. 保育所における保育の計画の実際（2）指導計画（長期的・短期的）の考え方
５. 保育所における保育の計画の実際（3）指導画（長期的・短期的）とカリキュラム 　　
６. 0歳児の発達理解に基づく保育の過程（計画・実践・記録・省察・評価・改善）と意義
７. 1-2歳児の発達理解に基づく保育の過程（計画・実践・記録・省察・評価・改善）と意義
８. 3-5歳児の発達理解に基づく保育の過程（計画・実践・記録・省察・評価・改善）と意義
９. 計画に基づく保育と乳幼児の発達や個性に必要とされる指導計画作成上の配慮
10. グループワーク①　日案の作成
11. グループワーク②　週案の作成
12. グループワーク③　月案、年間指導計画の作成
13. 保育の記録及び省察、自己評価、改善の取組み
14. 保育所児童保育要録の意義と記入の方法
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業毎回の課題30％、グループディスカッションの内容30％
レポート40％

≪授業で使用する教科書≫
・戸江茂博　編著「保育カリキュラムの基礎理論ー教育課程・全体的な計画の学びー」あいり出
版

≪参考書≫
・「「保育所保育指針」「幼稚園教育要領」「認定こども園教育・保育要領」」

≪事前・事後学習≫
実習やインターンシップなどでの乳幼児の発達理解について詳細にまとめる習慣をつけて下さい
。そして、乳幼児の実際のイメージをもって授業に臨んでください。

幼児と人間関係
２年次
２単位（講義）
担当 金重　利典

≪授業の概要≫
　現代の幼児の人間関係の育ちに影響を与えている社会的要因について理解し、幼児教育で保障
すべき教育内容に関する知識を身に付ける。特に領域「人間関係」の指導の基盤となる基礎理論
として、関係発達論的視点について学び、他者との関係や集団との関係の中で幼児期の人と関わ
る力が育つことを理解する。

≪学生の到達目標≫
①幼児を取り巻く人間関係をめぐる現代的課題を理解する。
②幼児期の人間関係の発達について理解する。
③保育現場における関係発達論的視点について理解する。

≪授業計画≫
１. 現代社会と幼児の人間関係
２. 人とのかかわりを培う保育の基本
３. 自立心を育む援助
４. 自他の気持ちに気づく援助のあり方
５. 自分の気持ちを自己調整する力を育む援助のあり方
６. きまりをめぐる様々な幼児の葛藤と援助
７. ルールのある遊びと援助
８. 個と集団の育ちを考える
９. 共同的な遊びの中で育ち合う長期的な保育の展開を考える
10. 保護者との関係づくりと地域との連携（１）課題を抱えた子どもとその保護者の理解と援助
11. 保護者との関係づくりと地域との連携（２）課題を抱えた保護者とその子どもの理解と援助
12. 保育者同士の人間関係
13. 多様な人間関係づくりと地域ネットワークづくり（１）幼小の交流活動を考える
14. 多様な人間関係づくりと地域ネットワークづくり（２）小学校以降の生活や学習で生かされ
15. 領域「人間関係」をめぐる現代的諸問題・まとめ

≪成績評価の基準・方法≫
各種課題・レポート（80％）、最終レポート（20％）

≪授業で使用する教科書≫
・「幼稚園教育要領」・「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」・「保育所保育指針」　他
、適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
【事前】講義内容に関わる新聞記事やニュースなどを通して、問題意識を持っておく
【事後】講義で用いた資料を基に、キーとなる知識を説明できるようにする
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幼児と言葉
２年次
２単位（講義）
担当 丁子　かおる, 小椋　たみ子

≪授業の概要≫
教科書や映像などを用いて、乳幼児の言葉の発達過程、発話、保育者の援助について理解し、絵
本やペープサートなど言葉に関わる児童文化財や言葉遊びなどの教材理解と制作発表、保育の立
案などの演習を通して乳幼児の言葉を育み豊かにする実践について理解を深める。

≪学生の到達目標≫
保育内容領域「言葉」における、乳幼児の言葉の発達過程、言葉の働きと役割などについての基
礎知識を習得し、幼児が言葉で表現する楽しさ、聞く、話す、伝え合う喜び、語彙の獲得、言葉
を豊かにする遊びの意味を理解する。また、言葉に対する感覚を豊かにする教材に親しみ、乳幼
児の言葉を育て、言葉の感覚を豊かにする教材や実践について演習を通して理解と知識を身に付
ける。

①幼児にとっての言葉の機能や役割を理解する
②幼児期の言葉の発達について理解する
③幼児の言葉を豊かにする教材や保育について理解し構想できる。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション及び領域「言葉」の理解
２. 言葉の働きと役割についての理解
３. 乳幼児期の言語発達の特徴
４. 乳幼児期の言語発達とその課題
５. 言葉の指導と援助について
６. 言葉に対する感覚、感性を豊かにする保育の理解
７. 言葉と想像力を育む児童文化財の理解・紙芝居の指導と援助
８. 絵本の指導と援助
９. ペープサートについての実践的理解（グループワーク）
10. ペープサートの制作と発表（グループワーク）
11. 子ども同士の会話を広げる保育の理解
12. 想像を広げる保育（素話・言葉遊びなど）の立案と発表
13. 想像を広げる保育（素話・言葉遊びなど）の発表
14. 想像を広げる保育（素話・言葉遊びなど）の発表
15. 子どもの言葉を育む現代社会と環境の課題―メディア、国際化―

≪成績評価の基準・方法≫
授業記録・課題提出(30%)、課題発表の内容(40%)、最終レポート(30％)から、,総合的に判断す
る。

≪授業で使用する教科書≫
・文部科学省「幼稚園教育要領　平成29年度告示」フレーベル館・内閣府「幼保連携型認定こど
も園教育・保育要領」フレーベル館・厚生労働省「保育所保育指針」フレーベル館・秋田喜代美
・三宅茂夫「子どもの姿からはじめる領域・言葉」みらい

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前・事後学習については、毎時の授業時に指定する。その他、大学図書館や地域の図書館など
で絵本や紙芝居などの教材に親しんでおくこと。

健康領域指導法Ⅰ
２年次
１単位（演習）
担当 清田　岳臣

≪授業の概要≫
健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活を作り出す力を養う領域「健康」の指導方法につい
て身に付ける。以下の２点について理解し、身に付けることを目標とする：（１）幼稚園教育要
領に示された幼稚園教育の基本を踏まえ、領域「健康」のねらいおよび内容を理解する、（２）
幼児の発達や学びの過程を理解し、領域「健康」に関わる具体的な指導場面を想定した保育を構
想する方法を身に付ける。

≪学生の到達目標≫
本演習では、健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活を作り出す力を養う領域「健康」の指
導方法について、グループワークおよび模擬保育等を通じて身に付けることを目的とする。以下
の２点について理解し、身に付けることを目指す：（１）幼稚園教育要領に示された幼稚園教育
の基本を踏まえ、領域「健康」のねらいおよび内容を解説する、（２）幼児の発達や学びの過程
を理解し、領域「健康」に関わる具体的な指導場面を想定した保育を構想する方法を模擬授業等
を通じて身に付けさせる。

≪授業計画≫
１. 健康観と保育における健康①（グループワーク）
２. 健康観と保育における健康②（発表および相互評価）
３. 乳幼児の生活習慣の問題点（食事）①（グループワーク・課題設定）
４. 乳幼児の生活習慣の問題点（食事）②（模擬保育および相互評価）
５. 乳幼児の生活習慣の問題点（睡眠）①（グループワーク・課題設定）
６. 乳幼児の生活習慣の問題点（睡眠）②（模擬保育および相互評価）
７. 乳幼児の生活習慣の問題点（運動）①（グループワーク・課題設定）
８. 乳幼児の生活習慣の問題点（運動）②（模擬保育および相互評価）
９. 乳幼児への安全指導①（グループワーク・課題設定）
10. 乳幼児への安全指導②（模擬保育および相互評価）
11. 運動遊び指導の要点
12. 運動遊びの指導（実践：個人遊び・集団遊び）
13. 運動遊びの指導上の留意点（グループワーク・指導計画の立案）
14. 運動遊びの指導（模擬保育および相互評価）
15. 健康領域指導におけるＩＣＴ化の現状～情報機器および教材の活用

≪成績評価の基準・方法≫
グループワークでの取り組み（20％）、指導計画の立案・模擬保育の実践（50％）、最終レポー
ト（30％）

≪授業で使用する教科書≫
・「幼稚園教育要領」・「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」・「保育所保育指針」

≪参考書≫
・平井タカネ・河本洋子「子どもの健康」三晃書房・吉田伊津美「保育と幼児期の運動遊び」萌
文書林・前橋明「0－5歳児の運動遊び指導百科」ひかりのくに

≪事前・事後学習≫
事前学習として、前回の授業で指定された、授業内容のキーワードについて小レポートの提出を
求めます。事後学習として、授業内のディスカッションやグループワーク内容に基づくレポート
を課します。
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人間関係領域指導法Ⅰ
２年次
１単位（演習）
担当 末次　有加

≪授業の概要≫
現代社会の様々な状況を踏まえ、領域「人間関係」において子どもたちにどのような力や視点を
身に付けさせることが望ましいのかを具体的な事例の検討や映像の視聴を通して考える。そして
また、幼児の発達にふさわしい「主体的・対話的で深い学び」を実現する保育を具体的に構想し
、実践する方法を身につける。

≪学生の到達目標≫
①領域「人間関係」の「ねらい」及び「内容」並びに全体構造について理解する。②領域「人間
関係」の「ねらい」及び「内容」を踏まえて、自立心を育て、人と関わる力を養うために必要な
、幼児が経験し身に付けていくべき内容と指導上の留意点、評価の考え方を理解する。③具体的
な保育を想定した指導案を作成する。④模擬保育やロールプレイとその振り返りを通して、保育
を改善する視点を身につける。

≪授業計画≫
１. 現代社会と幼児を取り巻く人間関係
２. 領域「人間関係」の全体像の把握
３. 保育者と子どもとのかかわり（1）子どもとの信頼関係を築く
４. 保育者と子どもとのかかわり（2）自己主張を見守る
５. 遊びの中の人とのかかわり（1）個々の子どもへのかかわりと集団保育の展開
６. 遊びの中の人とのかかわり（2）幼児同士のいざこざへの援助
７. 遊びの中の人とのかかわり（3）きまりをめぐる幼児の葛藤と援助
８. 遊びの中の人とのかかわり（4）集団で活動する楽しさを味わう：ICTを活用した実践
９. （グループワークと発表）１歳未満児の遊びと保育者とのかかわり
10. （グループワークと発表）１歳以上～３歳未満児の遊びと保育者とのかかわり
11. （グループワークと発表）３歳以上児の遊びと人間関係
12. （グループワークと発表）異年齢保育における遊びと人間関係
13. （グループワークと発表）多文化保育における遊びと人間関係
14. （グループワークと発表）特別なニーズのある子どもを中心に据えた遊びと人間関係
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
各種課題・レポート（80%）＋最終レポート（20%）＝100%

≪授業で使用する教科書≫
・厚生労働省「保育所保育指針解説〈平成30年3月〉」フレーベル館・文部科学省「幼稚園教育
要領解説〈平成30年3月〉」フレーベル館・内閣府/文部科学省/厚生労働省「幼保連携型認定こど
も園教育・保育要領解説〈平成30年3月〉」フレーベル館

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習：「保育所保育指針」「幼稚園教育要領」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」
をよく読んでおくこと。事後学習：毎週のインターンシップ等において、子どもの年齢・発達段
階、家庭環境、生活経験などと人とのかかわり方の違いや特徴についてよく観察すること。集団
保育の方法についてもよく観察し、不明点があれば、現場の保育者に質問してみること。

言葉領域指導法Ⅰ
２年次
１単位（演習）
担当 杉本　孝美, 古茂田　貴子, 手良村　昭子

≪授業の概要≫
ことばは最も優れたコミュニケーションの道具の一つである。この講義では、ことばの大切さや
ことばの発達過程を学び、子どもたちが豊かな言葉を獲得するために保育者としてどのような援
助や環境構成が必要かについて考える。

≪学生の到達目標≫
幼稚園教育において育みたい資質・能力を理解し、幼稚園教育要領に示された「言葉」領域のね
らい及び内容について背景となる専門領域と関連させて理解を深めるとともに、幼児の発達に即
して、主体的・対話的で深い学びが実現する過程を踏まえて具体的な指導場面を想定して保育を
構成する方法を身に付ける。
子どものことばの発達過程を学び、ことばの面白さや大切さ、コミュニケーションの道具として
の重要性に気づくことを通して、子どものこどばの発達をうながす環境構成や保育活動について
考える力を養う。

≪授業計画≫
１. イントロダクション
２. 幼稚園教育要領　領域言葉について
３. 幼稚園教育要領　領域言葉（目標・ねらい）
４. 幼稚園教育要領　領域言葉（内容・内容の取り扱い）
５. ことばの発達（0歳）
６. ことばの発達（1～2歳）
７. ことばの発達（3～4歳）
８. ことばの発達（5～6歳）
９. 幼児語・幼児音・文化としてのことば
10. 一次的ことば・二次的ことば
11. 文字教育およびその教材について・言語相対性理論
12. 聞くことについて・ことばがけについて
13. 指導案作成
14. 模擬保育…児童文化財と教材としての活用について（情報機器とその活用を含む）
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
定期試験（60％）、授業の中で適宜提出する小レポート（40％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・「幼稚園教育要領」・「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」・「保育所保育指針（最新
版）」・古茂田貴子編「ことばと保育」久美株式会社　他、適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
講義の学びを通して、ことばの豊かな発達を支える保育環境作りについて様々な興味や関心を高
めて頂きたいと思います。そのために、前回の復習を必ず行った上で講義に臨むようにしてくだ
さい。
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表現領域指導法Ⅰ
２年次
１単位（演習）
担当 手良村　昭子, 丁子　かおる

≪授業の概要≫
乳幼児の発達の特徴を理解し、子どもにとって表現とは何か、保育の中ではどのような意味を持
つのか、表現力を育てるとはどういうことなのかを基本に置き、実際の現場で行われている活動
内容を実践しながら考察していく。それぞれのテーマで実践した内容は、ドキュメンテーション
の形式でレポートにまとめていく。また、このドキュメンテーションを振り返ることで、自己課
題を見つけ実践力を身に付ける。

≪学生の到達目標≫
・乳幼児の表現について総合的な理解を深める。
・乳幼児の発達過程を理解し指導計画を組み立てる力を身に付ける。
・実践に必要な基礎知識と技術および指導方法を身に付ける。

≪授業計画≫
１. 領域「表現」のねらい及び内容の理解
２. 幼児の表現の発達の理解
３. 素材との対話１‥素材の特性を活かして表現することを楽しむ
４. 素材との対話２‥素材の特性を活かした保育活動
５. 自然物との対話‥自然物に対して理解を深めその素材を通した表現遊びや表現方法を考える
６. 教材研究‥視覚的教材の研究
７. 総合的な表現活動‥指導案の作成
８. 総合的な表現活動①‥音を聴いて、言葉を聞いて表現する
９. 総合的な表現活動②‥言葉のイメージをもとに音を使い、造形遊びへとつなげていく
10. 総合的な表現活動③‥身近な楽器を使って総合的な表現活動に取り組む
11. 総合的な表現活動④‥児童文化を題材として総合的な表現活動に取り組む
12. 研究発表‥グループワークで製作したものを発表し、お互いの表現について学び合う
13. 活動の振り返りと指導方法の見直し
14. 現場での表現活動の事例研究（表現活動における情報機器及び活用法）
15. 総括‥保育現場における表現活動について考える

≪成績評価の基準・方法≫
ドキュメンテーション（50％）※全授業を通した学びの過程の記録
小レポート（10％）、作品や発表内容（40％）

≪授業で使用する教科書≫
・清原知二・中川香子「新時代の保育双書　保育内容表現　第２版」みらい出版・石上浩美「新
・保育と表現」嵯峨野書院

≪参考書≫
・厚生労働省「保育所保育指針解説」フレーベル館・文部科学省「幼稚園教育要領解説」フレー
ベル館

≪事前・事後学習≫
指定された教科書及び参考書などは一度目を通しておくこと。

表現領域指導法Ⅱ
２年次
１単位（演習）
担当 手良村　昭子, 丁子　かおる

≪授業の概要≫
乳幼児の表現活動について保育者としての視点を持ちながら実践に取り組んでいく。インターン
シップなどの経験を活かしながら、演習課題に取り組む中で、現場での表現の指導方法について
も理解を深めていく。また、遊びを通して行われていく側面を理解し、領域表現と他の領域の関
係にも気づき、学びを深めながら幼児期の表現活動を支援するための知識や技能、表現力を総合
的に身に付ける。

≪学生の到達目標≫
・保育内容表現について、乳幼児の発達過程を踏まえながら活動の内容や目的を理解する。
・乳幼児の表現活動について、基礎的な実技を繰り返すことで実践力を身に付ける。
・保育現場で行われている実践事例に取り組み、グループワークや模擬保育などで発表する中で
自己の表現力や保育技術を身に付ける。

≪授業計画≫
１. 幼児教育の基本及び領域「表現」について‥乳幼児の遊びと関連付けながら理解していく
２. 見立て遊びと表現‥見立て遊びの意味を理解しながら実際に表現遊びを体験する
３. ごっこ遊びと表現活動①‥身体を使って表現する
４. ごっこ遊びと表現活動②‥身体を使っての総合的な表現遊び
５. ごっこ遊びと表現活動③‥身体表現と造形表現
６. 発表と振り返り
７. ごっこ遊びと造形表現①‥身近な素材を使って表現する
８. ごっこ遊びと造形表現②‥様々な道具を使って表現する
９. ごっこ遊びと造形表現③‥園行事とのつながりを考える
10. 作品の展示と鑑賞
11. 領域「環境」と表現活動‥自然環境を利用した表現活動
12. 模擬保育の計画‥指導案の作成および準備
13. 模擬保育の準備‥模擬保育に必要な環境の準備
14. 模擬保育の実践および振り返り
15. 全体の総括および振り返りとこれからの展望

≪成績評価の基準・方法≫
ドキュメンテーション（50％）※全授業を通した学びの過程の記録
小レポート（10％）、作品や発表内容（40％）

≪授業で使用する教科書≫
・清原知二・中川香子「新時代の保育双書　保育内容表現　第２版」みらい出版・石上浩美「新
・保育と表現」嵯峨野書院

≪参考書≫
・厚生労働省「保育所保育指針解説」フレーベル館・文部科学省「幼稚園教育要領解説」フレー
ベル館

≪事前・事後学習≫
・表現領域指導法Ⅰでの学びを振り返っておく。
・教科書や参考書などを繰り返し読み返しておく。
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乳児保育Ⅰ
２年次
２単位（講義）
担当 ★石丸　るみ, ★髙根　栄美

≪授業の概要≫
乳児の「今、ここの生活」を大切にする視点をふまえ、乳児のための最善の利益とは何かを保育
現場の事例を通して追究する。乳幼児期の教育・保育の重要性が認められ、とくに人生の始まり
である乳児期早期のかかわりがその後の人生に大きな影響を与えることが理解されている。こ の 
授 業 に お い て 「 乳 児 保 育 」 と は 3 歳 未 満 児 を 対 象 と し た 保 育 を 指 す 。 平 成 3 0 年 
よ り 適 用 された保育所保育指針において、「乳児保育」と「1歳以上3歳未満児の保育」に相当
する部 分についてを対象とする。保育にかかわる発達研究の知見を概観し、それらの視点を織り
込み ながら、保育の実践をどのように進めていくかについて、理解を深め実践できる力を身に着
け ることを目指す。本授業は講義形式であるが、各回にグループディスカッションやロールプレ 
イ、事例検討などのワークを行い授業を進める。

≪学生の到達目標≫
(1)乳児保育の意義・目的を学ぶ。歴史的背景についての知識を深める。(2)3歳未満児の発達 を踏
まえた生活と遊びの視点を理解する。(3)乳児を支える職員間・保護者・地域関係機関など連携や
協働のなかで行われる乳児保育の実践のあり方を理解する。(4)乳児が生活する多様な場の現状と
課題を考える。

≪授業計画≫
１. ガイダンス
２. 乳児保育の意義・目的と歴史的変遷
３. 乳児保育の歴史的背景と求められること
４. 乳児保育の役割と機能
５. 保育と子育て支援をめぐる社会的状況と課題
６. 保育所以外の保育に関わる乳児保育(乳児院・家庭的保育など)
７. 乳児保育の連携と協働①保護者・職員間
８. 乳児保育の連携と協働②環境ストレスを緩やかに
９. 乳児の生活と遊び環境
10. 乳児保育の基本〜学びの芽生え
11. 乳児保育における養護と教育
12. ３歳未満児の保育環境〜“乳児が乳児らしく生活する”ということ
13. ３歳未満児の保育環境〜健康と安全
14. 保育の計画
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
積極的な授業参加(30%)+小テスト(20%)+最終確認テスト(50%)で評価する

≪授業で使用する教科書≫
・阿部和子編「改訂乳児保育の基本＜第２版＞」萌文書林　他、適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・「保育所保育指針解説書、幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説書」・石丸るみ「先生
ママみたい」萌文書林

≪事前・事後学習≫
ニュースや新聞などの他、街の中で出会う乳児にも関心を持ち、乳児にとっての最善の利益とは
何かを日頃から考えてみましょう。何か気づきがあれば授業前後でも情報をお寄せください。

乳児保育Ⅱ
２年次
１単位（演習）
担当 ★石丸　るみ, ★髙根　栄美

≪授業の概要≫
「乳児保育」とは、3歳未満児を念頭においた保育を示す。3歳未満児の発育・発達の過程 や特性
を踏まえた援助や関わりの基本的な考え方について理解し、養護及び教育の一体性を 踏まえ、3
歳未満児の子どもの生活や遊びと保育の方法及び環境、配慮の実際について具体的 に学ぶ。また
、乳児保育における計画の作成について理解する。 乳児保育Iで学んだことを、 さらに具体的・
実践的に学ぶために演習形式で授業を実施する。とくに、援助や配慮といった 子どもへのかかわ
りの面、乳児期の遊びや体験を通して学ぶことの意味、発達を保障するため の保育の計画などの
実際をグループワークやアクティブラーニングで学ぶ。

≪学生の到達目標≫
1.3歳未満児の発育・発達の過程や特性を踏まえた援助や関わりの基本的な考え方について 理解
する。2.養護及び教育の一体性を踏まえ、3歳未満児の子どもの生活や遊びと保育の方 法及び環
境について、具体的に理解する。3.乳児保育における配慮の実際について、具体的 に理解する。
4.上記1~3を踏まえ、乳児保育における計画の作成について、具体的に理解 する。

≪授業計画≫
１. 乳児保育の基本(1)子どもと保育士等との関係の重要性
２. 乳児保育の基本(2)個々の子どもに応じた援助や受容的・応答的な関わり
３. 乳児保育の基本(3)子どもの主体性の尊重と自己の育ち
４. 乳児保育の基本(4)子どもの体験と学びの芽生え
５. 乳児保育における子どもの発育・発達を踏まえた生活と遊びの実際
６. 子どもの1日の生活の流れと保育の環境
７. 子どもの生活や遊びを支える環境の構成
８. 3歳未満児の発育・発達を踏まえた生活と援助の実際
９. 3歳未満児の発育・発達を踏まえた遊びと援助の実際
10. 子ども同士の関わりとその援助の実際
11. 乳児保育における配慮(1)子どもの心身の健康・安全と情緒の安定を図るための
12. 乳児保育における配慮(2)集団での生活における配慮、環境の変化や移行に対する
13. 乳児保育における計画の実際(1)長期的な指導計画と短期的な指導計画
14. 乳児保育における計画の実際(2)個別的な指導計画と集団の指導計画
15. 総括 子ども主体である融合の保育

≪成績評価の基準・方法≫
指定の課題やグループワークによる評価(50%)、最終レポート(50%)とする。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
・茶々保育園グループ社会福祉法人あすみ福祉会編「見る・考える・創りだす乳児保育Ⅰ・Ⅱ」
萌文書林

≪事前・事後学習≫
乳児保育に必要な知識や技術として、教材研究・作成、保育の計画・評価という流れを経験す る
ことで、実践的に理解する内容の科目である。よって、授業時間以外の学習(事前・事後学習)は
、教材選定や実際の製作、練習、発表の準備などに時間を要する。個別の課題の詳細は 授業内で
示す
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社会的養護Ⅱ
２年次
１単位（演習）
担当 柏木　邑太

≪授業の概要≫
現代社会において、さまざまな理由から社会的養護を必要とする家族が増加している。中には虐
待であったりと悲惨な結果を招く事にも繋がっており、事例検討などを通して要保護児童の現状
を知り、背景に触れて理解すると共に実際にどのような支援が必要なのか考察していく。また、
本講義を通してその中で保育士としての知識や技術の獲得、職業倫理の確立に繋げていく。

≪学生の到達目標≫
1、社会的養護の基本的な内容について理解する。
2、社会的養護における保育士の役割を理解する。
3、施設養護及び家庭養護の実際について理解する。
4、社会的養護に関わる相談援助の方法・技術について理解する。
5、社会的養護における子ども虐待の防止と家庭支援について理解する。

≪授業計画≫
１. ガイダンス等
２. 社会的養護の内容①社会的養護における子供の理解
３. 社会的養護の内容②日常生活支援
４. 社会的養護の内容③治療的支援
５. 社会的養護の内容④自立支援
６. 社会的養護の実際①施設養護の実際
７. 社会的養護の実際②施設養護で行われる支援
８. 社会的養護の実際③家庭養護の実際
９. 社会的養護の実際④家庭養護で行われる支援
10. 社会的養護における自立支援①アセスメントシートと自立支援計画書の作成
11. 社会的養護における自立支援②アセスメントシートと自立支援計画書の作成
12. 社会的養護に関わる専門的技術①穂菊の専門性に関わる知識・技術とその実践
13. 社会的養護に関わる専門的技術②社会的養護に関わる相談援助の知識・技術とその実践
14. 社会的養護に携わる際の職業倫理
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
グループワークによる評価（40％）、最終レポート（60％）

≪授業で使用する教科書≫
・安藤和彦、石田慎二、山崎宏和　編　尾崎剛志、河野清志、坂野学、髙市勢津子、箱田成司、
細井宏俊、藪一裕　共著「社会的養護　演習」建帛社

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
特に指定せず。

子どもの家庭支援の心理学
２年次
２単位（講義）
担当 要　正子

≪授業の概要≫
この授業は、発達心理学や臨床心理学の基礎的な知見を踏まえて家族・家庭についての学びを深
めるものである。また、親子関係や家族関係等について発達的な視点から理解し、子どもとその
家族を包括的に捉える視点を習得する。現代社会における保育者の役割は多様化し、家庭支援を
めぐっても高度な専門性が求められている。そのために、この授業ではグループワークを通して
人の生涯発達、家族・家庭の理解、子育て家庭の理解などを深める。

≪学生の到達目標≫
１．生涯発達に関する心理学の基礎的な知識を習得し、初期経験の重要性、発達課題等につ いて
理解する。２．家族・家庭の意義や機能を理解するとともに、親子関係や家族関係等について発
達的な観点から理解し、子どもとその家庭を包括的に捉える視点を習得する。３．子育て家庭を
めぐる現代の社会的状況と課題について理解する。４．子どもの精神保健とその課題について理
解する。 ５．乳幼児期から青年期に至るまでの各時期における運動・言語・認知・社会性の発達
について、その特徴を理解し、説明することができる。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 生涯発達（１）乳幼児期から学童期前期にかけての発達
３. 生涯発達（２）学童期後期から青年期にかけての発達
４. 生涯発達（３）成人期・老年期における発達
５. 家族・家庭の理解（１）家族・家庭の意義と機能
６. 家族・家庭の理解（２）親子関係・家族関係の理解
７. 家族・家庭の理解（３）子育ての経験と親としての育ち
８. 子育て家庭に関する現状と課題（１）子育てを取り巻く社会的環境
９. 子育て家庭に関する現状と課題（２）ライフコースと仕事・子育て
10. 子育て家庭に関する現状と課題（３）多様な家庭とその理解
11. 子育て家庭に関する現状と課題（４）特別な配慮を要する家庭
12. 子どもの精神保健とその課題（１）子どもの生活・生育環境とその影響
13. 子どもの精神保健とその課題（２）子どもの心の健康に関わる問題
14. 保育者として子どもと家庭を支援することの意義
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業への取り組み（50%）、グループワークの成果、レポート等提出物（50%）によって評価す
る。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・「「幼稚園教育要領」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」「保育所保育指針」」

≪事前・事後学習≫
事前学習：保育や教育を中心とした社会の動きなど時事問題に関心をもつこと。
事後学習：授業での学びと実践との繋がりを意識し、自らが果たす役割について考えること。
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保育実習Ⅰ
２年次
４単位（実習）
担当 ★石丸　るみ, ★大方　美香, 杉本　孝美, 加納　史章

≪授業の概要≫
保育士資格必修科目。2か所での学外実習を行う。前期に児童福祉施設等(保育所以外)における実
習を10日から12日間実施する。後期に保育所実習を10日から12日間実施する。実習施設は原則と
して大学が各施設と調整のうえ配当する。

≪学生の到達目標≫
１．保育所、児童福祉施設等の役割や機能を具体的に理解する。２．観察や子どもとの関わりを
通して子どもへの理解を深める。３．既習の教科目の内容を踏まえ、子どもの保育及び保護者へ
の支援について総合的に理解する。４．保育の計画・観察・記録及び自己評価等について具体的
に理解する。５．保育士の業務内容や職業倫理について具体的に理解する。

≪授業計画≫
１. 児童福祉施設等(保育所以外)における実習の内容
２. 施設の役割と機能（１）施設における子どもの生活と一日の流れ
３. 施設の役割と機能（２）施設の役割と機能
４. 子どもの理解（１）子どもの観察とその記録
５. 子どもの理解（２）個々の状態に応じた援助や関わり
６. 施設における子どもの生活と環境（１）計画に基づく活動や援助
７. 施設における子どもの生活と環境（２）子どもの心身の状態に応じた生活と対応
８. 施設における子どもの生活と環境（３）子どもの活動と環境
９. 施設における子どもの生活と環境（４）健康管理、安全対策の理解
10. 計画と記録（１）支援計画の理解と活用
11. 計画と記録（２）記録に基づく省察・自己評価
12. 専門職としての保育士の役割と倫理（１）保育士の業務内容
13. 専門職としての保育士の役割と倫理（２）職員間の役割分担や連携
14. 専門職としての保育士の役割と倫理（３）保育士の役割と職業倫理
15. 専門職としての保育士の役割と倫理（４）保育士のキャリアアップ
16. 保育所実習の内容
17. 保育所の役割と機能（１）保育所における子どもの生活と保育士の援助や関わり
18. 保育所の役割と機能（２）保育所保育指針に基づく保育の展開
19. 子どもの理解（１）子どもの観察とその記録による理解
20. 子どもの理解（２）子どもの発達過程の理解
21. 子どもの理解（３）子どもへの援助や関わり
22. 保育内容・保育環境（１）保育の計画に基づく保育内容
23. 保育内容・保育環境（２）子どもの発達過程に応じた保育内容
24. 保育内容・保育環境（３）子どもの生活や遊びと保育環境
25. 保育内容・保育環境（４）子どもの健康と安全
26. 保育の計画・観察・記録（１）全体的な計画と指導計画及び評価の理解
27. 保育の計画・観察・記録（２）記録に基づく省察・自己評価
28. 専門職としての保育士の役割と職業倫理（１）保育士の業務内容
29. 専門職としての保育士の役割と職業倫理（２）職員間の役割分担や連携・協働
30. 専門職としての保育士の役割と職業倫理（３）保育士の役割と職業倫理

≪成績評価の基準・方法≫
児童福祉施設等(保育所以外)における実習の評価50%、および保育所実習の評価50%による総合
評価。各実習の評価は、実習施設による実習評価60%、諸提出物（日誌等）20%、実習評価面談
20%とする。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・社会福祉法人全国社会 福祉協議会 全国乳児福祉協議会「改訂新版 乳児院養育指針」・大阪府
社会福祉協議会児童施設部会「新版・児童福祉施設援助指針」・厚生労働省「「保育所保育指針
保育 所保育指針解説　平成30年3月」フレーベル館・内閣府/文部科学省/厚生労働省「幼保連携
型認定 こども園教育・保育要領解説　平成30年3月」フレーベル館

≪事前・事後学習≫
事前学習：インターンシップ実習の経験からの自己課題を明確にする。事後学習：実習自己評価
を行い、保育実習Ⅱにつなげる自己課題を明確にする。実習中には、学科専任教員による訪問指
導を受け、実習内容や実習課題の達成状況を報告する。

保育実習指導Ⅰ
２年次
２単位（演習）
担当 ★石丸　るみ, 杉本　孝美, 阪本　好美, 西岡　光代, 加納　史章

≪授業の概要≫
保育実習Ⅰの事前事後指導である。前期は、施設実習＜児童福祉施設等(保育所以外)における実
習＞について、後期は主に、保育所実習（または幼保連携型認定こども園での実習）についての
指導を行う。保育実習Ⅰと強く連動しており、事前準備は実習の成果、あるいは事前指導の到達
状況に影響することを自覚して履修することが望ましい。

≪学生の到達目標≫
１．保育実習の意義・目的を理解する。２．実習の内容を理解し、自らの実習の課題を明確にす
る。３．実習施設における子どもの人権と最善の利益の考慮、プライバシーの保護と守秘義務等
について理解する。４．実習の計画・実践・観察・記録・評価の方法や内容について具体的に理
解する。５．実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行い、今後の学習に向けた課題
や目標を明確にする。

≪授業計画≫
１. 前期授業ガイダンスー児童福祉施設等（保育所以外）における実習の事前・事後指導
２. 施設実習における提出資料の作成
３. 施設実習の目的と概要
４. 実習の内容と課題の明確化（１）ゲスト講師による講話　乳児院
５. 実習の内容と課題の明確化（２）ゲスト講師による講話　児童養護施設等
６. 実習の内容と課題の明確化（３）実習先について調べよう
７. 実習の内容と課題の明確化（４）実習課題を立てよう
８. 実習に際しての留意事項（１）子どもの人権と最善の利益の考慮
９. 実習に際しての留意事項（２）プライバシーの保護と守秘義務（倫理綱領）
10. 実習に際しての留意事項（３）実習生としての心構え、事前オリエンテーション
11. 実習の計画と記録（１）実習における計画と実践
12. 実習の計画と記録（２）実習における観察、記録及び評価
13. 事後指導における実習の総括と課題の明確化（１）実習の総括と自己評価（評価面談）
14. 事後指導における実習の総括と課題の明確化（２）実習の総括と実習報告（報告会）
15. 事後指導における実習の総括と課題の明確化（３）課題の明確化（レポート作成）
16. 後期授業ガイダンスー保育所実習の事前・事後指導
17. 保育所実習における提出資料の作成
18. 保育所実習の目的と概要
19. 実習の内容と課題の明確化（１）ゲスト講師による講話　保育園
20. 実習の内容と課題の明確化（２）ゲスト講師による講話　幼保連携型認定こども園
21. 実習の内容と課題の明確化（３）実習先について調べよう
22. 実習の内容と課題の明確化（４）実習課題を立てよう
23. 実習に際しての留意事項（１）子どもの人権と最善の利益の考慮
24. 実習に際しての留意事項（２）プライバシーの保護と守秘義務（倫理綱領）
25. 実習に際しての留意事項（３）実習生としての心構え、事前オリエンテーション
26. 実習の計画と記録（１）実習における観察、記録及び評価
27. 実習の計画と記録（２）実習における計画と実践（教材研究と模擬保育）
28. 実習の計画と記録（３）実習指導案の作成（展開と評価のポイント）
29. 事後指導における実習の総括と課題の明確化（１）実習の総括と自己評価（評価面談）
30. 事後指導における実習の総括と課題の明確化（２）課題の明確化（レポート作成）

≪成績評価の基準・方法≫
前期評価50%、および後期評価50%の総合評価とする。原則として全ての回の出席を求める。学
期毎の評価は、授業課題（60％）、および指定課題等の提出・達成状況（40％）により評価する
。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・社会福祉法人全国社会 福祉協議会 全国乳児福祉協議会「改訂新版 乳児院養育指針」・大阪府
社会福祉協議会児童施設部会「新版・児童福祉施設援助指針」・厚生労働省「保育所保育指針保
育所保育指針解説　平成30年3月」フレーベル館・内閣府/文部科学省/厚生労働省「幼保連携型認
定こども園教育・保育要領解説　平成30年3月」フレーベル館

≪事前・事後学習≫
[学生の到達目標]を参照。各実習ごとに実習施設での事前オリエンテーションを受ける（本授業
時間外、日程等は別途指定）。
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保育実践学習Ⅲ
２年次
１単位（演習）
担当 ★髙根　栄美, 浅野　孝平, ★春高　裕美, 谷口　康祐, ★大橋　

喜美子, 阿部　和子, ★木野　稔, 後藤　淑子, 大江　由香, 花咲
　宣子, 八重津　史子, 久保　真奈

≪授業の概要≫
　保育実践学習Ⅲは、保育所や幼稚園、こども園等でのインターンシップ現場における実習体験
を基盤とする。
　実習を通して、現場における様々な課題を理解し、保育・教育の職務についての基礎的な理解
を深めることを目指す。また、前年度の保育実践学習Ⅱをふまえ、実習日誌等の記録や自ら問題
意識をもつことの重要性を認識し、実践を通して学ぶ力を養う。
　この授業はアクティブラーニング（実習、フィールドワーク）を含めて実施する。

≪学生の到達目標≫
　インターンシップ実習における体験を通して、保育士やこども園、幼稚園等の職務への理解を
深める。また保育・教育現場の諸課題について体感し考えることにより、子どもと関わる職の重
要性や必要性を認識するとともに、保育・教育者としての基盤を構築する。

≪授業計画≫
１. ２年次におけるインターンシップ実習に関する心得について
２. インターンシップ実習に関する諸手続き
３. 保育所・幼稚園・こども園についての基礎的知識（１）制度と施設
４. 保育所・幼稚園・こども園についての基礎的知識（２）保育内容、保育計画
５. 子ども理解について
６. 現場における対応事例①（保育者の動きをサポートする）
７. 現場における対応事例②（子どもへのかかわり・言葉かけ）
８. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（１）１日の生活の流れ
９. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（２）子ども理解
10. フィールドワークでの視察・調査および成果報告書の作成：保育者の援助
11. フィールドワークでの視察・調査および成果報告書の作成：保育者の言葉かけ
12. フィールドワークでの視察・調査および成果報告書の作成：保育環境
13. フィールドワークでの視察・調査および成果報告書の作成：自分自身の援助・言葉かけ
14. 自己の課題の明確化および目標設定
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
「インターンシップ実習」参加態度および事前・事後授業への参加態度（60％）
「インタ－ンシップ実習」日誌の提出および内容（40％）

≪授業で使用する教科書≫
・厚生労働省「保育所保育指針解説　平成30年3月」フレーベル館・内閣府・文部科学省・厚生
労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説　平成30年3月」フレーベル館・無藤隆 監
修，大方美香 編著「ワークで学ぶ　子どもの「育ち」をとらえる保育記録の書き方　０～２歳児
編」中央法規出版・無藤隆 監修，大方美香 編著「ワークで学ぶ　子どもの「育ち」をとらえる保
育記録の書き方　３～５歳児編」中央法規出版

≪参考書≫
・文部科学省「幼稚園教育要領解説　平成30年3月」フレーベル館　他、適宜プリント等配布を
行う。

≪事前・事後学習≫
・毎回のインターンシップ実習は、実習の目的、目標、観察の視点などを明確にして参加する。
・事後学習は、毎回のインターンシップ実習後に日誌や記録等の整理を通して振り返りを行う。
また、観察内容に適した記録作成をする。
・事前学習は、実習の振り返りから得た課題を明確にして、次のインターンシップ実習に臨める
ように準備をすること。　継続的にインターンシップ現場で扱われていた教材等の研究を行い、
保育実技の実践力をつける。

保育実践学習Ⅳ
２年次
１単位（演習）
担当 ★髙根　栄美, 浅野　孝平, ★春高　裕美, 谷口　康祐, ★大橋　

喜美子, 阿部　和子, ★木野　稔, 後藤　淑子, 大江　由香, 花咲
　宣子, 八重津　史子, 久保　真奈

≪授業の概要≫
　保育実践学習Ⅳは、保育所や幼稚園、こども園等でのインターンシップ現場における実習体験
を基盤とする。実習を通して、現場における様々な課題を理解し、保育・教育の職務についての
基礎的理解を深めることを目指す。
　また保育実践学習Ⅲでの学びの経験を活かし、引き続き実践を通して学ぶということを常に意
識しながら、実習日誌の記録等を通じてその体験をより確かなものにする力を養う。
　この授業はアクティブラーニング（実習、フィールドワーク）を含めて実施する。

≪学生の到達目標≫
　インターンシップ実習における体験を通して、保育士やこども園、幼稚園等の職務の理解を深
める。また保育・教育現場の諸課題について体感し考えることにより、子どもと関わる職の重要
性や必要性を認識するとともに、保育・教育者としての基盤を構築する。

≪授業計画≫
１. 保育実践学習Ⅲ（前期）の振り返りと自己分析
２. インターンシップ実習に向けての目標設定
３. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（１）１日の生活の流れ
４. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（２）自分自身の動き方
５. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（３）保育者の援助とかかわり
６. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（４）保育者の言葉かけ
７. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（５）自分自身の援助・言葉かけ
８. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（６）保育環境と養護的な視点
９. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（７）保育環境と教育的な意図
10. インタ－ンシップ現場における実践、観察、記録（８）園庭の保育環境
11. フィールドワークでの視察・調査および成果報告書の作成：子どもの生活に関する事例
12. フィールドワークでの視察・調査および成果報告書の作成：子どもの遊びに関する事例
13. フィールドワークでの視察・調査および成果報告書の作成：個々の発達の異なりの事例
14. フィールドワークでの視察・調査および成果報告書の作成：保育者の援助や言葉かけの事例
15. 実習の振り返りと自己の課題の明確化

≪成績評価の基準・方法≫
「インターンシップ実習」参加態度および事前・事後授業への参加態度（60％）
「インタ－ンシップ実習」日誌の提出および内容（40％）

≪授業で使用する教科書≫
・厚生労働省「保育所保育指針解説　平成30年3月」フレーベル館・内閣府・文部科学省・厚生
労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説　平成30年3月」フレーベル館・無藤隆 監
修，大方美香 編著「ワークで学ぶ　子どもの「育ち」をとらえる保育記録の書き方　０～２歳児
編」中央法規出版・無藤隆 監修，大方美香 編著「ワークで学ぶ　子どもの「育ち」をとらえる保
育記録の書き方　３～５歳児編」中央法規出版

≪参考書≫
・文部科学省「幼稚園教育要領解説　平成30年3月」フレーベル館　他、適宜プリント等配布を
行う。

≪事前・事後学習≫
・毎回のインターンシップ実習は、実習の目的、目標、観察の視点などを明確にして参加する。
・事後学習は、毎回のインターンシップ実習後に日誌や記録等の整理を通して振り返りを行う。
また、観察内容に適した記録作成をする。
・事前学習は、実習の振り返りから得た課題を明確にして、次のインターンシップ実習に臨める
ように準備をすること。　継続的にインターンシップ現場で扱われていた教材等の研究を行い、
保育実技の実践力をつける。
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特別支援教育総論
２年次
２単位（講義）
担当 ★高田　昭夫, 小椋　たみ子

≪授業の概要≫
保育現場や学校現場では、特別なニーズを有する幼児児童生徒への適切な支援や配慮が欠かせな
いものとなっている。この授業では、特別支援教育の基本的な考え方を理解するとともに、障害
種別の特性や支援方法について基礎的な知識・スキルの習得をめざす。また、映像・テキスト資
料等を通じて、障害のある人々が、健常者中心の社会の中でどのような生活を経験しているのか
を知るとともに、自らの「障害」観を問い直すきっかけになればと思う。

≪学生の到達目標≫
① 特別な支援を必要とする幼児児童生徒の障害の特性および心身の発達を理解する。② 特別な支
援を必要とする幼児児童生徒に対する教育課程や支援方法を理解する。③ 障害はないが、特別な
教育的ニーズのある幼児児童生徒の学習上または生活上の困難とその対応について理解する。

≪授業計画≫
１. 日本における障害児教育の歴史①戦前期
２. 日本における障害児教育の歴史②戦後～1970年代
３. 日本における障害児教育の歴史③1980年代～2000年代
４. 特別支援教育の現状と課題―インクルーシブ教育の実現に向けて
５. 障害の理解と支援―発達障害①自閉症スペクトラム
６. 障害の理解と支援―発達障害②LD・ADHD
７. 障害の理解と支援―知的障害、「ちょっと気になる子」
８. 障害の理解と支援―視覚障害
９. 障害の理解と支援―聴覚障害、言語障害
10. 障害の理解と支援―肢体不自由
11. 障害の理解と支援―病弱、情緒障害
12. 障害の理解と支援―重度・重複障害
13. 教室における個別ニーズのある子どもへの対応①合理的配慮概念
14. 教室における個別ニーズのある子どもへの対応②外国ルーツの子どもと課題
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
各種レポート（60%）＋ミニテスト（40%）=100%

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・文部科学省「特別支援学校幼稚部教育要領　小学部・中学部学習指導要領（平成30年）」海文
堂出版・文部科学省「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説　総則編（幼稚部・小学部・中
学部）（平成30年）」開隆堂出版・文部科学省「特別支援学校学習指導要領解説　各教科等編（
小学部・中学部）（平成30年）」開隆堂出版・文部科学省「特別支援学校教育要領・学習指導要
領解説　自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）（平成30年）」開隆堂出版

≪事前・事後学習≫
事前学習：次回の授業で扱う事柄を確認し、テキストの該当箇所を読み、演習課題に取り組んで
おくこと。事後学習：講義で紹介された概念や事例などをインターンシップや実習先、自身の日
常生活の中で確認・実践して次の講義に臨んでほしい。

音楽演習Ⅰ
２年次
１単位（演習）
担当 大槻　知世, 川村　尚子, 鈴木　和代, 炭谷　恭子, 竹田　景子, 

東前　克枝, 峯　恭子, 本村　陽子, 山本　恭仁子

≪授業の概要≫
各自の能力に応じて、個人指導で行う。演奏技術の向上に加えて、子どもを自然な音楽活動に導
くための簡単な即興や、必要に応じた移調や編曲についても学習する。

≪学生の到達目標≫
ピアノ演奏の技術を習得し、保育・教育者としての表現力・音楽性を養うことを目的とする。コ
ードによる弾き歌いや簡易伴奏で演奏するなど、自ら応用できる能力を養うことを目指す。

≪授業計画≫
１. 全体及び個人別オリエンテーション
２. 練習曲・リズム曲の個人レッスン（楽譜の読み方復習）
３. 練習曲・リズム曲の個人レッスン（読譜）
４. 練習曲・リズム曲の個人レッスン（基礎）
５. 練習曲・リズム曲の個人レッスン（応用）
６. 練習曲・リズム曲の個人レッスン（仕上げ・完成）
７. 練習曲・リズム曲・弾き歌い曲の個人レッスン（読譜）
８. 練習曲・リズム曲・弾き歌い曲の個人レッスン（基礎課題）
９. 練習曲・リズム曲・弾き歌い曲の個人レッスン（応用課題）
10. 練習曲・リズム曲・弾き歌い曲の個人レッスン（仕上げ・完成）
11. 試験曲の指導（読譜）
12. 試験曲の指導（基礎）
13. 試験曲の指導（応用）
14. 試験曲の指導（仕上げ・完成）
15. 総括（発表）

≪成績評価の基準・方法≫
定期試験（80％）授業への取り組み（20％）

≪授業で使用する教科書≫
・小林　美実「こどものうた100」チャイルド社・茂田　すすむ「保育のためのマーチ・スキッ
プ・ギャロップ・ワルツ・リズム曲集」全音楽譜出版社・「バイエル・ブルグミュラー・ソナチ
ネ他　能力に応じて選択」

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
毎週、授業までの十分な練習が必要である。
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総合基礎演習Ⅱ
２年次
２単位（演習）
担当 谷口　康祐, ★大橋　喜美子, 浅野　孝平, 清田　岳臣, ★春高　

裕美, ★髙根　栄美, 阿部　和子

≪授業の概要≫
大学生の学びやキャリア形成の基礎となる力を培うことを意識した展開を行う。1年次の「読む
」活動を継続し、さらに「書く」活動に発展させ、大学生としての学習・研究活動につなげる。
自ら課題を発見し、自分の意見をまとめ、他者の意見と比較することや伝えることを意識し、「
個人研究」取り組む。

≪学生の到達目標≫
総合基礎演習Ⅰでの学習を踏まえ、保育士、幼稚園教諭に必要となる読み書きやコミュニケーシ
ョンなどの基礎力を包括的に獲得する。また、「個人研究」の発表を通して、大学生の学習・研
究活動の視点を身につける。

≪授業計画≫
１. 前期授業展開についての説明（オリエンテーション）
２. 大学生としての学びと研究活動
３. 大学生としてのキャリア形成
４. 全体交流会
５. 課題を見つける（1）
６. 課題を見つける（2）
７. 自分の意見を整理し伝える（1）
８. 自分の意見を整理し伝える（2）
９. 自分の意見と他者の意見を比較する（1）
10. 自分の意見と他者の意見を比較する（2）
11. 保育・教育に関する課題について各分野の視点から考える（1）
12. 保育・教育に関する課題について各分野の視点から考える（2）
13. 保育・教育に関する課題について各分野の視点から考える（3）
14. 保育・教育に関する課題について各分野の視点から考える（4）
15. 前期総括
16. 前期授業展開についての説明（オリエンテーション）
17. 全体交流会
18. 個人研究（1）
19. 個人研究（2）
20. 個人研究（3）
21. 個人研究（4）
22. 全体交流会
23. 個人研究（5）
24. 個人研究（6）
25. 個人研究（7）
26. 個人研究発表①
27. 個人研究発表②
28. 個人研究発表③
29. 全体交流会
30. 全体総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業への取り組み（30%）
個人研究（40%）
レポート等提出物（30％）

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習：授業のふりかえりや予習を行う。
事後学習：授業で示された課題を行う。

赤ちゃんの生理学
２年次
２単位（講義）
担当 平野　俊一朗, 清田　岳臣

≪授業の概要≫
ヒトのはじまりである赤ちゃんの生体の構造と働きを記述する生理学の基礎を学ぶ。乳児の生体
の構造は乳児の活動の土台となっており、その機能についての知識は乳児期の成長理解を助け乳
児の生活活動の理解につながる。赤ちゃんの発達を生理学的に学び、「乳児を理解するにはどう
すればよいのか」を主題として、乳児を科学する視点を学ぶ。乳児の発達生理学の潮流や動向は
非認知的能力や社会情動的スキルを見直す方向を向いている。乳児が育つ過程の生理学を乳児保
育の実践と結び付けながら学ぶ。

≪学生の到達目標≫
子どもの健全な成育の背景にある身体の構造と諸機能を理解し、組織・器官の基本的な機能を説
明できる。また、乳幼児の生理的特徴について、保育実践とつなげて理解する。

≪授業計画≫
１. 生理学とは（恒常性と適応性）
２. 神経の興奮と伝達（神経の興奮とシナプス伝達）
３. 末梢神経系（体性神経系と自律神経系）
４. 感覚（体性感覚、視覚、聴覚、前庭感覚、味覚、嗅覚）
５. 中枢神経系（ヒトの脳の特徴、本能、情動、学習、記憶）
６. 運動と筋収縮（運動の調節と筋収縮の仕組み）
７. 血液（血液成分、血液細胞とその機能）
８. 循環（心臓と血管系の役割）
９. 呼吸（内呼吸と外呼吸）
10. 消化と吸収（栄養素の消化と吸収、消化管機能と消化液）
11. 尿の生成と排泄（腎臓の機能、尿の組成と排尿）
12. 代謝と体温（エネルギ代謝と体温調節）
13. 内分泌（ホルモンの作用と分泌）
14. 授業内テスト
15. テストの振り返りと解説

≪成績評価の基準・方法≫
筆記テスト（60%）、小レポート（30％）、授業への取り組み（10%）について評価を行う。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・桑木共之、黒澤美枝子　他「トートラ 人体の構造と機能 第5版（原書15版）」丸善出版　他、
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習として、前回の授業で指定された授業内容のキーワードについて小レポートの提出を求
める。また授業内容に関するキーワードについて授業開始時に小テストを行うので、事後学習を
励行すること。
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赤ちゃんの発達心理学
２年次
２単位（講義）
担当 金重　利典

≪授業の概要≫
　乳児の発達心理学のアプローチから、赤ちゃんの身体や心の働き・行動の仕組について基礎的
事項を学ぶ。乳児は部分ではなく、全体として一体的に育つことを理解する。また、身体の中心
から末端に向けて発達していくことも学ぶ。これを通じて、乳児の身体、乳児の情動、乳児の大
脳、さらには言葉や表現の発達過程についても基本を理解する。

≪学生の到達目標≫
①3歳までの子どもの心身の発達についての基本的知識を理解する
②実際の子どもの姿を発達心理学の知識を結び付けて捉えられる
③子どもの心身の発達と環境がどのように関連しているか説明できる

≪授業計画≫
１. ガイダンス
２. 発達心理学の基本的理論
３. 3歳までの発達：身体の発達①
４. 3歳までの発達：身体の発達②
５. 3歳までの発達：知覚の発達①
６. 3歳までの発達：知覚の発達②
７. 3歳までの発達：認知の発達①
８. 3歳までの発達：認知の発達②
９. 3歳までの発達：言語の発達①
10. 3歳までの発達：言語の発達②
11. 3歳までの発達：感情の発達①
12. 3歳までの発達：感情の発達②
13. 3歳までの発達：社会性の発達①
14. 3歳までの発達：社会性の発達②
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業内課題の積極的参加（50％）＋期末試験or課題（50％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
【事前】各回の内容について、これまでに学習した内容を整理しておく
【事後】資料を基に、授業内で扱った知識の定着を図る

赤ちゃん学基礎理論
２年次
２単位（講義）
担当 平野　俊一朗, 浅野　孝平

≪授業の概要≫
赤ちゃん学は異分野研究を連携・融合させ、ヒトのはじまりである赤ちゃんの発達を科学的に解
明しようとする新しい学問分野である。研究成果を赤ちゃんの育つ現場や、「人」の成り立ちを
知ろうとする人々に還元することも目的のひとつである。生命体発生の仕組みからはじまり、ヒ
トのはじまりである赤ちゃんの運動・認知・感覚・言語および社会性の発達とその障害のメカニ
ズムを読み解くことで、ヒトの身体の発達態様の解明から心の発達まで幅広い関心領域を対象と
する。ヒトの発達という連続的変化を総合的かつ多面的な視点からとらえるため、多様な研究分
野の知見を集学的に融合させて赤ちゃんを理解することを目標とする。

≪学生の到達目標≫
受精から始まった生命体が母体内でヒトとなっていく過程を説明する発生学、その背景となる生
殖医学と遺伝学、母体と胎児および新生児の健康を担保する周産期医学、ヒトとして外界に順応
しながら成長する乳児医学といった医学的側面を理解し、さらに産まれた直後には未発達な運動
機能や感覚機能および言語を含めた脳高次機能の発達を述べる生理学的側面、赤ちゃん期から幼
児期に向けて大きく進化する認知機能を読み解く認知神経科学的側面とそれらの障害によって発
現する病態を理解し、説明できるようにする。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション、授業の進め方
２. 妊孕現象の生理学
３. ヒトの発生と遺伝
４. 胎児の発達
５. 周産期医学と母体の心理的変化
６. 赤ちゃんの運動機能
７. 赤ちゃんの感覚機能
８. 赤ちゃんの脳の発達
９. 赤ちゃんと言語
10. 赤ちゃんの認知機能
11. 赤ちゃんの社会性と心理
12. 赤ちゃんの先天性疾患
13. 赤ちゃんの後天性疾患
14. 赤ちゃんから幼児への移行
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
筆記試験（60%）、課題レポート（30％）、授業への取り組み（10%）について評価を行う。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・桑木共之、黒澤美枝子　他「トートラ 人体の構造と機能 第5版（原書15版）」丸善出版　他、
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
情報化時代である現代では、妊娠・出産・育児から始まり子どもの成長やしつけに至るまであら
ゆる情報がネット上に氾濫している。しかしその中で信頼に足る正しい情報はほんの一部に過ぎ
ない。本講義の受講にあたっては、シラバスを参照して当該項目についての事前学習を行うこと
および受講後に生じた疑問を解決し、自己でネット情報の誤謬を指摘・訂正する事後学習を行う
ことを求める。
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前期乳児の発達心理学
２年次
１単位（演習）
担当 金重　利典

≪授業の概要≫
　乳児の発達心理学のアプローチから、子ども理解の基礎として、「子どもの大脳生理学・神経
生理学」としてのしくみを学ぶ。赤ちゃん学Ⅰ期は、保育所保育指針の「保育の内容」に示され
る「乳児保育（1歳未満）」、その育ちや保育者の働きかけ、特に情動交流や愛着、非認知的能
力の保育所保育における必要性とその限界について学ぶ。特に、赤ちゃん（子ども）の発達は身
体行動の成長を土台とし、乳児保育の基礎の一つとして理解することを目標とし、身体の仕組み
及び「ヒト」としての生物学的理解とその関係性を学び（情動的生理学）乳児保育につなげる。

≪学生の到達目標≫
①発達心理学で用いられる、子どもの発達を評価する方法を知る
②1歳までの発達をどのように評価していくか理解し実践する
③子どもの発達についての知見を整理し、またデータから発達を理解する方法を身に付け、自身
のことばで発表できる

≪授業計画≫
１. ガイダンス
２. 子どもの発達を捉える方法
３. 身体・生理の発達①：基礎的な知識の確認
４. 身体・生理の発達②：興味を見出す・テーマの設定
５. 身体・生理の発達③：文献による理解とその整理
６. 身体・生理の発達④：発表
７. 認知・言語発達①：基礎的な知識の確認
８. 認知・言語発達②：興味を見出す・テーマの設定
９. 認知・言語発達③：文献による理解とその整理
10. 認知・言語発達④：発表
11. 感情・社会性の発達①：基礎的な知識の確認
12. 感情・社会性の発達②：興味を見出す・テーマの設定
13. 感情・社会性の発達③：文献による理解とその整理
14. 感情・社会性の発達④：発表
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業内課題（50％）＋各発表の評価（50％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
各領域において、自身で文献を調べ整理し発表する時間を設ける。そのため、授業内のみならず
、事前・事後学習の際に発表の準備を進めておくこと。

後期乳児の発達心理学
２年次
１単位（演習）
担当 谷口　康祐

≪授業の概要≫
　乳児の発達心理学のアプローチから、１歳以上３歳未満の「子どもの大脳生理学・神経生理学
」の基礎を学ぶ。特に発達には、「身体的発達」、「心理的発達」、「社会的発達」の3つの視
点が重要になる。この授業では、身体性の育ちと言語の働き、コミュニケーション能力の発達な
ど、ヒト固有の発達過程を学ぶ。

≪学生の到達目標≫
子どもの発達過程を、「身体的発達」、「心理的発達」、「社会的発達」の観点から理解し、こ
れらの関係性を説明できるようになる。
「ヒト」としての発達過程を学び、乳児保育につなげる。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 子どもの発達段階
３. 身体機能の発達1：身体の成長
４. 身体機能の発達2：感覚
５. 運動機能の発達1：運動の変化
６. 運動機能の発達2：運動感覚統合
７. 心的機能の発達1：知覚
８. 心的機能の発達2：言語
９. 心的機能の発達3：認知機能
10. 心的機能の発達4：自己概念
11. 社会性の発達1：愛着と人見知り
12. 社会性の発達2：感情の理解
13. 社会性の発達3：感情操作の発達
14. 社会性の発達4：自己認知と心の理論
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
期末試験（60%）
授業への取り組み（40%）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習：インターンなどで、子どもの様々な発達的変化について意識する。
事後学習：授業内容とインターンの経験から、子どもの発達的変化について考える。
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日本の乳児保育
２年次
２単位（講義）
担当 ★大橋　喜美子

≪授業の概要≫
　日本の乳児保育の変遷や、保育と乳児の育ちの関係における愛着の視点から日本の乳児保育に
ついて学んでいきます。
　明治期の貧しさの中で生まれた口べらしのための堕胎や間引き、戦前の戦時託児所と季節託児
所などについて福祉の視点で学びを深めていきます。そして、地域の人たちで守らた子育ての意
味と乳児の遊びについて歴史をたどり、現代の環境における子育てについて考察していきます。
さらに、乳児保育の軌跡を振り返りつつ、著名な人物の論についても考察していきます。
　また、近年では働く女性の増加と共に保育所や認定こども園の需要が求められています。そこ
での保育所や認定こども園の役割や保育者の専門性とは何か、乳児の育ちに必要とされる保育と
専門的な志向性とは何かについて、学生自身が多様な保育観を主体的に学ぶことを求めていきま
す。

≪学生の到達目標≫
最初に幼い命を守り育てることの意味をしっかりと考えていきましょう。次に誕生直後の乳児は
自分の想いを体で表現していきます。そこでの人格としての乳児について受け止めて下さい。
その上に立って、歴史の中で人々が築いてきた乳児の保育の歴史を学び、現在の乳児保育につな
げていきましょう。

≪授業計画≫
１. 生涯教育の視点①　乳児保育と思春期の育ち
２. 生涯教育の視点②　３歳児神話と子どもの育ち
３. 乳児保育の歴史①　制度の整備により守られ育まれてきた乳児の命ー産婆取締規則ー
４. 乳児保育の歴史②　乳児保育所の開設ー明治から大正期ー慈恵救済事業のころ
５. 乳児保育の歴史③　乳児保育所の開設ーフランス人マルコ・マリ・ド・ロ神父の人間愛ー
６. 乳児保育の歴史④　戦時託児所と季節託児所/保育所/認定こども園
７. 先駆者から学ぶ①　倉橋惣三の誘導保育論と幼稚園教育と乳児の保育
８. 先駆者から学ぶ②　保育者と共に築いた城戸幡太郎の保育論
９. 発達研究と保育①　胎児の世界と謎・赤ちゃんは母親のお腹の中で何をしているのだろう
10. 発達研究と保育②　乳児が愛されて育つということの意味(愛着理論を基盤として）
11. 発達研究と保育③　愛されなかった乳児の叫びと人格形成
12. 発達研究と保育④　近年の乳児の実際における発達課題と保育
13. 子育て支援①　近年の長時間保育と乳児の生活
14. 子育て支援②　地域で育つ乳児の保育と意義
15. まとめ：歴史からみる乳児保育と現代における乳児保育の比較検討

≪成績評価の基準・方法≫
①　毎回の授業の最後に提出する小レポート　4０%　　②　中間課題　30%　③　振り返りの
まとめ30％

≪授業で使用する教科書≫
・大橋喜美子　編著「新時代の保育双書　乳児保育」㈱みらい

≪参考書≫
・ヘネシー・澄子「子を愛せない母 母を拒否する子」学習研究社

≪事前・事後学習≫
　命を守ることはどのようなことを意味するのか、社会の中で幸せに過ごすとはどのようなこと
なのかを真剣に考えていきましょう。そして、授業前後の学習課題は誠実に向き合ってください
。すべては皆さんの真摯に授業を受ける気持ちと態度にかかっています。自分に責任を持って臨
んでください。

乳児保育研究法Ⅱ
２年次
１単位（演習）
担当 谷口　康祐, 金重　利典, 小宮　加容子, 丁子　かおる

≪授業の概要≫
　乳児研究においてアンケート調査や実験などを行うためには、量的研究の手法や統計に関する
知識が必要となる。この授業では、人間の行動、態度、考え方などの様々な事柄を数値として表
す量的研究を実施する手法を説明し、そのために必要となる統計学に関する知識を、アンケート
調査を実践しながら学ぶ。

≪学生の到達目標≫
量的研究の手法について説明できるようになる。
量的研究に関する統計を活用できるようになる。
量的研究の考え方を、乳児の観察に当てはめることができるようになる。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 研究の種類と方法
３. 記述統計1：データのまとめ方
４. 記述統計2：代表値、散布度
５. 記述統計3：分布
６. 2変数の関係1：散布図
７. 2変量の関係2：相関係数
８. 推測統計1：標本から母集団を推測する
９. 推測統計2：統計的仮説検定
10. 推測統計3：t検定
11. 調査演習1：テーマの設定
12. 調査演習2：質問項目の作成
13. 調査演習3：調査の実施
14. 調査演習4：データ分析
15. まとめ

≪成績評価の基準・方法≫
最終レポート　80%
授業への取り組み　20%

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・山田剛史・村井潤一郎「よくわかる心理統計」ミネルヴァ書房

≪事前・事後学習≫
事前学習：統計の学習には平均値や指数、平方根といった数学の知識が必要になるので、復習を
しておくこと。
事後学習：専門用語などが多く出てくるため、授業でわからないところがあった場合は次の授業
までに復習し、意味を理解しておくこと。
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乳児保育の計画
２年次
２単位（講義）
担当 阿部　和子, ★大方　美香

≪授業の概要≫
　乳児保育の実践論として、乳児保育の目的・内容・方法の基礎を実践的に学ぶことを目標とす
る。 そのために、インターンシップなどの現場から生じた具体的問題を保育現場ではどのように
解決しているのかを学び、さまざまなシュミレーション（計画）をつくりその適切性を検証する
。乳児保育における生活適応活動と実践的遊び活動を軸とし、保育所保育指針の「保育の内容」
での区分にもとづき、その育ちや保育者の働きかけ、特に情動交流や愛着、非認知的能力の保育
所保育における必要性とその限界について学ぶ。また、乳児保育内容編成論（生活・遊びの援助
）やおもちゃ（もの）の環境構成及び、全体的な計画について学ぶ。

≪学生の到達目標≫
①乳児保育（3歳未満児）の保育現場の体験を通して、保育所保育指針・幼保連携型認定こども
園教育・保育要領の第2章保育の内容（乳児保育、1歳以上3歳未満児の保育）を実感を伴って理
解する。
②乳児保育（3歳未満児）の計画の特性を踏まえて、保育を計画の視点から理解する。
③3歳未満の子どもの姿を理解し、それをもとに指導計画を立案することができる。

≪授業計画≫
１. 生涯発達における乳（幼）児期の意義
２. 乳児保育の基本－保育所保育指針を中心に
３. 保育の全体の計画の中の乳児保育の計画
４. 指導計画の展開：計画－実践ー振り返り（記録）－計画の修正・改善の往還
５. 保育の記録：子どもの内面も含めた記録の書き方
６. 計画と実践：総論
７. （１）0歳児の保育で大切にしたい（子どもの姿）ことと計画
８. （２）1歳児の保育で大切にしたい（子どもの姿）ことと計画
９. （３）2歳児の保育で大切にしたい（子どもの姿）ことと計画
10. 計画と実践：事例（1歳児の時々の子どもの姿からの立案）（１）4月から７月の指導計画
11. （２）8月から11月の指導計画
12. （３）12月から3月の指導計画
13. 保育の振り返り－自己評価①
14. 保育の振り返り－自己評価②
15. まとめ：乳児保育の質の向上を目指すということ

≪成績評価の基準・方法≫
授業内での課題の提出40％、授業内での小テスト30%、指導計画の提出30％

≪授業で使用する教科書≫
・阿部和子・山王堂恵子「保育の質が高まる！　１歳児の指導計画― 子ども理解と書き方のポイ
ント」中央法規

≪参考書≫
・「保育所保育指針解説、幼保連携型認定こども園教育・保育要領」

≪事前・事後学習≫
シラバスにそって、授業の前後に、教科書の該当箇所を熟読してください。不明の点は質問して
ください。
また、大学でのインターシップ以外にも、できるだけ、3歳未満の子どもに触れる体験をしてく
ださい。また、多方面から子どもを理解するために、新聞やテレビニュース等で、子どもの生活
の実態の事例や、社会の動きの中の子どもの生活に注意を払ってください。

乳児の環境とデザイン
２年次
２単位（講義）
担当 松山　由美子, 小宮　加容子, 丁子　かおる

≪授業の概要≫
乳児保育の実践論として、乳児保育の環境の目的について基礎を学び理解することを目標とする
。乳児の保育実践のアプローチか
ら、乳児の生活について学びながら、乳児のもの・こと・ひとの関係について環境や造形デザイ
ンの視点から考える。乳児保育の環境構成、おもちゃや絵本の環境デザインなどについても学ぶ
。特に子どもが作る、子どもと共に作る環境構成を調査分析しながら学ぶ。

≪学生の到達目標≫
乳児保育における環境と乳児の遊びについて、発達過程にあわせた環境構成と指導と援助につい
て理解し、乳児保育をデザインする基礎的な資質・能力を実践をとおして習得する。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション（乳児保育のねらいに関する基礎知識）
２. 乳幼児の生活と遊びの環境についての理解
３. 乳幼児の遊び・玩具・絵本と乳幼児の発達過程の理解
４. 保育環境の調査と考察（附属保育園見学など）
５. 海外の保育現場の事例から学ぶ
６. 乳児対象の絵本や玩具の調査と考察（グループワーク）
７. 乳児対象の絵本や玩具についての調査発表（グループ発表と個人レポート）
８. 乳児の遊びをデザインする素材と環境の理解と制作準備
９. 乳児の遊びをデザインする素材と環境の準備（グループワーク）
10. 乳児の遊びをデザインする素材と環境の準備（グループワーク）
11. 附属保育園での保育実践（１）
12. 保育の改善にむけての検討
13. 附属保育園での保育実践（２）
14. 保育の評価と省察
15. 学修の振り返り（成果報告プレゼンテーション）

≪成績評価の基準・方法≫
授業記録（30％）課題発表(30%)、課題デザイン(40%)などから総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・厚生労働省「保育所保育指針」フレーベル館

≪参考書≫
・内閣府「幼保連携型認定こども園　教育・保育要領（平成29年3月告示）」フレーベル館

≪事前・事後学習≫
授業内容を各自で振り返り、各自及びグループで話しあったり準備したりしておくことなど。
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教育学特論
１年次
２単位（講義）
担当 井岡　瑞日

≪授業の概要≫
教育学は哲学や歴史学、心理学、社会学など他領域が複雑に入り組んだ学問であるために、その
全体像をとらえることは難しい。教育学は全体としてどのような知であると考えたらよいのだろ
うか。そして、教育学を学んだり研究したりすることは、現実の教育をよりよく理解するために
どのような貢献をなしうるだろうか。本講義では、教育とは何か、教育学とは何か、教育学を学
ぶことにはどのような意義があるのかといった点について、テキストの通読や受講生同士の議論
を通して理解を深めていく。

≪学生の到達目標≫
教育学の成り立ちや教育学を学ぶことの意義について、これまで教育をめぐって積み重ねられて
きた思想や実践を手がかりとして理解する。また、一連の学習を通して今日の教育課題解決への
視野を広げる。

≪授業計画≫
１. 授業の概要と進め方について
２. 今日における教育課題
３. 教育学を考えるために（読書案内）
４. 教育学とは①（教育の定義）
５. 教育学とは②（教育学の成立）
６. なぜ教育学を学ぶのか①（実践的教育学）
７. なぜ教育学を学ぶのか②（教育科学）
８. 教育学は社会の役に立つのか①（教育の不確実性）
９. 教育学は社会の役に立つのか②（教育可能性に向けたテクノロジー）
10. 教育学の未来①（ポストモダン論）
11. 教育学の未来②（教育目的の迷走）
12. 教育学の未来③（教育目的再構築論）
13. 受講生からの話題提供①
14. 受講生からの話題提供②
15. 全体の総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業への参画50％、レポート課題50％で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・広田照幸「ヒューマニティーズ　教育学」岩波書店

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前に指定したテキストの該当箇所を熟読し、疑問点等を明確にしてから授業に臨むこと。授業
内で適宜読書案内を行うので、積極的に読むことが望ましい。

保育学特論
１年次
２単位（講義）
担当 阿部　和子

≪授業の概要≫
人として生きていくための最初の土台を作り上げる乳幼児期の重要性に関しては、様々なエビデ
ンスを持って語れるようになってきている。本科目では、人として生きていく上での土台とは何
か。それはどのようにして作り上げられるのかという2点を検討する。方法は子どもの事実(観察
されたエピソード)を大切にし、その事実を子どもの視点で読み取りながら、そこに育ってくるも
のの理論化を試みる。

≪学生の到達目標≫
〇子どもの事実(観察記録）から、育ちを理解するという子ども理解の方法を学ぶ。〇子どもの内
面に視点をおいた記録のあり方を学ぶ。〇子どもの発達や保育に対する知識や理論を深く学ぶ。

≪授業計画≫
１. 人はどのような力を持って生れてくるか
２. 最初の情動共有　「ひと」は快いという
３. アタッチメント　特定の人群の獲得とその体験
４. 自立への欲求と甘え
５. 子どもどうしの関係：最初の人との気持ちの通じ合い
６. 子どもどうしの関係　他の子へ向かう
７. 子どもどうしの関係　楽しさの渦
８. 子どもどうしの関係　楽しさの共有
９. 子どもどうしの関係　気持ちのズレ
10. 子どもどうしが一緒にいることの意味と大人のかかわり
11. 自他の区別　所有するということ
12. 自他の区別　自己の空間
13. 自他の区別　３歳児クラスの様子
14. 自己をどのようにとらえるか
15. まとめ　自己がかたちづくられるみちすじ

≪成績評価の基準・方法≫
担当したパートのレジメの作成と提出、発表60％、他者の発表に対するコメント（コメント用紙
に記述し提出）40％をもとに総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
本科目の内容と自らの論文テーマと関連づけて考えるようにする。乳幼児期の発達や保育につい
ての文献を広く深く読む努力をする。
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幼児教育学特論
１年次
２単位（講義）
担当 ★大方　美香

≪授業の概要≫
幼児教育の質の改善が求められ久しいが、子どもと向き合っている保育現場から発信されている
とはいいがたい面がある。特に、国の基準である保育所保育指針及び幼稚園教育要領にどう近づ
くかは議論されても保育現場から要領や指針を豊かにし具体化する発信は極めて少なく、極端な
場合には指導計画の編成は行政用に作られているケースもあり指導案不要論もある。本講義では
保育の基礎概念、教育と発達の関係、指導と援助の関係、ひいては、経験主義と系統主義の関係
を対立的に議論。すなわち、どちらがよいかではなく融合の方向を提示して長期指導計画を例に
して検討する。

≪学生の到達目標≫
１）長期指導計画の編成の展望を持つ。２）現代の幼児教育の主要な言説を知り、評価する専門
的な力を持つ。３）以上を通して自分の保育実践のありかたを振り返る専門性を持つ。

≪授業計画≫
１. 現代の幼児教育の課題―保育の捉え方を明確にー
２. 幼児教育学が避けて通れない課題（保育か教育か、指導か援助か、子ども中心か系統性か
３. 幼稚園教育要領をどう読むか
４. 保育所保育指針をどう読むか
５. 要領・指針のが立脚している経験主義・子ども中心主義の考え方１―J.Dewey
６. 要領・指針のが立脚している系統主義の保育の考え方２ヴィゴツキー・コスチューク論文
７. 討論
８. 指導計画編成論を通して保育学を確立する
９. 年間指導計画の事例検討１
10. 年間指導計画の事例検討２
11. 討論　年間指導計画の編成をどう進めるか
12. 期別指導計画の事例検討１
13. 期別指導計画の事例検討２
14. 討論　期別指導計画の編成をどう進めるか
15. 幼児教育の方向性について

≪成績評価の基準・方法≫
日常点50％とレポート50％で評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
3回の討論が重要なのでテーマについて自分の考察を考えていただきたい。

発達心理学特論
１年次
２単位（講義）
担当 小椋　たみ子

≪授業の概要≫
特に乳幼児期の子どもの発達について言語発達を中心に概説する。本講義では言語発達過程の概
観、言語獲得の基盤となる音声知覚の発達、認知発達、社会性の発達、運動発達や書きことばの
発達、言語と思考の関係などについて概説する。人格発達の基盤となる言語能力のゆたかな発達
を育むには養育者や保育者がどのように子どもにかかわり、どのような環境設定が重要かについ
ての基礎知識を提供する。また、保育所保育指針解説書に記載された事項についての検討も併せ
て行う。

≪学生の到達目標≫
人間が生まれながらにもつ生得的能力と環境との相互作用により人間は発達していくこと、また
、環境からの働きかけがいかに重要であるかについて言語の発達を通して学ぶ。子どものゆたか
な発達を育むための保育、幼児教育の基礎となる知識を習得する。

≪授業計画≫
１. 言語発達の基礎：言語の役割 、言語獲得における生得性と環境の役割について概説する。
２. 言語発達の生物学的・神経学的基盤について概説する。
３. 言語獲得を可能にする乳児の優れた能力について概説する。
４. 音声知覚、音韻の発達について概説する。
５. 言語獲得の社会的基礎：社会的認知能力とコミュニケーション能力の発達を概説する。
６. 言語獲得の認知的基礎：物理的世界の認知能力、運動能力について概説する。
７. 言語発達の概観：語彙の獲得について概説する。
８. 言語発達の概観：文法発達について概説する。
９. 言語発達の概観：語用の発達について概説する。
10. 言語発達の個人差とその要因について概説する。
11. 言語発達の社会文化的要因：養育者の言語入力と言語発達について概説する。
12. 書き言葉の発達、言語と思考の関係について概説する。
13. 言語発達の教育的側面：保育の質が言語発達へ及ぼす影響について概説する
14. 言語発達評価の方法と支援の視点について概説する。
15. 言葉にかかわる現代社会の課題について概説する。

≪成績評価の基準・方法≫
各授業への参画20%、各講義後に提出する授業に関するレポート20%、全講義後に提出するレポ
ート60%で評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・小椋たみ子・小山正・水野久美「乳幼児期のことばの発達とその遅れ：保育・発達を学ぶ人の
ための基礎知識」ミネルヴァ書房・小椋たみ子・遠藤利彦・乙部貴幸「言葉・非認知的な心・学
ぶ力」中央法規

≪参考書≫
・岩立志津夫・小椋たみ子「よくわかる言語発達改訂新版」ミネルヴァ書房.

≪事前・事後学習≫
テキストを熟読し、引用文献にあたる。子どもの言語発達とその基盤の能力について実際に子ど
もとかかわり、観察し、理解する。
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小児医学特論Ⅰ
１年次
２単位（講義）
担当 鈴木　裕子

≪授業の概要≫
少子化が進行する現在日本の人口動態や国民衛生の動向には常に関心を持つ。子どもの身体的・
生理的特性を各年齢区分に応じて理解し、その上で子どもが病気になった時に示す様々な症状・
徴候を速やかに把握、的確に評価する。子どもが罹患しやすい代表的な疾患を学習して、保育能
力の向上に努める。身体的な面からだけでなく、子どもの心のケアにも対応できるよう努める。
予防接種を中心とした予防医学の現状を把握し、その積極的な推進方法、相談技法が培えるよう
学修する。

≪学生の到達目標≫
日常よく見る子どもの様々な症状の的確な把握と評価、適切な初期対応、医療機関との連携など
子どもの健康を第一線で担うという自覚と高度な保育能力の涵養に努力する。また子ども理解を
含め、現在社会で問題になっている様々な保健・医療問題が理解できるように基礎知識の充実を
図ることを目的とする。

≪授業計画≫
１. 人口動態、小児期の区分、身体の特徴　
２. 子どもの成長
３. 子どもの発達
４. 子どもの口腔衛生
５. 事故防止
６. 喫煙の害、受動喫煙
７. 子どもの病気の主要症状1
８. 子どもの病気の主要症状2
９. 子どもの病気（呼吸器疾患1）
10. 子どもの病気（呼吸器疾患2）
11. 子どもの病気（消化器疾患）
12. 子どもの病気（学校感染症）
13. 子どもの病気（アレルギー）
14. 予防接種
15. 教科のまとめ

≪成績評価の基準・方法≫
課題レポート30％、授業への取り組み70％

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
こどもに関するさまざまな話題に敏感でいること、こどもが健やかに成長できるように必要な知
識を学修する。

子ども心身医療特論Ⅰ
１年次
２単位（講義）
担当 村上　佳津美

≪授業の概要≫
幼保育・学校の場では自然に子どもの発育・発達をみているが、改めて心身医学の視点から「身
体」「精神」を等分に見ると共に、改めて両者の関係をしっかりみる目を養うようにする。日常
生活からみえてくる子どもの姿の中で、学問的に学ぶ身体と精神の発達に捉われない「生きた知
識」を学問的に捉える目を養ってもらう。

≪学生の到達目標≫
基本的な心身医学・心身症の知識を習得する。身近な心身症以外にも、子どもの病気を心身症と
して捉える目を育てる。

≪授業計画≫
１. 身体と心の関係
２. 感覚の重要性
３. 触覚の発達を、阻害する現代社会
４. 乳幼児期の心身症
５. 学童の心身症
６. 思春期の心身症と成人の心身症
７. 虐待
８. いじめ
９. 思春期の反社会的行動を予防する幼児期の対応
10. 子どもの神経症と精神病
11. 発達症を心身医学的に考察する（１）
12. 発達症を心身医学的に考察する（２）
13. 親の問題を適切に捉え、どのように対応するのか
14. 心身医学の考えを自分の日常に活かす生活を考える
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
　レポートや提出物（６０％）関心度（２０％）発表（２０％）で評価する

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
大学や職場でのあらゆる経験を整理しておく。
子どもが病気を持つ、持たないに関わらず、心身医学の視点から子どもの問題をみるように心が
ける。知らないことは些細なことでも担当者に尋ね、知識を深めていく積極性をもって欲しい。
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保育研究調査法Ⅰ
１年次
１単位（演習）
担当 金重　利典, 瀧川　光治

≪授業の概要≫
　保育・教育研究には、質問紙等を通して得られた数量化したデータを統計的に分析する量的研
究と、観察・面接を通して得られた記述データを分析する質的研究がある。この科目では、量的
研究を行うために必要な理論と統計手法を学び、実際に関連性（相関係数、Φ係数、カイ二乗検
定）・群の比較（t検定、分散分析）の分析についての実習をSPSSを用いて行う。

≪学生の到達目標≫
1．量的研究に触れ、量的研究の論文の書き方を理解する
2．統計的分析の種類を理解し、実際の統計ソフトを用いた分析方法を身に付ける
3．自身の研究計画を立案し、それに即したデータ収集法・分析方法を選択するためのスキルを
身に付ける

≪授業計画≫
１. ガイダンス
２. 研究の種類と方法
３. 論文の構成とアカデミックライティング
４. 論文の構成と書き方
５. 論文の構成と研究計画（量的研究）
６. 質問紙の作成と調査の実習①：質問紙に必要な要素
７. 質問紙の作成と調査の実習②：質問紙作成
８. 統計的仮説検定、パラメトリック検定とノンパラメトリック検定
９. エクセル・SPSSを用いた分析方法の基礎
10. 関係性を分析する①：パラメトリック検定（ピアソンの積率相関係数）
11. 関係性を分析する②：ノンパラメトリック検定（カイ二乗検定、Φ係数）
12. 群の比較①：研究計画と分析（対応のある・なし、被験者間・内）
13. 群の比較②：t検定
14. 群の比較③：1要因分散分析・多重比較
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業内の発表（30％）＋授業内課題（70％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・南風原 朝和・下山 晴彦・市川 伸一「心理学研究法入門ー調査・実験から実践まで」東京大学
出版会・小塩 真司「SPSSとAmosによる心理・調査データ解析」東京図書

≪事前・事後学習≫
各回の授業において、振り返りのための資料と、次回に向けての事前資料等を配布するので、授
業前後でそれらの資料を読んでおく。

保育研究調査法Ⅱ
１年次
１単位（演習）
担当 谷口　康祐

≪授業の概要≫
保育・教育研究には、質問紙等を通して得られた数量化したデータを統計的に分析する量的研究
と、観察・面接を通して得られた記述データを分析する質的研究がある。この科目では、質的研
究の手法を学び、実際に観察・面接を行うことで、データ収集の方法やその分析方法についての
理解を深める。

≪学生の到達目標≫
1.質的研究に触れ、質的研究の論文を書き方を理解する。
2.観察法・面接法に必要な知識を理解し、質的データの収集法・分析法を習得する。
3.自身の研究計画を立案し、それに即したデータ収集法・分析方法を選択するためのスキルを身
に着ける

≪授業計画≫
１. ガイダンス
２. 研究の種類と方法
３. 論文の構成と研究デザイン
４. 質的研究のデザイン
５. 面接法①：手法の理解と計画
６. 面接法②：データ収集
７. 面接法③：データ分析
８. 観察法①：手法の理解と計画
９. 観察法②：データ収集
10. 観察法③：データ分析
11. 文献講読①
12. 文献講読②
13. 文献講読③
14. 文献講読④
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
平常点（30%）
授業内課題（70％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・ウヴェ・フリック著　小田博志監訳「新版　質的研究入門　――<人間の科学>のための方法論
」春秋社・大谷尚「質的研究の考え方　――研究方法論からSCATによる分析まで」名古屋大学出
版会

≪事前・事後学習≫
事前学習：自身の研究内容について整理しておく。
事後学習：各回の授業において振り返りのための資料を配布するので、授業前後でそれらの資料
を読んでおく。
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算数科教育特論
１年次→２年次
２単位（講義）
担当 ★赤井　利行

≪授業の概要≫
算数教育において、数学的活動を通して思考力・表現力を育成していくことが重要である。特に
、本授業は、学習指導要領に見られるように、数学的活動を生かした教材開発研究を行う。
（１）「算数・数学の面白さを実感」及び「図形的思考力・表現力を育成」の教材開発事例を文
献に基づいて研究する。
（２）（１）の研究結果を基に、数学的活動を生かした教材開発を行う。

≪学生の到達目標≫
高度な保育・教育を目指し、数学的活動を生かした教材開発を行う。数学的活動を生かした教材
開発研究事例を理解し、次の観点から教材開発を行えることを目的とする。
（１）算数・数学の面白さを実感する。
（２）図形的思考力・表現力を伸ばす。

≪授業計画≫
１. 授業の目標と授業計画の概要
２. 授業研修の進め方
３. 算数・数学の面白さを実感する教材開発の事例研究低学年
４. 算数・数学の面白さを実感する教材開発の事例研究中学年
５. 算数・数学の面白さを実感する教材開発の事例研究高学年
６. 数学的活動を通した面白さを実感する教材開発
７. 受講生の教材開発例の発表と討議
８. 図形的思考力・表現力を伸ばす指標の考察
９. 図形的思考力・表現力を伸ばす指標の事例研究低学年
10. 図形的思考力・表現力を伸ばす指標の事例研究中学年
11. 図形的思考力・表現力を伸ばす指標の事例研究高学年
12. 図形的思考力・表現力を伸ばす教材開発
13. 受講生の教材開発例の発表と討議
14. 教材開発研究のまとめ
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
演習の発表（２０％）、レポート（８０％）

≪授業で使用する教科書≫
・文部科学省「小学校学習指導要領解説　算数科編」・赤井利行編著「成功する校内研修の進め
方」東洋館出版社

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習では、学習指導要領解説編を熟読し、授業に参加する。事後学習では、事例研究で示さ
れた教材が子供にどのような資質・能力を育成できるかを考え、次時で発表する。

理科教育特論
１年次→２年次
２単位（講義）
担当 浅野　孝平

≪授業の概要≫
観察・実験は、理科授業の中核となる体験的な学習活動である。そこで行われる「見る」行為を
中軸に、教育学の視点に加え認知心理学・認知神経科学の知見を踏まえて考察し討議することを
通して、観察・実験について学際的に理解を深める。
　具体的には、小学校理科で行われる観察・実験の事例を取り上げ、子どもの学習活動と獲得す
る資質・能力を整理し、それらの背景にある心理と神経基盤を各分野の先行研究を基に学際的な
視点で考察する。これらの考察を基にして授業の展開を構想し模擬授業を行い、理科指導法につ
いて教育学・認知心理学・認知神経科学の観点で議論を行う。
　上記の活動を通して、学際的な視点を持ち観察・実験を重視した実践を行う教師の資質と能力
を養う。

≪学生の到達目標≫
　本講義の目標は、理科授業の中核となる観察・実験における「見る」行為について、教育学・
認知心理学・認知神経科学の観点で考察し議論することを通して、理科教育における観察・実験
について学際的に理解を深めることである。
　具体的到達目標は以下の３点である。
・観察・実験で働かせる視覚やそれ以外の諸感覚について整理し、観察・実験についての理解を
深める。
・観察・実験における「見る」行為を、教育学、認知心理学、認知神経科学の学際的な視点から
考察し議論する。
・観察・実験を中核とした理科授業を構想し、学習指導案を作成して模擬授業を行うことを通し
て、観察・実験における「見る」行為について実践的に理解する。

≪授業計画≫
１. 観察・実験における「見る」行為の整理
２. 「見る」とは〜視覚の神経基盤
３. 「見る」とは〜視覚認知の神経基盤
４. 「見る」とは〜錯視　
５. 「見る」とは〜言語と非言語の視覚情報処理
６. 子どもが見ているもの、教師が見えなくなっているもの
７. 観察・実験の事例分析１　エネルギー領域
８. 観察・実験の事例分析２　粒子領域
９. 観察・実験の事例分析３　生命領域
10. 観察・実験の事例分析４　地球領域
11. 演習　模擬授業のための教材研究
12. 演習　模擬授業学習指導案の作成
13. 演習　模擬授業と事後検討
14. 演習　模擬授業と事後検討
15. OECD Education 2030と理科教育

≪成績評価の基準・方法≫
出席状況、授業参加度（発表を含む）40％、および定期試験（レポート代用）60％で総合的に評
価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習：配布資料を熟読し、内容を把握する。また疑問点や不明点を明確にして、講義で質問
できるようにしておく。
事後学習：学習したことを、自己の実践や研究に反映できるよう振り返りを行う。
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体育科教育特論
１年次→２年次
２単位（講義）
担当 清田　岳臣

≪授業の概要≫
本授業では、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資
質・能力の育成を支援できる専門職者を目指すために、子どもの発育発達と運動との関連性を主
に生理学、解剖学、運動力学などから理解し、それらを基礎とした運動遊び指導、体育指導を実
践し、論議を行う。子どもを取り巻く状況の理解、体育の位置づけ、運動発達の概観、指導上の
要点を捉えたうえで、各種運動（運動遊び）の指導実践を通じた論議を行う。

≪学生の到達目標≫
本講義では、幼児および児童における子どもの健康・体力の発達に影響を及ぼす因子について、
主に生理学、解剖学、運動力学などの知識から理解する。それらの理論的背景に基づいて、子ど
もにとって適切な運動あそび・体育を実践し、それに対する論議を通じて洗練させた指導法を習
得することを目標とする。

≪授業計画≫
１. 子どもを取り巻く状況の理解（身体運動の必要性）
２. 体育の位置づけ（健康と体力とは
３. 子どもの発育発達と運動①（筋骨格系）
４. 子どもの発育発達と運動②（呼吸循環器系）
５. 子どもの発育発達と運動③（神経系）
６. 運動遊び・体育指導の要点
７. 運動遊びの指導（実践：個人遊び・グループワーク）
８. 運動遊びの指導（実践：集団遊び・グループワーク）
９. 運動遊びの指導（評価法・グループワーク）
10. 体育指導の実践と論議：体つくり運動（運動遊び）・グループワーク
11. 体育指導の実践と論議：器械運動（運動遊び）・グループワーク
12. 体育指導の実践と論議：陸上運動（走・跳の運動遊び）・グループワーク
13. 体育指導の実践と論議：ボール運動（ゲーム）・グループワーク
14. 体育指導の実践と論議：表現運動（表現リズム遊び）・グループワーク
15. 体育指導計画の提案と論議

≪成績評価の基準・方法≫
授業への取り組み状況（２０％）、レポートによる評価（４０％）、発表（４０％）とする。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・藤原勝夫「姿勢制御の神経生理機構」杏林書院・藤原勝夫「運動機能解剖学」北国新聞社・高
石昌弘「からだの発達」大修館書店・「小学校学習指導要領解説（体育編）」・Gabbard CP「Li
felong motor development」Benjamin Cumming

≪事前・事後学習≫
事前学習として、前回の授業で指定された、授業内容のキーワードについて小レポートの提出を
求めます。事後学習として、授業内のディスカッションやグループワーク内容に基づくレポート
を課します。

教育方法学特殊講義Ⅱ
１年次→２年次
２単位（講義）
担当 佐伯　知子

≪授業の概要≫
この授業では、生涯学習社会における学習および学習者について理解を深め、その特性に応じた
学習支援に関する知識・技能の習得を図ることを目的とする。とりわけ、教員あるいは受講者主
導の学習プログラムを実践する中で、学習支援の特質や留意点、さまざまな学習支援方法の課題
や可能性について体験的に理解することに重きをおく。専門職者（特に、保育者・教育者）の学
びとは何かということも積極的に議論していきたい。（なお、この授業は「教育方法学特殊講義
Ⅰ」（隔年開講）と合わせて受講することを推奨する）。

≪学生の到達目標≫
①生涯学習社会における学習者の姿および学習支援のあり方について理解を深める。②具体的な
学習支援方法の課題や可能性について、実際に学習プログラムに参加したり自ら計画・実施した
りする中で理解を深める。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. アイスブレイク
３. 生涯学習社会における学習者と学習支援①
４. 生涯学習社会における学習者と学習支援②
５. 教員による学習プログラムの実践・解説①
６. 教員による学習プログラムの実践・解説②
７. 教員による学習プログラムの実践・解説③
８. 教員による学習プログラムの実践・解説④
９. 学習プログラムの計画・実施手順の説明
10. 受講者による学習プログラムの計画・実施①
11. 受講者による学習プログラムの計画・実施②
12. 受講者による学習プログラムの計画・実施③
13. 受講者による学習プログラムの計画・実施④
14. 実践のふりかえり
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業に取り組む姿勢（50％）、レポートや発表などの課題（50％）によって評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
・自分自身のこれまでの学び、職場における学びについてふりかえり、その特徴や課題、今後の
展望等を考えてみること。

99



教育課程特論
１年次→２年次
２単位（講義）
担当 ★神長　美津子, 宮里　暁美

≪授業の概要≫
本授業では、学校教育におけるカリキュラム論を理解した上で、乳幼児教育実践の中心課題のひ
とつである幼児教育におけるカリキュラムの考え方を学ぶ。子どもの成長，発達は教育・保育に
よって成し遂げられていくと すれば、カリキュラム編成は社会的かつ子ども個人に重大な意味を
もつ 。このため、幼稚園教育要領や保育所保育指針はどのような 原理を使って編成することを考
えているのかを歴史をさかのぼりつつ検討する。また、実際の事例の検討を試み、さらには、指
導計画を作成する 実際の視点、カリキュラム・マネジメントを学ぶ。

≪学生の到達目標≫
本授業を通して、以下の資質・能力を身に付けることを目標とする。
1) 戦後の幼児教育におけるカリキュラムの編成原理を説明できること。
2) 児童中心主義および系統主義の積極面と課題をカリキュラムに即して説明できること。
3) 指導計画作成の視点とカリキュラム・マネジメントを学び、教育課程編成の基礎力を身に付け
ること。

≪授業計画≫
１. カリキュラム研究とは何かその意義
２. 学校教育におけるカリキュラム研究の歴史
３. 学校教育におけるカリキュラム研究の現在
４. 幼稚園教育要領と保育所保育指針を軸にしたカリキュラム研究の課題
５. 幼稚園教育要領の読み取り
６. 保育所保育指針の読み取り
７. 幼保連携型認定こども園教育・保育要領の読み取り
８. 戦後の幼児教育のカリキュラムの歴史１（保育要領の時代）
９. 戦後の幼児教育のカリキュラムの歴史２（昭和30年代）
10. 戦後の幼児教育のカリキュラムの歴史３（平成元年以降）
11. 教育課程の実際から読み解く１
12. 教育課程の実際から読み解く２
13. 指導計画の実際から読み解く
14. カリキュラム・マネジメントの実際から読み解く
15. カリキュラム研究の今後

≪成績評価の基準・方法≫
授業への参画度及びレポート各50点

≪授業で使用する教科書≫
・神長美津子/津金美智子/河合優子/塩谷香「教育課程論」光生館・文部科学省「幼稚園教育要領
解説」フレーベル館・厚生労働省「保育所保育指針解説」フレーベル館・内閣府/文部科学省/厚
生労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」フレーベル館　他、適宜プリント等配
布を行う。

≪参考書≫
・永井聖二/神長美津子「幼児教育の世界」学文社

≪事前・事後学習≫
授業後はノートの整理。
幼児教育の教育課程や指導計画のサンプルを探しておく。

教育内容研究
１年次
２単位（講義）
担当 ★神長　美津子

≪授業の概要≫
明治9年に我が国に幼稚園教育が導入されてからすでに140年以上が経過した。その展開経過を振
り返ると明治30年代には託児所（保育所）が成立し、第二次世界大戦後は子どもの急増に伴い保
育所と幼稚園の二元制度として拡充されてきたが、近年は少子化の影響が強く、幼保一元化の波
が押し寄せている。この授業では、こうした我が国の保育制度の展開過程の中で、保育実践がど
のように模索され確立してきたかを概観してみる。新しい幼稚園教育要領及び保育所保育指針、
教育・保育要領についてをふまえ、今後の乳幼児教育について考える。

≪学生の到達目標≫
1.保育所や幼稚園などにおける保育実践について具体的に理解する。2.それぞれの時代の保育実
践の背景にある子ども観、発達観、教育観などについて理解する。3.関心のある保育実践のテー
マの歴史を振り返り、そこに含まれている保育内容や方法が、どのような経過により取り入れら
れてきたかを、資料の読み取り方を学んでいく。

≪授業計画≫
１. 幼稚園教育の導入とその背景
２. 保育方法の変遷とその背景
３. 様々な種類の託児所の成立とその背景
４. 保育内容の変遷とその背景
５. 幼児に適した保育環境や保育実践
６. 子どもの生活文化とその背景
７. 養護と教育の一体化
８. 幼稚園教育要領とその背景
９. 保育所保育指針とその背景
10. 視聴覚機器の活用とその影響
11. 長時間保育のはじまりとその背景
12. 乳児教育から幼児教育へその連携とその背景
13. 保育内容の多様化とその背景
14. こども園への模索と現状
15. まとめと考察

≪成績評価の基準・方法≫
本授業では資料を基にして保育内容がどう形成されてきたかについて、自分の保育体験と絡めな
がら積極的に話し合いに参加し、多様な視点から検討する姿勢を求めている。そのための評価は
、授業における参加姿勢を50％、そして提出していただく報告書での検討内容を50％として、総
合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
各自、提出資料をまとめておくいこと。
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教育実践研究Ⅰ
１年次
１単位（演習）
担当 ★松岡　宏明

≪授業の概要≫
幼児造形教育、小学校図画工作科教育に関する先行研究・実践に触れ、その目標や内容、展開、
評価の実際とあり方を検討することを通して、受講者が自らの研究の進展につながる新たな視点
を発見する。授業形態として、常にディスカッション形式を取り入れるとともに、個人やペアで
のプレゼンテーションの機会を度々設ける。

≪学生の到達目標≫
幼児造形教育、小学校図画工作科教育に関する先行研究・実践を分析し、その意義や現状・課題
を把握する。また、受講生がそれらを自らの研究課題に照射し、援用できる視点を発見し、具体
的に生かしていく視座を得る。

≪授業計画≫
１. 幼児教育と造形教育
２. 領域「表現」と造形
３. 初等教育と図画工作
４. 学習指導要領と図画工作
５. 幼児造形教育の現状と課題
６. 小学校図画工作科の現状と課題
７. 幼児造形の範囲と図画工作科の内容
８. 「造形遊び」の指導についての先行研究・実践の分析
９. 「造形表現（絵や立体、工作）」の指導についての先行研究・実践の分析
10. 「鑑賞」の指導についての先行研究・実践の分析
11. 受講生が収集した先行研究についての発表
12. 受講生が収集した先行研究についての議論
13. 受講生が収集した先行研究についての議論を踏まえた自己課題の発見
14. 受講生が収集した先行研究についての議論を踏まえた自己課題の交流
15. 美術（造形、図画工作）教育の視点の生かし方、まとめ

≪成績評価の基準・方法≫
討論・演習40%、レポート60%を基本としながら、総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・松岡宏明「子供の世界 子供の造形」三元社、授業内で購入可

≪参考書≫
・大橋功、松岡宏明他編著「美術教育概論（新訂版）」日本文教出版・神林恒道他監修、松岡宏
明他編著「美術教育ハンドブック」三元社・新関伸也、松岡宏明編著「ルーブリックで変わる美
術鑑賞学習」三元社

≪事前・事後学習≫
各回における参考資料（前の回に紹介）を熟読しておくこと。また授業内で紹介する文献を自ら
収集し、目を通すこと。さらに、指定回以降に、レポートの構想づくり、執筆に入ること。レポ
ートは返却された後、修正を施し、保存の上、その後の研究に生かすこと。

教育実践研究Ⅱ
１年次
１単位（演習）
担当 ★神長　美津子

≪授業の概要≫
子どもの教育・保育は、いかなる学習環境のもとでどのような指導をなすべきかという根本的な
課題に対して、理論的基盤に依りながらも実践的な内容や方法を呈示する能力の習得を目指さね
ばならない。このため、本授業においては、文献資料の読解及び教育実践のビデオの解析・考察
を行うことにより、教育実践のあり方について考える演習を主とする。本授業では、幼児期から
児童期にかけての発達の過程に焦点を当て、その教育実践を考える。

≪学生の到達目標≫
よりよい教育・保育の実践を目指し、教育・保育実践にかかわる文献資料、学会誌等により、研
究の動向を把握する。特に、幼児期から児童期への発達の過程を捉えた教育実践のビデオから、
その教育実践の解読、討議に基づき、幼児期と、及び幼児期から児童期にかけての教育実践の課
題を整理する。これらに基づき、幼児教育から小学校教育への円滑な接続の課題を整理する。

≪授業計画≫
１. 授業の趣旨・目標と演習の進行について説明
２. 学会誌等から、幼児期の遊びに対する研究動向を把握
３. 学会誌等から、遊びの中での学びについての研究動向を把握 　
４. 教育実践ビデオの解析・討議（環境と活動）
５. 教育実践ビデオの解析・討議（教師の援助）
６. 教育実践ビデオの解析・討議（子ども同士の関係）
７. 幼児期の学校教育における指導計画の考え方の理解と課題の把握
８. 幼児理解に基づいた評価の考え方の理解と課題の把握
９. 学会誌等から、幼児期から児童期への学びについての研究動向の把握
10. 学会誌等から、幼児期から児童期への学びについての研究動向の把握
11. 幼児教育と小学校教育との比較の理解・討議（目標の段階、教育課程の段階、指導の段階）
12. スタート・カリキュラムの考え方の理解
13. 様々なスタート・カリキュラムの実際を見て、幼児教育との関連について把握
14. 幼児教育から小学校教育への円滑な接続についての討論
15. まとめ（課題の整理）

≪成績評価の基準・方法≫
研究成果のレポート（60％）
毎回授業の討論への参加の態度（40％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・永井聖二/神長美津子「幼児教育の世界」学文社・小田豊/榎沢良彦「新しい時代の幼児教育」
有斐閣アルマ・神長美津子/津金美智子/河合優子/塩谷香「教育課程論」光生館　他、適宜プリン
ト等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習としては、指定する資料を読み、予め学習内容を把握しておく。事後学習としては、学
んだことから視野を広げたり、深めたりするために、講義後は、ノートを整理し、授業内容を振
り返る。また、適宜、参考書を読み、学習内容に対する理解を深めてほしい。
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子どもと表現研究
１年次
２単位（講義）
担当 ★松岡　宏明

≪授業の概要≫
本授業では、特に幼児の造形表現について、先行研究を分析しながら考察を深めるとともに、幼
児の造形活動や作品を鑑賞・分析することを通してその世界観を理解する。また、未分化な幼児
の表現を引き出す方法について議論を深める。授業形態として、常にディスカッション形式を取
り入れるとともに、ペアでのプレゼンテーションの機会を度々設ける。

≪学生の到達目標≫
幼児の造形の研究には、発達的、特徴的、美的・造形的、心理的の四つの側面からアプローチで
きることを理解するとともに、それぞれについての先行研究を批判的に検討する。また、幼児の
造形活動や作品を鑑賞・分析することを通して、その世界観が「未分化性」に集約されることを
認識する。そして、未分化な幼児の表現を引き出す方法について自分なりの幼児造形表現指導観
を構築する。

≪授業計画≫
１. 子供の表現とその世界観①（子供と大人の違い）
２. 子供の表現とその世界観②（子供と造形活動の親和性）
３. 子供の造形への発達的アプローチ①（なぐり描き期～図式期）
４. 子供の造形への発達的アプローチ②（前写実期～芸術的復活期）
５. 子供の造形への特徴的アプローチ①（頭足人、アニミズム、基底線等）
６. 子供の造形への特徴的アプローチ②（積み上げ遠近法、集中構図、展開図描法等）
７. 子供の造形への美的・造形的アプローチ①（子供と芸術家の作品の比較鑑賞）
８. 子供の造形への美的・造形的アプローチ②（芸術的発達のU字カーブ）
９. 子供の造形への心理的アプローチ①（形と構図）
10. 子供の造形への心理的アプローチ②（色）
11. 領域「表現」と「造形」
12. 園における造形活動の範囲及び未分化な子供の造形表現の引き出し方
13. 発達と特徴に応じた造形表現指導の展開
14. 発達と特徴に応じた題材設定の方法
15. 造形表現を豊かに育む環境

≪成績評価の基準・方法≫
討論・演習40%、レポート60%を基本としながら、総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・松岡宏明「子供の世界 子供の造形」三元社、授業内で購入可

≪参考書≫
・大橋功、松岡宏明他編著「美術教育概論（新訂版）」日本文教出版

≪事前・事後学習≫
各回における教科書の該当ページを熟読しておくこと。また授業内で紹介する文献を収集し、目
を通すこと。さらに、指定回以降にレポートの構想づくり、執筆に入ること。レポートは返却さ
れた後、修正を施し、保存の上、その後の研究に生かすこと。

生涯教育学研究
１年次
２単位（講義）
担当 佐伯　知子

≪授業の概要≫
授業の前半は、生涯教育・学習の歴史や基本原理について、欧米諸国・第三世界での議論を概観
する。その際、3つの類型（他者決定型学習、自己主導型学習、自己決定・相互変革型学習）に
沿って、各々の可能性や限界性を検討する。後半は、受講者それぞれの研究関心について、生涯
教育学的観点から議論を深めていく。

≪学生の到達目標≫
①生涯教育・学習論の成り立ちや特質について理解し、学校教育や社会教育との違いを明確にす
る。②受講者それぞれの研究関心と生涯教育・学習との接点について検討し、知見を広げていく
。

≪授業計画≫
１. アイスブレイクーまずはお互いを知りましょうー
２. ブレインストーミングー今までの教育・学習のイメージは？－
３. 生涯教育・学習論の成り立ち①
４. 生涯教育・学習論の成り立ち②
５. 生涯教育・学習論の成り立ち③
６. 生涯教育・学習の諸原理―３つの類型：他者決定型、自己主導型、自己決定・相互変革型
７. 他者決定型学習
８. 自己主導型学習―マルカム・ノールズを中心にー
９. 自己決定・相互変革型学習①－エットーレ・ジェルピを中心にー
10. 自己決定・相互変革型学習②－パウロ・フレイレを中心にー
11. 受講者による話題提供①
12. 受講者による話題提供②
13. 受講者による話題提供③
14. 受講者による話題提供④
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業に取り組む姿勢（50％）、発表（50％）によって評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
・日ごろから新聞を読むなどして時事問題に関心を向け、自分の考えを明確にするよう努めるこ
と。

102



教育心理学特論
１年次
２単位（講義）
担当 渡辺　俊太郎

≪授業の概要≫
教育場面における子どもの学びに関わる概念として、知能、認知能力がある。WISCなどの知能検
査は、教育心理学や認知心理学の研究知見を取り入れつつ改訂が進められてきた。この科目では
、WISC-IVの検査内容やそれによって測定される認知能力、臨床事例における指標の表れ方につ
いて学ぶことを通して、人間の学習過程に関する心理学的知見や理論について理解を深める。そ
れによって、個々の子どもの特性に応じた教育の方法、内容、環境、支援について検討するため
の視座を提供する。

≪学生の到達目標≫
WISC-IVの指標や検査の内容について学び、それらによって測定される認知能力について理解す
る。臨床事例における代表的な指標パターンについて学ぶことを通して、子どもやその学習過程
を認知能力の観点から理解する力を身につけ、より効果的な教育や支援につなげる視座を獲得す
る。

≪授業計画≫
１. 知能、認知能力の定義や理論を学ぶ
２. 知能検査およびWISC-IVの概要を理解する
３. 言語理解指標を理解する①　類似、単語
４. 言語理解指標を理解する②　理解、知識
５. 言語理解指標を理解する③　語の推理
６. 知覚推理指標を理解する①　積木模様、絵の概念
７. 知覚推理指標を理解する②　行列推理、絵の完成
８. ワーキングメモリー指標を理解する①　数唱、語音整列
９. ワーキングメモリー指標を理解する②　算数
10. 処理速度指標を理解する①　符号、記号探し
11. 処理速度指標を理解する②　絵の抹消
12. 結果の解釈を学ぶ①　各指標や有意差の検討
13. 結果の解釈を学ぶ②　総合所見の作成
14. 検査結果を生かす①　カリキュラムや環境設定
15. 検査結果を生かす②　個別支援の工夫

≪成績評価の基準・方法≫
課題発表・討論への参加などの授業への取り組み50%、およびレポートから授業内容の理解度や
考察内容について50%、総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・A.プリフィテラ・D.H.サクロフスキー・L.G.ワイス「WISC-IVの臨床的利用と解釈」日本文化科
学社・D.P.フラナガン・A.S.カウフマン「エッセンシャルズWISC-IVによる心理アセスメント」日
本文化科学社・上野一彦・松田修・小林玄・木下智子「日本版WISC-IVによる発達障害のアセス
メント－代表的な指標パターンの解釈と事例紹介－」日本文化科学社

≪事前・事後学習≫
事前学習として、配布資料や関連文献を読み、予習を行う。事後学習として、認知能力の観点か
ら保育・教育現場における子どもの姿や支援のあり方について考察する。

幼児教育心理学特論
１年次→２年次
２単位（講義）
担当 遠藤　利彦

≪授業の概要≫
幼児教育心理学に関わる基礎と先端的知見に関して講義を行う。

≪学生の到達目標≫
幼児教育心理学の基本を習得するともに、実証研究に関わる理論基盤について学ぶ。

≪授業計画≫
１. 幼児教育心理学序論１
２. 幼児教育心理学序論２
３. 乳児期の特質１
４. 乳児期の特質２
５. 乳児期の特質３
６. 幼児期の特質１
７. 幼児期の特質２
８. 幼児期の特質３
９. 幼児期の特質４
10. 心理学的知見に基づく幼児教育の実践１
11. 心理学的知見に基づく幼児教育の実践２
12. 心理学的知見に基づく幼児教育の実践３
13. 幼児教育の効果検証１
14. 幼児教育の効果検証２
15. 総括と展望

≪成績評価の基準・方法≫
出席点（５０％）とレポート点（５０％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
初回に指示を行う。
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臨床発達心理学
１年次
２単位（講義）
担当 小椋　たみ子

≪授業の概要≫
発達・適応上の諸問題を理解、支援するためには、臨床心理学、発達心理学、特別支援教育など
の広い視点から生起している問題について理解し、支援方法を考えることが重要である。本講義
では、乳幼児期、児童期の障害をはじめとする臨床的問題をとりあげ、その理解の方法と支援の
方法を考える。観察、検査実習や文献の講読や受講生がかかわった事例についての発表（アクテ
ィブラーニング）を講義後半で行い、理解を深める。

≪学生の到達目標≫
１）発達・適応上の諸問題とその発生機序について理解する、２）アセスメントの方法としての
観察法、検査法、面接法について学ぶ、　３）発達・適応上の問題をもつ事例に対する支援の方
法を学ぶ

≪授業計画≫
１. 臨床発達心理学、人を理解するための専門性について概説する。
２. 発達支援を必要としている人々（発達・適応上の問題とその理解）について概説する。
３. 乳幼児期の発達の課題と日本の健診制度について概説する。
４. 発達支援が必要な子どもの療育、教育、保育の歴史と制度について概説する。
５. 発達の障害：知的障害とその支援について概説する。
６. 発達障害とその支援（自閉症、注意欠陥多動性障害、学習障害）について概説する。
７. その他の障害とその支援について概説する。
８. 対象理解のための査定・検査・評価の方法について概説する。
９. 対象理解のための査定・検査・評価の方法について実習する。
10. 子どもの発達支援技法、家族支援について概説する。
11. 子どもの臨床発達的支援について文献を通して学ぶ。
12. 保育現場、臨床現場での子どもの査定と支援について受講生の事例発表を通して学ぶ。
13. 保育現場、臨床現場での子どもの査定と支援について受講生の事例発表を通して学ぶ。
14. 保育現場、臨床現場での子どもの査定と支援について受講生の事例発表を通して学ぶ。
15. 幼稚園、保育園などでの支援体制づくりと関連諸機関との連携について概説する。

≪成績評価の基準・方法≫
各授業への参画10%、各講義後に提出する授業に関するレポート２0%、発表30%、全講義後に
提出するレポート40%で評価する。

≪授業で使用する教科書≫
・尾崎康子・小林真・水内豊和・阿部美穂子「よくわかる障害児保育(第２版)」ミネルヴァ書房.
・日本臨床発達心理士会　「臨床発達心理学実践研究」

≪参考書≫
・日本臨床発達心理士認定運営機構(監)「講座・臨床発達心理学①～⑤」ミネルヴァ書房.・尾崎
康子・三宅篤子「乳幼児期における発達障害の理解と支援①知っておきたい発達障害のアセスメ
ント」ミネルヴァ書房・尾崎康子・三宅篤子「乳幼児期における発達障害の理解と支援②知って
おきたい発達障害の療育」ミネルヴァ書房

≪事前・事後学習≫
発達支援の必要な子どもへの参与観察の記録、査定を行い、支援計画を作成し、実施する。

小児医学特論Ⅱ
１年次
２単位（講義）
担当 渡部　基信, 儀間　裕貴

≪授業の概要≫
本教科の基本は、日頃遭遇する子どもの病気の講義であるが、院生には各種幼保施設で保育に直
接従事しているスタッフ、保育責任者、施設経営者が多く、日々現場で様々な問題に直面してい
る。本講義では、その問題点を順次紹介してもらい、全員で討議するとともに、講義担当者が適
宜補足し、解説講義を行う。また諸種関連学会に参加、発表する院生もいるので、講義時間に伝
達講習をしてもらい、保育分野で問題になっている事柄について共通認識を深めるよう全員参加
型の講義を計画している。

≪学生の到達目標≫
小児医学特論Ⅰの学習事項を基盤として、日頃遭遇することが多い子どもの疾患を理解し、症状
、治療方針に関して学習する。学会発表の伝達講習により専門分野の話題と進歩を学修する。各
施設の問題点およびその解決方法を学修し、自園での保育、運営に役立てる。

≪授業計画≫
１. 子どもの熱中症の治療、初期療法
２. 保育現場の問題の提起および討論
３. 乳幼児の心肺蘇生
４. 関連学会での発表報告と討論
５. 子どものアレルギー疾患
６. 保育現場の問題の提起および討論
７. 病児を支える人たち
８. 関連学会での発表報告と討論
９. 子どもの病気（救急疾患）
10. 保育現場の問題の提起および討論
11. 乳幼児突然死症候群
12. 関連学会での発表報告と討論
13. コロナウイルス感染症について
14. 保育現場の問題の提起および討論
15. 教科のまとめ

≪成績評価の基準・方法≫
課題レポート30％、授業への取り組み70％

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習としては、毎回、授業前に資料等を熟読し、学習内容を把握しておく。事後学習として
は、学んだことから視野を広げたり、深めたりするために振り返り内容について指示をする。
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研究指導
１年次→２年次
０単位（演習）
担当 瀧川　光治, 小椋　たみ子, ★赤井　利行, ★松岡　宏明, ★埋橋

　玲子, ★大脇　万起子, 渡辺　俊太郎, 佐伯　知子, 井岡　瑞日

≪授業の概要≫
各教員の専門性を生かし、修士論文の作成について個別ないしゼミ形式で丁寧に指導する。院生
各自が自らの問題意識と適切な研究方法論に基づいて修士論文の構想を確立できるように指導・
助言する。後期終了時には、修士論文中間発表会を開催し、全教員からの指導を受ける。

≪学生の到達目標≫
院生各自の多様な問題関心の中から自分にとって最も関心のあるテーマを選び、修士論文の構想
を確立する。テーマに即した適切な研究方法論を習得する。

≪授業計画≫
１. 院生各自の問題関心と研究計画の把握
２. 院生各自の関心のあるテーマについての研究状況の紹介
３. 先行研究の検索・収集・整理
４. 修士論文の書き方について具体的な指導
５. 各自の関心のあるテーマでの発表と討論(1)
６. 各自の関心のあるテーマでの発表と討論(2)
７. 各自の関心のあるテーマでの発表と討論(3)
８. 各自の関心のあるテーマでの発表と討論(4)
９. 各自の関心のあるテーマでの発表と討論(5)
10. 各自の修士論文の構想発表(1)
11. 各自の修士論文の構想発表(2)
12. 各自の修士論文の構想発表(3)
13. 各自の修士論文の構想発表(4)
14. 各自の修士論文の構想発表(5)
15. 中間総括
16. 各自の修士論文の構想発表(6)
17. 各自の修士論文の構想発表(7)
18. 各自の修士論文の構想発表(8)
19. 各自の修士論文の構想発表(9)
20. 各自の修士論文構想の再検討(1)
21. 各自の修士論文構想の再検討(2)
22. 各自の修士論文構想の再検討(3)
23. 各自の修士論文構想の再検討(4)
24. 各自の修士論文構想の再検討(5)
25. 各自の修士論文構想の再検討(6)
26. 各自の修士論文構想の再検討(7)
27. 各自の修士論文構想の再検討(8)
28. 各自の修士論文構想の再検討(9)
29. 修士論文中間発表会
30. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
研究課題への取り組み状況　５０％／修士論文構想発表　２０％／修士論文中間発表会　３０％
を踏まえ、総合的に判断する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
修士論文の構想を確立するために、日頃から先行研究の収集・把握や研究理論や方法論の習得に
励むこと。その過程で生じた疑問点等については、教員に相談できるようその都度明確にしてお
くこと。また、教員から受けた指導・助言の内容をよく吟味し、その後の研究に反映できるよう
努めること。詳細については各教員の指示に従うこと。
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算数科教育特論
１年次→２年次
２単位（講義）
担当 ★赤井　利行

≪授業の概要≫
算数教育において、数学的活動を通して思考力・表現力を育成していくことが重要である。特に
、本授業は、学習指導要領に見られるように、数学的活動を生かした教材開発研究を行う。
（１）「算数・数学の面白さを実感」及び「図形的思考力・表現力を育成」の教材開発事例を文
献に基づいて研究する。
（２）（１）の研究結果を基に、数学的活動を生かした教材開発を行う。

≪学生の到達目標≫
高度な保育・教育を目指し、数学的活動を生かした教材開発を行う。数学的活動を生かした教材
開発研究事例を理解し、次の観点から教材開発を行えることを目的とする。
（１）算数・数学の面白さを実感する。
（２）図形的思考力・表現力を伸ばす。

≪授業計画≫
１. 授業の目標と授業計画の概要
２. 授業研修の進め方
３. 算数・数学の面白さを実感する教材開発の事例研究低学年
４. 算数・数学の面白さを実感する教材開発の事例研究中学年
５. 算数・数学の面白さを実感する教材開発の事例研究高学年
６. 数学的活動を通した面白さを実感する教材開発
７. 受講生の教材開発例の発表と討議
８. 図形的思考力・表現力を伸ばす指標の考察
９. 図形的思考力・表現力を伸ばす指標の事例研究低学年
10. 図形的思考力・表現力を伸ばす指標の事例研究中学年
11. 図形的思考力・表現力を伸ばす指標の事例研究高学年
12. 図形的思考力・表現力を伸ばす教材開発
13. 受講生の教材開発例の発表と討議
14. 教材開発研究のまとめ
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
演習の発表（２０％）、レポート（８０％）

≪授業で使用する教科書≫
・文部科学省「「小学校学習指導要領解説　算数科編」」・赤井利行編著「「成功する校内研修
の進め方」」東洋館出版社

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習では、学習指導要領解説編を熟読し、授業に参加する。事後学習では、事例研究で示さ
れた教材が子供にどのような資質・能力を育成できるかを考え、次時で発表する。

理科教育特論
１年次→２年次
２単位（講義）
担当 浅野　孝平

≪授業の概要≫
　観察・実験は、理科授業の中核となる体験的な学習活動である。そこで行われる「見る」行為
を中軸に、教育学の視点に加え認知心理学・認知神経科学の知見を踏まえて考察し討議すること
を通して、観察・実験について学際的に理解を深める。
　具体的には、小学校理科で行われる観察・実験の事例を取り上げ、子どもの学習活動と獲得す
る資質・能力を整理し、それらの背景にある心理と神経基盤を各分野の先行研究を基に学際的な
視点で考察する。これらの考察を基にして授業の展開を構想し模擬授業を行い、理科指導法につ
いて教育学・認知心理学・認知神経科学の観点で議論を行う。
　上記の活動を通して、学際的な視点を持ち観察・実験を重視した実践を行う教師の資質と能力
を養う。

≪学生の到達目標≫
　本講義の目標は、理科授業の中核となる観察・実験における「見る」行為について、教育学・
認知心理学・認知神経科学の観点で考察し議論することを通して、理科教育における観察・実験
について学際的に理解を深めることである。
　具体的到達目標は以下の３点である。
・観察・実験で働かせる視覚やそれ以外の諸感覚について整理し、観察・実験についての理解を
深める。
・観察・実験における「見る」行為を、教育学、認知心理学、認知神経科学の学際的な視点から
考察し議論する。
・観察・実験を中核とした理科授業を構想し、学習指導案を作成して模擬授業を行うことを通し
て、観察・実験における「見る」行為について実践的に理解する。

≪授業計画≫
１. 観察・実験における「見る」行為の整理
２. 「見る」とは〜視覚の神経基盤
３. 「見る」とは〜視覚認知の神経基盤
４. 「見る」とは〜錯視　
５. 「見る」とは〜言語と非言語の視覚情報処理
６. 子どもが見ているもの、教師が見えなくなっているもの
７. 観察・実験の事例分析１　エネルギー領域
８. 観察・実験の事例分析２　粒子領域
９. 観察・実験の事例分析３　生命領域
10. 観察・実験の事例分析４　地球領域
11. 演習　模擬授業のための教材研究
12. 演習　模擬授業学習指導案の作成
13. 演習　模擬授業と事後検討
14. 演習　模擬授業と事後検討
15. OECD Education 2030と理科教育

≪成績評価の基準・方法≫
出席状況、授業参加度（発表を含む）40％、および定期試験（レポート代用）60％で総合的に評
価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習：配布資料を熟読し、内容を把握する。また疑問点や不明点を明確にして、講義で質問
できるようにしておく。
事後学習：学習したことを、自己の実践や研究に反映できるよう振り返りを行う。
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体育科教育特論
１年次→２年次
２単位（講義）
担当 清田　岳臣

≪授業の概要≫
本授業では、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資
質・能力の育成を支援できる専門職者を目指すために、子どもの発育発達と運動との関連性を主
に生理学、解剖学、運動力学などから理解し、それらを基礎とした運動遊び指導、体育指導を実
践し、論議を行う。子どもを取り巻く状況の理解、体育の位置づけ、運動発達の概観、指導上の
要点を捉えたうえで、各種運動（運動遊び）の指導実践を通じた論議を行う。

≪学生の到達目標≫
本講義では、幼児および児童における子どもの健康・体力の発達に影響を及ぼす因子について、
主に生理学、解剖学、運動力学などの知識から理解する。それらの理論的背景に基づいて、子ど
もにとって適切な運動あそび・体育を実践し、それに対する論議を通じて洗練させた指導法を習
得することを目標とする。

≪授業計画≫
１. 子どもを取り巻く状況の理解（身体運動の必要性）
２. 体育の位置づけ（健康と体力とは）
３. 子どもの発育発達と運動①（筋骨格系）
４. 子どもの発育発達と運動②（呼吸循環器系）
５. 子どもの発育発達と運動③（神経系）
６. 運動遊び・体育指導の要点
７. 運動遊びの指導（実践：個人遊び・グループワーク）
８. 運動遊びの指導（実践：集団遊び・グループワーク）
９. 運動遊びの指導（評価法・グループワーク）
10. 体育指導の実践と論議：体つくり運動（運動遊び）・グループワーク
11. 体育指導の実践と論議：器械運動（運動遊び）・グループワーク
12. 体育指導の実践と論議：陸上運動（走・跳の運動遊び）・グループワーク
13. 体育指導の実践と論議：ボール運動（ゲーム）・グループワーク
14. 体育指導の実践と論議：表現運動（表現リズム遊び）・グループワーク
15. 体育指導計画の提案と論議

≪成績評価の基準・方法≫
授業への取り組み状況（２０％）、レポートによる評価（４０％）、発表（４０％）とする。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・藤原 勝夫「姿勢制御の神経生理機構」杏林書院・藤原勝夫「運動機能解剖学」北國新聞社・高
石昌弘「からだの発達」大修館書店・「小学校学習指導要領解説（体育編）」・Gabbard CP「Li
felong motor development」Benjamin Cumming

≪事前・事後学習≫
事前学習として、前回の授業で指定された、授業内容のキーワードについて小レポートの提出を
求めます。事後学習として、授業内のディスカッションやグループワーク内容に基づくレポート
を課します。

教育方法特論
２年次
２単位（講義）
担当 ★埋橋　玲子

≪授業の概要≫
保育指導法の研究は保育指導の根幹をなすものであり、本授業においては指導法の実践を軸に指
導法の改善のための手法と考え方を検討し、保育現場での公開保育の分析の手続きや理念を検討
する。特に、子どもの中心主義・系統主義の保育プロセスの双方のやり方を検討し、保育現場で
の保育の質を見える化する実践力を持つ。

≪学生の到達目標≫
１）保育の質を高めるため保育のプロセスをどう作り出すかに関心を持つ。
２）保育の多様な理念（遊び・ワーク・設定保育）ごとに指導プロセスと方法が異なることを理
解する。
３）公開保育など保育指導のプロセスを分析・提案する力を身につける。

≪授業計画≫
１. 今日の保育における質の問題の中核としての指導法研究
２. 幼稚園教育要領指導法
３. 保育所保育指針の指導法
４. 指導法の歩みー保育要領―
５. 指導法の歩みー6４年幼稚園要領
６. 討論　保育現場での指導法の課題
７. 指導のプロセスの枠組みをどう考えるか（活動内容から）
８. 指導のプロセスの枠組みをどう考えるか（関係性から）
９. 指導案づくりと指導法１
10. 指導案づくりと指導法２
11. 保育見学ー記録を取る１ー
12. 保育見学ー記録を取る２―
13. 保育指導法の評価１
14. 保育指導法の評価２
15. 指導法研究を現場でどう生かすか（討論）

≪成績評価の基準・方法≫
授業の参加・平常点を60％、レポート40％

≪授業で使用する教科書≫
・T.ハームス他著、埋橋玲子訳「新・保育環境評価スケール①３歳以上」法律文化社

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
可能であれば、指導法についての自分の課題を整理されていることが望ましい。
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教育方法学特殊講義Ⅱ
１年次→２年次
２単位（講義）
担当 佐伯　知子

≪授業の概要≫
この授業では、生涯学習社会における学習および学習者について理解を深め、その特性に応じた
学習支援に関する知識・技能の習得を図ることを目的とする。とりわけ、教員あるいは受講者主
導の学習プログラムを実践する中で、学習支援の特質や留意点、さまざまな学習支援方法の課題
や可能性について体験的に理解することに重きをおく。専門職者（特に、保育者・教育者）の学
びとは何かということも積極的に議論していきたい。（なお、この授業は「教育方法学特殊講義
Ⅰ」（隔年開講）と合わせて受講することを推奨する）。

≪学生の到達目標≫
①生涯学習社会における学習者の姿および学習支援のあり方について理解を深める。②具体的な
学習支援方法の課題や可能性について、実際に学習プログラムに参加したり自ら計画・実施した
りする中で理解を深める。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. アイスブレイク
３. 生涯学習社会における学習者と学習支援①
４. 生涯学習社会における学習者と学習支援②
５. 教員による学習プログラムの実践・解説①
６. 教員による学習プログラムの実践・解説②
７. 教員による学習プログラムの実践・解説③
８. 教員による学習プログラムの実践・解説④
９. 学習プログラムの計画・実施手順の説明
10. 受講者による学習プログラムの計画・実施①
11. 受講者による学習プログラムの計画・実施②
12. 受講者による学習プログラムの計画・実施③
13. 受講者による学習プログラムの計画・実施④
14. 実践のふりかえり
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
授業に取り組む姿勢（50％）、レポートや発表などの課題（50％）によって評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
・自分自身のこれまでの学び、職場における学びについてふりかえり、その特徴や課題、今後の
展望等を考えてみること。

教育課程特論
１年次→２年次
２単位（講義）
担当 ★神長　美津子, 宮里　暁美

≪授業の概要≫
本授業では、学校教育におけるカリキュラム論を理解した上で、乳幼児教育実践の中心課題のひ
とつである幼児教育におけるカリキュラムの考え方を学ぶ。子どもの成長，発達は教育・保育に
よって成し遂げられていくと すれば、カリキュラム編成は社会的かつ子ども個人に重大な意味を
もつ 。このため、幼稚園教育要領や保育所保育指針はどのような 原理を使って編成することを考
えているのかを歴史をさかのぼりつつ検討する。また、実際の事例の検討を試み、さらには、指
導計画を作成する 実際の視点、カリキュラム・マネジメントを学ぶ。

≪学生の到達目標≫
本授業を通して、以下の資質・能力を身に付けることを目標とする。
1) 戦後の幼児教育におけるカリキュラムの編成原理を説明できること。
2) 児童中心主義および系統主義の積極面と課題をカリキュラムに即して説明できること。
3) 指導計画作成の視点とカリキュラム・マネジメントを学び、教育課程編成の基礎力を身に付け
ること。

≪授業計画≫
１. カリキュラム研究とは何かその意義
２. 学校教育におけるカリキュラム研究の歴史
３. 学校教育におけるカリキュラム研究の現在
４. 幼稚園教育要領と保育所保育指針を軸にしたカリキュラム研究の課題
５. 幼稚園教育要領の読み取り
６. 保育所保育指針の読み取り
７. 幼保連携型認定こども園教育・保育要領の読み取り
８. 戦後の幼児教育のカリキュラムの歴史１（保育要領の時代）
９. 戦後の幼児教育のカリキュラムの歴史２（昭和30年代）
10. 戦後の幼児教育のカリキュラムの歴史３（平成元年以降）
11. 教育課程の実際から読み解く１
12. 教育課程の実際から読み解く２
13. 指導計画の実際から読み解く
14. カリキュラム・マネジメントの実際から読み解く
15. カリキュラム研究の今後

≪成績評価の基準・方法≫
授業への参画度及びレポート各50点

≪授業で使用する教科書≫
・神長美津子/津金美智子/河合優子/塩谷香「教育課程論」光生館・文部科学省「幼稚園教育要領
解説」フレーベル館・厚生労働省「保育所保育指針解説」フレーベル館・内閣府/文部科学省/厚
生労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」フレーベル館　他、適宜プリント等配
布を行う。

≪参考書≫
・永井聖二/神長美津子「幼児教育の世界」学文社　他、適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
授業後はノートの整理。
幼児教育の教育課程や指導計画のサンプルを探しておく。
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幼児教育思想史研究
２年次
２単位（講義）
担当 井岡　瑞日

≪授業の概要≫
「児童の権利に関する条約（子どもの権利条約）」が国連で採択されてから2019年で30年が経っ
た。しかし、子どもの権利保障をめぐっては今日にあっても様々な課題が山積している。そうし
た現状をよりよく理解するための手立てとして、本講義では「子どもの権利」をキーワードに20
世紀を中心とした西洋及び日本の幼児教育思想史をたどる。保育・幼児教育や子どもの権利保障
の歴史について、現在とのつながりをふまえながら検討することを通して、私たちが今日の保育
や教育の問題に対峙する上で学ぶべき点は何なのか、共に考えを深めたい。

≪学生の到達目標≫
子どもの権利をめぐる近現代の西洋及び日本の教育思想史について、その大まかな流れや代表的
な思想について理解する。また、一連の学習から得た知見を自らの研究や実践に活かす視点を身
につける。

≪授業計画≫
１. 授業の概要と進め方について
２. 子どもの権利保障についての現状と課題（ディスカッション）
３. 20世紀史のなかの子ども①（心性の歴史）
４. 20世紀史のなかの子ども①（科学主義の台頭）
５. 20世紀史のなかの子ども②（子ども市場の拡大）
６. 子どもの権利をめぐる教育思想史①（西洋近現代幼児教育思想の源流と系譜）
７. 子どもの権利をめぐる教育思想史②（戦争と子ども）
８. 子どもの権利をめぐる教育思想史③（子どもの権利条約成立までの経緯）
９. 映画鑑賞（「コルチャック先生」）と受講生同士の意見交換①
10. 映画鑑賞（「コルチャック先生」）と受講生同士の意見交換②
11. 子ども観の質的転換と子どもの権利保障政策
12. 日本における子ども観の質的転換についての事例検討①（幼児とメディア）
13. 日本における子ども観の質的転換についての事例検討②（受講生からの話題提供）
14. 日本における子ども観の質的転換についての事例検討③（受講生からの話題提供）
15. 全体の総括―歴史から何を学ぶのか

≪成績評価の基準・方法≫
授業への参画50％、レポート課題50％で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前に配布したテキストを熟読し、疑問点等を明確にした上で授業に臨むこと。授業内で適宜読
書案内を行うので、興味を持ったものは積極的に読むこと。

保育内容研究
２年次
２単位（講義）
担当 瀧川　光治, 森口　佑介

≪授業の概要≫
保育内容に関連した基礎・基本となる事項、今求められている保育内容や方法の動向、海外保育
の動向などについて理解を研究的な視点から深める。また、修士論文作成・学会発表を想定して
、関連文献・基本文献の押さえ方を保育内容の研究に即して学ぶ。

≪学生の到達目標≫
（１）幼稚園教育要領・保育所保育指針・認定こども園教育・保育要領の「保育の内容・方法」
について、研究的視点で理解を深める。
（２）保育内容に関する動向や海外保育の動向を調査し、まとめる。

≪授業計画≫
１. トピックＡ　要領・指針の基本的事項について①ー資質・能力とは？
２. トピックＡ　要領・指針の基本的事項について②ー１０の姿とは？
３. トピックＢ　いま求められている保育とは①ー改訂の背景
４. トピックＢ　いま求められている保育とは②ー小学校との連携・接続の視点
５. トピックＣ　保育現場の実践的課題①ー遊びの捉え方
６. トピックＣ　保育現場の実践的課題②ー保育者の援助、環境構成
７. トピックＤ　海外保育の動向
８. トピックＡについての調査報告①ープレゼン
９. トピックＡについての調査報告②ー研修スタイルのグループワーク
10. トピックＢについての調査報告①ープレゼン
11. トピックＢについての調査報告②ー研修スタイルのグループワーク
12. トピックＣ・Ｄについての調査報告①ープレゼン
13. トピックＣ・Ｄについての調査報告②ー研修スタイルのグループワーク
14. 人材育成のための園内研修のあり方
15. まとめ

≪成績評価の基準・方法≫
「調査報告資料作成」80％および「調査報告の発表」20％を総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・那須信樹他「手がるに園内研修メイキング みんなでつくる保育の力」わかば社・那須信樹他「
気がるに園内研修スタートアップ みんなが活きる研修テーマの選び方」わかば社・安達譲他「子
どもに至る: 保育者主導保育からのビフォー&アフターと同僚性」ひとなる書房・瀧川光治「0~5
歳児 春夏秋冬 環境づくり すぐに使える378のアイディア」ひかりのくに

≪事前・事後学習≫
事前学習・事後学習として、参考書を活用して学びを広げていく。授業内で、適宜、その旨の指
示を行う。
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保育実践研究Ⅰ
２年次
１単位（演習）
担当 ★大方　美香

≪授業の概要≫
乳幼児の保育は、どのように遊びや活動を選択し、どのような環境で、どのように指導するかが
大切である。乳幼児の保育は、保育者の指導や保育の計画によって保育のあり方が問われること
を学ぶ。フィールド研究を活用し、理論と実践が結びつくための研究として、保育実践の理解力
を培う、子ども理解が可能となる討議を行う。先行研究等文献資料の読解及び、フィールド研究
により、データの収集、観察を行うことによって、保育実践における各自の問題意識及び解決能
力を身につける。

≪学生の到達目標≫
高度な保育・教育を目指し、Ⅰでは、学園の幼稚園又は、協力保育園等において、フィールド研
究を活用することにより、保育実践における子ども理解を行い、観察力とはなにかを討議し、問
題解決意識や自発的解決能力を身につけることを目的とする。また保育実践に関する研究方法を
習得することを目的とする。

≪授業計画≫
１. 保育実践研究Ⅰとは（フィールド研究）
２. 保育を見る視点①（カリキュラムと保育の構造）
３. 保育を見る視点②（子どもの遊びや活動から観察する視点）
４. 保育実践を自分で研究す（フィールド研究①テーマの確認と視点の確認）
５. 保育実践の研究方法①（テーマ設定について討議－問題意識）
６. 保育実践を自分で研究する（フィールド研究②子どもの観察・調査研究）
７. 保育実践の研究方法②（各自のテーマ設定を発表）
８. 保育実践を自分で研究する（フィールド研究③子どもの遊びから・調査研究）
９. 保育実践を自分で研究する（フィールド研究④子どもの生活から・調査研究）
10. 保育実践を自分で研究する（フィールド研究⑤子どもの関係性から・調査研究）
11. 保育実践の研究方法（研究方法について討議－文献、観察研究）
12. 保育実践の研究方法（研究方法について討議－文献、観察研究）
13. 保育実践の研究方法①（研究のまとめ方について討議）
14. 保育実践の研究方法②（研究のまとめ方について発表）
15. 研究報告

≪成績評価の基準・方法≫
践研究経過とレポート（30％）、最終プレゼンテーション（50％）及び、授業参画姿勢（20％）
を総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・文部科学省「「幼稚園教育要領」解説書」フレーベル館

≪事前・事後学習≫
事前学習：保育実践研究における先行研究を調べて動向を探る。事後学習：保育実践研究の課題
を整理し、各自の論文作成や研究に生かす。

保育実践研究Ⅱ
２年次
１単位（演習）
担当 ★髙根　栄美

≪授業の概要≫
　この授業では、受講者それぞれのフィールドにおける観察や調査を生かしながら、保育実践の
理解や子ども理解が可能となる討議や演習を行う。
　特に子どもの遊びや保育活動などの実践に注目し、どのように環境を設定するのか、どのよう
に保育者が関わるか、どのように子どもを理解するのかなど、具体的な事例から保育指導や保育
計画について研究する。
　また、保育実践を向上するための研修内容についても検討する。

≪学生の到達目標≫
　受講者が各々のフィールドで、子どもの視点に立った保育実践が組み立てられるような視点を
習得する。また学園の幼稚園や協力保育園等、フィールド研究を活用することによって、保育実
践における子ども理解を行い、観察力とはなにかを討議し、問題解決意識や自発的解決能力を身
につけることを目的とする。

≪授業計画≫
１. 授業ガイダンス、保育実践研究とは
２. 子ども理解の方法論
３. エピソード記述
４. 子ども理解の方法としてのエスノグラフィー
５. 子ども理解の方法としてのドキュメンテーション
６. 子どもの経験から振り返る保育プロセス
７. 写真評価法
８. ワールドカフェ：グループワークと討議の手法
９. テーマごとの保育実践研究（フィールド研究・子どもと保育者）
10. テーマごとの保育実践研究（フィールド研究・子どもと言葉）
11. テーマごとの保育実践研究（フィールド研究・子どもと表現）
12. 保育所・認定こども園等における人権擁護のためのセルフチェックリスト
13. 保育を高める実践研究とカリキュラムマネジメント
14. 保育の計画と評価　乳児保育の方法と観察
15. 発表プレゼンテーションと討議

≪成績評価の基準・方法≫
実践研究経過と報告レポート30％、最終発表プレゼンテーション50％、および授業参画状況20％
による総合評価とする。

≪授業で使用する教科書≫
・厚生労働省「保育所保育指針解説　平成30年3月」フレーベル館・内閣府・文部科学省・厚生
労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説　平成30年3月」フレーベル館・文部科学
省「幼稚園教育要領解説　平成30年3月」フレーベル館

≪参考書≫
・一般社団法人 日本保育学会 倫理綱領ガイドブック編集委員会 編「改訂 保育学研究倫理ガイド
ブック 子どもの幸せを願う すべての保育者と研究者のために」フレーベル館・文部科学省「幼児
理解に基づいた評価　平成31年3月」チャイルド本社

≪事前・事後学習≫
・事前学習：各自のテーマに基づく実践研究の資料収集とリポート作成。
・事後学習：授業時の各履修者によるリポートやプレゼンテーションの考察メモを整理し、実践
上の課題を論述できるようにする。
・時間外に、フィールドワークを予定している。
・個別の課題の詳細は授業内で示すが、履修者の興味・関心によって調整する。保育実践研究を
扱うものは資料が大変多く、その他文献を含め授業内で適宜紹介する。
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幼児教育心理学特論
１年次→２年次
２単位（講義）
担当 遠藤　利彦

≪授業の概要≫
幼児教育心理学に関わる基礎と先端的知見に関して講義を行う。

≪学生の到達目標≫
幼児教育心理学の基本を習得するともに、実証研究に関わる理論基盤について学ぶ。

≪授業計画≫
１. 幼児教育心理学序論１
２. 幼児教育心理学序論２
３. 乳児期の特質１
４. 乳児期の特質２
５. 乳児期の特質３
６. 幼児期の特質１
７. 幼児期の特質２
８. 幼児期の特質３
９. 幼児期の特質４
10. 心理学的知見に基づく幼児教育の実践１
11. 心理学的知見に基づく幼児教育の実践２
12. 心理学的知見に基づく幼児教育の実践３
13. 幼児教育の効果検証１
14. 幼児教育の効果検証２
15. 総括と展望

≪成績評価の基準・方法≫
出席点（５０％）＋レポート点（５０％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
初回に指示を行う。

幼児心理学特論
２年次
２単位（講義）
担当 遠藤　利彦

≪授業の概要≫
幼児心理学の代表的な理論と実証研究の成果について概説を行う。

≪学生の到達目標≫
幼児心理学の代表的な理論を把捉し、それに基づいて実証研究を立案・遂行できる能力を獲得す
る。

≪授業計画≫
１. 幼児心理学序論１
２. 幼児心理学序論２
３. 胎児期の発達心理学１
４. 胎児期の発達心理学２
５. 乳児期の発達心理学１
６. 乳児期の発達心理学２
７. 乳児期の発達心理学３
８. 幼児期の発達心理学１
９. 幼児期の発達心理学２
10. 幼児期の発達心理学３
11. 親子関係・家族関係と発達１
12. 親子関係・家族関係と発達２
13. 保育と発達１
14. 保育と発達２
15. 総括と展望

≪成績評価の基準・方法≫
出席点（５０％）＋レポート点（５０％）

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
初回に指示を行う。

111



子どもと健康特殊講義
２年次
２単位（講義）
担当 ★大脇　万起子

≪授業の概要≫
保育・教育の専門家として備えることが望ましい、子どもの発達や健康に関する様々な知識を深
める。また、得られた知識を生かし、保育・教育現場で、保育・教育の専門家として、どのよう
な貢献ができるかを検討する。

≪学生の到達目標≫
1)  子どもによく観られる発達・心理・身体の異変にエビデンスをもって気づける。
2) 保育・教育の専門家としての適切な処置・対応や各種機関との連携ができる。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション：個々の目標設定と講義内容の調整（受講者のニーズにより内容調整）
２. 感染対策（Covid19　ほか）　
３. 生活習慣（保清・食事・排泄ほか）
４. 生活リズム（睡眠ほか）
５. 情緒発達と障害
６. 言語発達と障害
７. 身体発達と障害
８. 知的発達と障害
９. 防災教育
10. 保護者への関わり（虐待ケース）
11. 保護者への関わり（心身に病障害をもつ保護者）
12. 特性のある子どもへの関わり（個人・集団）
13. 子どもの健康に関する最新英語文献の抄読①
14. 子どもの健康に関する最新英語文献の抄読②
15. 子どもの健康に関する最新英語文献の抄読③

≪成績評価の基準・方法≫
毎回のグループワーク発表（30%）、毎回のレスポンスペーパーのweb提出（30%）、抄読発表
（40%）とする。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習：毎回の事前配布資料の自習
事後学習：毎回のレスポンスペーパーの提出

子ども心身医療特論Ⅱ
２年次
２単位（講義）
担当 石﨑　優子, 樋口　隆弘

≪授業の概要≫
子どもが健全な身体と心とをもって成育するのを支援できる専門職者を目指すために、子どもの
身体と心理社会的発達段階を理解し、各年齢群別の課題と成長・発達の特徴を学習する。小児科
学、児童精神科学、心身医学、発達心理学、社会心理学等の国内外の研究を学び、広い視野から
見た全般的な知識を獲得する。さらに臨床事例の検討を通じて、獲得した知識を現場で役立てる
ことが可能なように保護者への具体的な指導法を企画立案し、知識を実践する能力を高める。内
容は一旦下記(授業計画)とするが、初回の講義で大学院生と教員との相談により、大学院生の希
望する内容に重点を置く。またなるべく実際に心理検査物品など実物に触れ、子どもの評価がど
のようになされるのかを知って頂きたい。下記の項目は教員が対応可能な内容と考えて頂き、大
学院生が学びたいことを積極的に申し出て頂きたい。

≪学生の到達目標≫
幼保施設における子どもの安全に関する基本的事項として、発達特性を理解した支援、心身の健
康を増進する積極的な活動を企画立案し、実行し評価できるよう保護者に指導を行えることを目
的として自学自習に努める。特に現場での対応に苦慮されることが多い発達障害児への取り組み
について、臨床で用いる検査を実際に使用したり、教員と学生との双方向性のある討論を行った
りすることにより、現場で実践できる力を培う。種々の場合に、園児を心身医学的視点でみる目
を養う。また地域の各種機関と連携するスキルを身に着ける。

≪授業計画≫
１. 子どもと環境概論①（子どもの成長への環境要因の関与）
２. 子どもと環境概論②（子どもと環境に関する国内外の研究）
３. 子どもと環境概論③（子どもの健やかな育ちへの介入）
４. 子どもを取り巻く危険とその予防①（乳幼児期の危険要因）
５. 子どもを取り巻く危険とその予防②（学童以降の危険要因）
６. 養育環境と子ども①（社会経済的問題と子どもの成長発達）
７. 養育環境と子ども②（養育不全と子どもの発達）
８. 子どもの身体的・心理社会的発達①（乳幼児期の子ども）
９. 子どもの身体的・心理社会的発達②（学童・思春期の子ども）
10. 子どもの自立とセルフコントロール①（乳幼児期の関わり）
11. 子どもの自立とセルフコントロール②（思春期の関わり）
12. 特殊な要因を持つ子どもと家族①（慢性疾患の子ども）
13. 特殊な要因を持つ子どもと家族②（児童虐待と子ども）
14. 特殊な要因を持つ子どもと家族③（複雑な家族関係）
15. 特殊な要因を持つ子どもと家族④（子どもの包括的健康）

≪成績評価の基準・方法≫
レポート試験　30%、授業参画　70%　で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
大学院生が各自の立場で深めたいことをテーマとして、積極的に質問してください。教員も資料
提供したいと考えています。
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臨床心理学研究Ⅰ
２年次
１単位（演習）
担当 渡辺　俊太郎

≪授業の概要≫
臨床心理学は、心理臨床を実践する際の基盤となる心理学である。その知見には、現代の子ども
・保護者が抱える問題に対する支援に活用できる内容も多い。この科目では、認知行動療法の基
本となる「感情・認知・行動」の枠組みについて学ぶことを通して、子ども・保護者が抱える問
題の心理学的理解、子どもの健全な心の発達を促す大人の関わり、保育・教育現場で必要とされ
る心理教育的援助サービスについて理解を深める。さらに、その内容に関する討議を通して、保
育・教育現場で求められる子どもや保護者に対する支援について、その内容や方法、実践につな
がる研究のあり方を検討する。

≪学生の到達目標≫
認知行動療法の基本となる「感情・認知・行動」の枠組みを理解する。現代の子どもや保護者が
抱える問題、健全な子どもの心の育ちを促す関わり、保育・教育現場で必要とされる心理教育的
援助サービスに関する理論・研究について学び考察することを通して、リーダーとしての広い視
野を持ち、より効果的な子ども・保護者支援を実践する力を身につける。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 感情の役割・発達に関する理論を学ぶ
３. 現代の子ども・保護者が抱える問題を、感情面から理解する
４. 感情に関する援助の理論・システムについて学ぶ
５. 子どもの感情を育てるための親子支援について考える
６. 行動変容とその意味に関する理論を学ぶ
７. 現代の子ども・保護者が抱える問題を行動面から理解する
８. 行動に関する援助の理論・システムについて学ぶ
９. 適応につなげる行動面からの支援について考える
10. 認知（スキーマ、ビリーフ）に関する理論を学ぶ
11. 現代の子ども・保護者が抱える問題を認知面から理解する
12. 認知に関する援助の理論・システムについて学ぶ
13. 事例研究を通して、認知行動療法の実際を理解する
14. 感情・認知・行動の枠組みを支援に生かすアイデアについて討議する
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
課題発表・討論への参加などの授業への取り組み50%、およびレポートから授業内容の理解度や
考察内容について50%、総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・坂野雄二「認知行動療法」日本評論社・下山晴彦・神村栄一「認知行動療法」放送大学教育振
興会

≪事前・事後学習≫
事前学習として、配布資料や関連文献を読み、予習を行う。事後学習として、「感情・認知・行
動」の枠組みから保育・教育現場における子ども・保護者の姿や支援のあり方について考察する
。

臨床心理学研究Ⅱ
２年次
１単位（演習）
担当 渡辺　俊太郎

≪授業の概要≫
保育・教育・子育て支援の現場では、心理臨床における援助のアプローチが有用となる場面があ
る。この科目では、援助理論や実際の援助方法について学びつつ、ロールプレイや参加型の講義
、実践演習などの実践に直結した授業内容を通して、臨床心理学の視座に基づいた、保育・教育
現場における望ましい援助のあり方について考察する。具体的には、心理臨床における集団援助
の技法のひとつである構成的グループ・エンカウンターについて学ぶことを通して、保育・教育
現場で求められる子どもや保護者に対する支援について新たな視座を提供し、その内容や方法、
実践につながる研究のあり方を検討する。

≪学生の到達目標≫
構成的グループ・エンカウンターの理論や実際の援助方法について理解を深めるとともに、効果
的な集団援助を行うためのスキルを習得し、保育・教育・子育て支援の実践力を身につける。ま
た、保育・教育や子育て支援の実践を分析・検討するための新たな視点を身につけ、保育・教育
現場において指導・助言を行うリーダーとしての資質を向上させる。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 構成的グループ・エンカウンターの体験（コミュニケーション力の向上）
３. 構成的グループ・エンカウンターの概要を理解する
４. 構成することの意義について学ぶ
５. 的確なインストラクションについて学ぶ
６. エクササイズの選択や構成について理解する
７. 効果的なシェアリングについて学ぶ
８. 実施後のケアについて理解する
９. 構成的グループ・エンカウンターの体験（人間関係をふりかえる）
10. 構成的グループ・エンカウンターの実施案について学ぶ
11. 構成的グループ・エンカウンターの実施準備のポイントを理解する
12. 構成的グループ・エンカウンターの実施案を作成する
13. 構成的グループ・エンカウンターの演習を行う
14. 実施した構成的グループ・エンカウンターについてふりかえりを行う
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
実践発表・討論への参加などの授業への取り組み50%、およびレポートから授業内容の理解度や
考察内容について50%、総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・國分康孝・國分久子「構成的グループエンカウンター事典」図書文化社・岡田弘「エンカウン
ターで学級が変わる　小学校編」図書文化社・片野智治・加勇田修士・国分久子・岡田弘・吉田
隆江「エンカウンターで学級が変わる　高等学校編」図書文化社

≪事前・事後学習≫
事前学習として、配布資料や関連文献を読み、予習を行う。事後学習として、構成的グループ・
エンカウンターの枠組みから保育・教育現場における子ども・保護者の支援のあり方について考
察する。
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研究指導
１年次→２年次
０単位（演習）
担当 瀧川　光治, 小椋　たみ子, ★赤井　利行, ★松岡　宏明, ★埋橋

　玲子, ★大脇　万起子, 渡辺　俊太郎, 佐伯　知子, 井岡　瑞日

≪授業の概要≫
各教員の専門性を生かし、修士論文の作成について個別ないしゼミ形式で丁寧に指導する。担当
教員の指導の下に、各自の設定するテーマに基づいて修士論文をふさわしい形式でまとめ、所定
の期日までに提出できるようにする。前期の終了時には、修士論文中間発表会を開催し、全教員
からの助言・指導を受ける。後期には、修士論文の完成へと導くよう、指導する。

≪学生の到達目標≫
修士論文を完成し、提出すること。修士論文の口頭諮問を受け、修士の学位が認定されるように
すること。

≪授業計画≫
１. 研究指導の進め方―オリエンテーション
２. 修士論文の構想発表(1)
３. 修士論文の構想発表(2)
４. 修士論文の構想発表(3)
５. 修士論文の構想発表(4)
６. 修士論文のテーマの最終確認と草稿の提出
７. 修士論文の草稿の検討(1)
８. 修士論文の草稿の検討(2)
９. 修士論文の草稿の検討(3)
10. 修士論文の草稿の検討(4)
11. 修士論文の草稿の検討(5)
12. 修士論文の草稿の検討(6)
13. 修士論文の草稿の再提出
14. 修士論文第２回中間発表会
15. 中間総括
16. 修士論文の草稿の再検討(1)
17. 修士論文の草稿の再検討(2)
18. 修士論文の草稿の再検討(3)
19. 修士論文の草稿の再検討(4)
20. 修士論文の草稿の再検討(5)
21. 修士論文の草稿の再検討(6)
22. 修士論文提出の許可判定
23. 修士論文の草稿の最終検討(1)
24. 修士論文の草稿の最終検討(2)
25. 修士論文の草稿の最終検討(3)
26. 修士論文の草稿の最終検討(4)
27. 修士論文の草稿の最終検討(5)
28. 修士論文の草稿の最終検討(6)
29. 修士論文の提出
30. 総括―口頭諮問

≪成績評価の基準・方法≫
修士論文の評価５０％および口頭試問の評価５０％を勘案して総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
修士論文の提出に向けて、各教員の指導・助言を受けながら構想の精査と論文の執筆に取り組む
こと。その過程で生じた疑問点等については、教員に相談できるようその都度明確にしておくこ
と。また、教員から受けた指導・助言の内容をよく吟味し、その後の研究に反映できるよう努め
ること。詳細については各教員の指示に従うこと。
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教育学特講
１年次（後期）
２単位（講義）
担当 ★大方　美香

≪授業の概要≫
近代教育の父と言われるルソー及び幼児教育の父と言われるフレーベルを取り上げ、ルソー教育
学の中心概念である「消極教育」と「積極教育」及びフレーベルの「子どもの神性」及び「遊戯
」について講じる。授業では、今日の世界の保育･教育改革の動向にも触れ、ルソーやフレーベ
ルの教育思想が今日の保育･教育改革に数多くの示唆を与えていることを学ぶ。

≪学生の到達目標≫
ルソーやフレーベルにおける人間観と教育観との関連及び彼らの教育と子どもに対する深い洞察
と包括的、全体的把握について学び、実践的視野を涵養する。

≪授業計画≫
１. この講義の進め方―オリエンテーション
２. ルソーの生涯について『エミール』の成立との関連で概説(1)。
３. ルソーの生涯について『エミール』の成立との関連で概説(2)。
４. ルソーの「消極教育」とは何か
５. 子どもの自然の発達段階に即応した教育(1)―ルソーの発達段階説を中心に
６. 子どもの自然の発達段階に即応した教育(2)―「なにごともなされない」教育
７. 感覚の訓練を介しての理性の準備教育(1)―乳児期の教育
８. 感覚の訓練を介しての理性の準備教育(2)―幼児期の教育
９. 感覚の訓練を介しての理性の準備教育(3)―少年期の教育
10. 事物･事象による教育―即物性の原理
11. ルソーにおける「積極教育」とは何か
12. 性の教育
13. 感情･情念の教育(1)―自己愛を中心に
14. 感情･情念の教育(2)―憐憫(の情)を中心に
15. 感情･情念の教育(3)―良心と理性の教育との協働

≪成績評価の基準・方法≫
レポート試験80％、授業参画20％で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
紀要論文及び保育・幼児教育に関する研究論文を読むとともに、参考文献の興味のある箇所を精
読する。

幼児教育学特講
１年次（後期）
２単位（講義）
担当 ★埋橋　玲子

≪授業の概要≫
本授業では、幼児教育における教育課程編成にかかわる理論的展望を踏まえて保育現場における
教育課程の診断及び教育課程の編成方法の視点を獲得することを目的とする。このため、前半で
、カリキュラム編成における４つの立場、経験主義的カリキュラム、認知論的カリキュラム、精
神分析学的カリキュラム、活動理論的カリキュラムの理論と事例を取り出しその特徴を学び、現
行の要領の立場を整理する。後半では、４つの立場からのカリキュラム編成論を具体的な事例を
含めて検討し、もって、高度な保育実践者・実践的研究者としての資質を形成する。

≪学生の到達目標≫
１．文献検索・調査法を多様に使い、適切な課題と幼児教育学の研究方法論を獲得する。
２．幼児教育の研究にふさわしい現場と切り結ぶ態度を修得する。
３．課題と方法論との関係を理解し、研究者としての力量を養成する。

≪授業計画≫
１. 教育課程論研究の課題―４つの立場の歴史と課題―
２. 経験主義のカリキュラムの視点と課題
３. 日米の実践事例（報告と討論）
４. 認知論のカリキュラムの視点と課題
５. 日米の実践事例（報告と討論）
６. 精神分析学のカリキュラムの視点と課題
７. 日米の実践事例（報告と討論）
８. 活動理論のカリキュラムの視点と課題
９. 日米の実践事例（報告と討論）
10. ４つのカリキュラムについての評価（討論）
11. 統合的カリキュラム編成の考え方
12. 統合的カリキュラム編成からの長期指導計画の方向
13. 私のカリキュラム編成からの短期指導計画の方向
14. カリキュラム編成と保育実践１（まとめ）
15. カリキュラム編成と保育実践２（まとめ）

≪成績評価の基準・方法≫
レポート試験80％、授業参画20 ％で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
幼稚園教育要領・保育所保育指針を読み、自分の実践がどうであったかを随時発表する用意をす
ること。
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保育学特講
１年次（前期）
２単位（講義）
担当 ★大方　美香

≪授業の概要≫
乳幼児期は人との交流を通して、生涯にわたる人格形成の基礎となる人との関係をつくる大切な
時期である。具体的な保育の計画の編成を学び、現代社会の課題を含めて保育の構造を学ぶ。こ
こでは乳幼児期の保育における生活と遊びという体験の多様性、関連性をめざした保育の実践理
論を学び、高度な保育・教育力のある人材とは何かを考える。また、子育ての支援（幼稚園・こ
ども園・保育所・子育て支援・在宅保育・小規模保育所）や保育者の役割について、理論と実践
の両面から論じる。

≪学生の到達目標≫
保育学を研究するとは何か、乳幼児保育及び子育てに関わる視点から、子どもや保育、子育てに
ついての課題意識を持てるようにする。乳幼児保育における調査・研究の先行研究の紹介を通し
て、方法論的基礎を培う。

≪授業計画≫
１. 乳幼児保育を研究するとは（保育の構造）
２. 乳幼児保育を研究するとは（保育と子育て支援）
３. 乳幼児期の保育（生活の研究）
４. 乳幼児期の保育（遊びの研究）
５. 保育の計画（乳児期の研究）
６. 保育の計画（幼児期の研究）
７. 保育の計画及び評価（子どもの生活から考える）
８. 保育の計画及び評価（子どもの遊びから考える）
９. 子育ての支援（幼稚園・こども園・保育所における内容と課題）
10. 子育ての支援（子育て支援センターにおける内容と課題）
11. 多様な子育てと保育（在宅保育の内容と課題）
12. 多様な子育てと保育（小規模保育所の内容と課題）
13. 保育者に求められること（専門性からの研究）
14. 保育者に求められること（人としての研究）
15. 総括（研究内容をプレゼンテーションする）

≪成績評価の基準・方法≫
レポート試験80％、授業参画発表20％で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
・無藤 隆「「幼児教育の原則―保育内容を徹底的に考える」2009」ミネルヴァ書房・乳児保育プ
ロジェクト（代表大方美香）「乳児保育計画論～2つのタイプの事例を比較して～　（2014）」
ふくろう出版・秋田喜代美・能智正博・藤江康彦「はじめての質的研究法―教育・学習編」

≪事前・事後学習≫
保育学とは何か、先行研究を調べておく。各自の論文テーマや内容と本講義の関係を事前に確認
する。事後学習：保育の諸問題について関心を持ち、自分なりに整理し、まとめる。

小児医学特講
１年次（後期）
２単位（講義）
担当 渡部　基信, 儀間　裕貴

≪授業の概要≫
本授業は学生参加型で実施する。まず、小児科医が子どもたちをみる視点、子どもたちの視点に
ついて、実際の現場からの報告、研究データに基づいて講義する。さらに現代の子どもの様々な
生活習慣、睡眠、その他の日常生活についての問題点を取り上げたい。まず、実地に遭遇すると
考えられるテーマを、最初は授業担当者が提議し、その後は全員で討論し、問題点を深化させる
。ついで各学生が調査・研究し、その成果を逐次立場を代えて教師役となり、プレゼンテーショ
ンする。その発表に基づき議論を展開し、相互に評価する手法を採用する。

≪学生の到達目標≫
小児医学についての基本的な認識をもたせるとともに、現代の子どもの生活習慣上の諸問題を把
握し、かつその対策を考える力を身につけさせる。

≪授業計画≫
１. 小児科医の視点
２. 乳幼児の視点
３. 子どもを見守るために必要なこと
４. 全般的討議
５. 子どもの睡眠の基礎知識
６. 子どもの睡眠に関する問題点の提起
７. 子どもの睡眠行動の問題点の抽出
８. 家族の睡眠に関する討議
９. 子どもの睡眠と他の生活習慣との関連
10. 子どもの日常生活に関する問題点の提起
11. 子どもの事故の現状把握
12. 子どもの事故への対応策
13. 子どもの事故防止教育の実践方法
14. まとめの討議
15. 総括（試験を含む）

≪成績評価の基準・方法≫
レポート試験30％、授業参画70％で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習としては、毎回、授業前に資料等を熟読し、学習内容を把握しておく。事後学習として
は、学んだことから視野を広げたり、深めたりするために振り返り内容について指示をする。

116



子ども心身医療特講
１年次（前期）
２単位（講義）
担当 村上　佳津美

≪授業の概要≫
　幼保育・学校の場では自然に子どもの発育・発達をみているが、改めて心身医学の視点から「
身体」「精神」を等分に見ると共に、改めて両者の関係をしっかりみる目を養うようにする。日
常生活からみえてくる子どもの姿の中で、学問的に学ぶ身体と精神の発達に捉われない「生きた
知識」を学問的に捉える目を養ってもらう。

≪学生の到達目標≫
基本的な心身医学・心身症の知識を習得する。身近な心身症以外にも、子どもの病気を心身症と
して捉える目を育てる。

≪授業計画≫
１. 身体と心の関係
２. 感覚の重要性
３. 触覚の発達を、阻害する現代社会
４. 乳幼児期の心身症
５. 学童の心身症
６. 思春期の心身症と成人の心身症
７. 虐待
８. いじめ
９. 思春期の反社会的行動を予防する幼児期の対応
10. 子どもの神経症と精神病
11. 発達症を心身医学的に考察する（１）
12. 発達症を心身医学的に考察する（２）
13. 親の問題を適切に捉え、どのように対応するのか
14. 心身医学の考えを自分の日常に活かす生活を考える
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポートや提出物（６０％）関心度（２０％）発表（２０％）で評価する

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
大学や職場でのあらゆる経験を整理しておく。
子どもが病気を持つ、持たないに関わらず、心身医学の視点から子どもの問題をみるように心が
ける。知らないことは些細なことでも担当者に尋ね、知識を深めていく積極性をもって欲しい。

発達心理学特講
１年次（前期）
２単位（講義）
担当 小椋　たみ子

≪授業の概要≫
本講義は二本立てで行います。第一は、言語・コミュニケーションの発達、つまづき、支援を中
心とした発達心理学、発達科学、発達障害論の基礎知識と最新の研究成果を学ぶ（博士前期課程
発達心理学特論を聴講する）。第二は、国内外の博士論文に関連する先行研究論文を講読し（ア
クティブラーニング）、問題設定から結論をだすまでの方法論を学び、各受講生の博士論文の理
論的基盤と方法論を確立する。

≪学生の到達目標≫
１. 発達心理学、発達科学の先行研究と方法論を理解する。２．発達心理学、発達科学の知見か
ら学んだことを自分の研究に生かす。３. 各自の博士論文の理論的基盤と方法論を確立する。４
．論文の作成の仕方を学び、各自の論文を執筆する。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 発達心理学、発達科学の基礎知識、方法論と研究成果を学ぶ。
３. 発達心理学、発達科学の基礎知識、方法論と研究成果を学ぶ。
４. 発達心理学、発達科学の基礎知識、方法論と研究成果を学ぶ。
５. 発達心理学、発達科学の基礎知識、方法論と研究成果を学ぶ。
６. 各自の研究の理論的基盤と方法論を先行研究から学ぶ。
７. 各自の研究の理論的基盤と方法論を先行研究から学ぶ。
８. 各自の研究の理論的基盤と方法論を先行研究から学ぶ。
９. 各自の研究の理論的基盤と方法論を先行研究から学ぶ。
10. 各自の研究の理論的基盤と方法論を先行研究から学ぶ。
11. データの分析方法を学ぶ。
12. データの分析方法を学ぶ。
13. 論文を執筆する。
14. 論文を執筆する。
15. まとめ

≪成績評価の基準・方法≫
授業内での担当部分レポート提出・発表60％、授業参画40%

≪授業で使用する教科書≫
・小椋たみ子・小山正・水野久美「乳幼児期のことばの発達とその遅れ：保育・発達を学ぶ人の
ための基礎知識」ミネルヴァ書房.

≪参考書≫
・「発達心理学研究、教育心理学研究、保育学研究、乳幼児教育学研究、特殊教育学研究、Child
 Development, Developmental Psychology, Developmental Science, Developmental Reviewな
どの国内外の雑誌論文」・アメリカ心理学会「APA論文作成マニュアル」医学書院・日本心理学
会「日本心理学会　執筆・投稿の手びき」・岩立志津夫・小椋たみ子「よくわかる言語発達改訂
新版」ミネルヴァ書房

≪事前・事後学習≫
講義で紹介された文献を読む。先行研究のレヴューを行い、自分の研究の問題、目的を明確にし
、それを立証するための方法を学ぶ。論文作成において、論理的な思考を行い、論理的な文章を
書けるように研鑽する。
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教育学演習
１年次（前期）→２年次（前期）→３年次（後期）
３単位（演習）
担当 ★埋橋　玲子

≪授業の概要≫
2年次では、受講生の研究課題に応じて国内外の最新の研究動向や成果、関連領域の文献につい
て詳しいレヴューを行い、それに基づき演習参加者全員で様々な角度から検討・討論する。それ
を通じて、演習参加者が各自の研究水準をより一層高め、かつ関連領域についての幅広い理解を
もてるようにする。

≪学生の到達目標≫
国内外の最新の主要な先行研究の収集・分析・検討を通して、受講者独自の立場・見解を形成す
るとともに、研究手法を確立すること。

≪授業計画≫
１. この課題演習の進め方ーオリエンテーション
２. 日本の主要な先行研究について発表（院生1）と討論
３. 日本の主要な先行研究について発表（院生2）と討論
４. 日本の主要な先行研究について発表（院生3）と討論
５. 日本の主要な先行研究について再発表（院生1）と討論
６. 日本の主要な先行研究について再発表（院生2）と討論
７. 日本の主要な先行研究について再発表（院生3）と討論
８. 外国の主要な先行研究について発表（院生1）と討論
９. 外国の主要な先行研究について発表（院生2）と討論
10. 外国の主要な先行研究について発表（院生3）と討論
11. 自己の研究課題に即した論文の発表（院生1）と討論
12. 自己の研究課題に即した論文の発表（院生2）と討論
13. 自己の研究課題に即した論文の発表（院生3）と討論
14. 各自の博士学位申請論文の進捗状況について発表（院生1～3）
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
主要な先行研究を精読し、レヴューするとともに、演習終了後必ず振り返りを行い、次につなげ
ること。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
主要な先行研究を精読し、レヴューするとともに、演習終了後必ず振り返りを行い、次につなげ
ること。

保育実践研究演習
１年次（後期）→２年次（後期）→３年次（前期）
３単位（演習）
担当 ★大方　美香

≪授業の概要≫
保育実践に関するフィールド研究及び発表に関して３年間にわたり、演習を行う。１年次は第一
段階として、理論と実践が結びつくように研究の意義を理解し、保育実践の理解力を培い、課題
意識が明確となる討議を行う。先行研究について討議検討し、文献資料の読解及びフィールド研
究により、データの収集、観察を行いながら自己の研究主題を確定するように導く。さらに、研
究テーマが定まり、研究に着手すれば中間発表を行い、研究方針に修正を加える。

≪学生の到達目標≫
１．研究の展開手法、成果のまとめ方および原稿（口頭、投稿）作成方法を習得する。２．自分
の研究成果を広く社会に還元できるよう努力する。

≪授業計画≫
１. 保育実践演習の進め方とオリエンテーション（フィールド研究と研究)
２. 保育実践演習の意義と目的に関する討論（カリキュラムと保育の構造）
３. 研究主題の決め方に関する意見交換（子どもの遊びや活動から観察する視点）
４. 先行研究の探索方法（フィールド研究位置テーマの確認と視点の確認）
５. 代表的な先行研究の紹介と討論（テーマ設定について討議―問題意識）
６. 代表的な先行研究の手法と論旨の展開方法（フィールド研究に子どもの観察・調査研究）
７. その他の先行研究に関する検討（各自のテーマ設定を発表）
８. 各自の研究方法の紹介と研究手法の討論（フィールド研究産子どもの遊びから・調査研究）
９. 各自の研究の展開方法の検討（フィールド研究し子どもの生活から・調査研究）
10. 各自の研究の展開方法の検討（フィールド研究し子どもの生活から・調査研究）
11. 関連学会の出席、先行研究者との意見交換（研究方法について討議―文献、観察研究）
12. 学会聴講演題に関する討論（各自の研究方法について発表）
13. 各自の主題の再検討（研究の纏め方について討議）
14. 研究の中間発表に関する討議、検討（研究の纏め方について発表）
15. 研究の中間発表のまとめ

≪成績評価の基準・方法≫
レポート試験80％、授業参画発表20％で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
・文部科学省「「幼稚園教育要領」解説書」フレーベル館・厚生労働省「「保育所保育指針」解
説書」フレーベル館・秋田喜代美「「保育者のライフステージと危機－ステージモデルから読み
解く専門性、発達、83」」・「・Shantz,D.W.,＆Hobart,C.j.「Social conflict and development:
Peers and siblings.　In T.J. Bernet ＆ G.W.Ladd(Eds.)」Peer relationships in child developme
nt（pp.71-94）　New York :A Wiley-Interscience Publication.」・「・Vander ven,K.「Pathwa
ys to professional effectiveness for early childhood educators. In B.Spoodek,O. ｎ .Saracho ＆ 
D.Peters(Eds.)」Professionalism and the early childhood practitioner.Teachers College Press.
」

≪事前・事後学習≫
事前学習：各自の論文テーマと研究方法について先行研究を調べておく事後学習：各自の研究方
法に基づいて、学内学外等で発表する。
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保育内容研究演習
１年次（前期）→２年次（前期）→３年次（前期）
３単位（演習）
担当 瀧川　光治

≪授業の概要≫
１年次では、保育内容を研究するにあたっての研究方法を学ぶとともに、保育内容の研究動向を
学びながら、学会口頭発表に向けての原稿の作成方法を習得する。具体的には、先行研究のリサ
ーチ、文献調査研究・観察研究・インタビュー調査・質問紙調査の研究方法と結果の整理方法に
ついて実践的に学ぶことを通して、自立的に研究を行っていけるように方向づける。とくに、受
講生の研究課題に応じて、国内外の最新の研究動向や成果、関連領域の文献について、詳しいレ
ビューを行う。参加者全員で討議し、各自の研究水準をより高めるように配慮する。

≪学生の到達目標≫
１．博士（教育学）の学位に値する論文が備えていなければならない諸条件を理解する。
２．研究の展開手法、成果のまとめ方および原稿（口頭、投稿）作成方法を習得する。
３．自分の研究成果を広く社会に還元できるよう努力する。

≪授業計画≫
１. 保育内容についての研究動向
２. 保育内容についての研究方法を学ぶ①―学会誌・研究紀要の論文の構造について
３. 保育内容についての研究方法を学ぶ②―問題意識の醸成と先行研究のリサーチ方法
４. 先行研究のリサーチの実際とその整理
５. 先行研究のリサーチの発表と討議①（院生１）
６. 先行研究のリサーチの発表と討議②（院生２）
７. 先行研究のリサーチの発表と討議③（院生３）
８. 保育内容についての研究方法を学ぶ④―文献研究の研究方法と結果の整理方法
９. 保育内容についての研究方法を学ぶ⑤―観察研究の研究方法と結果の整理方法
10. 保育内容についての研究方法を学ぶ⑥―質問紙調査による研究方法と結果の整理方法
11. 保育内容についての研究方法を学ぶ⑦―面接調査による研究方法と結果の整理方法
12. 保育内容に関する研究計画書の発表と討議①（院生１）
13. 保育内容に関する研究計画書の発表と討議②（院生２）
14. 保育内容に関する研究計画書の発表と討議③（院生３）
15. 学会発表、紀要論文に向けて

≪成績評価の基準・方法≫
レポート課題50％、発表と討議50％で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習・事後学習として、自分の研究テーマに関する関連文献を読み、レビュー論文を書くた
めの学びを広げていく。授業内で、適宜、その旨の指示を行う。

子ども心身医療演習
１年次（後期）→２年次（後期）→３年次（前期）
３単位（演習）
担当 村上　佳津美

≪授業の概要≫
子どもの心身医療の現場に出席し演習を行うことで、生きた学習を習得してもらう。主にこども
心身医療研究所での新患のカンファレンスに出席することで、医療の場に持ち込まれる問題を通
して、幼保育現場と学校で出会う子どもの問題を考えていくようにする。日常生活からみえてく
る困った子どもをどのように心身医療の視点で診ているのかから幼保育の現場で活用する思考を
育てる。

≪学生の到達目標≫
医療モデルと教育モデルの違いを通して、子どもを多角的に捉えていく能力を育てる基本的な心
身医学の知識を習得する。身近な心身症以外にも、子どもの一般的な病気を心身医学的に捉える
目を育てる。

≪授業計画≫
１. 心身医学の基本を復習
２. 問題のある親子への基本的対応
３. 新患カンファレンスに出席
４. 新患カンファレンスに出席
５. 新患カンファレンスに出席
６. ３回のカンファレンス出席で得られた症例（概ね２５例）のその後を学習
７. 新患カンファレンスに出席
８. 新患カンファレンスに出席
９. 新患カンファレンスに出席
10. 新患カンファレンスに出席
11. 後半の4回のカンファレンス出席で得られた症例（概ね30例）のその後を学習
12. 約５０例から選び、３例のレポートを作成する
13. レポート指導
14. レポート指導
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポートや提出物で評価

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
大学や職場でのあらゆる経験を整理しておく。
子どもが病気を持つ、持たないに関わらず、心身医学の視点からみるように心がける。気に付い
たことで習わなかったことは担当者に尋ねる積極性をもって欲しい。
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発達心理学演習Ⅰ（発達支援）
１年次（後期）→２年次（前期）→３年次（後期）
３単位（演習）
担当 小椋　たみ子

≪授業の概要≫
１年次では、発達心理学における理論的、実証的な意義の的確な認識を図り、当該及び関連専門
領域の研究成果、諸課題へ研究者としてのアプローチを試み、実証的研究に向けての基盤構築の
ための指導を行う。１年次では、各自の研究課題に関する国内、国外の文献を発表、検討・討議
し、各自の研究の理論的背景となる文献レヴューを行い、紀要に投稿する。各自の研究テーマに
基づき研究計画をたて、仮説を検証するための具体的な実証方法について探索・検討を重ね、デ
ータを収集する。

≪学生の到達目標≫
１. 研究の背景となる理論、先行研究をまとめ、研究方法、論文作成方法を修得する。２. 文献講
読の基本的スキルと理解力を向上させ、自分のテーマの先行研究のレビュー論文を執筆し、投稿
する。３．各自の研究計画を立案し、データ収集を行う。

≪授業計画≫
１. 発達心理学、特に言語発達についての研究動向の紹介
２. 発達心理学、特に言語発達についての研究動向の紹介
３. 発達心理学、特に言語発達についての研究方法の紹介
４. 発達心理学、特に言語発達についての研究成果の紹介
５. 受講生の研究テーマに関する先行研究の文献報告・討議
６. 受講生の研究テーマに関する先行研究の文献報告・討議
７. 受講生の研究テーマに関する先行研究の文献報告・討議
８. 受講生の研究テーマに関する先行研究の文献報告・討議
９. 受講生の研究テーマに関する文献レビュー論文執筆に関する討議
10. 受講生の研究テーマに関する文献レビュー論文執筆に関する討議
11. 発達心理学に関する研究Ⅰの研究計画の報告と討議
12. 発達心理学に関する研究Ⅰの研究計画の報告と討議
13. 発達心理学に関する研究Ⅰの研究計画の報告と討議
14. 発達心理学に関する研究Ⅰの研究計画の決定と討議
15. 発達心理学に関する研究Ⅰの実証データ収集

≪成績評価の基準・方法≫
講義内での発表30%、レポート（論文）50％、授業参画20％で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
・「発達心理学研究、教育心理学研究、保育学研究、乳幼児教育学研究、特殊教育学研究、Child
 Development, Developmental Psychology, Developmental Science, Developmental Reviewな
どの国内外の雑誌論文」・日本児童研究所「児童心理学の進歩」金子書房・日本発達心理学会「
発達科学ハンドブックシリーズ」新曜社・岩立志津夫・小椋たみ子「よくわかる言語発達改訂新
版」ミネルヴァ書房

≪事前・事後学習≫
発達心理学およびその関連分野の文献を精読し、自分の研究についての問題設定、研究計画を立
案する。データの分析方法を学ぶ。論理的思考と論理的文章を書くことをこころがける。

発達心理学演習Ⅱ（発達臨床）
１年次（前期）→２年次（後期）→３年次（前期）
３単位（演習）
担当 森口　佑介

≪授業の概要≫
１年次では、発達心理学における発達臨床についての理論的、実証的な意義の的確な認識を図り
、当該及び関連専門領域の研究成果、諸課題へ研究者としてのアプローチを試み、実証的研究に
向けての基盤構築のための指導を行う。本演習においては、研究方法（実証的研究の方法、要因
計画、資料分析など）についても検討論議を合わせて行う。総括において、発達期における心理
臨床に関する文献検索・研究成果の報告、研究課題をめぐり今後の演習を展望する。

≪学生の到達目標≫
１．発達臨床及び関連分野に関する先行文献、研究論文を可能な限り探索する。２．１.の探索作
業を広汎に行い、従来の研究成果、課題を明らかにするとともに研究方法論を修得する。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション
２. 情動的発達臨床の論文検索と研究成果の報告・討議１
３. 情動的発達臨床の論文検索と研究成果の報告・討議２
４. 情動的発達の心理臨床に関する研究課題について論究
５. 知的発達臨床の論文検索と研究成果の報告・討議１
６. 知的発達臨床の論文検索と研究成果の報告・討議２
７. 知的発達の心理臨床に関する研究課題について論究
８. 社会的発達臨床の論文検索と研究成果の報告・討議１
９. 社会的発達臨床の論文検索と研究成果の報告・討議２
10. 社会的発達の心理臨床に関する研究課題について論究
11. 家庭環境臨床の論文検索と研究成果の報告・討議
12. 家庭環境の心理臨床に関する研究課題について論究
13. 教育・地域環境臨床の論文検索と研究成果の報告・討議
14. 教育・地域環境の心理臨床に関する研究課題と論究
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポート試験80％、授業参画20％　で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習としては、毎回、授業前に資料等を熟読し、学習内容を把握しておく。事後学習として
は、学んだことから視野を広げたり、深めたりするために振り返り内容について指示をする。
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臨床心理学演習
１年次（後期）→２年次（後期）→３年次（後期）
３単位（演習）
担当 渡辺　俊太郎

≪授業の概要≫
臨床心理学の理論に基づく援助の方法、さらに研究や研究成果の公開を行うために必要な知識お
よび技能の修得を目指し、３年間の演習を行う。１年次では、フィールド研究を通して臨床心理
面接（個人対象・集団対象）、臨床心理アセスメント、臨床心理地域援助の演習を行い、援助の
実際について学ぶ。また、その内容に関する先行研究の精読を行って研究方法や論文作成方法を
理解するとともに、臨床心理学およびその関連分野における最新の研究知見を学ぶ。さらに、文
献を精読した後の議論を通して自身の研究主題に関する問題意識の明確化を行い、博士学位請求
論文の構想に活用する。

≪学生の到達目標≫
臨床心理学における援助方法、研究方法および論文作成方法を修得する。また、臨床心理学およ
び関連分野における最新の研究知見を理解する。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション（演習の目的と進め方）
２. 臨床心理面接（個人対象）に関する先行研究検索とその成果について報告・討議を行う
３. 個人を対象とした臨床心理面接の事例報告および検討を行う①（フィールド研究）
４. 臨床心理アセスメント（発達・性格検査）に関する先行研究について報告・討議を行う
５. 臨床心理アセスメント（面接）に関する先行研究について報告・討議を行う
６. 発達検査、性格検査による臨床心理アセスメントの演習を行う（フィールド研究）
７. 面接による臨床心理アセスメントの演習を行う（フィールド研究）
８. 臨床心理アセスメントの事例報告および検討を行う（フィールド研究）
９. 個人を対象とした臨床心理面接の事例報告および検討を行う②（フィールド研究）
10. 臨床心理面接（集団対象）に関する先行研究検索とその成果について報告・討議を行う
11. 集団を対象とした臨床心理面接の演習を行う（フィールド研究）
12. 臨床心理地域援助に関する先行研究検索とその成果について報告・討議を行う
13. 臨床心理地域援助の事例報告および検討を行う（フィールド研究）
14. 個人を対象とした臨床心理面接の事例報告および検討を行う③（フィールド研究）
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポート試験80％、討論・演習20％を基本としながら、総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・中沢潤他「心理学マニュアル1～4」北大路書房・海保博之他「シリーズ・心理学の技法」福村
出版・氏原寛他「臨床心理学①～③」培風館・土居健郎「新訂　方法としての面接」医学書院・
M.ハーセン・V.B.ヴァン－ハッセル「臨床面接のすすめ方」日本評論社・I.B.Weiner「Principles
 of Psychotherapy」Wiley・日本心理学会「心理学研究」・日本健康心理学会「健康心理学研究
」・日本心理臨床学会「心理臨床学研究」・日本カウンセリング学会「カウンセリング研究」・
「関連分野の和洋学会誌、文献」

≪事前・事後学習≫
臨床心理学およびその関連分野の文献を講読するとともに、臨床心理面接、臨床心理アセスメン
ト、臨床心理地域援助の実践を通して得た知見をもとに、博士学位請求論文の構想について検討
する。

研究指導
１年次→２年次→３年次
０単位（演習）
担当 瀧川　光治, 小椋　たみ子, ★埋橋　玲子, ★大脇　万起子, 渡辺

　俊太郎

≪授業の概要≫
修士論文の提出に向けて、各教員の指導・助言を受けながら構想の精査と論文の執筆に取り組む
こと。その過程で生じた疑問点等については、教員に相談できるようその都度明確にしておくこ
と。また、教員から受けた指導・助言の内容をよく吟味し、その後の研究に反映できるよう努め
ること。詳細については各教員の指示に従うこと。

≪学生の到達目標≫
院生各自が自らの問題関心と適切な研究方法論に基づき、標準修業年限内で、博士学位請求論文
を執筆・提出できるようにする。

≪授業計画≫
１. 研究指導の進め方-院生各自の問題関心と研究計画の把握
２. 院生各自の関心のあるテーマについての研究状況の紹介
３. 先行研究の検索・収集・整理
４. 博士学位請求論文のテーマの決め方
５. 各自の博士学位請求論文の構想発表（院生１）
６. 各自の博士学位請求論文の構想発表（院生２）
７. 各自の博士学位請求論文の構想発表（院生３）
８. 各自の博士学位請求論文の構想の再発表（院生１）
９. 各自の博士学位請求論文の構想の再発表（院生２）
10. 各自の博士学位請求論文の構想の再発表（院生３）
11. 各種学会口頭発表予定者の発表（院生１）と討論
12. 各種学会口頭発表予定者の発表（院生２）と討論
13. 各種学会口頭発表予定者の発表（院生３）と討論
14. 各種学会口頭発表予定者の再発表（院生１）と討論
15. 各種学会口頭発表予定者の再発表（院生２）と討論
16. 各種学会口頭発表予定者の再発表（院生３）と討論
17. 各種学会紀要執筆予定者の発表（院生１）と討論
18. 各種学会紀要執筆予定者の発表（院生２）と討論
19. 各種学会紀要執筆予定者の発表（院生３）と討論
20. 各種学会紀要執筆予定者の再発表（院生１）と討論
21. 各種学会紀要執筆予定者の再発表（院生２）と討論
22. 各種学会紀要執筆予定者の再発表（院生３）と討論
23. 各自の博士学位請求論文の構想発表（院生１）
24. 各自の博士学位請求論文の構想発表（院生２）
25. 各自の博士学位請求論文の構想発表（院生３）
26. ゼミ内中間研究発表会への準備（院生１）
27. ゼミ内中間研究発表会への準備（院生２）
28. ゼミ内中間研究発表会への準備（院生３）
29. ゼミ内中間研究発表会
30. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
研究課題への取り組み状況　８０％　ゼミ内中間発表会　２０％を踏まえ、総合的に判断する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
先行研究の検索・収集・整理や、各種学会の口頭発表・紀要執筆を進め、博士学位請求論文の構
想について検討する。
１年次において査読付きの論文を1本、学会誌や大阪総合保育大学紀要に掲載されるように、研
究指導を受けながら準備を行うことが望ましい。
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教育学演習
１年次（前期）→２年次（前期）→３年次（後期）
３単位（演習）
担当 ★埋橋　玲子

≪授業の概要≫
2年次では、受講者の研究課題に応じて国内外の最新の研究動向や成果、関連領域の文献につい
て詳しいレヴューを行い、それに基づき演習参加者全員で様々な角度から検討・討論する。それ
を通じて、演習参加者が各自の研究水準をより一層高め、かつ関連領域について広汎な理解をも
てるように配慮する。

≪学生の到達目標≫
国内外の最新の主要な先行研究の分析・検討を通じて、受講者独自の立場・見解を形成するとと
もに、研究手法を確立すること。

≪授業計画≫
１. この課題演習の進め方ーオリエンテーション
２. 日本の主要な先行研究について発表（院生1）と討論
３. 日本の主要な先行研究について発表（院生2）と討論
４. 日本の主要な先行研究について発表（院生3）と討論
５. 日本の主要な先行研究について再発表（院生1）と討論
６. 日本の主要な先行研究について再発表（院生2）と討論
７. 日本の主要な先行研究について再発表（院生3）と討論
８. 外国の主要な先行研究について発表（院生1）と討論
９. 外国の主要な先行研究について発表（院生2）と討論
10. 外国の主要な先行研究について発表（院生3）と討論
11. 自己の研究課題に即した論文の発表（院生1）と討論
12. 自己の研究課題に即した論文の発表（院生2）と討論
13. 自己の研究課題に即した論文の発表（院生3）と討論
14. 博士学位申請論文の進捗状況について発表（院生1～3）
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
発表の評価80％と授業参画度20％で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
主要な先行研究を精読し、レヴューするとともに、演習終了後必ず振り返りを行い、次につなげ
ること。

幼児教育学演習
１年次（前期）→２年次（前期）→３年次（後期）
３単位（演習）
担当 瀧川　光治

≪授業の概要≫
２年次では、１年次で押さえた４つのパラダイムを踏まえて、わが国における多様な研究成果を
評価し、自分のパラダイムを自己形成する力を養成する。すなわち、わが国の幼児教育の理論的
成果を整理するために、参考文献を論究・比較し、これまでの幼児教育学の立場性を理解させる
とともに、自分のパラダイムがその理論と保育実践の両面からどこに位置づくのかを意識できる
力を獲得させる。

≪学生の到達目標≫
１． 今日の幼児教育学における理論的枠組み・成果について臨床的・実証的視点を持って適切に
評価する能力を涵養する。
２． 自分のパラダイムを自分の狭い関心からではなく、幼児教育学全体のパラダイムに位置づけ
ることができる力を育てる。『授業計画』について授業回ごとに記載してください。

≪授業計画≫
１. 幼児教育学における４つのパラダイムと保育実践（講義）
２. 幼稚園教育要領の編成と幼児教育学のパラダイム（講義）
３. 幼児教育実践と幼児教育学１ー倉橋惣三を中心にー（報告と討議）
４. 幼児教育実践と幼児教育学２ー山下俊郎を中心にー（報告と討議）
５. 幼児教育実践と幼児教育学ー宮内孝を中心にー（報告と討議）
６. 幼児教育実践と幼児教育理論の関係についてのプレゼンテーション（まとめ１）
７. 幼児教育実践と幼児教育理論の関係についてのプレゼンテーション（まとめ２）
８. 現代の幼児教育学の知見の検討１
９. 現代の幼児教育学の知見の検討２
10. 現代の幼児教育学の知見の検討３（報告と討議）
11. 現代の幼児教育学の知見の検討４（報告と討議）
12. 幼児教育カリキュラムをめぐる現代におけるいろいろな立場の対立と融合
13. 保育内容領域を巡る現代におけるいろいろな立場の対立と融合（プレゼンテーション）
14. 保育方法をめぐる現代におけるいろいろな立場の対立と融合（プレゼンテーション）
15. 幼児教育学全体をめぐる現代におけるいろいろな立場の対立と融合

≪成績評価の基準・方法≫
レポート50％、授業参画50％で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
検討課題を授業の進行に合わせて出すのでプレゼンテーションの手がかりとし準備すること
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保育実践研究演習
１年次（後期）→２年次（後期）→３年次（前期）
３単位（演習）
担当 ★大方　美香

≪授業の概要≫
２年次では、１年次の演習や他の演習科目との間で再考した結果により、研究主題・手法に再検
討の必要があれば、研究の軌道修正を行う。研究主題・手法が決定すれば各自の研究を全力で推
進し、同時に口頭発表の準備を整えることを演習によって行う。関連文献収集と専門書の講読、
フィールド研究の実施、データの収集と観察のまとめ方について展開方法を学習する。また、口
頭発表に向けてのプレゼンテーションの仕方について演習を行う。

≪学生の到達目標≫
１．研究の展開手法、成果のまとめ方および原稿（口頭、投稿）作成方法を習得する。２．自分
の研究成果を広く社会に還元できるよう努力する。

≪授業計画≫
１. 研究主題の修正、手法の再検討及び軌道修正（フィールド研究と研究）
２. 先行研究論文の収集と検討（子どもの遊びや活動から観察する視点）
３. 研究の実践に関する検討（フィールド研究①テーマの確認と視点の確認）
４. 研究の実践に関する検討（フィールド研究②子どもの観察・調査研究）
５. 研究の実践に関する検討（フィールド研究③子どもの遊びから・調査研究）
６. 研究結果のまとめの検討（テーマ設定について討議－問題意識）
７. 研究内容の考察、結論の導き方の検討（各自のテーマ設定を発表）
８. 研究に基づく考察の展開方法、意見交換（各自のテーマ設定を発表）
９. 各種関連学会の調査、発表学会の検討
10. 学会発表予定者との討論
11. 学内談話会での発表練習（研究方法について討議－文献、観察研究）
12. 学内談話会での発表、討議、意見交換（各自の研究方法について発表）
13. 発表原稿の再検討（研究のまとめ方について討議）
14. 発表原稿の再検討（研究のまとめ方について討議）
15. 口頭発表の再検討

≪成績評価の基準・方法≫
レポート試験80％、授業参画発表20％　で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
・文部科学省「「幼稚園教育要領」解説書」フレーベル館

≪事前・事後学習≫
事前：各自の論文における研究方法について先行研究に基づき具体化する。事後：各自の研究を
学内・学外等で発表する。

保育内容研究演習
１年次（前期）→２年次（前期）→３年次（前期）
３単位（演習）
担当 瀧川　光治

≪授業の概要≫
２年次では、保育内容の研究を10のテーマに分類し、そのテーマについての日本と諸外国の研究
動向を学びながら、学会口頭発表・学会誌論文投稿に向けての準備をする。具体的には、あるテ
ーマ（たとえば「ごっこ遊び」）について、日本と諸外国の研究動向・先行研究について、知見
を整理し、同じテーマでも様々な切り口や研究方法があり、そこでの現状と課題の把握を行う。
とくに、受講生の研究課題に応じて、国内外の最新の研究動向や成果、関連領域の文献について
、詳しいレビューを行う。参加者全員で討議し、各自の研究水準をより高めるように配慮する。

≪学生の到達目標≫
１．博士（教育学）の学位に値する論文が備えていなければならない諸条件を理解する。
２．研究の展開手法、成果のまとめ方および原稿（口頭、投稿）作成方法を習得する。
３．自分の研究成果を広く社会に還元できるよう努力する。

≪授業計画≫
１. この課題演習の進め方―オリエンテーション
２. 保育内容に関する研究について日本の研究動向についての発表と討議（院生１）
３. 保育内容に関する研究について日本の研究動向についての発表と討議（院生２）
４. 保育内容に関する研究について日本の研究動向についての発表と討議（院生３）
５. 保育内容に関する研究について日本の研究動向についての再発表と討議（院生１）
６. 保育内容に関する研究について日本の研究動向についての再発表と討議（院生２）
７. 保育内容に関する研究について日本の研究動向についての再発表と討議（院生３）
８. 保育内容に関する研究について海外の研究動向についての発表と討議（院生１）
９. 保育内容に関する研究について海外の研究動向についての発表と討議（院生２）
10. 保育内容に関する研究について海外の研究動向についての発表と討議（院生３）
11. 先行研究のまとめ方、レビュー論文の書き方①ー文献検索
12. 先行研究のまとめ方、レビュー論文の書き方②－資料整理
13. 先行研究のまとめ方、レビュー論文の書き方③－まとめ方
14. 学会発表、紀要論文に向けて
15. まとめ

≪成績評価の基準・方法≫
レポート課題50％、発表と討議50％で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習・事後学習として、自分の研究テーマに関する関連文献を読み、レビュー論文を書くた
めの学びを広げていく。授業内で、適宜、その旨の指示を行う。
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子ども心身医療演習
１年次（後期）→２年次（後期）→３年次（前期）
３単位（演習）
担当 村上　佳津美

≪授業の概要≫
小児科医と心理士による新患のインテーク面接に陪席し、具体的に現場からの学習を行う。子ど
もの心身医療の最前線を直接体感することで、更に生きた学習を習得してもらう。
具体的な症例は、様々な問題を提供してくれるので、そこから小児科医と心理士がどのように関
わり、問題解決に向かうのかを学ぶ。

≪学生の到達目標≫
ここでは心身医療の知識だけでなく離婚裁判、養育権の問題など、社会的問題にまで広がるので
、あらゆる問題から学ぶ姿勢をもつようにする

≪授業計画≫
１. 社会問題として子どもを考える
２. 問題のある親子への基本的対応
３. 新患の陪席を行う
４. 新患の陪席を行う
５. 新患の陪席を行う
６. ３回の陪席で見た症例（概ね３～５例）のその後を学習
７. 新患の陪席を行う
８. 新患の陪席を行う
９. 新患の陪席を行う
10. 新患の陪席を行う
11. 後半の4回の陪席で得られたれた症例（概ね３～５例）のその後を学習
12. 陪席症例から2例を選びレポートを作成する
13. レポート指導
14. レポート指導
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポートや提出物で評価

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
大学や職場でのあらゆる経験、自分がかつて受診した医療現場との違いを改めて整理する。
困った子どもに出会った時、陪席で得た知識や対応を、保育師・教師の立場でいかに関わるかを
常に考え、心身医学の視点からみるように心がける。

発達心理学演習Ⅰ（発達支援）
１年次（後期）→２年次（前期）→３年次（後期）
３単位（演習）
担当 小椋　たみ子

≪授業の概要≫
２年次では、各受講生の発達心理学演習Ⅰ（発達支援）を継続・発展させ、1年次で行った研究
のデータを分析し、論文を執筆し、さらに次の研究Ⅱへと発展させる。研究Ⅱも問題の背景とな
る先行研究の講読、仮説、方法の決定、データ収集、分析を行い、論文を執筆し、紀要、学会の
査読付き雑誌へ投稿する。

≪学生の到達目標≫
１.１年次の研究を論文にまとめ投稿する。研究Ⅰでの課題を明らかにする。２．研究Ⅰを発展さ
せ、文献レヴューを行い、研究Ⅱの仮説を設定し、方法を決定しデータ収集を行う。３. 研究Ⅱ
のデータ分析を行い、結果をまとめ、論文を執筆し、投稿する。

≪授業計画≫
１. 発達心理学に関する研究Ⅰのデータ分析結果の報告及び討議
２. 発達心理学に関する研究Ⅰのデータ分析結果の報告及び討議
３. 発達心理学に関する研究Ⅰのデータ分析結果の報告及び討議
４. 発達心理学に関する研究Ⅰの結果の考察の報告及び討議
５. 発達心理学に関する研究Ⅰの結果の考察の報告及び討議
６. 研究Iの論文化の報告と検討・討議
７. 研究Ⅰを踏まえた研究IIの問題設定・討議
８. 発達心理学に関する研究Ⅱの先行研究についての報告・討議
９. 発達心理学に関する研究Ⅱの先行研究についての報告・討議
10. 発達心理学に関する研究Ⅱの先行研究についての報告・討議
11. 研究Ⅱの研究計画についての討議
12. 研究Ⅱの研究計画についての討議
13. 研究Ⅱの方法の決定と討議
14. 研究Ⅱの方法の決定と討議
15. 研究IIのデータ収集状況の報告と討議

≪成績評価の基準・方法≫
講義内での発表30%、レポート（論文）50％、授業参画20％で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・「発達心理学研究、教育心理学研究、保育学研究、乳幼児教育学研究、特殊教育学研究、Child
 Development, Developmental Psychology, Developmental Science, Developmental Reviewな
どの国内外の雑誌論文」・アメリカ心理学会「APA論文作成マニュアル」医学書院・日本心理学
会「日本心理学会　執筆・投稿の手びき」

≪事前・事後学習≫
発達心理学およびその関連分野の文献を精読し、自分の研究についての問題設定、研究計画を立
案する。データの分析方法を学ぶ。論理的思考と論理的文章を書くことをこころがける。
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発達心理学演習Ⅱ（発達臨床）
１年次（前期）→２年次（後期）→３年次（前期）
３単位（演習）
担当 森口　佑介

≪授業の概要≫
２年次では、発達心理学演習Ⅱ（発達臨床）を継続・発展させ、博士学位請求論文のテーマの焦
点化を図るため、討議を深めるとともに、テーマに妥当な実証的研究の具体的な方法についても
探索・検討を重ねる。

≪学生の到達目標≫
１．学位論文のテーマを確定し、そのテーマを実証的に展開するために妥当な研究方法（研究対
象、研究材料、研究手続、資料の処理など）を決定する。２．研究成果を学会、学会誌、紀要等
で発表し、研究業績を蓄積する。

≪授業計画≫
１. 先行研究について検討（関連論文検索・検討も併行）
２. 先行研究について議論（関連論文検索・検討も併行）
３. 先行研究について論究（関連論文検索・検討も併行）
４. 先行研究について決定（関連論文検索・検討も併行）
５. 先行研究テーマによる研究計画の探索と検討
６. 先行研究テーマによる研究計画についての討議
７. 先行研究テーマによる研究計画の論究と決定
８. 予備研究の実施と結果の分析・検討（方法の妥当性）
９. 予備研究の実施と結果の分析・検討（分析手法の妥当性）
10. 予備研究による調整研究計画立案と検討及び決定
11. 本研究実施と経過報告・検討（関連論文検索・検討も併行）
12. 本研究実施と経過報告・討議（関連論文検索・検討も併行）
13. 関連研究の研究計画立案と検討・討議及び決定
14. 関連研究実施と結果の報告及び検討・討議
15. 関連研究の論文化と検討・討議・論究及び演習全般の総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポート試験80％、授業参画20％で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習としては、毎回、授業前に資料等を熟読し、学習内容を把握しておく。事後学習として
は、学んだことから視野を広げたり、深めたりするために振り返り内容について指示をする。

臨床心理学演習
１年次（後期）→２年次（後期）→３年次（後期）
３単位（演習）
担当 渡辺　俊太郎

≪授業の概要≫
臨床心理学の理論に基づく援助の方法、さらに研究や研究成果の公開を行うために必要な知識お
よび技能の修得を目指し、３年間の演習を行う。２年次では、臨床心理学に関する文献研究、調
査研究、実験研究、事例研究論文の精読を行い、研究方法や論文作成方法の理解を深めるととも
に、臨床心理学およびその関連分野における最新の研究知見を学ぶ。さらに、文献を精読した後
の議論を通して自身の研究計画に関する検討を行い、博士学位請求論文の作成を進める。

≪学生の到達目標≫
臨床心理学における援助方法、研究方法および論文作成方法を修得する。また、臨床心理学およ
び関連分野における最新の研究知見を理解する。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション（演習の目的と進め方）
２. 文献研究の論文検索とその成果の報告・討議を行う
３. 調査研究（質問紙研究）の論文検索とその成果の報告・討議を行う
４. 調査研究（面接・観察研究）の論文検索とその成果の報告・討議を行う
５. 心理指標を用いた実験研究の論文検索とその成果の報告・討議を行う
６. 生理指標を用いた実験研究の論文検索とその成果の報告・討議を行う
７. 事例研究の論文検索とその成果の報告・討議を行う
８. 学位論文の研究主題について再検討を行う
９. 研究主題と研究方法の関連について討議を行う
10. 投稿論文の作成に関する研修を行う
11. 研究主題に関連した先行研究の論文検索とその成果の報告・討議を行う①
12. 研究主題に関連した先行研究の論文検索とその成果の報告・討議を行う②
13. 研究主題に関連した先行研究の論文検索とその成果の報告・討議を行う③
14. 学位論文の研究構成について討議を行う
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポート試験80％、討論・演習20％を基本としながら、総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・中沢潤他「心理学マニュアル1～4」北大路書房・海保博之他「シリーズ・心理学の技法」福村
出版・氏原寛他「臨床心理学①～③」培風館・河合隼雄（河合俊雄編）「心理療法コレクション
Ⅱ　カウンセリングの実際」岩波現代文庫・河合隼雄（河合俊雄編）「心理療法コレクションⅣ
　心理療法序説」岩波現代文庫・American Psychological Association「Publication Manual of t
he American Psychological Association」・日本心理学会「執筆・投稿の手びき」・日本心理学
会「心理学研究」・日本健康心理学会「健康心理学研究」・日本心理臨床学会「心理臨床学研究
」・日本カウンセリング学会「カウンセリング研究」・「関連分野の和洋学会誌、文献」

≪事前・事後学習≫
臨床心理学およびその関連分野の文献を講読し、そこで得られた研究方法や論文作成方法に関す
る知見をもとに、研究主題に適した博士学位請求論文の研究計画について検討する。
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研究指導
１年次→２年次→３年次
０単位（演習）
担当 瀧川　光治, 小椋　たみ子, ★埋橋　玲子, ★大脇　万起子, 渡辺

　俊太郎

≪授業の概要≫
博士後期課程における研究指導は、主たる指導教員が1人で、または副指導教員と合同で、院生
の個性と問題意識を生かしながら、個人面接を中心に研究の進行に関する助言を与え、博士学位
請求論文の執筆・提出まできめ細かく行う。すなわち、研究課題の設定の仕方、先行研究の収集
・分析・解釈・報告の仕方、博士学位請求論文の書き方等を院生の問題関心・研究課題に応じて
指導する。また、指導院生が複数いる場合、院生一人ひとりが関心のあるテーマから博士学位請
求論文の構想並びに草稿について発表し、それを基に討論を行う。さらに、各種学会・研究会へ
の参加、各種学会紀要への投稿を勧め、研究者としての自立への支援を行う。

≪学生の到達目標≫
１．院生各自が自らの問題関心と適切な研究方法論に基づき、標準修業年限内で、博士学位請求
論文を執筆・提出できるようにする。
２．そのために、博士後期課程２年次12月に実施される「博士論文執筆計画発表会」において、
合格することをめざす。

≪授業計画≫
１. 研究指導の進め方-院生各自の問題関心と研究計画の把握
２. 最新の先行研究のレビュー（院生１）
３. 最新の先行研究のレビュー（院生２）
４. 最新の先行研究のレビュー（院生３）
５. 各自の博士学位請求論文の構想発表（院生１）
６. 各自の博士学位請求論文の構想発表（院生２）
７. 各自の博士学位請求論文の構想発表（院生３）
８. 各自の博士学位請求論文の構想の再発表（院生１）
９. 各自の博士学位請求論文の構想の再発表（院生２）
10. 各自の博士学位請求論文の構想の再発表（院生３）
11. ゼミ内中間研究発表会への準備（院生１）
12. ゼミ内中間研究発表会への準備（院生２）
13. ゼミ内中間研究発表会への準備（院生３）
14. ゼミ内中間研究発表会
15. 中間総括
16. 各自の博士学位請求論文草稿の検討（院生１）
17. 各自の博士学位請求論文草稿の検討（院生２）
18. 各自の博士学位請求論文草稿の検討（院生３）
19. 各自の博士学位請求論文草稿の再検討（院生１）
20. 各自の博士学位請求論文草稿の再検討（院生２）
21. 各自の博士学位請求論文草稿の再検討（院生３）
22. 各自の博士学位請求論文草稿の最終検討（院生１）
23. 各自の博士学位請求論文草稿の最終検討（院生２）
24. 各自の博士学位請求論文草稿の最終検討（院生３）
25. 博士学位請求論文の執筆計画書の検討（院生１）
26. 博士学位請求論文の執筆計画書の検討（院生２）
27. 博士学位請求論文の執筆計画書の検討（院生３）
28. 博士学位請求論文の執筆計画発表会
29. 博士学位請求論文の執筆計画書の提出
30. 総括-博士学位請求論文提出許可の判定

≪成績評価の基準・方法≫
研究課題への取り組み状況　８０％　ゼミ内中間発表会　２０％を踏まえ、総合的に判断する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
先行研究の検索・収集・整理や、各種学会の口頭発表・紀要執筆を進め、博士学位請求論文の構
想について検討する。
2年次において少なくとも査読付きの論文を1本、学会誌や大阪総合保育大学紀要に掲載されるよ
うに、研究指導を受けながら準備を行うこと。
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大学院 博士後期課程 ３年次 



教育学演習
１年次（前期）→２年次（前期）→３年次（後期）
３単位（演習）
担当 山﨑　高哉

≪授業の概要≫
3年次では、受講者の研究課題に応じて、国内外の最新の研究動向や成果、関連領域の文献につ
いてより詳しいレヴューを行い、それに基づき演習参加者全員で様々な角度から検討・討論する
。それを通じて、演習参加者が各自の研究水準のより一層の高度化を図り、かつ関連領域につい
てのより広範な理解をもてるように配慮する。

≪学生の到達目標≫
国内外の最新の主要な先行研究の分析・検討を通じて、受講者独自の立場・見解を形成するとと
もに、研究手法を確立すること。博士学位申請論文が備えるべき基本的条件とは何かについて理
解すること。

≪授業計画≫
１. この課題演習の進め方―オリエンテーション
２. 日本の最新の先行研究について発表(院生１)と討論
３. 日本の最新の先行研究について発表(院生2)と討論
４. 日本の最新の先行研究について発表(院生3)と討論
５. 外国の最新の先行研究について発表(院生１)と討論
６. 外国の最新の先行研究について発表(院生2)と討論
７. 外国の最新の先行研究について発表(院生3)と討論
８. 自己の博士学位申請論文について発表(院生１)と討論
９. 自己の博士学位申請論文について発表(院生2)と討論
10. 自己の博士学位申請論文について発表(院生3)と討論
11. 自己の博士学位申請論文について再発表(院生１)と討論
12. 自己の博士学位申請論文について再発表(院生2)と討論
13. 自己の博士学位申請論文について再発表(院生3)と討論
14. 今後の研究課題の発表(院生1~3)
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
発表の評価80％と授業参画20％で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
演習で発表するために、自己の博士学位申請論文(章ないし節)を執筆するとともに、発表後の修
正・加筆を励行すること。

幼児教育学演習
１年次（前期）→２年次（前期）→３年次（後期）
３単位（演習）
担当 瀧川　光治

≪授業の概要≫
３年次では、２年次までの研究を踏まえて、本授業では、各自の研究テーマと研究の方法論を持
って研究発表に取り組みつつ、幼児教育学のパラダイムを理解し、その基本的な知見を拡大し、
保育現場における諸問題の理論的かつ実践的解決能力を持つことを目指す。このため、論文作成
についての詳細な検討を行う。前半では、テーマ設定と方法の関係を中心とし、後半では、実証
的・臨床的な幼児教育学の方法論を使って各自の論文作成に焦点を当てる。

≪学生の到達目標≫
１． 先行研究の検討及び臨床的・実証的な研究方法を踏まえた研究遂行能力・研究方法論を獲得
する。
２． 幼児教育学の知見、研究の方法論の多様性を学び、論文作成に必要な力量を育てる。
３．保育現場における諸問題の理論的かつ実践的解決能力を養う。

≪授業計画≫
１. テーマ先行研究構成案（基本的枠組）報告と検討・討議
２. テーマ先行研究に関連する先行論文の報告と討議・論究
３. テーマ先行研究の検証パラダイムの報告と討議
４. テーマ先行研究の検証パラダイムの報告と論究
５. 本研究による資料分析の報告と討議・論究
６. 本研究による結果の内容についての報告と検討・討議
７. 本研究による結果の内容についての報告と論究
８. 本研究による結果の考察・結論についての検討・討議
９. 本研究による結果の考察・結論についての論究
10. 関連研究の研究計画の立案と検討・討議及び決定
11. 関連研究の実施と結果の報告及び討議・論究
12. 学位論文の草稿作成と報告及び検討
13. 学位論文の草稿の報告と討議及び調整
14. 学位論文の草稿に関する論究と提出論文作成への展開
15. 学位論文の完成と提出及び演習の省察と総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポート課題50％、発表と討議50％で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・「日本保育学会論文集」・「日本乳幼児教育学会大会発表論文集」・日本乳幼児教育学会「乳
幼児教育学研究」・日本保育学会「保育学研究」・NAEYC「Young Children,」

≪事前・事後学習≫
検討課題を授業の進行に合わせて出すのでプレゼンテーションに手がかりとし準備すること
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保育実践研究演習
１年次（後期）→２年次（後期）→３年次（前期）
３単位（演習）
担当 ★大方　美香

≪授業の概要≫
３年次では、受講生の研究課題に応じて、国内外の最新の研究動向や成果、関連領域の文献につ
いて、詳しいレビューを行う。参加者全員で討議し、各自の研究水準をより高めるように配慮す
る。

≪学生の到達目標≫
博士（教育学）の学位に値する論文が備えていなければならない諸条件を理解する。２．研究の
展開手法、成果のまとめ方および原稿（口頭、投稿）作成方法を習得する。３．自分の研究成果
を広く社会に還元できるよう努力する。

≪授業計画≫
１. この課題演習の進め方―オリエンテーション
２. 日本の最新の先行研究について発表（院生１）と討論
３. 日本の最新の先行研究について発表（院生２）と討論
４. 日本の最新の先行研究について発表（院生３）と討論
５. 日本の最新の先行研究について再発表（院生１）と討論
６. 日本の最新の先行研究について再発表（院生２）と討論
７. 日本の最新の先行研究について再発表（院生３）と討論
８. 外国の最新の先行研究について発表（院生１）と討論
９. 外国の最新の先行研究について発表（院生２）と討論
10. 外国の最新の先行研究について発表（院生３）と討論
11. 外国の最新の先行研究について再発表（院生１）と討論
12. 外国の最新の先行研究について再発表（院生１）と討論
13. 外国の最新の先行研究について再発表（院生３）と討論
14. 博士後期課題における研究の進捗状況と今後の課題①
15. 博士後期課題における研究の進捗状況と今後の課題②

≪成績評価の基準・方法≫
レポート試験80％、授業参画発表20％で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習：先行研究及び各自の研究論文の要旨準備（指導教官と相談の上）を行う。事後学習：
発表内容について議論したことを整理し、各自の研究に生かす。

保育内容研究演習
１年次（前期）→２年次（前期）→３年次（前期）
３単位（演習）
担当 瀧川　光治

≪授業の概要≫
３年次では、受講生の研究課題に応じて、国内外の最新の研究動向や成果、関連領域の文献につ
いて、詳しいレビューを行う。参加者全員で討議し、各自の研究水準をより高めるように配慮す
る。

≪学生の到達目標≫
１．博士（教育学）の学位に値する論文が備えていなければならない諸条件を理解する。
２．研究の展開手法、成果のまとめ方および原稿（口頭、投稿）作成方法を習得する。
３．自分の研究成果を広く社会に還元できるよう努力する。

≪授業計画≫
１. この課題演習の進め方―オリエンテーション
２. 日本の最新の先行研究について発表（院生１）と討論
３. 日本の最新の先行研究について発表（院生２）と討論
４. 日本の最新の先行研究について発表（院生３）と討論
５. 日本の最新の先行研究について再発表（院生１）と討論
６. 日本の最新の先行研究について再発表（院生２）と討論
７. 日本の最新の先行研究について再発表（院生３）と討論
８. 外国の最新の先行研究について発表（院生１）と討論
９. 外国の最新の先行研究について発表（院生２）と討論
10. 外国の最新の先行研究について発表（院生３）と討論
11. 外国の最新の先行研究について再発表（院生１）と討論
12. 外国の最新の先行研究について再発表（院生２）と討論
13. 外国の最新の先行研究について再発表（院生３）と討論
14. 博士後期課題における研究の進捗状況と今後の課題
15. まとめ

≪成績評価の基準・方法≫
レポート課題50％、発表と討議50％で総合的に評価する

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
事前学習・事後学習として、自分の研究テーマに関する関連文献を読み、レビュー論文を書くた
めの学びを広げていく。授業内で、適宜、その旨の指示を行う。
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子ども心身医療演習
１年次（後期）→２年次（後期）→３年次（前期）
３単位（演習）
担当 村上　佳津美

≪授業の概要≫
こども心身医療研究所に来ている「不登校児」「発達障碍児」の集団治療に参加し、これまで実
習してきたカンファレンスと陪席で培った知識を活用し、彼らの生活に寄り添い、同時に彼らと
個人的に関わっている担当小児科医や心理士の見解を参考にしながら、集団内での彼らの理解を
深めるようにする。

≪学生の到達目標≫
問題を抱えた子どもへの幅広い知識を得て、総合的に現代を生きる子どもの集団での言動と個人
的な問題を相互的に理解するようにする。

≪授業計画≫
１. 不登校の現状を知る
２. 集団力動への理解を深める
３. 決まった日（曜日）に集団治療（午前9時半～3時）に参加し、子どもと生活をしていき、
４. 決まった日（曜日）に集団治療（午前9時半～3時）に参加し、子どもと生活をしていき、
５. 決まった日（曜日）に集団治療（午前9時半～3時）に参加し、子どもと生活をしていき、
６. 決まった日（曜日）に集団治療（午前9時半～3時）に参加し、子どもと生活をしていき、
７. 決まった日（曜日）に集団治療（午前9時半～3時）に参加し、子どもと生活をしていき、
８. 決まった日（曜日）に集団治療（午前9時半～3時）に参加し、子どもと生活をしていき、
９. 決まった日（曜日）に集団治療（午前9時半～3時）に参加し、子どもと生活をしていき、
10. 決まった日（曜日）に集団治療（午前9時半～3時）に参加し、子どもと生活をしていき、
11. 決まった日（曜日）に集団治療（午前9時半～3時）に参加し、子どもと生活をしていき、
12. 決まった日（曜日）に集団治療（午前9時半～3時）に参加し、子どもと生活をしていき、
13. 社会が作る「対人関係」の拙さを、種々の面から理解したことを論文作成にしていく
14. 論文完成
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポートや提出物で評価

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
幼保育園・学校の実習で学んだことを思い返し実習に臨む。
健全な幼保育園・学校集団と、何らかの問題をもった集団の違いをしっかり見つめ、現代の子ど
もの抱える問題に積極的に関わる姿勢をもつようにする。

発達心理学演習Ⅰ（発達支援）
１年次（後期）→２年次（前期）→３年次（後期）
３単位（演習）
担当 小椋　たみ子

≪授業の概要≫
３年次では、各自の研究の問題・目的、理論的背景を明確にし、必要なデータをさらに収集、分
析し、数章から構成される博士学位請求論文を執筆し、提出する。未公刊の章は学会の査読付き
論文に投稿する。

≪学生の到達目標≫
１．博士学位請求論文を執筆し、提出する。２．所属する学会の学会誌、外国雑誌に論文を投稿
する。３．今後の自分の研究の展望を明確にする。

≪授業計画≫
１. 博士論文の章の設定と概要の検討
２. 博士論文の理論的基盤、問題・目的の背景となる先行研究の報告と討議
３. 博士論文の理論的基盤、問題・目的の背景となる先行研究の報告と討議
４. 博士論文を構成するために必要なデータ収集の検討
５. 博士論文を構成するために必要なデータ収集の検討
６. 博士論文を構成するために必要なデータ分析の討議
７. 博士論文を構成するために必要なデータ分析の討議
８. 博士論文の各章の執筆と討議
９. 博士論文の各章の執筆と討議
10. 博士論文の各章の執筆と討議
11. 博士論文の各章の執筆と討議
12. 博士論文の各章の執筆と討議
13. 博士論文の各章の執筆と討議
14. 博士学位請求論文の完成
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
講義内での発表20%、レポート（論文）60％、授業参画20％で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・「発達心理学研究、教育心理学研究、保育学研究、乳幼児教育学研究、特殊教育学研究、Child
 Development, Developmental Psychology, Developmental Science, Developmental Reviewな
どの国内外の雑誌論文」・日本心理学会「日本心理学会「執筆・投稿の手びき」」・アメリカ心
理学会「APA論文作成マニュアル」医学書院

≪事前・事後学習≫
自分の研究テーマの先行文献を精読し、データ分析方法を学び、博士学位請求論文に反映させる
。また、研究成果を発信し、今後の研究、実践に活かす。
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発達心理学演習Ⅱ（発達臨床）
１年次（前期）→２年次（後期）→３年次（前期）
３単位（演習）
担当 森口　佑介

≪授業の概要≫
３年次では、発達心理学演習Ⅱ（発達臨床）に続き、博士学位請求論文のための実証的研究につ
いて経過報告を行い、得られた研究資料の分析、結果の整理・内容及び考察について、論文の草
稿をもとに討議・論究を重ね、論文完成に向けての指導を行う。あわせて関連研究の報告を求め
検討・討議・論究を行う。

≪学生の到達目標≫
１．学位申請論文のために実施した実証的研究による論文作成上の諸側面についての研究討議・
論究により、学問的業績にふさわしい論文にまとめ、論文を完成する。２．１.の討議・論究の過
程で、研究者・教育者としての資質を向上させる。３．研究成果を学会、学会誌、紀要で発表し
、研究業績を蓄積する。

≪授業計画≫
１. テーマ先行研究構成案（基本的枠組）報告と検討・討議
２. テーマ先行研究に関連する先行論文の報告と討議・論究
３. テーマ先行研究の検証パラダイムの報告と討議
４. テーマ先行研究の検証パラダイムの報告と論究
５. 本研究による資料分析の報告と討議・論究
６. 本研究による結果の内容についての報告と検討・討議
７. 本研究による結果の内容についての報告と論究
８. 本研究による結果の考察・結論についての検討・討議
９. 本研究による結果の考察・結論についての論究
10. 関連研究の研究計画の立案と検討・討議及び決定
11. 関連研究の実施と結果の報告及び討議・論究
12. 学位論文の草稿作成と報告及び検討
13. 学位論文の草稿の報告と討議及び調整
14. 学位論文の草稿に関する論究と提出論文作成への展開
15. 学位論文の完成と提出及び演習の省察と総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポート試験80％、授業参画20％で総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
指定なし

≪参考書≫
指定なし

≪事前・事後学習≫
事前学習としては、毎回、授業前に資料等を熟読し、学習内容を把握しておく。事後学習として
は、学んだことから視野を広げたり、深めたりするために振り返り内容について指示をする。

臨床心理学演習
１年次（後期）→２年次（後期）→３年次（後期）
３単位（演習）
担当 渡辺　俊太郎

≪授業の概要≫
臨床心理学の理論に基づく援助の方法、さらに研究や研究成果の公開を行うために必要な知識お
よび技能の修得を目指し、３年間の演習を行う。３年次では、博士学位請求論文のための実証的
、臨床的研究について経過報告を行い、得られた研究資料の分析、結果の整理・内容および考察
について、論文の草稿をもとに討議・論究を重ね、論文完成に向けての指導を行う。また、研究
成果に関する学会、学会誌、紀要での発表について検討を行う。

≪学生の到達目標≫
臨床心理学における援助方法、研究方法および論文作成方法を修得する。また、臨床心理学およ
び関連分野における最新の研究知見を理解する。

≪授業計画≫
１. オリエンテーション（演習の目的と進め方）
２. 研究主題に関連した先行研究の概観とその結果についての討議を行う
３. 各研究の学会、学会誌、紀要での発表計画に関する検討を行う
４. 展望論文作成の報告とその内容に関する討議を行う
５. 研究主題に関連した研究の計画立案および検討を行う
６. 研究主題に関連した研究の実施準備と方法論の論究を行う
７. 研究主題に関連した研究の実施報告と結果の検討を行う
８. 研究主題に関連した研究の考察・結論についての検討を行う
９. 学会での発表内容に関する討議を行う
10. 学位論文の草稿作成と報告および検討を行う
11. 学位論文の草稿の報告と討議および調整を行う
12. 学位論文の草稿に関する論究を行う
13. 学位論文の完成と今後の研究の展開に関する討議を行う
14. 投稿論文の作成と報告および検討を行う
15. 総括

≪成績評価の基準・方法≫
レポート試験80％、討論・演習20％を基本としながら、総合的に評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
・中沢潤他「心理学マニュアル1～4」北大路書房・海保博之他「シリーズ・心理学の技法」福村
出版・氏原寛他「臨床心理学①～③」培風館・河合隼雄（河合俊雄編）「心理療法コレクション
Ⅱ　カウンセリングの実際」岩波現代文庫・河合隼雄（河合俊雄編）「心理療法コレクションⅣ
　心理療法序説」岩波現代文庫・American Psychological Association「Publication Manual of t
he American Psychological Association」・日本心理学会「執筆・投稿の手びき」・日本心理学
会「心理学研究」・日本健康心理学会「健康心理学研究」・日本心理臨床学会「心理臨床学研究
」・日本カウンセリング学会「カウンセリング研究」・「関連分野の和洋学会誌、文献」

≪事前・事後学習≫
臨床心理学およびその関連分野の文献の講読や臨床心理面接、臨床心理アセスメント、臨床心理
地域援助の実践を通して得た知見をもとに、研究内容や研究結果に関する検討を重ね、博士学位
請求論文の執筆に活かす。
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研究指導
１年次→２年次→３年次
０単位（演習）
担当 瀧川　光治, 小椋　たみ子, ★埋橋　玲子, ★大脇　万起子, 渡辺

　俊太郎

≪授業の概要≫
博士後期課程における研究指導は、主たる指導教員が1人で、または副指導教員と合同で、院生
の個性と問題意識を生かしながら、個人面接を中心に研究の進行に関する助言を与え、博士学位
請求論文の執筆・提出まできめ細かく行う。すなわち、研究課題の設定の仕方、先行研究の収集
・分析・解釈・報告の仕方、博士学位請求論文の書き方等を院生の問題関心・研究課題に応じて
指導する。また、指導院生が複数いる場合、院生一人ひとりが関心のあるテーマから博士学位請
求論文の構想並びに草稿について発表し、それを基に討論を行う。さらに、各種学会・研究会へ
の参加、各種学会紀要への投稿を勧め、研究者としての自立への支援を行う。

≪学生の到達目標≫
１．院生各自が自らの問題関心と適切な研究方法論に基づき、標準修業年限内で、博士学位請求
論文を執筆・提出できるようにする。
２．2年次12月の「博士論文執筆計画発表会」に合格していない院生は、引き続きそれに合格で
きるように、研究を進める。
３．3年次9月に実施される「博士論文中間発表会」に合格し、博士学位請求論文が12月に提出で
きるように、研究及び執筆を進める。

≪授業計画≫
１. 研究指導の進め方-院生各自の問題関心と研究計画の把握
２. 院生各自の関心のあるテーマについての研究状況の紹介
３. 最新の先行研究の集中的レビュー
４. 博士学位請求論文の書き方
５. 各自の博士学位請求論文の構想発表（院生１）
６. 各自の博士学位請求論文の構想発表（院生２）
７. 各自の博士学位請求論文の構想発表（院生３）
８. 各自の博士学位請求論文の構想の再発表（院生１）
９. 各自の博士学位請求論文の構想の再発表（院生２）
10. 各自の博士学位請求論文の構想の再発表（院生３）
11. 各自の博士学位請求論文草稿の発表（院生１）
12. 各自の博士学位請求論文草稿の発表（院生２）
13. 各自の博士学位請求論文草稿の発表（院生３）
14. 博士学位請求論文中間発表会
15. 総括-博士学位請求論文提出の許可判定
16. 各自の博士学位請求論文草稿の再検討（院生１）
17. 各自の博士学位請求論文草稿の再検討（院生２）
18. 各自の博士学位請求論文草稿の再検討（院生３）
19. 各自の博士学位請求論文草稿の最終検討Ⅰ（院生１）
20. 各自の博士学位請求論文草稿の最終検討Ⅰ（院生２）
21. 各自の博士学位請求論文草稿の最終検討Ⅰ（院生３）
22. 各自の博士学位請求論文草稿の最終検討Ⅱ（院生１）
23. 各自の博士学位請求論文草稿の最終検討Ⅱ（院生２）
24. 各自の博士学位請求論文草稿の最終検討Ⅱ（院生３）
25. 各自の博士学位請求論文草稿の最終検討Ⅲ（院生１）
26. 各自の博士学位請求論文草稿の最終検討Ⅲ（院生２）
27. 各自の博士学位請求論文草稿の最終検討Ⅲ（院生３）
28. 博士学位請求論文の提出
29. 博士学位請求論文についての反省会
30. 総括-公開審査会

≪成績評価の基準・方法≫
博士学位請求論文および口頭試問の成果をもって評価する。

≪授業で使用する教科書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪参考書≫
適宜プリント等配布を行う。

≪事前・事後学習≫
博士学位請求論文の草稿作成を進め、博士学位請求論文中間発表会や公開審査会の準備を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容

赤ちゃんの人体としくみ

　乳児は身体と運動の力が著しい時期で反射的活動から随意的な活動を通して人間の行動様式などを獲得して

いく時期である。1）匍匐・歩行などの空間移動や姿勢保持などをとおして大筋肉はどのような育ちが生じるの

か、2）ものを掴む・つまむ・引っ張るなどはどのような小筋肉の育ちが生じているのか、3）その中でどのよ

うに認知能力・操作能力を発展させ、4）さまざまな生活する力・遊びの力が育っていくのか、など人間の行動

様式を獲得する筋道を学ぶ。この知見は保育所保育指針のいう「自ら健康で安全な生活をつくり出す力」の基

礎的な学びとなる。

赤ちゃんの神経学

　乳児の健康・医学・生理学のアプローチから、脳科学的視点をもち乳児の神経学を学ぶ。子どもは生まれて

一年と少しの月数で歩き、意味と結び付けた言葉を話す。ここでは、１）神経学から赤ちゃんを理解し、２）

神経系の発生・発展について理解する。特に３）脳科学からみた神経の成長への基本的な知見を学び、４）ど

のような活動が子どもにとって適切であるかの知見を知る。さらに、５）その知見は、赤ちゃんに接する人の

関わりの的確性によって発達が異なることを学ぶ。大人の声かけや身体への接触を行うという外部刺激が発達

の原動力になることは、乳児保育の基礎的学びとなる。

赤ちゃんの看護

　乳児の健康・医学・生理学のアプローチから、乳児の保健を学ぶ。看護やお世話の視点を持ち、乳児の健康

状態や発育、発達を把握することは、乳児の心身の状態に適切な関わりや配慮を行うには必要な学びである。

集団保育における乳児保育を行うにあたり、乳児の疾病や予防、検診などについて基礎的な事項を学ぶ。また

うつぶせ寝などの事故や安全配慮、不適切な養育への気づきについても学ぶ。乳幼児突然死症候群、感染症、

食事や環境への衛生管理など乳児保育の命題につなげる。

赤ちゃんの災害救急

　乳児の健康・医学・生理学のアプローチから、安全への対応として、家庭や地域との連携・支援の視点よ

り、災害対策について学ぶ。地震時における乳児保育のありようや連絡の仕方、日常生活における保育者の役

割などを学びながら、乳児の空間概念や空間環境を分析し、人体の仕組みから乳児のもの・こと・ひとの関係

について災害対策の視点から日常的に何をしていくのか学ぶ。乳児の人体と乳母車や玩具、地域空間など環境

との関係も考える。乳児はどのように身体を動かしたり、移動したりするのか。調査分析しながら学び、乳児

保育の命題につなげる。

赤ちゃんの生理学

　ヒトのはじまりである赤ちゃんの生体の構造と生体の働きの生理学の基礎を学ぶ。乳児の生体の構造は乳児

の活動の土台となっており、乳児期の成長理解を助け乳児の生活活動の理解につながる。ヒトのはじまりであ

る赤ちゃんの発達を生理学的に学び、乳児を解明するにはどうすればよいのか、乳児を理解する視点を学ぶ。

乳児の発達生理学の潮流や動向は非認知的能力や社会情動的スキルが見直されている。乳児が育つ乳児保育の

実践と結び付けながら学ぶ。

乳児の身体と生理学

　生理学のアプローチから「乳児の運動・身体学」としてのしくみや乳児の身体生理学を学ぶ。特に、赤ちゃ

ん（子ども）の身体行動学は精神的な成長を含めて身体行動の成長を理解する土台となっている。身体行動学

は、「ヒト」としての行動のシステム・生物学、人間の体の仕組みを踏まえ、年齢固有の身体変化（年齢ごと

の赤ちゃんの行動学）や身体機能の理解と結びつき身体の仕組み及び「ヒト」として育つ生理学的理解とその

運動を学び（身体的生理学）乳児保育につなげる。

乳児の情動と生理学

　発達生理学のアプローチから、乳児の情動を生理学視点から学ぶ。情動の豊かな交流によって乳児の関係行

動力が発展し、認知・表現・行動の発展の土台となる。ヒトのはじまりである乳児の大人との情動交流が必要

である。ヒトのはじまりである乳児理解は、社会に適応する行動にある認知、運動能力や自己の発達と共に快

の情動に基礎をおき、また、大人とのやり取りから学び、乳児保育の実践や子育てや育児支援につなげながら

学ぶ。

乳児の大脳生理学

　生理学のアプローチから、子ども理解成長の基礎として、乳児の大脳生理学・神経生理学としてのしくみを

学ぶ。特に、赤ちゃん学からみえてきた乳児の姿は、自ら行動し、考え、成長する力をすでに備え、持ってい

るということである。新生児は成人と同じ１，０００億個の脳細胞を持っているが、細胞どうしがネットワー

ク化できていない。このネットワーク化は、外部刺激から三歳頃までに確立する。良い刺激の中で育てば、脳

細胞は活性化しネットワークが複雑かつ広範囲に結ばれることを学び、乳児保育の命題につなげる。

乳児保育学科

乳児保育士関連科目　概要



授業科目の名称 講義等の内容

赤ちゃんの発達心理学

　乳児の発達心理学のアプローチから、赤ちゃんの身体や心の働き・行動の仕組について基礎的事項を学ぶ。

乳児は部分ではなく、全体として一体的に育つことを理解する。また、身体の中心から末端に向けて発達して

いくことも学ぶ。これを通じて、乳児の身体、乳児の情動、乳児の大脳、さらには言葉や表現の発達過程につ

いても基本を理解する。

赤ちゃん学基礎理論

　赤ちゃん学は異分野研究を連携、融合させ、ヒトのはじまりである赤ちゃんの発達を科学的に解明しようと

する新しい学問分野である。研究成果を赤ちゃんの育つ現場や、「人」の成り立ちを知ろうとする人々に還元

することも活動の目的としている。ヒトのはじまりである赤ちゃんの運動・認知・感覚・言語および社会性の

発達とその障害のメカニズムの解明からヒトの心の発達までを対象とする学問であり、 発達という連続する変

化を総合的に、そして多面的な視点からとらえるため、多様な研究分野との融合を学びつつ赤ちゃんを理解す

ることを目標とする。

前期乳児の発達心理学

　乳児の発達心理学のアプローチから、子ども理解の基礎として、「子どもの大脳生理学・神経生理学」とし

てのしくみを学ぶ。赤ちゃん学Ⅰ期は、保育所保育指針の「保育の内容」に示される「乳児保育（1歳未

満）」、その育ちや保育者の働きかけ、特に情動交流や愛着、非認知的能力の保育所保育における必要性とそ

の限界について学ぶ。特に、赤ちゃん（子ども）の発達は身体行動の成長を土台とし、乳児保育の基礎の一つ

として理解することを目標とし、身体の仕組み及び「ヒト」としての生物学的理解とその関係性を学び（情動

的生理学）乳児保育につなげる。

後期乳児の発達心理学

　乳児の発達心理学のアプローチから、子ども理解の基礎として、「子どもの大脳生理学・神経生理学」とし

てのしくみを学ぶ。赤ちゃん学Ⅱ期（１歳以上３歳未満）は、保育所保育指針の「保育の内容」に示される「1

歳以上3歳未満」、その育ちや保育者の働きかけ、特に身体性の育ちと言語の働きなど、ヒトとして固有の発達

過程がある。赤ちゃん（子ども）の発達は身体行動の成長を土台とし、乳児保育の基礎の一つとして理解する

ことを目標とし、身体の仕組み及び「ヒト」としての生物学的理解とその運動を学び（身体的生理学）乳児保

育につなげる。

日本の乳児保育

乳児保育学のアプローチから、日本の乳児保育の変遷や考え方について学ぶ。託児や子守的な日本の乳児保

育、福祉としての乳児保育、愛着の視点から語られた乳児保育、基本的な生活習慣やしつけ論から考えた乳児

保育、健康・安全性といった医療的側面から考えた乳児保育、遊び中心の乳児保育など様々な歴史をたどって

いる。軌跡を振り返りながら、著名な人物について考察しながら検討する。

世界の乳児保育

　世界の乳児保育のアプローチから、世界の優れた幼児教育と日本の幼児教育を紹介しながら学ぶ。共通点や

相違点を考察しながら、日本の乳児保育の課題や展望、環境構成や保育者の役割りなどについて学ぶことを目

標にする。自然を取り入れた遊びを重視することや乳児保育の独自性を尊重することなど、日本の乳児保育の

長所や日本の文化に愛着や誇りをもつことの重要性、いわゆる惻隠の情を尊ぶ伝統的な保育を見直すことも知

る。世界の乳児保育との比較を通した日本の乳児保育への示唆も学ぶ。

乳児保育研究法Ⅰ

　乳児研究法のアプローチから、保育現場で必要な研究法を学ぶ。このため、インターンシップの機会などを

利用して、乳児の研究方法について学ぶ。乳児研究法として、ドキュメンテーション、エピソード記録、フォ

トカンファレンス、質的環境評価スケールなど多岐にわたる方法があるが。それぞれの特徴や手法について基

本を学ぶことを目標とする。それを通して、乳児保育の実践や乳児の姿を観察し、記録したことをどのように

考察し、理解するかの手がかりとして学ぶことを目標とする。乳児の観察手法として、どのような方法がある

のか、何に視点をおいて観察すればよいのかなど研究方法について乳児保育の側面から学ぶ。

乳児保育研究法Ⅱ

　乳児研究において統計法のアプローチから、乳児保育のエビデンスを語るには、調査研究における統計法の

学びは不可欠である。乳児保育の実践や乳児の姿を観察し、記録したことをどのように考察し、理解するかの

手がかりとして学ぶことを目標とする。統計とは何か、量的調査法を主に学ぶ。また乳児の観察手法として、

どのような方法があるのか、何に視点をおいて観察すればよいのかなど研究方法についても心理的側面から学

ぶ。特に、情報機器の操作の仕方や視聴覚教材の使い方も含めて学ぶ。



授業科目の名称 講義等の内容

病児保育

　健康・医学・生理学のアプローチから、乳児の病児保育を学ぶ。看護やお世話の視点を持ち、乳児の病児保

育について学ぶ。医療、看護、保育が融合した病児保育の需要は高まっている。小児科病院内のタイプや保育

所内のタイプなど多様なタイプを学ぶ。乳幼児突然死症候群、感染症、食事や環境への衛生管理など乳児の病

児保育における対応や生活、遊びのあり方などについても学ぶ。病児保育の意義や課題についても考察する。

赤ちゃんの生活と保育

　乳児の生活が子どもの成長の土台となることを学び、保育所保育指針第２章保育の内容では、1歳未満児を乳

児保育（前期乳児とする）、1歳以上3歳未満（後期乳児とする）に区分していることを踏まえつつ、家庭養育

における乳児の生活と保育所等集団保育における乳児の生活の連続性と相違について考え、学ぶ。

赤ちゃんの生活とデザイン

　乳児の生活と保育のアプローチから、乳児の生活について学びながら、乳児のもの・こと・ひとの関係につ

いて環境や造形デザインの視点から考える。乳児の人体と乳母車や玩具、地域空間など環境との関係も考え

る。乳児は空間環境によってどのように身体を動かしたり、移動したりするのか、乳児の生活に欠かせない環

境に子ども自身がどのように関与し、大人との共同活動に参与していくのかを学ぶ。

前期乳児の生活と保育

　乳児理解のアプローチから、子ども理解の基礎として、前期乳児の発達過程を軸としながら、「身近なもの

と関わり感性が育つ」にはどのような玩具や絵本が適切かについて学ぶ。前期乳児とは、保育所保育指針の

「保育の内容」に示される「乳児保育（1歳未満）」の時期である。前期乳児が「見る、触れる、探索する」な

ど、身近な環境に自ら関わり、身体の諸感覚による認識が豊かになるには保育者の働きかけが重要であること

を学ぶ。前期乳児の発達は、身体行動の成長を土台とする。身体の仕組み及び「ヒト」としての生物学的理解

とその関係性を学び（情動的生理学）乳児保育につなげる。

後期乳児の生活と保育

　乳児理解のアプローチから、子ども理解の基礎として、後期乳児のこの時期の発達過程を軸としながら、

「様々な物にかかわるなかで、発見を楽しんだり、考えたりしようとする」にはどのような玩具や絵本が適切

かについて学ぶ。後期乳児とは、保育所保育指針の「保育の内容」に示される「1歳以上3歳未満」の時期であ

る。後期乳児が「玩具・絵本、遊具などに興味をもち、それらを使った遊びを楽しむ生活とは何か」、「形・

色・大きさ・量など」ものの性質や仕組みに気付いたり、区別したり、場所など環境を捉える感覚が豊かにな

るには保育者の働きかけが重要であることを学ぶ。

乳児保育の計画

　乳児保育の実践論として、乳児保育の目的・内容・方法の基礎を実践的に学ぶことを目標とする。 すなわ

ち、インターンシップなどの現場から生じた具体的問題を保育現場ではどのように解決しているのかを学び、

さまざまなシュミレーション（計画）をつくりその適切性を検証する。乳児保育における生活適応活動と実践

的遊び活動を軸とし、保育所保育指針の「保育の内容」での区分にもとづき、その育ちや保育者の働きかけ、

特に情動交流や愛着、非認知的能力の保育所保育における必要性とその限界について学ぶ。また、乳児保育内

容編成論（生活・遊びの援助）やおもちゃ（もの）の環境構成及び、全体的な計画について学ぶ。

乳児の環境とデザイン

　乳児保育の実践論として、乳児保育の環境の目的について基礎を学び理解することを目標とする。乳児の保

育実践のアプローチから、乳児の生活について学びながら、乳児のもの・こと・ひとの関係について環境や造

形デザインの視点から考える。乳児保育の環境構成、おもちゃや絵本の環境デザインなどについても学ぶ。特

に子どもが作る、子どもと共に作る環境構成を調査分析しながら学ぶ。

前期乳児の保育実践

　乳児保育の前期（乳児期）について、乳児保育の目的・内容・方法について基礎を学び理解することを目標

とする。 乳児保育における生活適応活動と遊び活動を軸として学ぶ。前期乳児とは、保育所保育指針の「保育

の内容」に示される「乳児保育（1歳未満）」の時期である。前期の育ちや保育者の働きかけ、環境構成等特に

ついて演習をしながら学ぶ。特におもちゃなど「もの」の環境について、気づいたりしながら探求するには保

育者の働きかけが重要であることを学ぶ。具体的な記録を付けながら、保育所における前期乳児保育の計画及

び評価について基礎的事項を学ぶ。

後期乳児の保育実践

　乳児保育の後期（１歳以上３歳未満）について、1歳児、2歳児の保育の目的・内容・方法について基礎を学

び理解することを目標とする。 乳児保育における生活適応活動と遊び活動を軸として学ぶ。後期乳児とは、保

育所保育指針の「保育の内容」に示される「１歳以上３歳未満」の時期である。後期の育ちや保育者の働きか

け、環境構成等について演習をしながら実践論を学ぶ。特におもちゃなど「もの」の環境について判断し、思

考しながら探求するには保育者の働きかけが重要であることを学ぶ。具体的な記録を付けながら、保育所にお

ける1歳児、2歳児の保育の計画及び評価について基礎的事項を理解する。
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